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こ
の
情
報
誌
に
は
植
林
木
・
森
林
認
証
材
な
ど
を
原
材
料
と

す
る
環
境
に
配
慮
し
た
用
紙
、な
ら
び
に
印
刷
イ
ン
キ
工
業

連
合
会
認
定
の
植
物
油
イ
ン
キ
を
主
に
使
用
し
て
い
ま
す
。
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サンジュウマル
くつろぎの

全身で心地よさを感じる、サンジュウマルアイテム

クリーンでうれC
お掃除ラクラク

お掃除が簡単・ラクラク、クリーンアイテム

心も身体ももっとラクに、

サザナが叶える

心地よい毎日。
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ア
ジ
ア
で

設
計
す
る

と
い
う
こ
と

今
、新
し
い
世
代
の
建
築
家
た
ち
が
、

海
外
で
の
活
動
に
果
敢
に
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

世
界
的
に
名
の
知
れ
た
建
築
家
が

招
か
れ
て
設
計
を
行
う
の
と
は
異
な
り
、

現
地
に
溶
け
込
み
、

切
り
開
い
て
い
く
方
法
で
す
。

と
く
に
、彼
ら
が
注
目
し
て
い
る
の
は
ア
ジ
ア
。

言
葉
や
文
化
、技
術
の
隔
た
り
を

ま
の
あ
た
り
に
し
な
が
ら
も
、

な
ぜ
海
外
で
の
設
計
に

挑
み
つ
づ
け
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

彼
ら
は
み
な
、「
ア
ジ
ア
は
近
い
」と

口
を
揃
え
て
言
い
ま
す
。

日
本
に
拠
点
を
も
ち
な
が
ら
、

軽
や
か
に
ア
ジ
ア
各
国
で
活
躍
す
る
、

4
組
の
建
築
家
に
、現
地
へ
の

飛
び
込
み
方
を
語
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
。
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建
築
家
た
ち
は

な
ぜ
移
動
す
る
の
か

攪
乱
、
顕
示
、

共
生
す
る
た
く
ま
し
さ

は
決
し
て
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。
建
築
家
を
建
物
の
つ
く
り

手
だ
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
人
類
の
起
源
と
同
じ
く
ら
い
の
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
人
類
は
移
動
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
類
は
建
物
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
の
だ

か
ら
。
だ
が
、
も
う
少
し
専
門
的
な
知
を
も
っ
て
、
国
境
を
越

え
て
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
19
世
紀
半
ば
の
大
英
帝
国

の
建
築
家
た
ち
の
体
験
に
始
ま
る
。
世
界
の
3
分
の
1
を
有
し

て
い
た
大
英
帝
国
は
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ラ
ヤ
半
島
、
香
港
、
上
海
、

イ
ン
ド
、
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
植
民
地
や
租
界
で
の
帝

国
主
義
的
活
動
に
従
事
し
た（
＊
9
）。
そ
れ
に
倣
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
の
建
築
家

た
ち
も
国
境
を
越
え
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
戦
争
が
終
わ
り
冷
戦
時
代
を
経
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経

済
の
隆
盛
を
み
る
現
在
、
建
築
家
の
移
動
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
19
世
紀
の
大
英
帝
国
の
建
築
家
か
ら
始
ま
っ
て
、

現
在
に
至
る
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
を
、
大
雑
把
に
類
型
化
す

る
な
ら
ば
、
①
冒
険
型
建
築
家
、
②
出
張
型
建
築
家
、
③
共
生

定
住
型
建
築
家
、
の
3
つ
が
抽
出
で
き
る
だ
ろ
う
（
7
ペ
ー
ジ

の
表
）。社
会
が
安
定
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
①
か
ら
③
へ
と
移

行
す
る
。

　
①
冒
険
型
建
築
家
：
本
国
が
政
治
的
、
あ
る
い
は
経
済
的
に

不
安
定
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
出
奔
し
て
い
く
。
大
英
帝
国
の
拡
大
の
初
期
、
い
ま
だ
、
正

規
の
建
築
家
が
登
場
し
て
い
な
い
時
期
、
多
数
の
測
量
士
、
土

木
技
術
者
た
ち
が
世
界
に
散
っ
た
。
銀
座
煉
瓦
街
を
つ
く
っ
た

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
（
＊
10
）
な
ど
が
そ
の
典
型
で
、

彼
は
香
港
、
上
海
を
経
て
、
幕
末
、
維
新
後
の
日
本
に
や
っ
て

き
て
、
や
が
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
ア
メ
リ
カ
の
西
海

岸
へ
と
去
っ
て
い
っ
た
。

　
②
出
張
型
建
築
家
：
ふ
た
つ
の
地
域
の
技
術
的
差
が
圧
倒
的

に
あ
る
と
き
、
権
威
と
技
術
、
あ
る
い
は
、
国
家
を
背
負
い
多

く
の
建
築
家
が
出
張
の
形
式
で
他
地
域
に
移
動
す
る
。
帝
国
ホ

テ
ル
を
建
て
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
チ
ャ
ン
デ
ィ

ガ
ー
ル
で
活
躍
し
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
現
在
、
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
著
名
日
本
人
建
築
家
も
、

じ
つ
は
こ
の
範
疇
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
共
生
定
住
型
建
築
家
：
本
国
は
決
し
て
不
安
定
な
の
で
は

な
い
が
、
保
守
化
が
進
ん
だ
と
き
、
若
い
進
取
の
気
性
を
も
つ

建
築
家
た
ち
は
興
隆
す
る
別
の
地
域
に
移
り
、
自
ら
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
。
明
治
日
本
、
や
っ
て
き
た
の
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
先
生
で
あ
り
、
戦
争
を
挟
ん
で
は
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ

ー
モ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
あ
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
・
ダ

イ
サ
ム
の
ふ
た
り
な
ど
が
い
る
。
僕
が
北
京
で
、
あ
る
い
は
ほ

か
の
ア
ジ
ア
で
遭
遇
し
て
う
ら
や
ん
だ
の
は
こ
の
類
型
の
建
築

家
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
表
題
に
掲
げ
た

問
い
、「
建
築
家
た

ち
は
な
ぜ
移
動
す

る
の
か
」
へ
の
回

答
は
、
半
分
ほ
ど

す
で
に
述
べ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
本
国
の
不
安
定（
①
冒
険
型
建
築
家
）、
他
地
域

と
の
技
術
的
・
経
済
的
・
政
治
的
差
異
（
②
出
張
型
建
築
家
）、

進
取
の
気
性
（
③
共
生
定
住
型
建
築
家
）
な
ど
で
あ
る
。
答
え

る
べ
き
残
り
の
半
分
は
、
現
地
側
へ
の
効
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

社
会
学
や
民
俗
学
で
い
え
ば
、
彼
ら
は
「
他
者
」
で
あ
り
、「
ま

れ
び
と
」
で
あ
り
、「
異
人
」
で
あ
り
、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で

文

エ
ッ
セ
イあ

る
。
そ
れ
ら
が
現
地
社
会
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と
は
、

赤
坂
憲
雄
『
異
人
論
序
説
』（
＊
11
）
や
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び

と
論
」（
＊
12
）
で
つ
と
に
述
べ
ら
れ
、
近
年
で
は
敷
田
麻
実
が

そ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
効
果
を
論
じ
て
い
る（
＊
13
）。

　
そ
れ
ら
を
敷
衍
し
、
ま
た
、
建
築
家
独
自
の
特
色
を
加
味
す

る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
①
冒
険
型
の
建
築
家

は
、
異
人
、
ま
れ
び
と
に
近
く
、
現
地
社
会
の
建
築
界
を
攪
乱

し
、
良
き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
変
化
を
与
え
、
そ
し
て
、
無

責
任
に
立
ち
去
っ
て
い
く
。
②
出
張
型
の
建
築
家
は
、
国
家
や

会
社
や
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
背
負
い
、
顕
示
欲
高
く
、
し
か
し

き
っ
ち
り
と
し
た
成
果
を
注
入
し
て
い
く
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ

と
顕
示
欲
の
強
さ
は
次
の
出
張
へ
の
糧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現

地
社
会
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
視
線

を
挿
入
す
る
。

　
最
後
の
③
共
生
定
住
型
の
建
築
家
は
、
小
規
模
に
す
る
り
と

現
地
社
会
に
入
り
込
み
、
深
い
と
こ
ろ
で
現
地
の
建
築
を
理
解

し
な
が
ら
、
異
人
建
築
家
の
ト
リ
ッ
キ
ー
な
目
を
も
っ
て
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
。
あ
る
い

は
そ
こ
を
拠
点
に
複
数
の
地
点
を
移
動
し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ざ

波
を
立
て
て
い
く
。

　
海
や
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
は
、
本
来
、
タ

ン
ポ
ポ
の
如
く
遠
く
に
飛
び
ゆ
き
、
た
く
ま
し
く
そ
の
地
に
根

づ
く
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
現
地
建
築
界
の
生
態
系
を
変
え
、

さ
ら
に
自
分
自
身
も
進
化
し
て
い
く（
＊
14
）。
そ
の
変
容
の
仕

方
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ミ
な
建
築
史
家
の
観
察

の
対
象
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
追
跡
す
る
私
た
ち
も
、
た
ま
に

は
役
立
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
も
。

せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
菅
根
史
郎
さ
ん
は
、
中
国
人
女
性

と
結
婚
し
、
北
京
に
事
務
所
を
開
設
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
手
広
く
運
営
し
て
い
る
。
長
く
ア
ジ
ア
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
一
連
の
日
本
人
建
築
家
た
ち
の「
進
化
」

の
過
程
を
ち
く
い
ち
観
察
で
き
歴
史
家
と
し
て
は
満
足
な
の
だ

が
、
ア
ジ
ア
に
関
与
し
た
一
個
人
と
し
て
は
、
21
世
紀
の
若
い

建
築
家
た
ち
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
う

ら
や
ま
し
く
も
思
う
。

　
よ
く
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
僕
の
抱
い
た
羨
望
と
は
な
ん
な

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
と
20
歳
ほ
ど
も
異
な
る
年
齢
の
差
か
。
人

生
の
上
り
坂
と
下
り
坂
と
で
は
変
化
の
速
度
が
圧
倒
的
に
異
な

り
、
気
力
も
劣
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
社
会
へ
の
参
入
深
度
の

違
い
な
の
か
。
僕
が
北
京
に
長
く
い
た
時
代
、
ま
だ
ま
だ
外
国

人
へ
の
制
限
は
多
く
、
あ
く
ま
で
も
お
客
さ
ん
で
あ
っ
て
、
融

通
無
碍
な
る
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
北
京
で
活
躍
す
る
若
い
日
本
人
建
築
家
へ
の
羨
望
は
、
バ
ン

コ
ク
で
タ
イ
人
女
性
と
結
婚
し
て
設
計
事
務
所
を
開
く
、
私
の

学
生
だ
っ
た
岩
本
昌
樹
く
ん（
＊
7
）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
行
き
来
す
る
岩
元
真
明
く
ん
（
本
誌
26
〜
33
ペ
ー
ジ
）

へ
の
も
の
と
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
若
く
し
て
現
地
に
入
り
込

み
、
実
務
を
こ
な
し
、
そ
の
う
え
、
日
本
を
含
め
た
複
数
の
建

築
世
界
の
境
界
を
軽
々
と
飛
び
越
え
て
い
る
そ
の
姿
は
と
て
も

ま
ぶ
し
い（
＊
8
）。

　
ア
ジ
ア
建
築
史

研
究
を
も
っ
ぱ
ら

に
す
る
建
築
史
家

の
僕
が
移
動
す
る

の
は
当
然
だ
と
し

て
も
、
建
築
家
た

ち
も
国
境
を
越
え

各
地
に
活
動
を
展
開
す
る
。
た
だ
、
建
築
家
が
移
動
す
る
こ
と

思
う
。

　
近
頃
出
て
き
た
古
い
写
真
に
は
、
人
民
大
会
堂
で
の
日
中
建

築
交
流
会
議
の
際
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
磯
崎
新
夫
妻
の
隣
で
、

40
代
前
半
の
若
気
の
い
た
り
が
ま
だ
む
ん
む
ん
の
僕
が
写
っ
て

い
る
。
山
本
理
顕
さ
ん
（
＊
3
）
が
「
建
外
S
O
H
O
」
を
設

計
す
る
際
、
そ
し
て
、
隈
研
吾
さ
ん
や
韓
国
の
承
孝
相
氏
（
＊

4
）
な
ど
を
含
む
当
時
の
ア
ジ
ア
の
若
い
建
築
家
た
ち
が
別
荘

計
画
「Com

m
une by the Great W

all

」（
＊
5
）
に
参
加
す

る
際
に
も
、
直
接
的
、
間
接
的
に
関
与
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
六
角
鬼
丈
氏
（
＊
6
）
に
お
会
い
し
た
の
は
今

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
藝
術
大
学
を
退
任

さ
れ
て
北
京
の
中
央
美
術
学
院
へ
と
特
任
教
授
と
し
て
赴
任
し

た
。
北
京
で
事
務
所
も
開
設
し
、
弟
子
た
ち
を
何
人
も
呼
び
よ

村 松 伸
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長
い
こ
と
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
を
放
浪
し
て
い

る
と
ジ
ミ
な
建
築

史
家
で
は
あ
る
も

の
の
、
じ
つ
に
い

ろ
い
ろ
な
派
手
で

著
名
な
建
築
家
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
現
代
建
築
家

の
先
達
中
の
先
達
、
楊
廷
宝
氏
（
＊
1
）
と
は
北
京
の
ど
こ
か

の
大
宴
会
の
円
卓
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

だ
、
僕
が
20
代
後
半
だ
っ
た
頃
だ
。
娘
が
ま
だ
小
さ
い
頃
、
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
氏
に
抱
か
れ
た
の
は
、確
か
張
永
和
氏（
＊

2
）
主
宰
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
園
林
で
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
と

歴
史
に

み
る

建
築
家
の

移
動

Muramatsu Shin

特
集
／
ア
ジ
ア
で
設
計
す
る
と
い
う
こ
と

た
と
え
ば
、

ア
ジ
ア
と

長
く

か
か
わ
る
と

ヤ
ン
・
テ
ィ
ン
ボ
ウ
／
1
9
0
1
〜
82
年
。

中
国
河
南
省
生
ま
れ
。
21
〜
24
年
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
建
築
学
科
に
留
学
、建
築
家
ポ

ー
ル
・
ク
レ
の
も
と
で
学
ぶ
。
40
年
〜
中
国

の
国
立
中
央
大
学（
現
・
東
南
大
学
）教
授
。

中
国
で
は
1
0
0
作
品
以
上
を
手
が
け
る
。

お
も
な
作
品
＝「
京
奉
鐡
路
瀋
陽
總
站
」（
28
）、

「
成
賢
小
築
」（
46
、自
邸
）な
ど
。

＊
１楊 

廷
宝

Y
ang T

ingbao

チ
ャ
ン
・
ユ
ン
ホ
ー
／
1
9
5
6
年
中
国

北
京
市
生
ま
れ
。
81
年
南
京
工
学
院
（
現
・

東
南
大
学
）
卒
業
。
84
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
修
士
課
程
修
了
。

93
年
に
中
国
で
ア
ト
リ
エ
非
常
建
築
を
設

立
。
お
も
な
作
品
＝「
二
分
宅
（Split 

H
ouse

）」（
2
0
0
2
）、「
柿
子
林
（V

illa 
Shizilin

）」（
04
）
な
ど
。

＊
2張 

永
和

Chang Y
ung H

o

2
0
0
1
〜
05
年
、北
京
市
街
か
ら
約
60
㎞

の
万
里
の
長
城
を
望
む
8
㎢
の
敷
地
に
民
間

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
R
E
D
S
T
O
N
E
社
が

開
発
し
た
別
荘
地
。ア
ジ
ア
の
12
人
の
建
築

家
が
設
計
に
参
加
。写
真
は
そ
の
ひ
と
つ
。

＊
5

Com
m

une by 
the Great W

all

（
別
荘
計
画
）

や
ま
も
と
・
り
け
ん
／
1
9
4
5
年
中
国
北

京
市
生
ま
れ
。
68
年
日
本
大
学
卒
業
。
71
年

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了
。
73
年
山
本
理

顕
設
計
工
場
設
立
。お
も
な
中
国
で
の
作
品

＝「
建
外
S
O
H
O
」（
2
0
0
4
）、「
天
津

図
書
館
」（
12
）な
ど
。

＊
3山

本
理
顕

Y
am

am
oto Riken

「京奉鐡路瀋陽總站」

ス
ン
・
ヒ
ョ
サ
ン
／
1
9
5
2
年
韓
国
ソ

ウ
ル
市
生
ま
れ
。
79
年
ソ
ウ
ル
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
後
、
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大

学
に
留
学
。
79
年
〜
空
間
社
。
89
年
に

IRO
JE architects &

 planners

を
設
立
。

お
も
な
作
品
＝「
鶴
洞
守
拙
堂
」（
93
）、

「C
om

m
une Club

」（
2
0
0
1
）
な
ど
。

＊
4承 

孝
相

Seung H
-Sang

2004年

「建外SOHO」

設計／山本理顕

写真提供／王 漢陽写真提供／山本理顕設計工場

2001年

「Commune Club」
（＊5の計画地内に建設）

設計／承 孝相

撮影／淺川 敏

「Split House」
（＊5の計画地内に建設）

設計／張 永和

2002年

撮影／淺川 敏

2002年

「Great（Bamboo）Wall」

設計／隈 研吾

撮影／淺川 敏

1928年

設計／楊 廷宝

ヤ
ン
テ
ィ
ン
ボ
ウ

い
だ

ユ
ン
ホ
ー

チ
ャ
ン

ス
ン
ヒ
ョ
サ
ン



建
築
家
た
ち
は

な
ぜ
移
動
す
る
の
か

攪
乱
、
顕
示
、

共
生
す
る
た
く
ま
し
さ

は
決
し
て
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。
建
築
家
を
建
物
の
つ
く
り

手
だ
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
人
類
の
起
源
と
同
じ
く
ら
い
の
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
人
類
は
移
動
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
類
は
建
物
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
の
だ

か
ら
。
だ
が
、
も
う
少
し
専
門
的
な
知
を
も
っ
て
、
国
境
を
越

え
て
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
19
世
紀
半
ば
の
大
英
帝
国

の
建
築
家
た
ち
の
体
験
に
始
ま
る
。
世
界
の
3
分
の
1
を
有
し

て
い
た
大
英
帝
国
は
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ラ
ヤ
半
島
、
香
港
、
上
海
、

イ
ン
ド
、
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
植
民
地
や
租
界
で
の
帝

国
主
義
的
活
動
に
従
事
し
た（
＊
9
）。
そ
れ
に
倣
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
の
建
築
家

た
ち
も
国
境
を
越
え
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
戦
争
が
終
わ
り
冷
戦
時
代
を
経
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経

済
の
隆
盛
を
み
る
現
在
、
建
築
家
の
移
動
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
19
世
紀
の
大
英
帝
国
の
建
築
家
か
ら
始
ま
っ
て
、

現
在
に
至
る
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
を
、
大
雑
把
に
類
型
化
す

る
な
ら
ば
、
①
冒
険
型
建
築
家
、
②
出
張
型
建
築
家
、
③
共
生

定
住
型
建
築
家
、
の
3
つ
が
抽
出
で
き
る
だ
ろ
う
（
7
ペ
ー
ジ

の
表
）。社
会
が
安
定
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
①
か
ら
③
へ
と
移

行
す
る
。

　
①
冒
険
型
建
築
家
：
本
国
が
政
治
的
、
あ
る
い
は
経
済
的
に

不
安
定
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
出
奔
し
て
い
く
。
大
英
帝
国
の
拡
大
の
初
期
、
い
ま
だ
、
正

規
の
建
築
家
が
登
場
し
て
い
な
い
時
期
、
多
数
の
測
量
士
、
土

木
技
術
者
た
ち
が
世
界
に
散
っ
た
。
銀
座
煉
瓦
街
を
つ
く
っ
た

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
（
＊
10
）
な
ど
が
そ
の
典
型
で
、

彼
は
香
港
、
上
海
を
経
て
、
幕
末
、
維
新
後
の
日
本
に
や
っ
て

き
て
、
や
が
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
ア
メ
リ
カ
の
西
海

岸
へ
と
去
っ
て
い
っ
た
。

　
②
出
張
型
建
築
家
：
ふ
た
つ
の
地
域
の
技
術
的
差
が
圧
倒
的

に
あ
る
と
き
、
権
威
と
技
術
、
あ
る
い
は
、
国
家
を
背
負
い
多

く
の
建
築
家
が
出
張
の
形
式
で
他
地
域
に
移
動
す
る
。
帝
国
ホ

テ
ル
を
建
て
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
チ
ャ
ン
デ
ィ

ガ
ー
ル
で
活
躍
し
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
現
在
、
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
著
名
日
本
人
建
築
家
も
、

じ
つ
は
こ
の
範
疇
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
共
生
定
住
型
建
築
家
：
本
国
は
決
し
て
不
安
定
な
の
で
は

な
い
が
、
保
守
化
が
進
ん
だ
と
き
、
若
い
進
取
の
気
性
を
も
つ

建
築
家
た
ち
は
興
隆
す
る
別
の
地
域
に
移
り
、
自
ら
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
。
明
治
日
本
、
や
っ
て
き
た
の
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
先
生
で
あ
り
、
戦
争
を
挟
ん
で
は
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ

ー
モ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
あ
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
・
ダ

イ
サ
ム
の
ふ
た
り
な
ど
が
い
る
。
僕
が
北
京
で
、
あ
る
い
は
ほ

か
の
ア
ジ
ア
で
遭
遇
し
て
う
ら
や
ん
だ
の
は
こ
の
類
型
の
建
築

家
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
表
題
に
掲
げ
た

問
い
、「
建
築
家
た

ち
は
な
ぜ
移
動
す

る
の
か
」
へ
の
回

答
は
、
半
分
ほ
ど

す
で
に
述
べ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
本
国
の
不
安
定（
①
冒
険
型
建
築
家
）、
他
地
域

と
の
技
術
的
・
経
済
的
・
政
治
的
差
異
（
②
出
張
型
建
築
家
）、

進
取
の
気
性
（
③
共
生
定
住
型
建
築
家
）
な
ど
で
あ
る
。
答
え

る
べ
き
残
り
の
半
分
は
、
現
地
側
へ
の
効
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

社
会
学
や
民
俗
学
で
い
え
ば
、
彼
ら
は
「
他
者
」
で
あ
り
、「
ま

れ
び
と
」
で
あ
り
、「
異
人
」
で
あ
り
、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で

文

エ
ッ
セ
イあ

る
。
そ
れ
ら
が
現
地
社
会
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と
は
、

赤
坂
憲
雄
『
異
人
論
序
説
』（
＊
11
）
や
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び

と
論
」（
＊
12
）
で
つ
と
に
述
べ
ら
れ
、
近
年
で
は
敷
田
麻
実
が

そ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
効
果
を
論
じ
て
い
る（
＊
13
）。

　
そ
れ
ら
を
敷
衍
し
、
ま
た
、
建
築
家
独
自
の
特
色
を
加
味
す

る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
①
冒
険
型
の
建
築
家

は
、
異
人
、
ま
れ
び
と
に
近
く
、
現
地
社
会
の
建
築
界
を
攪
乱

し
、
良
き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
変
化
を
与
え
、
そ
し
て
、
無

責
任
に
立
ち
去
っ
て
い
く
。
②
出
張
型
の
建
築
家
は
、
国
家
や

会
社
や
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
背
負
い
、
顕
示
欲
高
く
、
し
か
し

き
っ
ち
り
と
し
た
成
果
を
注
入
し
て
い
く
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ

と
顕
示
欲
の
強
さ
は
次
の
出
張
へ
の
糧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現

地
社
会
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
視
線

を
挿
入
す
る
。

　
最
後
の
③
共
生
定
住
型
の
建
築
家
は
、
小
規
模
に
す
る
り
と

現
地
社
会
に
入
り
込
み
、
深
い
と
こ
ろ
で
現
地
の
建
築
を
理
解

し
な
が
ら
、
異
人
建
築
家
の
ト
リ
ッ
キ
ー
な
目
を
も
っ
て
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
。
あ
る
い

は
そ
こ
を
拠
点
に
複
数
の
地
点
を
移
動
し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ざ

波
を
立
て
て
い
く
。

　
海
や
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
は
、
本
来
、
タ

ン
ポ
ポ
の
如
く
遠
く
に
飛
び
ゆ
き
、
た
く
ま
し
く
そ
の
地
に
根

づ
く
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
現
地
建
築
界
の
生
態
系
を
変
え
、

さ
ら
に
自
分
自
身
も
進
化
し
て
い
く（
＊
14
）。
そ
の
変
容
の
仕

方
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ミ
な
建
築
史
家
の
観
察

の
対
象
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
追
跡
す
る
私
た
ち
も
、
た
ま
に

は
役
立
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
も
。

せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
菅
根
史
郎
さ
ん
は
、
中
国
人
女
性

と
結
婚
し
、
北
京
に
事
務
所
を
開
設
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
手
広
く
運
営
し
て
い
る
。
長
く
ア
ジ
ア
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
一
連
の
日
本
人
建
築
家
た
ち
の「
進
化
」

の
過
程
を
ち
く
い
ち
観
察
で
き
歴
史
家
と
し
て
は
満
足
な
の
だ

が
、
ア
ジ
ア
に
関
与
し
た
一
個
人
と
し
て
は
、
21
世
紀
の
若
い

建
築
家
た
ち
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
う

ら
や
ま
し
く
も
思
う
。

　
よ
く
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
僕
の
抱
い
た
羨
望
と
は
な
ん
な

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
と
20
歳
ほ
ど
も
異
な
る
年
齢
の
差
か
。
人

生
の
上
り
坂
と
下
り
坂
と
で
は
変
化
の
速
度
が
圧
倒
的
に
異
な

り
、
気
力
も
劣
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
社
会
へ
の
参
入
深
度
の

違
い
な
の
か
。
僕
が
北
京
に
長
く
い
た
時
代
、
ま
だ
ま
だ
外
国

人
へ
の
制
限
は
多
く
、
あ
く
ま
で
も
お
客
さ
ん
で
あ
っ
て
、
融

通
無
碍
な
る
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
北
京
で
活
躍
す
る
若
い
日
本
人
建
築
家
へ
の
羨
望
は
、
バ
ン

コ
ク
で
タ
イ
人
女
性
と
結
婚
し
て
設
計
事
務
所
を
開
く
、
私
の

学
生
だ
っ
た
岩
本
昌
樹
く
ん（
＊
7
）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
行
き
来
す
る
岩
元
真
明
く
ん
（
本
誌
26
〜
33
ペ
ー
ジ
）

へ
の
も
の
と
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
若
く
し
て
現
地
に
入
り
込

み
、
実
務
を
こ
な
し
、
そ
の
う
え
、
日
本
を
含
め
た
複
数
の
建

築
世
界
の
境
界
を
軽
々
と
飛
び
越
え
て
い
る
そ
の
姿
は
と
て
も

ま
ぶ
し
い（
＊
8
）。

　
ア
ジ
ア
建
築
史

研
究
を
も
っ
ぱ
ら

に
す
る
建
築
史
家

の
僕
が
移
動
す
る

の
は
当
然
だ
と
し

て
も
、
建
築
家
た

ち
も
国
境
を
越
え

各
地
に
活
動
を
展
開
す
る
。
た
だ
、
建
築
家
が
移
動
す
る
こ
と

思
う
。

　
近
頃
出
て
き
た
古
い
写
真
に
は
、
人
民
大
会
堂
で
の
日
中
建

築
交
流
会
議
の
際
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
磯
崎
新
夫
妻
の
隣
で
、

40
代
前
半
の
若
気
の
い
た
り
が
ま
だ
む
ん
む
ん
の
僕
が
写
っ
て

い
る
。
山
本
理
顕
さ
ん
（
＊
3
）
が
「
建
外
S
O
H
O
」
を
設

計
す
る
際
、
そ
し
て
、
隈
研
吾
さ
ん
や
韓
国
の
承
孝
相
氏
（
＊

4
）
な
ど
を
含
む
当
時
の
ア
ジ
ア
の
若
い
建
築
家
た
ち
が
別
荘

計
画
「Com

m
une by the Great W

all

」（
＊
5
）
に
参
加
す

る
際
に
も
、
直
接
的
、
間
接
的
に
関
与
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
六
角
鬼
丈
氏
（
＊
6
）
に
お
会
い
し
た
の
は
今

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
藝
術
大
学
を
退
任

さ
れ
て
北
京
の
中
央
美
術
学
院
へ
と
特
任
教
授
と
し
て
赴
任
し

た
。
北
京
で
事
務
所
も
開
設
し
、
弟
子
た
ち
を
何
人
も
呼
び
よ

村 松 伸
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長
い
こ
と
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
を
放
浪
し
て
い

る
と
ジ
ミ
な
建
築

史
家
で
は
あ
る
も

の
の
、
じ
つ
に
い

ろ
い
ろ
な
派
手
で

著
名
な
建
築
家
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
現
代
建
築
家

の
先
達
中
の
先
達
、
楊
廷
宝
氏
（
＊
1
）
と
は
北
京
の
ど
こ
か

の
大
宴
会
の
円
卓
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

だ
、
僕
が
20
代
後
半
だ
っ
た
頃
だ
。
娘
が
ま
だ
小
さ
い
頃
、
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
氏
に
抱
か
れ
た
の
は
、確
か
張
永
和
氏（
＊

2
）
主
宰
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
園
林
で
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
と

歴
史
に

み
る

建
築
家
の

移
動

Muramatsu Shin

特
集
／
ア
ジ
ア
で
設
計
す
る
と
い
う
こ
と

た
と
え
ば
、

ア
ジ
ア
と

長
く

か
か
わ
る
と

ヤ
ン
・
テ
ィ
ン
ボ
ウ
／
1
9
0
1
〜
82
年
。

中
国
河
南
省
生
ま
れ
。
21
〜
24
年
ペ
ン
シ
ル

ベ
ニ
ア
大
学
建
築
学
科
に
留
学
、建
築
家
ポ

ー
ル
・
ク
レ
の
も
と
で
学
ぶ
。
40
年
〜
中
国

の
国
立
中
央
大
学（
現
・
東
南
大
学
）教
授
。

中
国
で
は
1
0
0
作
品
以
上
を
手
が
け
る
。

お
も
な
作
品
＝「
京
奉
鐡
路
瀋
陽
總
站
」（
28
）、

「
成
賢
小
築
」（
46
、自
邸
）な
ど
。

＊
１楊 

廷
宝

Y
ang T

ingbao

チ
ャ
ン
・
ユ
ン
ホ
ー
／
1
9
5
6
年
中
国

北
京
市
生
ま
れ
。
81
年
南
京
工
学
院
（
現
・

東
南
大
学
）
卒
業
。
84
年
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
大
学
バ
ー
ク
レ
ー
校
修
士
課
程
修
了
。

93
年
に
中
国
で
ア
ト
リ
エ
非
常
建
築
を
設

立
。
お
も
な
作
品
＝「
二
分
宅
（Split 

H
ouse

）」（
2
0
0
2
）、「
柿
子
林
（V

illa 
Shizilin

）」（
04
）
な
ど
。

＊
2張 

永
和

Chang Y
ung H

o

2
0
0
1
〜
05
年
、北
京
市
街
か
ら
約
60
㎞

の
万
里
の
長
城
を
望
む
8
㎢
の
敷
地
に
民
間

デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
R
E
D
S
T
O
N
E
社
が

開
発
し
た
別
荘
地
。ア
ジ
ア
の
12
人
の
建
築

家
が
設
計
に
参
加
。写
真
は
そ
の
ひ
と
つ
。

＊
5

Com
m

une by 
the Great W

all

（
別
荘
計
画
）

や
ま
も
と
・
り
け
ん
／
1
9
4
5
年
中
国
北

京
市
生
ま
れ
。
68
年
日
本
大
学
卒
業
。
71
年

東
京
藝
術
大
学
大
学
院
修
了
。
73
年
山
本
理

顕
設
計
工
場
設
立
。お
も
な
中
国
で
の
作
品

＝「
建
外
S
O
H
O
」（
2
0
0
4
）、「
天
津

図
書
館
」（
12
）な
ど
。

＊
3山

本
理
顕

Y
am

am
oto Riken

「京奉鐡路瀋陽總站」

ス
ン
・
ヒ
ョ
サ
ン
／
1
9
5
2
年
韓
国
ソ

ウ
ル
市
生
ま
れ
。
79
年
ソ
ウ
ル
大
学
大
学

院
修
士
課
程
修
了
後
、
ウ
ィ
ー
ン
工
科
大

学
に
留
学
。
79
年
〜
空
間
社
。
89
年
に

IRO
JE architects &

 planners

を
設
立
。

お
も
な
作
品
＝「
鶴
洞
守
拙
堂
」（
93
）、

「C
om

m
une Club

」（
2
0
0
1
）
な
ど
。

＊
4承 

孝
相

Seung H
-Sang

2004年

「建外SOHO」

設計／山本理顕

写真提供／王 漢陽写真提供／山本理顕設計工場

2001年

「Commune Club」
（＊5の計画地内に建設）

設計／承 孝相

撮影／淺川 敏

「Split House」
（＊5の計画地内に建設）

設計／張 永和

2002年

撮影／淺川 敏

2002年

「Great（Bamboo）Wall」

設計／隈 研吾

撮影／淺川 敏

1928年

設計／楊 廷宝

ヤ
ン
テ
ィ
ン
ボ
ウ

い
だ

ユ
ン
ホ
ー

チ
ャ
ン

ス
ン
ヒ
ョ
サ
ン



は
決
し
て
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。
建
築
家
を
建
物
の
つ
く
り

手
だ
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
人
類
の
起
源
と
同
じ
く
ら
い
の
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
人
類
は
移
動
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
類
は
建
物
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
の
だ

か
ら
。
だ
が
、
も
う
少
し
専
門
的
な
知
を
も
っ
て
、
国
境
を
越

え
て
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
19
世
紀
半
ば
の
大
英
帝
国

の
建
築
家
た
ち
の
体
験
に
始
ま
る
。
世
界
の
3
分
の
1
を
有
し

て
い
た
大
英
帝
国
は
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ラ
ヤ
半
島
、
香
港
、
上
海
、

イ
ン
ド
、
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
植
民
地
や
租
界
で
の
帝

国
主
義
的
活
動
に
従
事
し
た（
＊
9
）。
そ
れ
に
倣
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
の
建
築
家

た
ち
も
国
境
を
越
え
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
戦
争
が
終
わ
り
冷
戦
時
代
を
経
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経

済
の
隆
盛
を
み
る
現
在
、
建
築
家
の
移
動
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
19
世
紀
の
大
英
帝
国
の
建
築
家
か
ら
始
ま
っ
て
、

現
在
に
至
る
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
を
、
大
雑
把
に
類
型
化
す

る
な
ら
ば
、
①
冒
険
型
建
築
家
、
②
出
張
型
建
築
家
、
③
共
生

定
住
型
建
築
家
、
の
3
つ
が
抽
出
で
き
る
だ
ろ
う
（
7
ペ
ー
ジ

の
表
）。社
会
が
安
定
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
①
か
ら
③
へ
と
移

行
す
る
。

　
①
冒
険
型
建
築
家
：
本
国
が
政
治
的
、
あ
る
い
は
経
済
的
に

不
安
定
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
出
奔
し
て
い
く
。
大
英
帝
国
の
拡
大
の
初
期
、
い
ま
だ
、
正

規
の
建
築
家
が
登
場
し
て
い
な
い
時
期
、
多
数
の
測
量
士
、
土

木
技
術
者
た
ち
が
世
界
に
散
っ
た
。
銀
座
煉
瓦
街
を
つ
く
っ
た

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
（
＊
10
）
な
ど
が
そ
の
典
型
で
、

彼
は
香
港
、
上
海
を
経
て
、
幕
末
、
維
新
後
の
日
本
に
や
っ
て

き
て
、
や
が
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
ア
メ
リ
カ
の
西
海

岸
へ
と
去
っ
て
い
っ
た
。

　
②
出
張
型
建
築
家
：
ふ
た
つ
の
地
域
の
技
術
的
差
が
圧
倒
的

に
あ
る
と
き
、
権
威
と
技
術
、
あ
る
い
は
、
国
家
を
背
負
い
多

く
の
建
築
家
が
出
張
の
形
式
で
他
地
域
に
移
動
す
る
。
帝
国
ホ

テ
ル
を
建
て
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
チ
ャ
ン
デ
ィ

ガ
ー
ル
で
活
躍
し
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
現
在
、
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
著
名
日
本
人
建
築
家
も
、

じ
つ
は
こ
の
範
疇
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
共
生
定
住
型
建
築
家
：
本
国
は
決
し
て
不
安
定
な
の
で
は

な
い
が
、
保
守
化
が
進
ん
だ
と
き
、
若
い
進
取
の
気
性
を
も
つ

建
築
家
た
ち
は
興
隆
す
る
別
の
地
域
に
移
り
、
自
ら
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
。
明
治
日
本
、
や
っ
て
き
た
の
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
先
生
で
あ
り
、
戦
争
を
挟
ん
で
は
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ

ー
モ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
あ
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
・
ダ

イ
サ
ム
の
ふ
た
り
な
ど
が
い
る
。
僕
が
北
京
で
、
あ
る
い
は
ほ

か
の
ア
ジ
ア
で
遭
遇
し
て
う
ら
や
ん
だ
の
は
こ
の
類
型
の
建
築

家
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
表
題
に
掲
げ
た

問
い
、「
建
築
家
た

ち
は
な
ぜ
移
動
す

る
の
か
」
へ
の
回

答
は
、
半
分
ほ
ど

す
で
に
述
べ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
本
国
の
不
安
定（
①
冒
険
型
建
築
家
）、
他
地
域

と
の
技
術
的
・
経
済
的
・
政
治
的
差
異
（
②
出
張
型
建
築
家
）、

進
取
の
気
性
（
③
共
生
定
住
型
建
築
家
）
な
ど
で
あ
る
。
答
え

る
べ
き
残
り
の
半
分
は
、
現
地
側
へ
の
効
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

社
会
学
や
民
俗
学
で
い
え
ば
、
彼
ら
は
「
他
者
」
で
あ
り
、「
ま

れ
び
と
」
で
あ
り
、「
異
人
」
で
あ
り
、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で

あ
る
。
そ
れ
ら
が
現
地
社
会
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と
は
、

赤
坂
憲
雄
『
異
人
論
序
説
』（
＊
11
）
や
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び

と
論
」（
＊
12
）
で
つ
と
に
述
べ
ら
れ
、
近
年
で
は
敷
田
麻
実
が

そ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
効
果
を
論
じ
て
い
る（
＊
13
）。

　
そ
れ
ら
を
敷
衍
し
、
ま
た
、
建
築
家
独
自
の
特
色
を
加
味
す

る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
①
冒
険
型
の
建
築
家

は
、
異
人
、
ま
れ
び
と
に
近
く
、
現
地
社
会
の
建
築
界
を
攪
乱

し
、
良
き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
変
化
を
与
え
、
そ
し
て
、
無

責
任
に
立
ち
去
っ
て
い
く
。
②
出
張
型
の
建
築
家
は
、
国
家
や

会
社
や
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
背
負
い
、
顕
示
欲
高
く
、
し
か
し

き
っ
ち
り
と
し
た
成
果
を
注
入
し
て
い
く
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ

と
顕
示
欲
の
強
さ
は
次
の
出
張
へ
の
糧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現

地
社
会
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
視
線

を
挿
入
す
る
。

　
最
後
の
③
共
生
定
住
型
の
建
築
家
は
、
小
規
模
に
す
る
り
と

現
地
社
会
に
入
り
込
み
、
深
い
と
こ
ろ
で
現
地
の
建
築
を
理
解

し
な
が
ら
、
異
人
建
築
家
の
ト
リ
ッ
キ
ー
な
目
を
も
っ
て
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
。
あ
る
い

は
そ
こ
を
拠
点
に
複
数
の
地
点
を
移
動
し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ざ

波
を
立
て
て
い
く
。

　
海
や
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
は
、
本
来
、
タ

ン
ポ
ポ
の
如
く
遠
く
に
飛
び
ゆ
き
、
た
く
ま
し
く
そ
の
地
に
根

づ
く
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
現
地
建
築
界
の
生
態
系
を
変
え
、

さ
ら
に
自
分
自
身
も
進
化
し
て
い
く（
＊
14
）。
そ
の
変
容
の
仕

方
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ミ
な
建
築
史
家
の
観
察

の
対
象
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
追
跡
す
る
私
た
ち
も
、
た
ま
に

は
役
立
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
も
。

せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
菅
根
史
郎
さ
ん
は
、
中
国
人
女
性

と
結
婚
し
、
北
京
に
事
務
所
を
開
設
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
手
広
く
運
営
し
て
い
る
。
長
く
ア
ジ
ア
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
一
連
の
日
本
人
建
築
家
た
ち
の「
進
化
」

の
過
程
を
ち
く
い
ち
観
察
で
き
歴
史
家
と
し
て
は
満
足
な
の
だ

が
、
ア
ジ
ア
に
関
与
し
た
一
個
人
と
し
て
は
、
21
世
紀
の
若
い

建
築
家
た
ち
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
う

ら
や
ま
し
く
も
思
う
。

　
よ
く
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
僕
の
抱
い
た
羨
望
と
は
な
ん
な

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
と
20
歳
ほ
ど
も
異
な
る
年
齢
の
差
か
。
人

生
の
上
り
坂
と
下
り
坂
と
で
は
変
化
の
速
度
が
圧
倒
的
に
異
な

り
、
気
力
も
劣
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
社
会
へ
の
参
入
深
度
の

違
い
な
の
か
。
僕
が
北
京
に
長
く
い
た
時
代
、
ま
だ
ま
だ
外
国

人
へ
の
制
限
は
多
く
、
あ
く
ま
で
も
お
客
さ
ん
で
あ
っ
て
、
融

通
無
碍
な
る
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
北
京
で
活
躍
す
る
若
い
日
本
人
建
築
家
へ
の
羨
望
は
、
バ
ン

コ
ク
で
タ
イ
人
女
性
と
結
婚
し
て
設
計
事
務
所
を
開
く
、
私
の

学
生
だ
っ
た
岩
本
昌
樹
く
ん（
＊
7
）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
行
き
来
す
る
岩
元
真
明
く
ん
（
本
誌
26
〜
33
ペ
ー
ジ
）

へ
の
も
の
と
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
若
く
し
て
現
地
に
入
り
込

み
、
実
務
を
こ
な
し
、
そ
の
う
え
、
日
本
を
含
め
た
複
数
の
建

築
世
界
の
境
界
を
軽
々
と
飛
び
越
え
て
い
る
そ
の
姿
は
と
て
も

ま
ぶ
し
い（
＊
8
）。

　
ア
ジ
ア
建
築
史

研
究
を
も
っ
ぱ
ら

に
す
る
建
築
史
家

の
僕
が
移
動
す
る

の
は
当
然
だ
と
し

て
も
、
建
築
家
た

ち
も
国
境
を
越
え

各
地
に
活
動
を
展
開
す
る
。
た
だ
、
建
築
家
が
移
動
す
る
こ
と

思
う
。

　
近
頃
出
て
き
た
古
い
写
真
に
は
、
人
民
大
会
堂
で
の
日
中
建

築
交
流
会
議
の
際
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
磯
崎
新
夫
妻
の
隣
で
、

40
代
前
半
の
若
気
の
い
た
り
が
ま
だ
む
ん
む
ん
の
僕
が
写
っ
て

い
る
。
山
本
理
顕
さ
ん
（
＊
3
）
が
「
建
外
S
O
H
O
」
を
設

計
す
る
際
、
そ
し
て
、
隈
研
吾
さ
ん
や
韓
国
の
承
孝
相
氏
（
＊

4
）
な
ど
を
含
む
当
時
の
ア
ジ
ア
の
若
い
建
築
家
た
ち
が
別
荘

計
画
「Com

m
une by the Great W

all

」（
＊
5
）
に
参
加
す

る
際
に
も
、
直
接
的
、
間
接
的
に
関
与
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
六
角
鬼
丈
氏
（
＊
6
）
に
お
会
い
し
た
の
は
今

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
藝
術
大
学
を
退
任

さ
れ
て
北
京
の
中
央
美
術
学
院
へ
と
特
任
教
授
と
し
て
赴
任
し

た
。
北
京
で
事
務
所
も
開
設
し
、
弟
子
た
ち
を
何
人
も
呼
び
よ

Japanese
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Special Feature

　
長
い
こ
と
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
を
放
浪
し
て
い

る
と
ジ
ミ
な
建
築

史
家
で
は
あ
る
も

の
の
、
じ
つ
に
い

ろ
い
ろ
な
派
手
で

著
名
な
建
築
家
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
現
代
建
築
家

の
先
達
中
の
先
達
、
楊
廷
宝
氏
（
＊
1
）
と
は
北
京
の
ど
こ
か

の
大
宴
会
の
円
卓
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

だ
、
僕
が
20
代
後
半
だ
っ
た
頃
だ
。
娘
が
ま
だ
小
さ
い
頃
、
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
氏
に
抱
か
れ
た
の
は
、確
か
張
永
和
氏（
＊

2
）
主
宰
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
園
林
で
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
と

村
松 

伸

Muramatsu Shin

攪乱

無責任な提案

権威、技術の提供

オリエンタリズム的視点

仕事を求めて放浪 本国を中心に
短期的に出張

現地に定住

冒険型
建築家

出張型
建築家

共生定住型
建築家

不安定 安定 保守化

混乱 ある程度の安定・
技術的格差

成熟

共生

現地社会の深い理解と
異質性の発見

ジョサイア・コンドル、
アントニン・レーモンド、
クライン・ダイサム

植民地建築家、
フランク・ロイド・ライト、
ル・コルビュジエ、
丹下健三など、
1980年代以降の
多くの日本人建築家

トーマス・ウォートルス、
リチャード・ブリジェンス
（＊15）、
ブルーノ・タウト

1 2 3

定義

本国の状況

現地の状況

現地への効用

介入の視点

事例

建築家の移動の類型

建
築
家
た
ち
は

な
ぜ
移
動

す
る
の
か

ろ
っ
か
く
・
き
じ
ょ
う
／
1
9
4
1
年
東
京

都
生
ま
れ
。
65
年
東
京
藝
術
大
学
卒
業
。65

〜
69
年
磯
崎
新
ア
ト
リ
エ
。69
年
〜
六
角
鬼

丈
計
画
工
房
。2
0
0
0
年
〜
中
国
清
華
大

学
客
員
教
授
。中
国
で
の
お
も
な
作
品
＝「
東

晶
国
際
」（
03
）、「Luxuriant City

」（
03
）。

＊
6六

角
鬼
丈

Iw
am

oto M
asaki

い
わ
も
と
・
ま
さ
き
／
1
9
7
6
年
東
京
都

生
ま
れ
。2
0
0
2
年
東
京
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。
11
年
同
大
学
院
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
、Architects 

49
を
経
て
、06
年
に
バ
ン
コ

ク
でO

n Ground

設
立
。
設
計
監
理
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
設
計
な
ど
幅
広
く
活
動
。

＊
7岩

本
昌
樹

Rokkaku K
ijo

T
hom

as Jam
es W

aters

明
治
初
期
に
日
本
で
活
躍
し
た
外
国
人
技
師
。

1
8
4
2
〜
98
年
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
。

64
年
頃
か
ら
74
年
ま
で
日
本
に
滞
在
。72
年

の
銀
座
大
火
後
の
銀
座
煉
瓦
街
の
建
設
を
指

揮
し
た
。
そ
の
後
、
上
海
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、ア
メ
リ
カ
に
渡
航
。

＊
10ト

ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス

Richard Perkins Bridgens

幕
末
か
ら
明
治
期
に
日
本
で
活
躍
し
た
ア
メ

リ
カ
人
建
築
技
師
。1
8
1
9
〜
91
年
。イ

ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
64
年
に
日
本
へ
渡
航
し
、

横
浜
居
留
地
内
に
土
木
建
築
事
務
所
を
開
設
。

お
も
な
作
品
＝「
横
浜
駅
」（
72
）、「
横
浜
税

関
」（
73
）な
ど
。

＊
15リ

チ
ャ
ー
ド
・

ブ
リ
ジ
ェ
ン
ス

近
年
、国
境
を
越
え
て
建
築
の
仕
事
に
就
く

こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。学
芸
出
版
の『
海
外
で
建
築
を
仕
事

に
す
る
1
、2
』（
2
0
1
3
年
、15
年
）、『
建

築
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
特
集
「
海
外
仕
事
術
」

（
17
年
4
月
号
）、「
海
外
に
事
務
所
を
開
く
」

（
18
年
6
月
号
）な
ど
。

＊
8

鮎
川
慧
、「
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
R
I
B

A
に
所
属
し
た
建
築
家
の
世
界
分
布
と
そ
の

背
景
」、『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』

76
（
6
6
7
）、1
7
2
1
〜
1
7
2
7
ペ
ー

ジ
、日
本
建
築
学
会
、2
0
1
1
年
。

＊
9

赤
坂
憲
雄
、『
異
人
論
序
説
』、
筑
摩
書
房
、

1
9
9
2
年
。

＊
11

民
俗
学
者
の
折
口
信
夫
が
提
唱（
折
口
信
夫
、

『
折
口
信
夫
全
集
（
1
）
古
代
研
究 

国
文
学

篇
』 、中
央
公
論
社
、1
9
9
5
年
）。

＊
12

敷
田
麻
実
、「
よ
そ
者
と
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
そ
の
役
割
に
か
ん
す
る
研
究
」、『
国
際

広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

9
、
79
〜
1
0
0
ペ
ー
ジ
、
北
海
道
大
学
、

2
0
0
9
年
。

＊
13

山
口
裕
文
ほ
か
、『
雑
草
の
自
然
史
―
た
く

ま
し
さ
の
生
態
学
』、北
海
道
大
学
出
版
会
、

1
9
9
7
年
。

＊
14

67

提供／村松 伸

む
ら
ま
つ
・
し
ん
／
建
築
史
家
。1
9
5
4
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
78
年
東
京
大

学
卒
業
。
81
〜
84
年
清
華
大
学
に
留
学（
中
国
・
北
京
）。
87
年
東
京
大
学
大

学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。91
〜
92
年
ソ
ウ
ル
大
学
客
員
研
究
員（
韓
国
）。97

年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
。2
0
0
8
〜
09
年
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
教
授
。09
〜
15
年
東
京
大
学
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教
授
。15
年
〜
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
。お
も
な
著
書
＝『
中
国
建
築
留
学
記
』（
鹿
島

出
版
会
、1
9
8
5
年
）、『
ア
ジ
ア
ン
・
ス
タ
イ
ル 

： 

17
人
の
ア
ジ
ア
建
築
家

た
ち
』（
共
編
、ギ
ャ
ル
リ
ー
タ
イ
セ
イ
、
97
年
）、『
中
華
中
毒 

： 

中
国
的
空
間

の
解
剖
学
』（
作
品
社
、98
年
）、『
承
孝
相
・
張
永
和
：
W
o
r
k
s
：
10
×
2
』（
監

修
、T
O
T
O
出
版
、2
0
0
4
年
）な
ど
。

2003年

「Luxuriant City（麗城）」

設計／六角鬼丈

「Central Plaza Rayong」

2015年

設計／On Ground Co., Ltd.

写真提供／六角鬼丈計画工房写真提供／岩本昌樹

ふ  

え
ん



は
決
し
て
特
殊
な
現
象
で
は
な
い
。
建
築
家
を
建
物
の
つ
く
り

手
だ
と
定
義
す
る
な
ら
ば
、
人
類
の
起
源
と
同
じ
く
ら
い
の
長

い
歴
史
を
も
っ
て
い
る
。
な
に
し
ろ
、
人
類
は
移
動
す
る
も
の

で
あ
り
、
そ
し
て
、
人
類
は
建
物
を
つ
く
る
も
の
で
あ
る
の
だ

か
ら
。
だ
が
、
も
う
少
し
専
門
的
な
知
を
も
っ
て
、
国
境
を
越

え
て
移
動
す
る
よ
う
に
な
る
の
は
、
19
世
紀
半
ば
の
大
英
帝
国

の
建
築
家
た
ち
の
体
験
に
始
ま
る
。
世
界
の
3
分
の
1
を
有
し

て
い
た
大
英
帝
国
は
、
カ
リ
ブ
海
諸
島
や
カ
ナ
ダ
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
マ
ラ
ヤ
半
島
、
香
港
、
上
海
、

イ
ン
ド
、
そ
し
て
、
ア
フ
リ
カ
な
ど
、
植
民
地
や
租
界
で
の
帝

国
主
義
的
活
動
に
従
事
し
た（
＊
9
）。
そ
れ
に
倣
っ
て
、
フ
ラ

ン
ス
、
ロ
シ
ア
、
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
日
本
な
ど
の
建
築
家

た
ち
も
国
境
を
越
え
て
世
界
各
地
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　
戦
争
が
終
わ
り
冷
戦
時
代
を
経
て
ア
ジ
ア
諸
国
の
政
治
・
経

済
の
隆
盛
を
み
る
現
在
、
建
築
家
の
移
動
は
さ
ら
に
盛
ん
に
な

っ
て
い
る
。
19
世
紀
の
大
英
帝
国
の
建
築
家
か
ら
始
ま
っ
て
、

現
在
に
至
る
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
を
、
大
雑
把
に
類
型
化
す

る
な
ら
ば
、
①
冒
険
型
建
築
家
、
②
出
張
型
建
築
家
、
③
共
生

定
住
型
建
築
家
、
の
3
つ
が
抽
出
で
き
る
だ
ろ
う
（
7
ペ
ー
ジ

の
表
）。社
会
が
安
定
す
る
に
し
た
が
っ
て
、
①
か
ら
③
へ
と
移

行
す
る
。

　
①
冒
険
型
建
築
家
：
本
国
が
政
治
的
、
あ
る
い
は
経
済
的
に

不
安
定
に
な
っ
た
と
き
、
多
く
の
人
は
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
を
求
め

て
出
奔
し
て
い
く
。
大
英
帝
国
の
拡
大
の
初
期
、
い
ま
だ
、
正

規
の
建
築
家
が
登
場
し
て
い
な
い
時
期
、
多
数
の
測
量
士
、
土

木
技
術
者
た
ち
が
世
界
に
散
っ
た
。
銀
座
煉
瓦
街
を
つ
く
っ
た

ト
ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス
（
＊
10
）
な
ど
が
そ
の
典
型
で
、

彼
は
香
港
、
上
海
を
経
て
、
幕
末
、
維
新
後
の
日
本
に
や
っ
て

き
て
、
や
が
て
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ
ュ
に
沸
く
ア
メ
リ
カ
の
西
海

岸
へ
と
去
っ
て
い
っ
た
。

　
②
出
張
型
建
築
家
：
ふ
た
つ
の
地
域
の
技
術
的
差
が
圧
倒
的

に
あ
る
と
き
、
権
威
と
技
術
、
あ
る
い
は
、
国
家
を
背
負
い
多

く
の
建
築
家
が
出
張
の
形
式
で
他
地
域
に
移
動
す
る
。
帝
国
ホ

テ
ル
を
建
て
た
フ
ラ
ン
ク
・
ロ
イ
ド
・
ラ
イ
ト
や
チ
ャ
ン
デ
ィ

ガ
ー
ル
で
活
躍
し
た
ル
・
コ
ル
ビ
ュ
ジ
エ
な
ど
が
そ
れ
に
あ
た

る
。
現
在
、
世
界
を
席
巻
し
て
い
る
著
名
日
本
人
建
築
家
も
、

じ
つ
は
こ
の
範
疇
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

　
③
共
生
定
住
型
建
築
家
：
本
国
は
決
し
て
不
安
定
な
の
で
は

な
い
が
、
保
守
化
が
進
ん
だ
と
き
、
若
い
進
取
の
気
性
を
も
つ

建
築
家
た
ち
は
興
隆
す
る
別
の
地
域
に
移
り
、
自
ら
の
才
能
を

開
花
さ
せ
る
。
明
治
日
本
、
や
っ
て
き
た
の
は
ジ
ョ
サ
イ
ア
・

コ
ン
ド
ル
先
生
で
あ
り
、
戦
争
を
挟
ん
で
は
ア
ン
ト
ニ
ン
・
レ

ー
モ
ン
ド
で
あ
っ
た
。
現
在
の
日
本
で
あ
れ
ば
ク
ラ
イ
ン
・
ダ

イ
サ
ム
の
ふ
た
り
な
ど
が
い
る
。
僕
が
北
京
で
、
あ
る
い
は
ほ

か
の
ア
ジ
ア
で
遭
遇
し
て
う
ら
や
ん
だ
の
は
こ
の
類
型
の
建
築

家
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
表
題
に
掲
げ
た

問
い
、「
建
築
家
た

ち
は
な
ぜ
移
動
す

る
の
か
」
へ
の
回

答
は
、
半
分
ほ
ど

す
で
に
述
べ
て
し

ま
っ
て
い
る
。
本
国
の
不
安
定（
①
冒
険
型
建
築
家
）、
他
地
域

と
の
技
術
的
・
経
済
的
・
政
治
的
差
異
（
②
出
張
型
建
築
家
）、

進
取
の
気
性
（
③
共
生
定
住
型
建
築
家
）
な
ど
で
あ
る
。
答
え

る
べ
き
残
り
の
半
分
は
、
現
地
側
へ
の
効
用
に
つ
い
て
で
あ
る
。

社
会
学
や
民
俗
学
で
い
え
ば
、
彼
ら
は
「
他
者
」
で
あ
り
、「
ま

れ
び
と
」
で
あ
り
、「
異
人
」
で
あ
り
、「
ト
リ
ッ
ク
ス
タ
ー
」
で

あ
る
。
そ
れ
ら
が
現
地
社
会
に
多
く
の
刺
激
を
与
え
る
こ
と
は
、

赤
坂
憲
雄
『
異
人
論
序
説
』（
＊
11
）
や
折
口
信
夫
の
「
ま
れ
び

と
論
」（
＊
12
）
で
つ
と
に
述
べ
ら
れ
、
近
年
で
は
敷
田
麻
実
が

そ
の
地
域
づ
く
り
へ
の
効
果
を
論
じ
て
い
る（
＊
13
）。

　
そ
れ
ら
を
敷
衍
し
、
ま
た
、
建
築
家
独
自
の
特
色
を
加
味
す

る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
①
冒
険
型
の
建
築
家

は
、
異
人
、
ま
れ
び
と
に
近
く
、
現
地
社
会
の
建
築
界
を
攪
乱

し
、
良
き
に
し
ろ
悪
し
き
に
し
ろ
変
化
を
与
え
、
そ
し
て
、
無

責
任
に
立
ち
去
っ
て
い
く
。
②
出
張
型
の
建
築
家
は
、
国
家
や

会
社
や
本
人
の
プ
ラ
イ
ド
を
背
負
い
、
顕
示
欲
高
く
、
し
か
し

き
っ
ち
り
と
し
た
成
果
を
注
入
し
て
い
く
。
プ
ラ
イ
ド
の
高
さ

と
顕
示
欲
の
強
さ
は
次
の
出
張
へ
の
糧
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現

地
社
会
に
迎
合
す
る
か
の
よ
う
に
オ
リ
エ
ン
タ
リ
ズ
ム
的
視
線

を
挿
入
す
る
。

　
最
後
の
③
共
生
定
住
型
の
建
築
家
は
、
小
規
模
に
す
る
り
と

現
地
社
会
に
入
り
込
み
、
深
い
と
こ
ろ
で
現
地
の
建
築
を
理
解

し
な
が
ら
、
異
人
建
築
家
の
ト
リ
ッ
キ
ー
な
目
を
も
っ
て
、
ま

っ
た
く
異
な
っ
た
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
引
き
起
こ
す
。
あ
る
い

は
そ
こ
を
拠
点
に
複
数
の
地
点
を
移
動
し
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と
さ
ざ

波
を
立
て
て
い
く
。

　
海
や
国
境
を
越
え
て
移
動
す
る
建
築
家
た
ち
は
、
本
来
、
タ

ン
ポ
ポ
の
如
く
遠
く
に
飛
び
ゆ
き
、
た
く
ま
し
く
そ
の
地
に
根

づ
く
。
徐
々
に
で
は
あ
る
が
現
地
建
築
界
の
生
態
系
を
変
え
、

さ
ら
に
自
分
自
身
も
進
化
し
て
い
く（
＊
14
）。
そ
の
変
容
の
仕

方
は
ゆ
っ
く
り
で
あ
り
、
そ
れ
こ
そ
ジ
ミ
な
建
築
史
家
の
観
察

の
対
象
な
の
で
あ
る
。
彼
ら
を
追
跡
す
る
私
た
ち
も
、
た
ま
に

は
役
立
つ
こ
と
は
あ
る
の
か
も
。

せ
た
。
そ
の
ひ
と
り
で
あ
る
菅
根
史
郎
さ
ん
は
、
中
国
人
女
性

と
結
婚
し
、
北
京
に
事
務
所
を
開
設
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
シ

ョ
ッ
プ
な
ど
も
手
広
く
運
営
し
て
い
る
。
長
く
ア
ジ
ア
に
か
か

わ
っ
て
い
る
と
そ
ん
な
一
連
の
日
本
人
建
築
家
た
ち
の「
進
化
」

の
過
程
を
ち
く
い
ち
観
察
で
き
歴
史
家
と
し
て
は
満
足
な
の
だ

が
、
ア
ジ
ア
に
関
与
し
た
一
個
人
と
し
て
は
、
21
世
紀
の
若
い

建
築
家
た
ち
の
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
よ
さ
は
ち
ょ
っ
と
ば
か
り
う

ら
や
ま
し
く
も
思
う
。

　
よ
く
考
え
て
み
る
な
ら
ば
、
僕
の
抱
い
た
羨
望
と
は
な
ん
な

の
だ
ろ
う
か
。
彼
ら
と
20
歳
ほ
ど
も
異
な
る
年
齢
の
差
か
。
人

生
の
上
り
坂
と
下
り
坂
と
で
は
変
化
の
速
度
が
圧
倒
的
に
異
な

り
、
気
力
も
劣
る
。
あ
る
い
は
、
そ
の
社
会
へ
の
参
入
深
度
の

違
い
な
の
か
。
僕
が
北
京
に
長
く
い
た
時
代
、
ま
だ
ま
だ
外
国

人
へ
の
制
限
は
多
く
、
あ
く
ま
で
も
お
客
さ
ん
で
あ
っ
て
、
融

通
無
碍
な
る
行
動
は
で
き
な
か
っ
た
の
だ
か
ら
。

　
北
京
で
活
躍
す
る
若
い
日
本
人
建
築
家
へ
の
羨
望
は
、
バ
ン

コ
ク
で
タ
イ
人
女
性
と
結
婚
し
て
設
計
事
務
所
を
開
く
、
私
の

学
生
だ
っ
た
岩
本
昌
樹
く
ん（
＊
7
）、
ホ
ー
チ
ミ
ン
や
プ
ノ
ン

ペ
ン
を
行
き
来
す
る
岩
元
真
明
く
ん
（
本
誌
26
〜
33
ペ
ー
ジ
）

へ
の
も
の
と
似
て
い
る
。
い
ず
れ
も
若
く
し
て
現
地
に
入
り
込

み
、
実
務
を
こ
な
し
、
そ
の
う
え
、
日
本
を
含
め
た
複
数
の
建

築
世
界
の
境
界
を
軽
々
と
飛
び
越
え
て
い
る
そ
の
姿
は
と
て
も

ま
ぶ
し
い（
＊
8
）。

　
ア
ジ
ア
建
築
史

研
究
を
も
っ
ぱ
ら

に
す
る
建
築
史
家

の
僕
が
移
動
す
る

の
は
当
然
だ
と
し

て
も
、
建
築
家
た

ち
も
国
境
を
越
え

各
地
に
活
動
を
展
開
す
る
。
た
だ
、
建
築
家
が
移
動
す
る
こ
と

思
う
。

　
近
頃
出
て
き
た
古
い
写
真
に
は
、
人
民
大
会
堂
で
の
日
中
建

築
交
流
会
議
の
際
、
笑
み
を
浮
か
べ
る
磯
崎
新
夫
妻
の
隣
で
、

40
代
前
半
の
若
気
の
い
た
り
が
ま
だ
む
ん
む
ん
の
僕
が
写
っ
て

い
る
。
山
本
理
顕
さ
ん
（
＊
3
）
が
「
建
外
S
O
H
O
」
を
設

計
す
る
際
、
そ
し
て
、
隈
研
吾
さ
ん
や
韓
国
の
承
孝
相
氏
（
＊

4
）
な
ど
を
含
む
当
時
の
ア
ジ
ア
の
若
い
建
築
家
た
ち
が
別
荘

計
画
「Com

m
une by the Great W

all

」（
＊
5
）
に
参
加
す

る
際
に
も
、
直
接
的
、
間
接
的
に
関
与
し
た
記
憶
が
あ
る
。

　
あ
る
い
は
、
六
角
鬼
丈
氏
（
＊
6
）
に
お
会
い
し
た
の
は
今

世
紀
に
な
っ
て
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。
東
京
藝
術
大
学
を
退
任

さ
れ
て
北
京
の
中
央
美
術
学
院
へ
と
特
任
教
授
と
し
て
赴
任
し

た
。
北
京
で
事
務
所
も
開
設
し
、
弟
子
た
ち
を
何
人
も
呼
び
よ
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長
い
こ
と
東
ア

ジ
ア
や
東
南
ア
ジ

ア
を
放
浪
し
て
い

る
と
ジ
ミ
な
建
築

史
家
で
は
あ
る
も

の
の
、
じ
つ
に
い

ろ
い
ろ
な
派
手
で

著
名
な
建
築
家
に
出
会
う
こ
と
に
な
る
。
中
国
の
現
代
建
築
家

の
先
達
中
の
先
達
、
楊
廷
宝
氏
（
＊
1
）
と
は
北
京
の
ど
こ
か

の
大
宴
会
の
円
卓
で
隣
り
合
わ
せ
に
な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
ま

だ
、
僕
が
20
代
後
半
だ
っ
た
頃
だ
。
娘
が
ま
だ
小
さ
い
頃
、
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
氏
に
抱
か
れ
た
の
は
、確
か
張
永
和
氏（
＊

2
）
主
宰
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
園
林
で
の
パ
ー
テ
ィ
だ
っ
た
と

村
松 

伸

Muramatsu Shin

攪乱

無責任な提案

権威、技術の提供

オリエンタリズム的視点

仕事を求めて放浪 本国を中心に
短期的に出張

現地に定住

冒険型
建築家

出張型
建築家

共生定住型
建築家

不安定 安定 保守化

混乱 ある程度の安定・
技術的格差

成熟

共生

現地社会の深い理解と
異質性の発見

ジョサイア・コンドル、
アントニン・レーモンド、
クライン・ダイサム

植民地建築家、
フランク・ロイド・ライト、
ル・コルビュジエ、
丹下健三など、
1980年代以降の
多くの日本人建築家

トーマス・ウォートルス、
リチャード・ブリジェンス
（＊15）、
ブルーノ・タウト

1 2 3

定義

本国の状況

現地の状況

現地への効用

介入の視点

事例

建築家の移動の類型

建
築
家
た
ち
は

な
ぜ
移
動

す
る
の
か

ろ
っ
か
く
・
き
じ
ょ
う
／
1
9
4
1
年
東
京

都
生
ま
れ
。
65
年
東
京
藝
術
大
学
卒
業
。65

〜
69
年
磯
崎
新
ア
ト
リ
エ
。69
年
〜
六
角
鬼

丈
計
画
工
房
。2
0
0
0
年
〜
中
国
清
華
大

学
客
員
教
授
。中
国
で
の
お
も
な
作
品
＝「
東

晶
国
際
」（
03
）、「Luxuriant City

」（
03
）。

＊
6六

角
鬼
丈

Iw
am

oto M
asaki

い
わ
も
と
・
ま
さ
き
／
1
9
7
6
年
東
京
都

生
ま
れ
。2
0
0
2
年
東
京
大
学
大
学
院
修

士
課
程
修
了
。
11
年
同
大
学
院
博
士
課
程
単

位
取
得
退
学
。隈
研
吾
建
築
都
市
設
計
事
務

所
、Architects 

49
を
経
て
、06
年
に
バ
ン
コ

ク
でO

n Ground

設
立
。
設
計
監
理
、
ラ
ン

ド
ス
ケ
ー
プ
設
計
な
ど
幅
広
く
活
動
。

＊
7岩

本
昌
樹

Rokkaku K
ijo

T
hom

as Jam
es W

aters

明
治
初
期
に
日
本
で
活
躍
し
た
外
国
人
技
師
。

1
8
4
2
〜
98
年
。ア
イ
ル
ラ
ン
ド
生
ま
れ
。

64
年
頃
か
ら
74
年
ま
で
日
本
に
滞
在
。72
年

の
銀
座
大
火
後
の
銀
座
煉
瓦
街
の
建
設
を
指

揮
し
た
。
そ
の
後
、
上
海
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
、ア
メ
リ
カ
に
渡
航
。

＊
10ト

ー
マ
ス
・
ウ
ォ
ー
ト
ル
ス

Richard Perkins Bridgens

幕
末
か
ら
明
治
期
に
日
本
で
活
躍
し
た
ア
メ

リ
カ
人
建
築
技
師
。1
8
1
9
〜
91
年
。イ

ギ
リ
ス
生
ま
れ
。
64
年
に
日
本
へ
渡
航
し
、

横
浜
居
留
地
内
に
土
木
建
築
事
務
所
を
開
設
。

お
も
な
作
品
＝「
横
浜
駅
」（
72
）、「
横
浜
税

関
」（
73
）な
ど
。

＊
15リ

チ
ャ
ー
ド
・

ブ
リ
ジ
ェ
ン
ス

近
年
、国
境
を
越
え
て
建
築
の
仕
事
に
就
く

こ
と
が
メ
デ
ィ
ア
に
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
る
。学
芸
出
版
の『
海
外
で
建
築
を
仕
事

に
す
る
1
、2
』（
2
0
1
3
年
、15
年
）、『
建

築
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』
の
特
集
「
海
外
仕
事
術
」

（
17
年
4
月
号
）、「
海
外
に
事
務
所
を
開
く
」

（
18
年
6
月
号
）な
ど
。

＊
8

鮎
川
慧
、「
19
世
紀
か
ら
20
世
紀
の
R
I
B

A
に
所
属
し
た
建
築
家
の
世
界
分
布
と
そ
の

背
景
」、『
日
本
建
築
学
会
計
画
系
論
文
集
』

76
（
6
6
7
）、1
7
2
1
〜
1
7
2
7
ペ
ー

ジ
、日
本
建
築
学
会
、2
0
1
1
年
。

＊
9

赤
坂
憲
雄
、『
異
人
論
序
説
』、
筑
摩
書
房
、

1
9
9
2
年
。

＊
11

民
俗
学
者
の
折
口
信
夫
が
提
唱（
折
口
信
夫
、

『
折
口
信
夫
全
集
（
1
）
古
代
研
究 

国
文
学

篇
』 、中
央
公
論
社
、1
9
9
5
年
）。

＊
12

敷
田
麻
実
、「
よ
そ
者
と
地
域
づ
く
り
に
お

け
る
そ
の
役
割
に
か
ん
す
る
研
究
」、『
国
際

広
報
メ
デ
ィ
ア
・
観
光
学
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』

9
、
79
〜
1
0
0
ペ
ー
ジ
、
北
海
道
大
学
、

2
0
0
9
年
。

＊
13

山
口
裕
文
ほ
か
、『
雑
草
の
自
然
史
―
た
く

ま
し
さ
の
生
態
学
』、北
海
道
大
学
出
版
会
、

1
9
9
7
年
。

＊
14

67

提供／村松 伸

む
ら
ま
つ
・
し
ん
／
建
築
史
家
。1
9
5
4
年
静
岡
県
生
ま
れ
。
78
年
東
京
大

学
卒
業
。
81
〜
84
年
清
華
大
学
に
留
学（
中
国
・
北
京
）。
87
年
東
京
大
学
大

学
院
博
士
課
程
満
期
退
学
。91
〜
92
年
ソ
ウ
ル
大
学
客
員
研
究
員（
韓
国
）。97

年
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
客
員
研
究
員
。2
0
0
8
〜
09
年
東
京
大
学
生
産
技
術
研

究
所
教
授
。09
〜
15
年
東
京
大
学
総
合
地
球
環
境
学
研
究
所
教
授
。15
年
〜
東

京
大
学
生
産
技
術
研
究
所
教
授
。お
も
な
著
書
＝『
中
国
建
築
留
学
記
』（
鹿
島

出
版
会
、1
9
8
5
年
）、『
ア
ジ
ア
ン
・
ス
タ
イ
ル 

： 

17
人
の
ア
ジ
ア
建
築
家

た
ち
』（
共
編
、ギ
ャ
ル
リ
ー
タ
イ
セ
イ
、
97
年
）、『
中
華
中
毒 

： 

中
国
的
空
間

の
解
剖
学
』（
作
品
社
、98
年
）、『
承
孝
相
・
張
永
和
：
W
o
r
k
s
：
10
×
2
』（
監

修
、T
O
T
O
出
版
、2
0
0
4
年
）な
ど
。

2003年

「Luxuriant City（麗城）」

設計／六角鬼丈

「Central Plaza Rayong」

2015年

設計／On Ground Co., Ltd.

写真提供／六角鬼丈計画工房写真提供／岩本昌樹

ふ  

え
ん



特集／アジアで設計するということ 1

ニューヨークで出会った中国人建築家に誘われて
作品 場所 設計佐伯聡子

K.M.Tan

インタビュー

佐伯聡子さん（手前）と
K.M.Tanさん（奥）。都内
の事務所にて撮影。

聞き手・まとめ／橋本 純　写真／Jeremy San、山内秀鬼（ポートレイト）
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the Asian
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キッチン

1

「マイナスKハウス」は工
場のオーナー別邸と管理
人宅からなる2世帯住宅。
管理人宅玄関から、キッ
チンを見る。キッチンカウン
ターは隣の住戸までフラッ
トにつながっている。

● さえき・さとこ／ 1973年愛知県生まれ。97年明治大学卒業。2000年ペンシルベニア大学大学院修士課程修了。
00～02年中国のMADA s.p.a.m勤務。03年～KUUとして活動開始。
● ケーエム・タン／1964年シンガポール生まれ。92年シンガポール国立大学卒業。2000年カタルーニャ工科大学大学
院修士課程修了。いくつかの設計事務所を経て、06年～KUU。
● 2006年KUU庫優建築設計有限公司を設立（上海）。13年KUU建築設計事務所を設立（東京）。おもな作品＝

「Thousand Island Hotel」（18）、「Relive Hillstay」（17、以上2作品は中国）、「Satay By The Bay」（12、シンガ
ポール、Lin Hao Architectsと共同）、「ファミリアハウス」（16、東京都文京区）など。

「マイナスKハウス」 中国・上海 佐伯聡子+K.M.Tan
／KUU

建築家プロフィール
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オーナー宅

レンガと合板

6

壁はレンガを積み、白い
塗装で仕上げている。壁
に沿って配された合板に
は、電気配線が挟まれて
おり、一部は照明器具が
取り付けられている。

カウンター

7

キッチンカウンターから、
隣の住戸を見る。お互い
にガラス戸を開ければ、
会話ができる距離。食器
や調味料をカウンター越し
にシェアすることも可能。

グリッド

5

機能ごとに部屋を与える
のではなく、グリッドに沿っ
て、仕切ったり、つなげた
りすることで、小さなスペ
ース同士がまとまりをもっ
て、構成されている。

管理人宅

2

※写真番号は14ページの図面とリンクしています。

寝室

中庭

2階の寝室。ベッド脇の小
さな窓からは、キッチンカ
ウンターが見下ろせる。
照明の傘には、植木鉢を
使用している。

4 ちゃぶ台とテーブル

3×3mグリッドを基本に、
各スペースの仕切りが設
けられている。写真は、
ちゃぶ台が置かれた高さ
350㎜の小上がりがグリッ
ドを超え、テーブルの椅
子となっている様子。

3

キッチン脇の中庭を2階か
ら見る。カウンターが中庭
にも連続しており、隣の
住戸の同スペースと視線
が交錯する。晴れの日に
は、洗濯物を干したり、
食事をとったりすることが
できる。

Special Feature
Japanese Architects on

the Asian Scene 01
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Special
Feature

Japanese
Architects

on
the Asian

Scene

01

│
│
佐
伯
さ
ん
は
、
な
ぜ
建
築
家
を
目
指
し
、
大

学
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
進
学
し
、
上

海
の
設
計
事
務
所
に
勤
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
伯
聡
子
　
建
築
家
の
父
を
見
て
育
っ
た
の
で
、

自
然
に
同
じ
道
に
進
み
ま
し
た
。
明
治
大
学
の
建

築
学
科
を
卒
業
す
る
際
、
指
導
教
官
だ
っ
た
小
林

正
美
先
生
の
強
い
勧
め
と
、
私
自
身
も
国
外
で
の

視
野
を
広
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
私
が
渡
米
し
た
1
9
9
0
年
代
後
半
は
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
全
体
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
建

築
設
計
教
育
に
大
き
く
方
向
転
換
し
た
時
期
で
し

た
が
、
私
は
そ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
教
員
と
し
て
来
て
い
た
中
国
人
建

築
家
マ
ー
・
チ
ン
・
ユ
ン
氏
に
誘
わ
れ
て
、
当
時

北
京
に
あ
っ
た
彼
の
オ
フ
ィ
ス
で
2
カ
月
ほ
ど
イ

ン
タ
ー
ン
を
し
、
ま
だ
建
築
と
い
う
体
系
の
な
か

で
多
く
の
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
分
、
創
作

に
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
、
中
国
で
働
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
日
本
に
戻
る
と
い

う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
独
立
し
て
事
務
所
を
始
め
る
ま
で
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
　
当
時
の
中
国
、
上
海
と
い
う
背
景
が
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。
21
世
紀
に
入
っ
て
中
国
は
、
景

気
が
上
昇
し
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
仕
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
ま
だ
自
国
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
建
築
家
に
対
す
る
評
価
が
低
く
、
外
国

人
だ
と
い
う
だ
け
で
声
が
か
か
る
よ
う
な
状
態
で
、

チ
ャ
ン
ス
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。

│
│
事
務
所
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
こ
と
、
タ
ン
さ

ん
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
　
2
0
0
3
年
に
空
間
の
「
空（
く
う
）」
と

い
う
意
味
を
込
め
て
名
づ
け
た
オ
フ
ィ
ス
「
K
U

U
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
の
中
国
は
自
分

が
建
築
家
だ
と
名
乗
れ
ば
仕
事
が
始
め
ら
れ
る
よ

う
な
状
況
で
、
と
に
か
く
ス
タ
ー
ト
、
06
年
に
タ

ン
さ
ん
が
加
わ
っ
て
会
社
組
織
に
し
ま
し
た
。

　
タ
ン
さ
ん
と
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
あ
る
、
当
時

外
国
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
溜
ま
り
場
と
な
っ
て

い
た
場
所
で
出
会
い
ま
し
た
。
日
本
人
女
性
が
始

め
た
カ
フ
ェ
で
、
当
時
の
私
た
ち
に
は
オ
ア
シ
ス

の
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
じ
つ
は
「
マ
イ
ナ
ス
K

ハ
ウ
ス
」
の
施
主
と
の
出
会
い
も
そ
の
カ
フ
ェ
で

し
た
。
お
互
い
に
一
緒
に
や
れ
そ
う
だ
と
思
っ
た

の
は
、
上
海
に
い
る
と
み
ん
な
大
規
模
開
発
に
目

を
向
け
ま
す
が
、
自
分
た
ち
は
そ
う
で
は
な
い
こ

と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

│
│
設
計
の
依
頼
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
来
る

の
で
し
ょ
う
。

佐
伯
&
K
・
M
・
タ
ン
　
最
初
は
、
声
を
か
け
て

も
ら
え
れ
ば
案
を
出
し
ま
す
と
い
う
や
り
方
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
わ
か
り
、
仕
事
を
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
個
人
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
仕
事
の
中
心

に
据
え
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
大
規
模
な

仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
ん
で
す
。
店
舗
の
内
装
設
計
を
や
っ
て

い
た
の
も
そ
う
い
う
理
由
で
す
。
地
に
足
の
着
い

た
仕
事
を
ひ
と
つ
ず
つ
か
た
ち
に
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、
そ
の
後
は
口
コ
ミ
で
す
。

　
中
国
人
は
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
よ
り
も
、
親
族
や

近
し
い
人
間
の
紹
介
の
ほ
う
を
信
用
し
ま
す
。
で

す
か
ら
信
頼
さ
れ
彼
ら
の
人
間
関
係
の
輪
の
な
か

に
入
れ
れ
ば
、
仕
事
も
紹
介
し
て
も
ら
え
る
し
大

事
に
し
て
も
ら
え
ま
す
。
彼
ら
は
設
計
よ
り
も
人

と
な
り
を
見
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
お
任
せ
し
ま
す
」と
認
め
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

大きな建物を仕切り、他
者とシェアしている。写真
は以前のKUU事務所。
左上に隣住戸の洗濯物。

フランス租界で調べた住
み方をヒントに、住宅内に
おけるシェアのスタディを
行った際のイラスト。「マイ
ナスKハウス」のコンセプ
トにつながっている。

写真上／共有リビング。上海から車で3時間ほどの太
湖源景区に立地する民宿。築40年の民家を改修し
た。下／外観。オーナーは3人の若者で、新しいタイ
プの宿泊施設をつくりたいと依頼が来た。

臨安ホテル

│
│
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
事
務
所
を
構
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。

佐
伯
&
タ
ン
　
上
海
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
路
地
が
多
く
て
歩
い
て

楽
し
い
街
で
し
た
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
住
ま
い
の
か
た
ち
と
内
部
の
使
わ
れ

方
が
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
建
物
を
見
て
、
私
た

ち
は
そ
れ
に
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
に
新

し
い
建
築
の
つ
く
り
方
が
あ
る
と
感
じ
、
事
務
所

も
そ
こ
に
構
え
ま
し
た
。

│
│
「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
は
ど
の
よ
う
な
依

頼
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

佐
伯
&
タ
ン
　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
某
日
本
企
業
の

ス
リ
ッ
パ
を
つ
く
っ
て
い
る
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
で

す
。

　
こ
の
建
物
を
設
計
す
る
前
に
私
た
ち
は
、
フ
ラ

ン
ス
租
界
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
暮
ら
し
方
に
つ
い

て
調
べ
て
い
て
、
そ
の
成
果
を
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
カ
フ
ェ
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
見
て
も
ら
う
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
彼
は
、
お
も
し
ろ
い

ス
タ
デ
ィ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
興
し
て
く
れ
た
の
で
す
!
　
ま
さ
に
人
と
人

の
つ
な
が
り
で
生
ま
れ
た
建
築
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
建
物
は
、
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
住
ま
い
で
す
か
ら
、
大
き
く
て
、
そ
こ

に
中
国
人
が
何
世
帯
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

フランス租界の
KUU上海事務所

「シェア」の
スタディ

室
内
で
は
動
線
も
交
錯
し
て
い
て
、
寝
室
の
下
が

キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
は
共
有
、
寝
室
を
出
て
廊
下

で
鉢
合
わ
せ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ふ
つ
う
に

起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
文
化
大
革
命
に

起
因
し
ま
す
。
中
国
政
府
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
私
有

財
産
を
解
放
す
る
と
い
う
名
目
で
農
民
を
連
れ
て

き
て
は
こ
こ
に
押
し
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
建
物

と
し
て
み
れ
ば
、
ひ
と
家
族
の
た
め
に
設
計
さ
れ

た
け
れ
ど
何
家
族
か
で
暮
ら
す
こ
と
も
で
き
る
自

由
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
シ
ェ
ア

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ス
タ
デ
ィ
を
進
め
ま
し
た
。
そ

れ
が
、「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
の
原
点
で
す
。

　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
別
邸
と
工
場
の
管
理
人
家
族

の
2
世
帯
が
入
る
建
物
で
す
が
、
3
m
グ
リ
ッ
ド

が
連
続
し
、
外
か
ら
見
て
も
ど
こ
に
戸
境
壁
が
あ

る
の
か
、
ど
こ
が
何
の
部
屋
な
の
か
が
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
租
界
か
ら

学
ん
だ
構
成
で
す
が
、
リ
サ
ー
チ
し
て
い
く
と
、

西
欧
に
も
日
本
に
も
存
在
す
る
形
式
で
決
し
て
新

し
い
も
の
で
も
こ
こ
独
特
な
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
間
の
居
住
に
対
す
る
根
本
的
な
一

形
式
だ
と
感
じ
た
か
ら
こ
そ
リ
サ
ー
チ
を
進
め
た

の
で
す
。
と
は
い
え
ト
イ
レ
や
風
呂
を
シ
ェ
ア
し

て
い
な
い
の
は
、
現
代
の
中
国
人
の
暮
ら
し
に
合

わ
せ
た
か
ら
で
、
代
わ
り
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ

ー
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
生
活
の
気
配
を
シ
ェ
ア

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ

ス
」
の
K
は
、
こ
の
キ
ッ
チ
ン
の
こ
と
で
す
。

│
│
15
年
に
千
駄
木
に
事
務
所
を
構
え
、
日
本
に

拠
点
を
移
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

佐
伯
&
タ
ン
　
中
国
で
は「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」

で
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
も
、
あ
ま
り
反

応
が
な
い
ん
で
す
。
同
じ
も
の
に
共
感
す
る
人
に

出
会
え
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
評
価
は
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
見
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
な
ぁ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
違
和
感
は
今
後
20
年

30
年
と
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も
埋
ま
る
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
ふ
た
り
は
、
中
国
、

上
海
で
は
い
つ
ま
で
も
精
神
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
伯
　
む
し
ろ
き
ち
ん
と
建
築
を
つ
く
る
ん
だ
っ

た
ら
今
は
日
本
の
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
の
で
東
京
を
拠
点
に
し
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
は
結
局
グ
ル
ッ
と
ま
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
タ
ン
さ
ん
は
建
築
を
含
め
日
本
文
化
に

興
味
が
あ
り
、
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

佐
伯
&
タ
ン
　
将
来
ま
た
別
の
場
所
に
移
動
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
2
拠
点
は

い
い
バ
ラ
ン
ス
で
、
日
本
と
中
国
、
そ
れ
ぞ
れ
の

い
い
と
こ
ろ
と
問
題
点
が
よ
く
見
え
て
お
も
し
ろ

い
の
で
す
。
千
駄
木
に
し
た
の
は
、
こ
こ
が
上
海

の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
ち
ょ
っ
と
似
て
い
た
か
ら

（
笑
）。

│
│
現
在
、
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
&
タ
ン
　
住
宅
は
、
数
年
前
か
ら
政
府
が
規

制
を
か
け
た
た
め
、
開
発
熱
は
リ
ゾ
ー
ト
物
件
に

移
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
も
宿
泊
施
設
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
で
は
個
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
か
ら
、
違
っ
た
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
、
う
ま
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
大
き
い
の
で
す
が
、
仕
事

の
ス
パ
ン
が
長
く
何
期
か
に
わ
た
っ
て
続
く
の
で
、

様
子
を
見
な
が
ら
ふ
た
り
だ
け
で
動
か
せ
て
い
ま

す
。

　
じ
つ
は
そ
の
な
か
で
集
合
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
案
し
て
い
て
、「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
の

発
展
形
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
異
な
る
規

模
で
で
き
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2017年

写真上／杭州市千島湖ほとりのホテルの客室。湖が
一望できる。下／外観。内装と共通して、外壁はアー
ルを取り入れたデザイン。オーナーの住宅設計の依頼
から仕事が始まった。

千島湖ホテル
2018年

イ
ラ
ス
ト
、写
真
提
供
／
K
U
U

写
真
2
点
、撮
影
／
田 

方
方

写
真
2
点
、撮
影
／E

IIC
H

I K
A

N
O

中国での
そのほかの
作品

「
シ
ェア
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

上
海
と
東
京
の
２
拠
点
が
よ
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
設
計
に
違
和
感
を
感
じ
た

1213

りん あん

せん とう こ
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│
│
佐
伯
さ
ん
は
、
な
ぜ
建
築
家
を
目
指
し
、
大

学
卒
業
後
に
ア
メ
リ
カ
の
大
学
院
に
進
学
し
、
上

海
の
設
計
事
務
所
に
勤
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

佐
伯
聡
子
　
建
築
家
の
父
を
見
て
育
っ
た
の
で
、

自
然
に
同
じ
道
に
進
み
ま
し
た
。
明
治
大
学
の
建

築
学
科
を
卒
業
す
る
際
、
指
導
教
官
だ
っ
た
小
林

正
美
先
生
の
強
い
勧
め
と
、
私
自
身
も
国
外
で
の

視
野
を
広
げ
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
ペ
ン
シ
ル
ベ

ニ
ア
大
学
の
大
学
院
に
進
学
し
ま
し
た
。

　
私
が
渡
米
し
た
1
9
9
0
年
代
後
半
は
、
ア
メ

リ
カ
の
大
学
全
体
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
用
い
た
建

築
設
計
教
育
に
大
き
く
方
向
転
換
し
た
時
期
で
し

た
が
、
私
は
そ
れ
に
違
和
感
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

そ
ん
な
と
き
に
教
員
と
し
て
来
て
い
た
中
国
人
建

築
家
マ
ー
・
チ
ン
・
ユ
ン
氏
に
誘
わ
れ
て
、
当
時

北
京
に
あ
っ
た
彼
の
オ
フ
ィ
ス
で
2
カ
月
ほ
ど
イ

ン
タ
ー
ン
を
し
、
ま
だ
建
築
と
い
う
体
系
の
な
か

で
多
く
の
こ
と
が
確
立
さ
れ
て
い
な
い
分
、
創
作

に
可
能
性
が
あ
る
と
感
じ
、
中
国
で
働
く
こ
と
を

決
め
ま
し
た
。
そ
の
時
点
で
は
日
本
に
戻
る
と
い

う
選
択
肢
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

│
│
独
立
し
て
事
務
所
を
始
め
る
ま
で
の
経
緯
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
　
当
時
の
中
国
、
上
海
と
い
う
背
景
が
大
き

か
っ
た
で
す
ね
。
21
世
紀
に
入
っ
て
中
国
は
、
景

気
が
上
昇
し
、
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の
仕
事
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
、
ま
だ
自
国
の
デ
ザ

イ
ナ
ー
や
建
築
家
に
対
す
る
評
価
が
低
く
、
外
国

人
だ
と
い
う
だ
け
で
声
が
か
か
る
よ
う
な
状
態
で
、

チ
ャ
ン
ス
に
は
恵
ま
れ
ま
し
た
。

│
│
事
務
所
を
始
め
ら
れ
た
頃
の
こ
と
、
タ
ン
さ

ん
と
の
出
会
い
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
　
2
0
0
3
年
に
空
間
の
「
空（
く
う
）」
と

い
う
意
味
を
込
め
て
名
づ
け
た
オ
フ
ィ
ス
「
K
U

U
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
時
の
中
国
は
自
分

が
建
築
家
だ
と
名
乗
れ
ば
仕
事
が
始
め
ら
れ
る
よ

う
な
状
況
で
、
と
に
か
く
ス
タ
ー
ト
、
06
年
に
タ

ン
さ
ん
が
加
わ
っ
て
会
社
組
織
に
し
ま
し
た
。

　
タ
ン
さ
ん
と
は
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
あ
る
、
当
時

外
国
人
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
溜
ま
り
場
と
な
っ
て

い
た
場
所
で
出
会
い
ま
し
た
。
日
本
人
女
性
が
始

め
た
カ
フ
ェ
で
、
当
時
の
私
た
ち
に
は
オ
ア
シ
ス

の
よ
う
な
場
所
で
し
た
。
じ
つ
は
「
マ
イ
ナ
ス
K

ハ
ウ
ス
」
の
施
主
と
の
出
会
い
も
そ
の
カ
フ
ェ
で

し
た
。
お
互
い
に
一
緒
に
や
れ
そ
う
だ
と
思
っ
た

の
は
、
上
海
に
い
る
と
み
ん
な
大
規
模
開
発
に
目

を
向
け
ま
す
が
、
自
分
た
ち
は
そ
う
で
は
な
い
こ

と
を
や
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で
す
。
そ
こ

で
意
気
投
合
し
ま
し
た
。

│
│
設
計
の
依
頼
は
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
来
る

の
で
し
ょ
う
。

佐
伯
&
K
・
M
・
タ
ン
　
最
初
は
、
声
を
か
け
て

も
ら
え
れ
ば
案
を
出
し
ま
す
と
い
う
や
り
方
を
し

て
い
た
の
で
す
が
、
そ
れ
で
は
う
ま
く
い
か
な
い

こ
と
が
わ
か
り
、
仕
事
を
選
ぶ
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ま
ず
個
人
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
を
仕
事
の
中
心

に
据
え
ま
し
た
。
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
パ
ー
の
大
規
模
な

仕
事
は
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
止
ま
っ
て
し
ま
う
こ

と
が
多
い
ん
で
す
。
店
舗
の
内
装
設
計
を
や
っ
て

い
た
の
も
そ
う
い
う
理
由
で
す
。
地
に
足
の
着
い

た
仕
事
を
ひ
と
つ
ず
つ
か
た
ち
に
す
る
こ
と
か
ら

始
め
て
、
そ
の
後
は
口
コ
ミ
で
す
。

　
中
国
人
は
メ
デ
ィ
ア
の
情
報
よ
り
も
、
親
族
や

近
し
い
人
間
の
紹
介
の
ほ
う
を
信
用
し
ま
す
。
で

す
か
ら
信
頼
さ
れ
彼
ら
の
人
間
関
係
の
輪
の
な
か

に
入
れ
れ
ば
、
仕
事
も
紹
介
し
て
も
ら
え
る
し
大

事
に
し
て
も
ら
え
ま
す
。
彼
ら
は
設
計
よ
り
も
人

と
な
り
を
見
て
い
る
よ
う
な
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

「
あ
な
た
だ
っ
た
ら
お
任
せ
し
ま
す
」と
認
め
て
も

ら
う
こ
と
で
す
。

大きな建物を仕切り、他
者とシェアしている。写真
は以前のKUU事務所。
左上に隣住戸の洗濯物。

フランス租界で調べた住
み方をヒントに、住宅内に
おけるシェアのスタディを
行った際のイラスト。「マイ
ナスKハウス」のコンセプ
トにつながっている。

写真上／共有リビング。上海から車で3時間ほどの太
湖源景区に立地する民宿。築40年の民家を改修し
た。下／外観。オーナーは3人の若者で、新しいタイ
プの宿泊施設をつくりたいと依頼が来た。

臨安ホテル

│
│
な
ぜ
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
事
務
所
を
構
え
た
の

で
し
ょ
う
か
。

佐
伯
&
タ
ン
　
上
海
の
な
か
で
フ
ラ
ン
ス
租
界
は
、

ヒ
ュ
ー
マ
ン
ス
ケ
ー
ル
で
路
地
が
多
く
て
歩
い
て

楽
し
い
街
で
し
た
。
そ
こ
で
、
も
と
も
と
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
人
の
住
ま
い
の
か
た
ち
と
内
部
の
使
わ
れ

方
が
ま
っ
た
く
一
致
し
な
い
建
物
を
見
て
、
私
た

ち
は
そ
れ
に
可
能
性
を
感
じ
ま
し
た
。
こ
こ
に
新

し
い
建
築
の
つ
く
り
方
が
あ
る
と
感
じ
、
事
務
所

も
そ
こ
に
構
え
ま
し
た
。

│
│
「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
は
ど
の
よ
う
な
依

頼
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。

佐
伯
&
タ
ン
　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
某
日
本
企
業
の

ス
リ
ッ
パ
を
つ
く
っ
て
い
る
工
場
の
オ
ー
ナ
ー
で

す
。

　
こ
の
建
物
を
設
計
す
る
前
に
私
た
ち
は
、
フ
ラ

ン
ス
租
界
に
お
け
る
シ
ェ
ア
の
暮
ら
し
方
に
つ
い

て
調
べ
て
い
て
、
そ
の
成
果
を
先
ほ
ど
お
話
し
し

た
カ
フ
ェ
で
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
見
て
も
ら
う
機
会

を
得
ま
し
た
。
そ
う
し
た
ら
彼
は
、
お
も
し
ろ
い

ス
タ
デ
ィ
だ
と
い
う
こ
と
で
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
興
し
て
く
れ
た
の
で
す
!
　
ま
さ
に
人
と
人

の
つ
な
が
り
で
生
ま
れ
た
建
築
で
す
。

　
フ
ラ
ン
ス
租
界
の
建
物
は
、
も
と
も
と
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
人
の
住
ま
い
で
す
か
ら
、
大
き
く
て
、
そ
こ

に
中
国
人
が
何
世
帯
も
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。

フランス租界の
KUU上海事務所

「シェア」の
スタディ

室
内
で
は
動
線
も
交
錯
し
て
い
て
、
寝
室
の
下
が

キ
ッ
チ
ン
、
ト
イ
レ
は
共
有
、
寝
室
を
出
て
廊
下

で
鉢
合
わ
せ
、
と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
ふ
つ
う
に

起
き
て
い
ま
し
た
。
こ
の
状
況
は
文
化
大
革
命
に

起
因
し
ま
す
。
中
国
政
府
は
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
私
有

財
産
を
解
放
す
る
と
い
う
名
目
で
農
民
を
連
れ
て

き
て
は
こ
こ
に
押
し
込
み
ま
し
た
。
一
方
で
建
物

と
し
て
み
れ
ば
、
ひ
と
家
族
の
た
め
に
設
計
さ
れ

た
け
れ
ど
何
家
族
か
で
暮
ら
す
こ
と
も
で
き
る
自

由
さ
を
示
し
て
い
る
も
の
で
、
そ
こ
か
ら
シ
ェ
ア

を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
ス
タ
デ
ィ
を
進
め
ま
し
た
。
そ

れ
が
、「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
の
原
点
で
す
。

　
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
別
邸
と
工
場
の
管
理
人
家
族

の
2
世
帯
が
入
る
建
物
で
す
が
、
3
m
グ
リ
ッ
ド

が
連
続
し
、
外
か
ら
見
て
も
ど
こ
に
戸
境
壁
が
あ

る
の
か
、
ど
こ
が
何
の
部
屋
な
の
か
が
わ
か
ら
な

い
よ
う
に
設
計
し
ま
し
た
。
フ
ラ
ン
ス
租
界
か
ら

学
ん
だ
構
成
で
す
が
、
リ
サ
ー
チ
し
て
い
く
と
、

西
欧
に
も
日
本
に
も
存
在
す
る
形
式
で
決
し
て
新

し
い
も
の
で
も
こ
こ
独
特
な
も
の
で
も
あ
り
ま
せ

ん
で
し
た
。
人
間
の
居
住
に
対
す
る
根
本
的
な
一

形
式
だ
と
感
じ
た
か
ら
こ
そ
リ
サ
ー
チ
を
進
め
た

の
で
す
。
と
は
い
え
ト
イ
レ
や
風
呂
を
シ
ェ
ア
し

て
い
な
い
の
は
、
現
代
の
中
国
人
の
暮
ら
し
に
合

わ
せ
た
か
ら
で
、
代
わ
り
に
キ
ッ
チ
ン
カ
ウ
ン
タ

ー
を
連
続
さ
せ
る
こ
と
で
生
活
の
気
配
を
シ
ェ
ア

で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ

ス
」
の
K
は
、
こ
の
キ
ッ
チ
ン
の
こ
と
で
す
。

│
│
15
年
に
千
駄
木
に
事
務
所
を
構
え
、
日
本
に

拠
点
を
移
し
た
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

佐
伯
&
タ
ン
　
中
国
で
は「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」

で
や
り
た
か
っ
た
こ
と
を
述
べ
て
も
、
あ
ま
り
反

応
が
な
い
ん
で
す
。
同
じ
も
の
に
共
感
す
る
人
に

出
会
え
な
い
。
い
ろ
い
ろ
と
評
価
は
し
て
も
ら
っ

て
い
る
の
で
す
が
、
私
た
ち
が
見
て
ほ
し
い
と
こ

ろ
を
評
価
し
て
く
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
な
ぁ

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
違
和
感
は
今
後
20
年

30
年
と
滞
在
し
て
い
た
と
し
て
も
埋
ま
る
も
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
。
私
た
ち
ふ
た
り
は
、
中
国
、

上
海
で
は
い
つ
ま
で
も
精
神
的
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー

で
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

佐
伯
　
む
し
ろ
き
ち
ん
と
建
築
を
つ
く
る
ん
だ
っ

た
ら
今
は
日
本
の
ほ
う
が
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
と

思
っ
た
の
で
東
京
を
拠
点
に
し
ま
し
た
。
私
に
と

っ
て
は
結
局
グ
ル
ッ
と
ま
わ
っ
て
き
た
こ
と
に
な

り
ま
す
。
タ
ン
さ
ん
は
建
築
を
含
め
日
本
文
化
に

興
味
が
あ
り
、
合
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

佐
伯
&
タ
ン
　
将
来
ま
た
別
の
場
所
に
移
動
す
る

可
能
性
も
あ
り
ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
2
拠
点
は

い
い
バ
ラ
ン
ス
で
、
日
本
と
中
国
、
そ
れ
ぞ
れ
の

い
い
と
こ
ろ
と
問
題
点
が
よ
く
見
え
て
お
も
し
ろ

い
の
で
す
。
千
駄
木
に
し
た
の
は
、
こ
こ
が
上
海

の
フ
ラ
ン
ス
租
界
に
ち
ょ
っ
と
似
て
い
た
か
ら

（
笑
）。

│
│
現
在
、
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い

て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

佐
伯
&
タ
ン
　
住
宅
は
、
数
年
前
か
ら
政
府
が
規

制
を
か
け
た
た
め
、
開
発
熱
は
リ
ゾ
ー
ト
物
件
に

移
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の
仕
事
も
宿
泊
施
設
が

多
く
な
り
ま
し
た
。
リ
ゾ
ー
ト
で
は
個
性
が
求
め

ら
れ
ま
す
か
ら
、
違
っ
た
も
の
が
ほ
し
い
と
い
う

ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
対
し
て
、
う
ま
く
受
け
入
れ
ら

れ
て
い
ま
す
。
規
模
は
大
き
い
の
で
す
が
、
仕
事

の
ス
パ
ン
が
長
く
何
期
か
に
わ
た
っ
て
続
く
の
で
、

様
子
を
見
な
が
ら
ふ
た
り
だ
け
で
動
か
せ
て
い
ま

す
。

　
じ
つ
は
そ
の
な
か
で
集
合
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
提
案
し
て
い
て
、「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」
の

発
展
形
が
で
き
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
異
な
る
規

模
で
で
き
た
ら
お
も
し
ろ
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

2017年

写真上／杭州市千島湖ほとりのホテルの客室。湖が
一望できる。下／外観。内装と共通して、外壁はアー
ルを取り入れたデザイン。オーナーの住宅設計の依頼
から仕事が始まった。

千島湖ホテル
2018年

イ
ラ
ス
ト
、写
真
提
供
／
K
U
U

写
真
2
点
、撮
影
／
田 

方
方

写
真
2
点
、撮
影
／E

IIC
H

I K
A

N
O

中国での
そのほかの
作品

「
シ
ェア
」が
キ
ー
ワ
ー
ド

上
海
と
東
京
の
２
拠
点
が
よ
い

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
の
設
計
に
違
和
感
を
感
じ
た
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オーナー宅 管理人宅

2F

1F

「マイナスKハウス」

中華人民共和国上海市南滙
2世帯住宅
KUU
レンガ組積造
孫飛組
地上2階
521.48㎡
158.44㎡
169.00㎡（1F：158.44㎡、2F：10.56㎡）
2009年8月～10月
2009年11月～2010年5月 

プレキャストコンクリートスラブ、
モルタル、 一部砂利敷き
有孔レンガブロック
木製建具
車両用コンクリートブロック

セメント系セルフレベリング材＋
カラーモルタル、
一部オーク木材フローリング
有孔レンガブロック EP
プレキャストコンクリートスラブ EP

建築概要
所在地
主要用途
設計
構造
施工
階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間
 
おもな外部仕上げ
屋根

外壁
開口部
外構

おもな内部仕上げ
床

壁
天井  

Minus K House

中国は人口が多いため、
マンパワーを使うレンガ積
みが安価で一般的な工
法である。

世
界
は

人
と
人
と
の

つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る

ま
と
め

僕
が
今
回
K
U
U
と
話
し
て
み
た
か
っ
た

の
は
、
彼
ら
が
、
東
京
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
、
上
海
、
と
世
界
の
あ
ち
こ
ち
を
経
験
し
、
そ

の
経
験
の
な
か
か
ら
な
ん
ら
か
建
築
を
思
考
す
る

う
え
で
の
共
通
項
（
＝
文
明
的
な
る
も
の
）
の
よ

う
な
も
の
を
見
出
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
そ

れ
は
人
類
の
経
験
と
し
て
な
ん
な
の
か
、
と
い
う

こ
と
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
佐
伯
さ
ん
は
1
9
9
0
年
代
後
半
に
ア
メ
リ
カ

に
留
学
し
、
最
先
端
の
コ
ン
ピ
ュ
テ
ー
シ
ョ
ナ
ル

・
デ
ザ
イ
ン
に
触
れ
る
が
そ
れ
に
違
和
感
を
も
ち
、

イ
ン
タ
ー
ン
で
訪
れ
た
中
国
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感

じ
て
上
海
で
働
き
は
じ
め
る
。
ア
メ
リ
カ
が
開
発

し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
よ
り
も
、
は
る
か
に
古
く

か
ら
あ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
建
築
言
語
で
あ
る
手
積
み

の
レ
ン
ガ
の
ほ
う
に
リ
ア
リ
テ
ィ
を
感
じ
て
い
る
。

　
K
U
U
の
ふ
た
り
は
、
そ
れ
ぞ
れ
ア
メ
リ
カ
と

バ
ル
セ
ロ
ナ
で
西
欧
の
建
築
理
論
を
学
び
、
中
国

社
会
に
飛
び
込
ん
だ
。
そ
こ
で
は
自
分
た
ち
が
勉

強
し
た
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
だ
っ
た
は
ず
の
西
欧
学

問
で
中
国
の
現
実
に
向
き
あ
っ
て
も
問
題
が
解
決

し
な
い
こ
と
を
知
る
。
そ
こ
は
西
欧
発
の
グ
ロ
ー

バ
ル
言
語
な
ん
て
関
係
な
い
共
同
体
の
ヒ
ュ
ー
マ

ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
世
界
だ
っ
た
。
そ

し
て
そ
こ
で
彼
ら
も
変
質
し
、
や
が
て
「
マ
イ
ナ

ス
K
ハ
ウ
ス
」
に
至
る
。

ん
な
K
U
U
に
出
会
っ
た
の
は
、
僕
が

か
つ
て
『
J
A
』
の
編
集
長
を
し
て
い

た
と
き
で
あ
る
。
東
日
本
大
震
災
の
直

後
、
82
号
で
「
日
本
の
都
市
空
間
2
0
1
1
」
を

企
画
し
た
際
、
日
本
の
再
生
の
た
め
に
魅
力
的
な

都
市
空
間
の
ア
イ
デ
ア
を
彼
ら
に
も
提
案
し
て
も

ら
っ
た
。
そ
の
提
案
は
「
マ
イ
ナ
ス
K
ハ
ウ
ス
」

の
発
展
形
で
、
建
築
面
積
が
7
6
5
0
㎡
も
あ
る
、

か
つ
て
の
中
国
の
名
士
の
家
に
95
世
帯
2
4
0
人

が
住
む
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
内
と
外
も
な
い
全

員
が
家
族
の
よ
う
な
空
間
。
今
回
こ
の
原
稿
を
書

く
に
あ
た
っ
て
読
み
直
し
な
が
ら
、
か
つ
て
菊
竹

清
訓
さ
ん
か
ら
う
か
が
っ
た
久
留
米
の
大
庄
屋
だ

っ
た
実
家
の
話
と
妙
に
符
合
し
た
。
近
世
の
共
同

体
と
い
う
の
は
、
洋
の
東
西
を
問
わ
ず
、
こ
う
し

た
人
の
ま
と
ま
り
を
大
事
に
し
て
き
た
。

　
そ
う
か
、
最
後
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
に
戻
っ

て
く
る
の
か
、
と
思
っ
た
。
グ
ロ
ー
バ
ル
言
語
と

し
て
の
ヒ
ュ
ー
マ
ン
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
。

あ
た
り
ま
え
の
こ
と
に
回
帰
し
て
い
る
。

　
世
界
は
人
と
人
の
つ
な
が
り
で
で
き
て
い
る
。

そ

施工中

文
／
橋
本 

純

外観

8

汚れが目立たないよう、
外壁下部は塗装せず、
白塗装からレンガの地色
へとグラデーションにして
いる。

写真提供／KUU

平面図

断面図

管理人宅（夫婦＋子ども1人）オーナー宅（夫婦）
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特集／アジアで設計するということ 2

カンボジアの建設事情の調査から始まった
作品 場所 設計

「TAMASA」 カンボジア・プノンペン 川辺直哉川辺直哉
インタビュー

聞き手・まとめ／加藤 純　写真／川辺明伸

3階の階段まわり。ガラスブロックなどのインテリアが、フレーム間を埋める。

02
Special Feature

Japanese 
Architects on 

the Asian 
Scene

かわべ・なおや／1970年神奈川県生まれ。94年東京理科大学卒業。96年東京藝術大学大学院修士課程修了。
97 ～ 2001年石田敏明建築設計事務所。02年川辺直哉建築設計事務所設立。おもな作品＝「Sunrise Japan 
Hospital Phnom Penh」（16）、「Cambodia Phnom Penh Sakura Residence St.334」（16、以上2作品はカンボ
ジア）、「目白下落合ハウス」（18、東京都新宿区）、「中田の自邸」（16、神奈川県横浜市）など。

←サービスアパートメ
ント「TAMASA」外観。
500㎜角の柱と梁がフ
レームのように建物全
体を覆う。

↓川辺直哉さん。都内事
務所の模型棚の前にて。

建築家プロフィール

1617



特集／アジアで設計するということ 2

カンボジアの建設事情の調査から始まった
作品 場所 設計

「TAMASA」 カンボジア・プノンペン 川辺直哉川辺直哉
インタビュー

聞き手・まとめ／加藤 純　写真／川辺明伸

3階の階段まわり。ガラスブロックなどのインテリアが、フレーム間を埋める。

02
Special Feature

Japanese 
Architects on 

the Asian 
Scene

かわべ・なおや／1970年神奈川県生まれ。94年東京理科大学卒業。96年東京藝術大学大学院修士課程修了。
97 ～ 2001年石田敏明建築設計事務所。02年川辺直哉建築設計事務所設立。おもな作品＝「Sunrise Japan 
Hospital Phnom Penh」（16）、「Cambodia Phnom Penh Sakura Residence St.334」（16、以上2作品はカンボ
ジア）、「目白下落合ハウス」（18、東京都新宿区）、「中田の自邸」（16、神奈川県横浜市）など。

←サービスアパートメ
ント「TAMASA」外観。
500㎜角の柱と梁がフ
レームのように建物全
体を覆う。

↓川辺直哉さん。都内事
務所の模型棚の前にて。

建築家プロフィール

1617



住戸と共用部の境界

1 住戸を貫通するテーブル

共用部に開かれたキッチンの窓

屋上に面したリビング

ガラス壁で連なるキッチン

2

3

4

※写真番号は24ページの図面とリンクしています。

2階の住戸（type 23）と
共用部は、ひとつのテー
ブルを共有する。奥にミ
ニキッチンを設置。つくっ
た料理を持ち出して、友
人と一緒に食べることが
できる。

3階の住戸（type 36）の
キッチンには、共用部に
面して、外開きの窓を設
計した。窓を開けばカウン
ターキッチンとなり、ほか
の住戸にも面する共用部
をダイニングとして使える。

屋上階の住戸（type 41）。
写真手前のダイニングと
奥のリビングには段差が
ある。リビングの奥に設け
られた木製折戸を開け放
すと、テラス・プールとつ
ながる。

2階の住戸（type 27・28）
は、入口の壁がガラス張
り。両住戸のキッチンが
連続し、まるで共用キッチ
ンのよう。キッチン奥にカ
ーテンが設置され、プライ
バシーも守られる。

Special Feature
Japanese Architects on

the Asian Scene 02
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屋上テラス

11

さまざまな住戸

周囲の様子

カフェ（1階）

10 9

7

6

5 メゾネットタイプ

ガラス張りの住戸

ガラスブロックの住戸

8

3階住戸（type 32）の寝
室。角部屋の両壁面の
一部を現地で一般的に
利用される有孔ブロック
で構成。内側にガラス壁
も設置。強い日差しを遮り
つつ、眺望を確保してい
る。

そのほかの共用部

Special Feature
Japanese Architects on

the Asian Scene 02

※写真番号は24ページの図面とリンクしています。

有孔ブロック壁の住戸

屋外との段差
1階のカフェを外から見
る。雨季には洪水が発生
する地域のため、1階の
床レベルを1mほど上げ
ている。

3階の住戸（type 35）の
リビング。廊下など、人通
りの多い共用部と住戸の
境界はガラスブロックで構
成。

2階の住戸（type 27）。写
真はリビング。奥に寝室。
北側の開けた土地に面
しているため、ガラス張り
で開放的なつくりとした。

屋上階の6住戸はすべ
て、メゾネットタイプ。写真
はtype 42。正面中央が
キッチン、手前がダイニン
グ。右のカーテン裏には、
冷蔵庫と洗濯機が隠され
ている。上部がロフト。

国際空港への幹線道路
に面し、開発が進む地区
に立地。低層の建物が
立ち並ぶなか、ＲＣ造のフ
レームが際立つ。

滞在者が自由に使える屋
上のテラスとプール。右
手はバー。カンボジアの
夜景を眺めながら楽しむ
ことができる。

1階のカフェ。奥の厨房の
壁面は木のタイル貼り。カ
フェは滞在者のみなら
ず、一般客も利用可能。
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施工中

Okuda Akihiro

│
│
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動
に
至
っ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

川
辺
直
哉
　
大
学
時
代
の
後
輩
が
住
宅
メ
ー
カ
ー

の
タ
マ
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
る
た
め
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
絞
っ
た
と
こ
ろ
で
連
絡
を
も
ら
い
、

ど
こ
に
何
を
つ
く
る
の
か
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階

で
後
輩
と
一
緒
に
何
度
か
訪
れ
、
建
設
事
業
や
住

宅
供
給
の
状
況
、
戸
建
住
宅
の
分
譲
地
や
集
合
住

宅
を
視
察
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
な
か
で
、
空
港
か
ら
車

で
約
15
分
と
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
テ
ニ
ス
や
乗
馬

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
隣
接
す
る
敷
地
で
事

業
が
で
き
る
こ
と
を
見
込
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
「
T
A
M
A
S
A
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
集
合
住
宅
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
現
在
は
一
部
を
ホ
テ
ル
と
し
て
も
運
営

し
て
い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
施
設
を
優
先
的
に
建

て
ら
れ
る
経
済
特
区
に
通
う
海
外
か
ら
の
利
用
者

も
多
く
、
彼
ら
は
数
日
か
ら
数
週
間
に
わ
た
っ
て

滞
在
し
ま
す
。

│
│
「
T
A
M
A
S
A
」
の
特
徴
は
、
ど
こ
に
あ

り
ま
す
か
。

川
辺
　
日
本
で
求
め
ら
れ
る
構
造
設
計
の
ス
ペ
ッ

ク
は
、
地
震
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
地
で
は
オ
ー
バ

ー
ス
ペ
ッ
ク
で
す
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
日
本

の
基
準
を
適
用
し
、
現
地
で
信
頼
を
得
て
い
る
日

本
の
設
計
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
高
い
建
物
で
も
柱
は
細
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
あ
え
て
5
0
0
㎜
角
と

し
て
強
調
し
て
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
構
造
の
柱
と

梁
の
断
面
を
同
じ
サ
イ
ズ
に
し
た
フ
レ
ー
ム
を
つ

く
り
、
水
平
方
向
も
垂
直
方
向
も
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
で
積
み
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
天
井
高
を
大
き
く
と
り
、
軀
体
と
イ
ン
テ

リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
を
あ
え
て
離
し
ま
し
た
。
内
装

工
事
の
精
度
は
そ
れ
ほ
ど
望
め
な
い
な
か
で
軀
体

の
強
さ
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
の

粗
さ
が
消
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
。

　
そ
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
は
住
戸
と
共
用
部
と
の

境
界
を
あ
い
ま
い
に
し
ま
し
た
。
共
用
部
に
面
し

た
側
を
ガ
ラ
ス
壁
に
し
た
う
え
で
キ
ッ
チ
ン
や
洗

面
所
を
配
し
、
仕
上
げ
を
連
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
視
線
を
遮
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
開
け
て
い
れ
ば
共
用
部
も
自
分
の
も
の
と

し
て
感
じ
ら
れ
、
利
用
者
同
士
の
接
点
が
生
ま
れ

る
機
会
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
で
作
成
し

た
有
孔
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
部
に
使
い
、
半
屋
外
の
ス

ペ
ー
ス
も
つ
く
り
ま
し
た
。

│
│
現
場
監
理
の
体
制
は
、
ど
の
よ
う
に
整
え
ら

れ
ま
し
た
か
。

川
辺
　
施
工
を
担
当
し
た
ロ
ー
カ
ル
の
ゼ
ネ
コ
ン

の
社
長
は
日
本
で
の
滞
在
経
験
が
あ
り
、
日
本
語

が
通
じ
ま
し
た
。
現
場
監
理
は
お
も
に
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
設
備
の
協
力

業
者
が
日
系
の
会
社
で
担
当
者
が
日
本
人
だ
っ
た

の
で
、
現
場
で
の
疑
問
点
の
や
り
と
り
は
設
備
担

当
者
を
通
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
監
理

で
現
場
に
行
く
頻
度
は
時
期
に
よ
り
ま
す
が
、
1

回
に
つ
き
1
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
、
当
時
の
現
場

担
当
者
が
滞
在
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
の
柱
梁
の
あ
い
だ
を

ブ
ロ
ッ
ク
で
埋
め
て
い
き
、
必
要
な
箇
所
で
壁
に

穴
を
あ
け
て
開
口
部
を
つ
く
る
方
法
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ
て
か
ら
ペ

ン
キ
で
仕
上
げ
ま
す
。

　
思
っ
て
い
た
よ
り
も
R
C
造
軀
体
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
が
、

仕
上
げ
の
工
事
で
は
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
納

ま
り
や
仕
上
が
り
と
嚙
み
あ
わ
ず
に
苦
労
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
内
装
工
事
の
段
階
で
は
現
地
で
ア
イ

ソ
メ
図
な
ど
を
描
き
な
が
ら
、
直
接
指
示
を
出
し

て
い
き
ま
し
た
。

│
│
ス
タ
ッ
フ
の
奥
田
さ
ん
は
担
当
者
と
し
て
、

現
地
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
様
子
で

し
た
か
。

奥
田
晃
大
　
2
年
ほ
ど
滞
在
し
て
現
場
に
足
を
運

ぶ
毎
日
で
し
た
が
、
と
く
に
生
活
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
メ
ー
ル
語
で
挨
拶
す
る
な
ど
、

作
業
員
に
寄
り
添
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た

が
、
工
事
の
質
と
い
う
点
で
文
化
の
違
い
を
感
じ

ま
し
た
。
昨
日
ま
で
は
畑
仕
事
を
し
て
い
た
よ
う

な
人
た
ち
も
多
い
の
で
、
器
用
な
人
が
い
て
も
建

物
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
監
督
の
話
で
は
、
人
を
育
て
て
も
海
外
に
出

稼
ぎ
に
出
て
し
ま
い
、
彼
ら
が
戻
っ
て
き
た
と
き

の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
自
国

で
の
技
術
が
育
た
ず
、
精
度
も
上
が
っ
て
い
か
な

い
こ
と
は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│
現
地
で
の
経
験
は
、
設
計
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
か
。

川
辺
　
独
立
前
は
設
計
段
階
で
細
部
ま
で
検
討
し
、

現
場
で
も
つ
く
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
そ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規

模
が
大
き
く
な
り
、
施
工
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど

難
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
施
工
精
度
に
頼
ら
な
く
て
も
、
当
初

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
残
す
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い

き
ま
し
た
。
軀
体
、
設
備
、
仕
上
げ
、
家
具
と
い

っ
た
建
築
を
構
成
す
る
要
素
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
呪
縛
か
ら
解

か
れ
、
切
り
分
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
験
か
ら
は
さ
ら
に
、
そ
の
時

々
の
状
況
を
ま
ず
は
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
と
え
ば
何
か
予
期
せ
ぬ
出
来
事
を
監
督

か
ら
聞
く
と
、
以
前
で
あ
れ
ば
「
な
ぜ
そ
う
な
る

の
か
」
と
返
し
て
い
ま
し
た
が
、「
そ
れ
な
ら
こ
う

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
次
に
生
か
し
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
と
き
に
は
、
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
違
う
た
め
、
建
築
の
つ
く
り
方
や
根
本

的
な
思
想
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

│
│
現
地
で
ほ
か
に
手
が
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
辺
「
T
A
M
A
S
A
」
と
同
時
期
に
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
市
街
地
に
17
階
建
て
の
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
の
建
物
を
設
計
し
ま
し
た
。
ま
た
高
度

医
療
を
伴
う
国
際
病
院
を
展
開
す
る
日
本
企
業
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
で
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
、

病
院
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
進
捗
の
あ
い
だ
を
縫
う
よ
う
に
、
カ

フ
ェ
や
バ
ー
の
改
修
、
オ
フ
ィ
ス
、
サ
ロ
ン
の
仕

事
を
し
ま
し
た
。
事
務
所
を
構
え
て
い
る
と
、
現

地
の
業
者
な
ど
か
ら
口
コ
ミ
的
に
紹
介
が
あ
り
ま

す
ね
。

　
た
だ
し
、
予
算
も
時
間
も
限
ら
れ
た
案
件
で
は
、

ト
ー
タ
ル
に
完
成
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
難
し
い
の

で
、
す
で
に
あ
る
も
の
を
使
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

狭
い
選
択
肢
の
な
か
で
は
、
突
破
口
を
見
極
め
る

こ
と
が
質
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

│
│
現
在
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

川
辺
　
今
は
実
際
に
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
い
く
つ
か
の

案
件
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
あ
る
程

度
の
規
模
と
期
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
と
ま
れ

ば
、
ま
た
現
地
事
務
所
を
置
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

　
私
は
軸
足
を
日
本
に
置
い
て
い
ま
す
し
、「
海
外

進
出
し
よ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
を
抱
い
て
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
技
術
が
発
展
途
上
に
あ
る
ア
ジ
ア
の
国

々
で
は
、
建
築
へ
の
関
心
度
や
熱
量
が
高
い
の
で
、

チ
ャ
ン
ス
は
最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

│
│
海
外
で
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
辺
　
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
口
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
は
人
に
会
っ
て
、
な
ん

ら
か
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
と
感
じ
る
と
、「
東

京
以
外
の
日
本
各
地
や
ア
ジ
ア
で
仕
事
を
し
て
み

た
い
」
と
い
う
よ
う
に
気
持
ち
を
表
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
実
現
す
る
道
に
接
点
が
生
ま

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
海
外
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
の
存
在
で

な
く
、
日
本
と
同
じ
距
離
感
に
あ
り
ま
す
。
気
負

わ
ず
に
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
見
て
い
く
と
、
仕
事

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

カンボジアでの
そのほかの
作品

写
真
4
点
、提
供
／
川
辺
直
哉
建
築
設
計
事
務
所

ア
ジ
ア
と
日
本
は
同
じ
距
離
感
に
あ
る

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
2
年
間
滞
在

軀
体
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
を
切
り
離
す

鉄筋を溶接してつくられ
た、金槌。現場にない道
具は、作業員が自ら手づ
くりすることも多い。

まずは、軀体が打設され
る。ＲＣ造のキッチンカウン
ター（左手前）を、一緒
に立ち上げることがポイン
ト。

軀体のフレームのあいだ
を、有孔ブロックで埋め
る。作業員が現場で作
成したものを積む。

住戸と共有部の境界に
ある窓。コンクリートブロッ
クをすべて積み上げてか
ら、開口部を打ち抜いて
いる。

日本式医療を提供する国
際病院。写真上／建物
外観。都市中心部から川
を挟んだ手前にある。下
／待合スペース。

Sunrise Japan Hospital Phnom Penh

2016年

写真は共用部。新たに
積んだレンガにガラスをは
め込み、共用部と室を一
体的につないだ。

テナントビルの改修

2014年に改修、16年にカフェを改修

日本人が経営するバー。
元の日本料理屋に使わ
れていた竹を黒く塗り、イ
ンテリアとして再利用。

バーの改修

2016年
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施工中

Okuda Akihiro

│
│
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
活
動
に
至
っ
た
経
緯
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

川
辺
直
哉
　
大
学
時
代
の
後
輩
が
住
宅
メ
ー
カ
ー

の
タ
マ
ホ
ー
ム
に
勤
務
し
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
始
め
る
た
め
の
リ
サ
ー
チ
を
し
て
い
ま
し
た
。

カ
ン
ボ
ジ
ア
に
絞
っ
た
と
こ
ろ
で
連
絡
を
も
ら
い
、

ど
こ
に
何
を
つ
く
る
の
か
定
ま
っ
て
い
な
い
段
階

で
後
輩
と
一
緒
に
何
度
か
訪
れ
、
建
設
事
業
や
住

宅
供
給
の
状
況
、
戸
建
住
宅
の
分
譲
地
や
集
合
住

宅
を
視
察
し
、
レ
ポ
ー
ト
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
い
く
つ
か
の
候
補
地
の
な
か
で
、
空
港
か
ら
車

で
約
15
分
と
ア
ク
セ
ス
が
よ
く
、
テ
ニ
ス
や
乗
馬

が
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
が
隣
接
す
る
敷
地
で
事

業
が
で
き
る
こ
と
を
見
込
み
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

ス
タ
ー
ト
し
、
そ
の
結
果
、
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー
ト

メ
ン
ト
「
T
A
M
A
S
A
」
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
ホ
テ
ル
サ
ー
ビ
ス
の
あ
る
集
合
住
宅
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
で
、
現
在
は
一
部
を
ホ
テ
ル
と
し
て
も
運
営

し
て
い
ま
す
。
工
場
な
ど
の
施
設
を
優
先
的
に
建

て
ら
れ
る
経
済
特
区
に
通
う
海
外
か
ら
の
利
用
者

も
多
く
、
彼
ら
は
数
日
か
ら
数
週
間
に
わ
た
っ
て

滞
在
し
ま
す
。

│
│
「
T
A
M
A
S
A
」
の
特
徴
は
、
ど
こ
に
あ

り
ま
す
か
。

川
辺
　
日
本
で
求
め
ら
れ
る
構
造
設
計
の
ス
ペ
ッ

ク
は
、
地
震
が
ほ
と
ん
ど
な
い
現
地
で
は
オ
ー
バ

ー
ス
ペ
ッ
ク
で
す
。
そ
れ
を
逆
手
に
と
っ
て
日
本

の
基
準
を
適
用
し
、
現
地
で
信
頼
を
得
て
い
る
日

本
の
設
計
で
あ
る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
ね
ら
い

が
あ
り
ま
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
、
高
い
建
物
で
も
柱
は
細
い

こ
と
が
多
い
の
で
す
が
、
あ
え
て
5
0
0
㎜
角
と

し
て
強
調
し
て
い
ま
す
。
ラ
ー
メ
ン
構
造
の
柱
と

梁
の
断
面
を
同
じ
サ
イ
ズ
に
し
た
フ
レ
ー
ム
を
つ

く
り
、
水
平
方
向
も
垂
直
方
向
も
フ
ラ
ッ
ト
な
関

係
で
積
み
上
げ
て
い
く
よ
う
に
し
ま
し
た
。

　
ま
た
天
井
高
を
大
き
く
と
り
、
軀
体
と
イ
ン
テ

リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
を
あ
え
て
離
し
ま
し
た
。
内
装

工
事
の
精
度
は
そ
れ
ほ
ど
望
め
な
い
な
か
で
軀
体

の
強
さ
を
前
面
に
出
す
こ
と
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
の

粗
さ
が
消
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た
の

で
す
。

　
そ
の
フ
レ
ー
ム
の
中
で
は
住
戸
と
共
用
部
と
の

境
界
を
あ
い
ま
い
に
し
ま
し
た
。
共
用
部
に
面
し

た
側
を
ガ
ラ
ス
壁
に
し
た
う
え
で
キ
ッ
チ
ン
や
洗

面
所
を
配
し
、
仕
上
げ
を
連
続
さ
せ
て
い
ま
す
。

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
て
視
線
を
遮
る
こ
と
も
で
き
ま

す
が
、
開
け
て
い
れ
ば
共
用
部
も
自
分
の
も
の
と

し
て
感
じ
ら
れ
、
利
用
者
同
士
の
接
点
が
生
ま
れ

る
機
会
は
増
え
る
と
思
い
ま
す
。
現
場
で
作
成
し

た
有
孔
ブ
ロ
ッ
ク
を
一
部
に
使
い
、
半
屋
外
の
ス

ペ
ー
ス
も
つ
く
り
ま
し
た
。

│
│
現
場
監
理
の
体
制
は
、
ど
の
よ
う
に
整
え
ら

れ
ま
し
た
か
。

川
辺
　
施
工
を
担
当
し
た
ロ
ー
カ
ル
の
ゼ
ネ
コ
ン

の
社
長
は
日
本
で
の
滞
在
経
験
が
あ
り
、
日
本
語

が
通
じ
ま
し
た
。
現
場
監
理
は
お
も
に
英
語
で
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
し
た
が
、
設
備
の
協
力

業
者
が
日
系
の
会
社
で
担
当
者
が
日
本
人
だ
っ
た

の
で
、
現
場
で
の
疑
問
点
の
や
り
と
り
は
設
備
担

当
者
を
通
し
て
行
う
こ
と
も
で
き
ま
し
た
。
監
理

で
現
場
に
行
く
頻
度
は
時
期
に
よ
り
ま
す
が
、
1

回
に
つ
き
1
週
間
か
ら
10
日
ほ
ど
、
当
時
の
現
場

担
当
者
が
滞
在
し
ま
し
た
。

　
現
地
で
は
ラ
ー
メ
ン
構
造
の
柱
梁
の
あ
い
だ
を

ブ
ロ
ッ
ク
で
埋
め
て
い
き
、
必
要
な
箇
所
で
壁
に

穴
を
あ
け
て
開
口
部
を
つ
く
る
方
法
を
と
っ
て
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
モ
ル
タ
ル
を
塗
っ
て
か
ら
ペ

ン
キ
で
仕
上
げ
ま
す
。

　
思
っ
て
い
た
よ
り
も
R
C
造
軀
体
の
コ
ン
ク
リ

ー
ト
打
設
ま
で
は
ス
ム
ー
ズ
に
進
み
ま
し
た
が
、

仕
上
げ
の
工
事
で
は
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
納

ま
り
や
仕
上
が
り
と
嚙
み
あ
わ
ず
に
苦
労
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
内
装
工
事
の
段
階
で
は
現
地
で
ア
イ

ソ
メ
図
な
ど
を
描
き
な
が
ら
、
直
接
指
示
を
出
し

て
い
き
ま
し
た
。

│
│
ス
タ
ッ
フ
の
奥
田
さ
ん
は
担
当
者
と
し
て
、

現
地
に
滞
在
さ
れ
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
様
子
で

し
た
か
。

奥
田
晃
大
　
2
年
ほ
ど
滞
在
し
て
現
場
に
足
を
運

ぶ
毎
日
で
し
た
が
、
と
く
に
生
活
で
困
っ
た
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ク
メ
ー
ル
語
で
挨
拶
す
る
な
ど
、

作
業
員
に
寄
り
添
う
よ
う
に
心
が
け
て
い
ま
し
た

が
、
工
事
の
質
と
い
う
点
で
文
化
の
違
い
を
感
じ

ま
し
た
。
昨
日
ま
で
は
畑
仕
事
を
し
て
い
た
よ
う

な
人
た
ち
も
多
い
の
で
、
器
用
な
人
が
い
て
も
建

物
を
き
ち
ん
と
つ
く
っ
た
経
験
が
あ
り
ま
せ
ん
。

現
場
監
督
の
話
で
は
、
人
を
育
て
て
も
海
外
に
出

稼
ぎ
に
出
て
し
ま
い
、
彼
ら
が
戻
っ
て
き
た
と
き

の
体
制
が
整
え
ら
れ
て
い
な
い
そ
う
で
す
。
自
国

で
の
技
術
が
育
た
ず
、
精
度
も
上
が
っ
て
い
か
な

い
こ
と
は
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

│
│
現
地
で
の
経
験
は
、
設
計
に
ど
の
よ
う
な
影

響
を
及
ぼ
し
ま
し
た
か
。

川
辺
　
独
立
前
は
設
計
段
階
で
細
部
ま
で
検
討
し
、

現
場
で
も
つ
く
り
込
も
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
で

す
が
そ
う
し
た
ス
タ
イ
ル
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
規

模
が
大
き
く
な
り
、
施
工
期
間
が
長
く
な
る
ほ
ど

難
し
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
で
、
施
工
精
度
に
頼
ら
な
く
て
も
、
当
初

の
コ
ン
セ
プ
ト
を
残
す
考
え
方
に
シ
フ
ト
し
て
い

き
ま
し
た
。
軀
体
、
設
備
、
仕
上
げ
、
家
具
と
い

っ
た
建
築
を
構
成
す
る
要
素
す
べ
て
を
コ
ン
ト
ロ

ー
ル
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
呪
縛
か
ら
解

か
れ
、
切
り
分
け
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
す
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
経
験
か
ら
は
さ
ら
に
、
そ
の
時

々
の
状
況
を
ま
ず
は
受
け
入
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
た
と
え
ば
何
か
予
期
せ
ぬ
出
来
事
を
監
督

か
ら
聞
く
と
、
以
前
で
あ
れ
ば
「
な
ぜ
そ
う
な
る

の
か
」
と
返
し
て
い
ま
し
た
が
、「
そ
れ
な
ら
こ
う

し
ま
し
ょ
う
」
と
、
ギ
ャ
ッ
プ
を
次
に
生
か
し
て

い
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
海
外
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
進
め
る
と
き
に
は
、
文
化
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
が
違
う
た
め
、
建
築
の
つ
く
り
方
や
根
本

的
な
思
想
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

│
│
現
地
で
ほ
か
に
手
が
け
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

つ
い
て
、
教
え
て
く
だ
さ
い
。

川
辺
「
T
A
M
A
S
A
」
と
同
時
期
に
、
プ
ノ
ン

ペ
ン
の
市
街
地
に
17
階
建
て
の
サ
ー
ビ
ス
ア
パ
ー

ト
メ
ン
ト
の
建
物
を
設
計
し
ま
し
た
。
ま
た
高
度

医
療
を
伴
う
国
際
病
院
を
展
開
す
る
日
本
企
業
か

ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
経
由
で
コ
ン
タ
ク
ト
が
あ
り
、

病
院
の
設
計
に
携
わ
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ら
の
進
捗
の
あ
い
だ
を
縫
う
よ
う
に
、
カ

フ
ェ
や
バ
ー
の
改
修
、
オ
フ
ィ
ス
、
サ
ロ
ン
の
仕

事
を
し
ま
し
た
。
事
務
所
を
構
え
て
い
る
と
、
現

地
の
業
者
な
ど
か
ら
口
コ
ミ
的
に
紹
介
が
あ
り
ま

す
ね
。

　
た
だ
し
、
予
算
も
時
間
も
限
ら
れ
た
案
件
で
は
、

ト
ー
タ
ル
に
完
成
さ
れ
た
デ
ザ
イ
ン
が
難
し
い
の

で
、
す
で
に
あ
る
も
の
を
使
う
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

狭
い
選
択
肢
の
な
か
で
は
、
突
破
口
を
見
極
め
る

こ
と
が
質
に
つ
な
が
る
、
と
い
う
勉
強
に
な
り
ま

し
た
。

│
│
現
在
、
海
外
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
あ
り
ま
す
か
。

川
辺
　
今
は
実
際
に
動
い
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
い
く
つ
か
の

案
件
に
つ
い
て
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。
あ
る
程

度
の
規
模
と
期
間
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
ま
と
ま
れ

ば
、
ま
た
現
地
事
務
所
を
置
く
こ
と
に
な
る
で
し

ょ
う
。

　
私
は
軸
足
を
日
本
に
置
い
て
い
ま
す
し
、「
海
外

進
出
し
よ
う
」
と
い
う
意
気
込
み
を
抱
い
て
き
た

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
で
も
、
技
術
が
発
展
途
上
に
あ
る
ア
ジ
ア
の
国

々
で
は
、
建
築
へ
の
関
心
度
や
熱
量
が
高
い
の
で
、

チ
ャ
ン
ス
は
最
大
限
に
生
か
し
て
い
き
た
い
で
す

ね
。

│
│
海
外
で
仕
事
を
し
た
い
と
考
え
て
い
る
方
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

川
辺
　
自
分
が
や
り
た
い
こ
と
は
、
口
に
し
た
ほ

う
が
よ
い
で
し
ょ
う
。
私
は
人
に
会
っ
て
、
な
ん

ら
か
の
可
能
性
が
あ
り
そ
う
だ
と
感
じ
る
と
、「
東

京
以
外
の
日
本
各
地
や
ア
ジ
ア
で
仕
事
を
し
て
み

た
い
」
と
い
う
よ
う
に
気
持
ち
を
表
し
て
き
ま
し

た
。
そ
う
す
る
と
、
実
現
す
る
道
に
接
点
が
生
ま

れ
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

　
今
、
海
外
は
遠
く
か
ら
眺
め
る
だ
け
の
存
在
で

な
く
、
日
本
と
同
じ
距
離
感
に
あ
り
ま
す
。
気
負

わ
ず
に
フ
ラ
ッ
ト
な
関
係
で
見
て
い
く
と
、
仕
事

の
フ
ィ
ー
ル
ド
が
広
が
る
は
ず
で
す
。

カンボジアでの
そのほかの
作品

写
真
4
点
、提
供
／
川
辺
直
哉
建
築
設
計
事
務
所

ア
ジ
ア
と
日
本
は
同
じ
距
離
感
に
あ
る

事
務
所
ス
タ
ッ
フ
が
現
地
に
2
年
間
滞
在

軀
体
と
イ
ン
テ
リ
ア
の
ス
ケ
ー
ル
を
切
り
離
す

鉄筋を溶接してつくられ
た、金槌。現場にない道
具は、作業員が自ら手づ
くりすることも多い。

まずは、軀体が打設され
る。ＲＣ造のキッチンカウン
ター（左手前）を、一緒
に立ち上げることがポイン
ト。

軀体のフレームのあいだ
を、有孔ブロックで埋め
る。作業員が現場で作
成したものを積む。

住戸と共有部の境界に
ある窓。コンクリートブロッ
クをすべて積み上げてか
ら、開口部を打ち抜いて
いる。

日本式医療を提供する国
際病院。写真上／建物
外観。都市中心部から川
を挟んだ手前にある。下
／待合スペース。

Sunrise Japan Hospital Phnom Penh

2016年

写真は共用部。新たに
積んだレンガにガラスをは
め込み、共用部と室を一
体的につないだ。

テナントビルの改修

2014年に改修、16年にカフェを改修

日本人が経営するバー。
元の日本料理屋に使わ
れていた竹を黒く塗り、イ
ンテリアとして再利用。

バーの改修

2016年
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「TAMASA」

No. 2300、St. 2004、
Toeuk Thla Commune、
Sen Sok District、
Phnom Penh、Cambodia
サービスアパートメント、ホテル
川辺直哉建築設計事務所
多田脩二構造設計事務所
鉄筋コンクリート造
S.O.M.コーポレーション
地上4階
2,113㎡
711.00㎡
2,646㎡（1F：711㎡、2F：711㎡、
3F：711㎡、RF：513㎡）
2011年10月～2012年6月
2012年7月～2013年8月

アスファルト防水+押えコンクリート
モルタル金ごて仕上げ、有孔ブロック
アルミサッシ
舗装ブロック、植栽

モルタル金ごて押さえ、
タイル（水まわり）
木壁（間仕切り）、
CB＋モルタル 塗装、
ガラスブロック（3F）
PB 塗装（吊り天井）

モルタル金ごて押さえ
木壁（間仕切り）、
CB＋モルタル 塗装、
ガラスブロック（3F）
軀体現し

建築概要
所在地

主要用途
設計
構造設計  
構造   
施工   
階数   
敷地面積  
建築面積  
延床面積
  
設計期間  
工事期間
 
おもな外部仕上げ
屋根
外壁
開口部
外構

おもな内部仕上げ
居室
床

壁

天井

共用部
床
壁

天井  

「
プ
ノ
ンペン
」が

ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ

ま
と
め

集
合
住
宅
や
戸
建
住
宅
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
多
く
手
が
け
る
、
川
辺
直
哉
さ
ん
。

彼
の
事
務
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は

「
集
合
住
宅
」「
住
宅
」
と
と
も
に
、「
プ
ノ
ン
ペ
ン
」

が
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
タ
イ
プ
の
よ
う
に
項
目
の
ひ
と

つ
と
な
っ
て
い
る
。
建
築
家
と
し
て
の
実
績
を
積

み
、
活
動
の
幅
を
さ
ら
に
広
げ
た
い
タ
イ
ミ
ン
グ

で
受
け
た
相
談
。
つ
ね
に
複
数
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
進
み
、
ス
タ
ッ
フ
も
抱
え
て
事
務
所
を
運
営
す

る
な
か
で
、
実
現
の
可
能
性
が
0
か
1
0
0
と
極

端
な
コ
ン
ペ
案
件
で
は
な
く
、
現
地
の
リ
サ
ー
チ

か
ら
入
り
建
築
物
を
実
現
さ
せ
て
い
く
話
は
川
辺

さ
ん
に
と
っ
て
現
実
的
で
あ
っ
た
。
同
時
に
、
経

験
の
あ
る
建
築
家
の
眼
を
と
お
し
た
観
察
と
考
察

は
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
に
と
っ
て
現
実
的
な
方
向
性

と
提
案
を
導
く
強
力
な
一
助
と
な
っ
た
は
ず
だ
。

　
川
辺
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
本
格
的
に
始
ま

る
に
際
し
て
、
現
地
の
事
情
を
加
味
し
て
設
計
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
な
か
で
も
、
コ
ン
セ
プ
ト
に

か
か
わ
る
軀
体
フ
レ
ー
ム
の
つ
く
り
方
を
規
定
し

て
、
建
築
の
隅
々
に
ま
で
行
き
渡
る
ル
ー
ル
と
し

た
こ
と
は
大
き
い
。
日
本
の
も
の
と
も
カ
ン
ボ
ジ

ア
の
も
の
と
も
い
え
な
い
微
妙
な
ス
ケ
ー
ル
感
を

も
ち
、
立
体
的
に
広
が
る
フ
レ
ー
ム
は
、
多
少
の

施
工
誤
差
や
納
ま
り
の
粗
さ
に
左
右
さ
れ
な
い
空

間
の
質
を
保
つ
。
同
時
に
、
外
部
と
内
部
、
共
用

部
と
住
戸
が
混
ざ
り
あ
い
、
多
彩
な
イ
ン
テ
リ
ア

が
併
存
す
る
こ
と
を
受
け
容
れ
る
。
そ
れ
は
、
多

様
な
国
籍
と
文
化
を
も
つ
宿
泊
者
が
リ
ピ
ー
ト
し

て
利
用
す
る
こ
と
に
つ
な
が
る
。

し
て
工
事
が
進
む
う
ち
に
、
川
辺
さ
ん

の
設
計
に
対
す
る
ス
タ
ン
ス
が
変
わ
っ

た
こ
と
は
興
味
深
い
。
設
計
図
作
成
か

ら
竣
工
ま
で
気
を
張
り
詰
め
、
細
部
ま
で
つ
く
り

込
む
こ
と
が
全
体
の
質
と
コ
ン
セ
プ
ト
を
決
定
づ

け
る
と
い
う
想
い
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
以
前
か
ら
弱
ま

っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
氷
解
は
さ
ら
に
進
み
、

施
工
精
度
が
担
保
で
き
な
い
状
況
の
も
と
で
打
開

策
を
見
極
め
、
臨
機
応
変
に
別
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を

と
り
な
が
ら
コ
ン
セ
プ
ト
を
実
現
さ
せ
て
い
く
タ

フ
さ
を
、
川
辺
さ
ん
は
身
に
つ
け
て
い
っ
た
。

　
よ
り
懐
の
深
く
な
っ
た
川
辺
事
務
所
と
い
う
器

に
、
新
た
な
地
名
の
引
き
出
し
が
加
わ
る
こ
と
が

楽
し
み
で
あ
る
。

そ

文
／
加
藤 

純

夜景。各住戸のにぎわい
が、フレームのあいだか
らもれ出す。
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※屋上階の住戸はすべて
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で
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」
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に
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目
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建
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の
も
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と
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の
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こ
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特集／アジアで設計するということ 3

ベトナムのローテックに先進性をみて
作品 場所 設計
「ニャチャンの住宅」 ベトナム・ニャチャン ヴォ・チョン・ギア＋

岩元真明岩元真明
インタビュー

聞き手・まとめ／杉前政樹　写真／大木宏之、遠藤秀一（ポートレイト）

写真左上／「ニャチャン
の住 宅」外 観（北 東）。
左下／屋上。ゆるやかな
勾配を階段状にし、緑を
配している。

岩元真明さん。九州大学大橋キャンパスの校舎にて。

03
Special Feature

Japanese
Architects on

the Asian
Scene

いわもと・まさあき／ 1982年東京都生まれ。2006年に東京大学卒業。06 ～ 07年ドイツのシュトゥットガルト大学研
究員。08年東京大学大学院修士課程修了。08～11年難波和彦＋界工作舎。11～15年にベトナムにて、ヴォ・チョン・
ギア・アーキテクツのパートナー。15年～ICADA共同代表。16年～九州大学助教、同大学の環境設計グローバル・
ハブに所属。おもな作品＝「S House 2」（14）、「House for Trees」（14、以上2作品はベトナム ）、「新クメール建築
と日本」会場構成（17、カンボジア）、「節穴の家」（17、広島県福山市）など。

建築家プロフィール
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│
│
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
て

い
ま
し
た
か
。

岩
元
真
明
　
学
部
は
難
波
和
彦
研
究
室
で
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
建
築
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
修
士
課
程
の
と
き
に
休
学
し
て
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
に
行
き
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
・
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
教
授
の
自
邸
「
R
1
2
8
」（
2

0
0
0
年
）
は
、
美
術
館
の
よ
う
な
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
し
か
も
環
境
性
能
も
高
い
ハ
イ
テ
ク
建

築
。
そ
れ
が
純
粋
に
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、
1
年

間
留
学
し
ま
し
た
。

　
一
度
帰
国
し
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
ザ
ウ
ア
ブ

ル
ッ
フ
・
ハ
ッ
ト
ン
の
建
築
事
務
所
で
半
年
間
イ

ン
タ
ー
ン
。
修
士
論
文
で
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
論

じ
ま
し
た
。

│
│
ド
イ
ツ
で
最
先
端
の
技
術
を
学
ん
で
、
な
ぜ

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
へ
。

岩
元
　
修
士
を
出
て
難
波
和
彦
＋
界
工
作
舎
に
入

り
、
日
本
の
工
務
店
の
技
術
力
を
生
か
し
た
設
計

現
場
で
実
務
経
験
を
3
年
間
積
み
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
非
常
に
緻
密
で
、
機
械
的
な
美
学
を
学
び

ま
し
た
。
で
す
の
で
今
度
は
逆
に
、
も
っ
と
荒
っ

ぽ
く
て
、
乱
暴
な
も
の
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
に
出

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
」

と
名
づ
け
た
新
興
国
の
都
市
、
そ
の
最
も
典
型
的

な
ア
ジ
ア
の
熱
帯
の
都
市
か
ら
、
世
の
な
か
を
見

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
の
は
、
08
年
に
、
東
京
大

学
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
建
築
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
ま
し
て
、
現
地
を
訪
れ
た
と
き
の
人
々

の
印
象
が
前
向
き
で
と
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

「
ベ
ト
ナ
ム
で
働
く
の
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
ぁ
」

と
触
れ
ま
わ
っ
て
い
た
ら
、
大
学
時
代
の
ベ
ト
ナ

ム
人
の
後
輩
か
ら
、
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
お
会
い
し
た
と
こ

ろ
「
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
変
え
た
い
か
ら
、
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
弁
を
振
る
わ
れ
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

│
│
ギ
ア
さ
ん
は
東
京
大
学
の
内
藤
廣
さ
ん
の
研

究
室
で
学
ん
で
、
今
や
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家

で
す
よ
ね
。
当
時
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
現
地
に
行
っ
て
み
た
ら
、
と
り
わ
け
竹
を
構
造

材
に
し
た
建
築
が
す
ば
ら
し
く
、
ギ
ア
さ
ん
と
働

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
11
年
の
秋
の
こ
と
で
す
。

「
ほ
か
に
も
日
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
」と
言
わ

れ
た
の
で
、
難
波
研
の
後
輩
の
西
島
光
輔
さ
ん
を

誘
い
、
さ
ら
に
妻
の
知
人
で
、
デ
ザ
イ
ン
ム
ジ
カ

で
働
い
て
い
た
大
西
邦
子
さ
ん
と
い
う
方
に
、
初

対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
働
き
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に

「
行
き
ま
す
」
と
。

│
│
み
な
さ
ん
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
っ
て
、
最
初
に
何
か

ら
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
い
き
な
り
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
・
ア
ー

キ
テ
ク
ツ
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
所
長
に
就
い

て
、
基
本
設
計
が
完
了
し
て
い
た
幼
稚
園
や
住
宅

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
と

に
か
く
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
し
か
も
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
び
し
い
。
1
週
間
で
コ
ン

セ
プ
ト
設
計
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
多
く
、
建
設

現
場
に
職
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
を

積
む
だ
け
で
10
〜
15
㎝
も
の
誤
差
が
出
て
や
り
直

し
た
り
。
で
す
か
ら
設
計
も
、
あ
ら
か
じ
め
施
工

技
術
の
粗
さ
を
許
容
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
し
て
、

見
せ
場
だ
け
は
き
っ
ち
り
納
め
、
施
工
が
ダ
メ
な

ら
ば
壊
し
て
や
り
直
す
こ
と
を
辞
さ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
は
建
築
家
の
職
能
は
確
立
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か
。

岩
元
　
実
務
家
養
成
機
関
と
し
て
の
建
築
大
学
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
考
え
て
、
施
主

の
求
め
る
以
上
の
も
の
を
提
案
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
訓
練
は
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ア
さ
ん
は
日
本
か
ら
若
い
建
築
家
を
で
き
れ
ば

50
人
ぐ
ら
い
呼
ん
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
計
料
に

つ
い
て
も
、
当
時
ギ
ア
さ
ん
の
事
務
所
で
は
、
平

米
あ
た
り
1
0
0
万
ド
ン
（
約
50
ド
ル
）
と
定
め
、

コ
ン
セ
プ
ト
設
計
で
30
%
、
基
本
設
計
で
30
%
、

実
施
設
計
と
監
理
で
残
り
と
い
っ
た
具
合
に
、
3

段
階
に
分
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

│
│
「
ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
住
宅
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岩
元

　こ
れ
は
僕
が
ベ
ト
ナ
ム
で
最
後
に
携
わ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
的
な
感
性
を
も
っ
た
裕
福
な
独
身
男
性

で
、「
緑
が
好
き
な
の
で
、
広
い
庭
が
あ
る
平
屋
の

大
き
な
家
に
住
み
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
敷
地

は
約
1
5
0
坪
と
広
め
な
の
で
す
が
、
要
求
を
満

た
す
に
は
狭
い
。
そ
こ
で
建
物
全
体
を
片
流
れ
の

低
層
に
抑
え
て
、
屋
上
全
体
に
豊
か
な
植
栽
を
ス

ト
ラ
イ
プ
状
に
施
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
ス
ト
ラ
イ
プ
状
か
と
い
う
と
、
大
き
な
樹

木
を
植
え
る
に
は
深
い
土
層
が
必
要
で
す
の
で
、

植
栽
の
下
部
に
は
天
井
高
を
抑
え
ら
れ
る
収
納
や

浴
室
が
適
し
て
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
配
置
の
結
果
、

帯
状
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
。
と

同
時
に
僕
の
な
か
で
考
え
て
い
た
の
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
摩
天
楼
を
横
倒
し
に
し
て
ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
公
園
の
プ
ラ
ン
に
し
た
よ
う
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
典
型
的
な
長
屋
を
横
倒
し
に
し
た
ら
、

ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
平
面
構
成
に
な
っ
た
、
と
い
う

お
も
し
ろ
さ
を
潜
ま
せ
る
こ
と
で
し
た
。

名
な
現
代
美
術
画
家
の
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
。
奥

さ
ま
が
農
作
業
な
ど
を
す
る
た
め
の
約
30
坪
の
小

屋
を
、
8
0
0
万
円
程
度
で
つ
く
り
た
い
と
聞
い

て
、
こ
れ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
。

　
構
造
家
の
荒
木
美
香
さ
ん
の
計
算
に
よ
る
と
、

3
㎝
厚
の
合
板
を
切
妻
に
組
ん
で
引
張
材
を
入
れ

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
屋
根
が
構
成
で
き
る
。
た
だ

し
3
・
6
×
1
m
の
サ
イ
ズ
の
合
板
が
必
要
で
、

特
注
す
る
と
逆
に
高
価
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
話
題
の
C
L
T（
直
交
集
成
板
）
の
工
場
を
見

学
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
高
い
。
そ
こ
で
積
層

さ
せ
る
前
段
階
の
単
層
板
を
売
っ
て
も
ら
え
な
い

か
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
安
く
入
手
で

き
ま
し
た
。「
で
も
こ
れ
、
節
が
抜
け
て
い
て
も
大

丈
夫
?
」
と
心
配
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
逆
に
お

も
し
ろ
い
と
思
い
、
最
初
か
ら
節
に
穴
を
あ
け
て
、

天
井
か
ら
点
々
と
光
が
漏
れ
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
に

し
ま
し
た
。

　
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
な
節
を
、
美
学
的
な
価

値
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
引
張
材
も

鉄
鋼
は
高
い
の
で
、
麻
の
ロ
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
な
る
べ
く
安
価
で
手
に
入
る
も
の
を
使

う
、
ギ
ア
さ
ん
の
設
計
流
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
と
、
最
後
に
こ
れ
か

ら
ア
ジ
ア
に
出
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

岩
元
　
2
0
1
7
年
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
木
造

農
村
住
宅
を
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
応
用
し
て
改
良
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て

い
ま
す
。
調
査
で
現
地
の
方
と
交
流
し
て
い
る
う

ち
に
、
設
計
の
話
が
舞
い
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
海
外
に

行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
知
識
な

り
能
力
が
「
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
場
所
」
に
ま

ず
行
っ
て
み
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
場
所
に
外
国
人
が
ひ

と
り
で
行
っ
て
も
成
果
は
出
に
く
い
で
し
ょ
う
。

設
計
は
モ
ノ
を
輸
出
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
文
化

の
交
流
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
現
地
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
の
は
、
好
奇
心
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
の
設
計
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
は

何
で
す
か
。

岩
元
　
な
い
も
の
は
自
分
で
つ
く
る
お
も
し
ろ
さ

で
す
ね
。
た
と
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
柱
に
レ
ン
ガ
壁
が
一
般
的
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
壁
を
打
つ
こ
と
が
な
い
の
で
、
P
コ
ン
が

な
い（
笑
）。
仕
方
な
く
別
の
資
材
を
転
用
し
て
自

作
し
ま
し
た
。
照
明
や
衛
生
器
具
も
カ
タ
ロ
グ
が

な
い
の
で
、
市
場
で
探
し
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
建
築
基
準
法
も
日
本
ほ
ど
細
か
く
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
幼
稚
園
を
設
計

す
る
と
き
、
安
全
で
快
適
に
す
る
に
は
柵
の
高
さ

を
何
㎝
に
す
る
か
と
か
、
す
べ
て
自
分
で
責
任
を

も
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
由
だ
け

れ
ど
大
変
で
し
た
。

│
│
そ
の
体
験
は
設
計
活
動
に
ど
う
影
響
し
ま
し

た
か
。

岩
元
　
日
本
で
設
計
し
た
「
節
穴
の
家
」
は
、
高

日
本
人
を
50
人
ぐ
ら
い
呼
び
た
い

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
テ
ク
建
築
か
ら
ア
ジ
ア
熱
帯
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィへ

中庭のまわりに部屋を配置そのほかの部屋

一番大きな中庭は水庭と
なっている。右側にリビン
グ。左側にダイニング。

中庭（水庭）

1階リビング。レンガ壁は2
重となっており、輻射熱を
カットし防水性を高める。

リビングダイニング

寝室

浴室

中庭

Special Feature
Japanese architects on

the Asian Scene 03

1階ダイニング。右手上部
は2階中庭の壁面。レン
ガの隙間から採光。

2階「寝室3」の浴室。手
前に洗面台とシャワース
ペース、奥に中庭が見え
る。

2階「寝室3」。左奥にテ
ラス、右奥に中庭。中央
扉奥は収納室と浴室。

1階中庭からの見上げ。
室内外とも、レンガ壁を白
く塗装した仕上げ。
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│
│
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
て

い
ま
し
た
か
。

岩
元
真
明
　
学
部
は
難
波
和
彦
研
究
室
で
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
建
築
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
修
士
課
程
の
と
き
に
休
学
し
て
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
に
行
き
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
・
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
教
授
の
自
邸
「
R
1
2
8
」（
2

0
0
0
年
）
は
、
美
術
館
の
よ
う
な
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
し
か
も
環
境
性
能
も
高
い
ハ
イ
テ
ク
建

築
。
そ
れ
が
純
粋
に
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、
1
年

間
留
学
し
ま
し
た
。

　
一
度
帰
国
し
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
ザ
ウ
ア
ブ

ル
ッ
フ
・
ハ
ッ
ト
ン
の
建
築
事
務
所
で
半
年
間
イ

ン
タ
ー
ン
。
修
士
論
文
で
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
論

じ
ま
し
た
。

│
│
ド
イ
ツ
で
最
先
端
の
技
術
を
学
ん
で
、
な
ぜ

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
へ
。

岩
元
　
修
士
を
出
て
難
波
和
彦
＋
界
工
作
舎
に
入

り
、
日
本
の
工
務
店
の
技
術
力
を
生
か
し
た
設
計

現
場
で
実
務
経
験
を
3
年
間
積
み
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
非
常
に
緻
密
で
、
機
械
的
な
美
学
を
学
び

ま
し
た
。
で
す
の
で
今
度
は
逆
に
、
も
っ
と
荒
っ

ぽ
く
て
、
乱
暴
な
も
の
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
に
出

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
」

と
名
づ
け
た
新
興
国
の
都
市
、
そ
の
最
も
典
型
的

な
ア
ジ
ア
の
熱
帯
の
都
市
か
ら
、
世
の
な
か
を
見

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
の
は
、
08
年
に
、
東
京
大

学
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
建
築
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
ま
し
て
、
現
地
を
訪
れ
た
と
き
の
人
々

の
印
象
が
前
向
き
で
と
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

「
ベ
ト
ナ
ム
で
働
く
の
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
ぁ
」

と
触
れ
ま
わ
っ
て
い
た
ら
、
大
学
時
代
の
ベ
ト
ナ

ム
人
の
後
輩
か
ら
、
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
お
会
い
し
た
と
こ

ろ
「
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
変
え
た
い
か
ら
、
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
弁
を
振
る
わ
れ
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

│
│
ギ
ア
さ
ん
は
東
京
大
学
の
内
藤
廣
さ
ん
の
研

究
室
で
学
ん
で
、
今
や
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家

で
す
よ
ね
。
当
時
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
現
地
に
行
っ
て
み
た
ら
、
と
り
わ
け
竹
を
構
造

材
に
し
た
建
築
が
す
ば
ら
し
く
、
ギ
ア
さ
ん
と
働

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
11
年
の
秋
の
こ
と
で
す
。

「
ほ
か
に
も
日
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
」と
言
わ

れ
た
の
で
、
難
波
研
の
後
輩
の
西
島
光
輔
さ
ん
を

誘
い
、
さ
ら
に
妻
の
知
人
で
、
デ
ザ
イ
ン
ム
ジ
カ

で
働
い
て
い
た
大
西
邦
子
さ
ん
と
い
う
方
に
、
初

対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
働
き
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に

「
行
き
ま
す
」
と
。

│
│
み
な
さ
ん
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
っ
て
、
最
初
に
何
か

ら
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
い
き
な
り
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
・
ア
ー

キ
テ
ク
ツ
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
所
長
に
就
い

て
、
基
本
設
計
が
完
了
し
て
い
た
幼
稚
園
や
住
宅

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
と

に
か
く
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
し
か
も
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
び
し
い
。
1
週
間
で
コ
ン

セ
プ
ト
設
計
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
多
く
、
建
設

現
場
に
職
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
を

積
む
だ
け
で
10
〜
15
㎝
も
の
誤
差
が
出
て
や
り
直

し
た
り
。
で
す
か
ら
設
計
も
、
あ
ら
か
じ
め
施
工

技
術
の
粗
さ
を
許
容
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
し
て
、

見
せ
場
だ
け
は
き
っ
ち
り
納
め
、
施
工
が
ダ
メ
な

ら
ば
壊
し
て
や
り
直
す
こ
と
を
辞
さ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
は
建
築
家
の
職
能
は
確
立
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か
。

岩
元
　
実
務
家
養
成
機
関
と
し
て
の
建
築
大
学
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
考
え
て
、
施
主

の
求
め
る
以
上
の
も
の
を
提
案
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
訓
練
は
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ア
さ
ん
は
日
本
か
ら
若
い
建
築
家
を
で
き
れ
ば

50
人
ぐ
ら
い
呼
ん
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
計
料
に

つ
い
て
も
、
当
時
ギ
ア
さ
ん
の
事
務
所
で
は
、
平

米
あ
た
り
1
0
0
万
ド
ン
（
約
50
ド
ル
）
と
定
め
、

コ
ン
セ
プ
ト
設
計
で
30
%
、
基
本
設
計
で
30
%
、

実
施
設
計
と
監
理
で
残
り
と
い
っ
た
具
合
に
、
3

段
階
に
分
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

│
│
「
ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
住
宅
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岩
元

　こ
れ
は
僕
が
ベ
ト
ナ
ム
で
最
後
に
携
わ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
的
な
感
性
を
も
っ
た
裕
福
な
独
身
男
性

で
、「
緑
が
好
き
な
の
で
、
広
い
庭
が
あ
る
平
屋
の

大
き
な
家
に
住
み
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
敷
地

は
約
1
5
0
坪
と
広
め
な
の
で
す
が
、
要
求
を
満

た
す
に
は
狭
い
。
そ
こ
で
建
物
全
体
を
片
流
れ
の

低
層
に
抑
え
て
、
屋
上
全
体
に
豊
か
な
植
栽
を
ス

ト
ラ
イ
プ
状
に
施
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
ス
ト
ラ
イ
プ
状
か
と
い
う
と
、
大
き
な
樹

木
を
植
え
る
に
は
深
い
土
層
が
必
要
で
す
の
で
、

植
栽
の
下
部
に
は
天
井
高
を
抑
え
ら
れ
る
収
納
や

浴
室
が
適
し
て
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
配
置
の
結
果
、

帯
状
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
。
と

同
時
に
僕
の
な
か
で
考
え
て
い
た
の
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
摩
天
楼
を
横
倒
し
に
し
て
ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
公
園
の
プ
ラ
ン
に
し
た
よ
う
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
典
型
的
な
長
屋
を
横
倒
し
に
し
た
ら
、

ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
平
面
構
成
に
な
っ
た
、
と
い
う

お
も
し
ろ
さ
を
潜
ま
せ
る
こ
と
で
し
た
。

名
な
現
代
美
術
画
家
の
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
。
奥

さ
ま
が
農
作
業
な
ど
を
す
る
た
め
の
約
30
坪
の
小

屋
を
、
8
0
0
万
円
程
度
で
つ
く
り
た
い
と
聞
い

て
、
こ
れ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
。

　
構
造
家
の
荒
木
美
香
さ
ん
の
計
算
に
よ
る
と
、

3
㎝
厚
の
合
板
を
切
妻
に
組
ん
で
引
張
材
を
入
れ

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
屋
根
が
構
成
で
き
る
。
た
だ

し
3
・
6
×
1
m
の
サ
イ
ズ
の
合
板
が
必
要
で
、

特
注
す
る
と
逆
に
高
価
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
話
題
の
C
L
T（
直
交
集
成
板
）
の
工
場
を
見

学
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
高
い
。
そ
こ
で
積
層

さ
せ
る
前
段
階
の
単
層
板
を
売
っ
て
も
ら
え
な
い

か
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
安
く
入
手
で

き
ま
し
た
。「
で
も
こ
れ
、
節
が
抜
け
て
い
て
も
大

丈
夫
?
」
と
心
配
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
逆
に
お

も
し
ろ
い
と
思
い
、
最
初
か
ら
節
に
穴
を
あ
け
て
、

天
井
か
ら
点
々
と
光
が
漏
れ
る
ス
カ
イ
ラ
イ
ト
に

し
ま
し
た
。

　
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
な
節
を
、
美
学
的
な
価

値
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
引
張
材
も

鉄
鋼
は
高
い
の
で
、
麻
の
ロ
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
な
る
べ
く
安
価
で
手
に
入
る
も
の
を
使

う
、
ギ
ア
さ
ん
の
設
計
流
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
と
、
最
後
に
こ
れ
か

ら
ア
ジ
ア
に
出
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

岩
元
　
2
0
1
7
年
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
木
造

農
村
住
宅
を
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
応
用
し
て
改
良
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て

い
ま
す
。
調
査
で
現
地
の
方
と
交
流
し
て
い
る
う

ち
に
、
設
計
の
話
が
舞
い
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
海
外
に

行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
知
識
な

り
能
力
が
「
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
場
所
」
に
ま

ず
行
っ
て
み
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
場
所
に
外
国
人
が
ひ

と
り
で
行
っ
て
も
成
果
は
出
に
く
い
で
し
ょ
う
。

設
計
は
モ
ノ
を
輸
出
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
文
化

の
交
流
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
現
地
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
の
は
、
好
奇
心
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
の
設
計
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
は

何
で
す
か
。

岩
元
　
な
い
も
の
は
自
分
で
つ
く
る
お
も
し
ろ
さ

で
す
ね
。
た
と
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
柱
に
レ
ン
ガ
壁
が
一
般
的
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
壁
を
打
つ
こ
と
が
な
い
の
で
、
P
コ
ン
が

な
い（
笑
）。
仕
方
な
く
別
の
資
材
を
転
用
し
て
自

作
し
ま
し
た
。
照
明
や
衛
生
器
具
も
カ
タ
ロ
グ
が

な
い
の
で
、
市
場
で
探
し
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
建
築
基
準
法
も
日
本
ほ
ど
細
か
く
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
幼
稚
園
を
設
計

す
る
と
き
、
安
全
で
快
適
に
す
る
に
は
柵
の
高
さ

を
何
㎝
に
す
る
か
と
か
、
す
べ
て
自
分
で
責
任
を

も
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
由
だ
け

れ
ど
大
変
で
し
た
。

│
│
そ
の
体
験
は
設
計
活
動
に
ど
う
影
響
し
ま
し

た
か
。

岩
元
　
日
本
で
設
計
し
た
「
節
穴
の
家
」
は
、
高

日
本
人
を
50
人
ぐ
ら
い
呼
び
た
い

ド
イ
ツ
の
ハ
イ
テ
ク
建
築
か
ら
ア
ジ
ア
熱
帯
の
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィへ

中庭のまわりに部屋を配置そのほかの部屋
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なっている。右側にリビン
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1階リビング。レンガ壁は2
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Special
Feature

Japanese
architects

on
the Asian

Scene

03

│
│
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
て

い
ま
し
た
か
。

岩
元
真
明
　
学
部
は
難
波
和
彦
研
究
室
で
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
建
築
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
修
士
課
程
の
と
き
に
休
学
し
て
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
に
行
き
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
・
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
教
授
の
自
邸
「
R
1
2
8
」（
2

0
0
0
年
）
は
、
美
術
館
の
よ
う
な
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
し
か
も
環
境
性
能
も
高
い
ハ
イ
テ
ク
建

築
。
そ
れ
が
純
粋
に
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、
1
年

間
留
学
し
ま
し
た
。

　
一
度
帰
国
し
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
ザ
ウ
ア
ブ

ル
ッ
フ
・
ハ
ッ
ト
ン
の
建
築
事
務
所
で
半
年
間
イ

ン
タ
ー
ン
。
修
士
論
文
で
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
論

じ
ま
し
た
。

│
│
ド
イ
ツ
で
最
先
端
の
技
術
を
学
ん
で
、
な
ぜ

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
へ
。

岩
元
　
修
士
を
出
て
難
波
和
彦
＋
界
工
作
舎
に
入

り
、
日
本
の
工
務
店
の
技
術
力
を
生
か
し
た
設
計

現
場
で
実
務
経
験
を
3
年
間
積
み
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
非
常
に
緻
密
で
、
機
械
的
な
美
学
を
学
び

ま
し
た
。
で
す
の
で
今
度
は
逆
に
、
も
っ
と
荒
っ

ぽ
く
て
、
乱
暴
な
も
の
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
に
出

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
」

と
名
づ
け
た
新
興
国
の
都
市
、
そ
の
最
も
典
型
的

な
ア
ジ
ア
の
熱
帯
の
都
市
か
ら
、
世
の
な
か
を
見

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
の
は
、
08
年
に
、
東
京
大

学
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
建
築
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
ま
し
て
、
現
地
を
訪
れ
た
と
き
の
人
々

の
印
象
が
前
向
き
で
と
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

「
ベ
ト
ナ
ム
で
働
く
の
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
ぁ
」

と
触
れ
ま
わ
っ
て
い
た
ら
、
大
学
時
代
の
ベ
ト
ナ

ム
人
の
後
輩
か
ら
、
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
お
会
い
し
た
と
こ

ろ
「
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
変
え
た
い
か
ら
、
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
弁
を
振
る
わ
れ
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

│
│
ギ
ア
さ
ん
は
東
京
大
学
の
内
藤
廣
さ
ん
の
研

究
室
で
学
ん
で
、
今
や
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家

で
す
よ
ね
。
当
時
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
現
地
に
行
っ
て
み
た
ら
、
と
り
わ
け
竹
を
構
造

材
に
し
た
建
築
が
す
ば
ら
し
く
、
ギ
ア
さ
ん
と
働

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
11
年
の
秋
の
こ
と
で
す
。

「
ほ
か
に
も
日
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
」と
言
わ

れ
た
の
で
、
難
波
研
の
後
輩
の
西
島
光
輔
さ
ん
を

誘
い
、
さ
ら
に
妻
の
知
人
で
、
デ
ザ
イ
ン
ム
ジ
カ

で
働
い
て
い
た
大
西
邦
子
さ
ん
と
い
う
方
に
、
初

対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
働
き
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に

「
行
き
ま
す
」
と
。

│
│
み
な
さ
ん
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
っ
て
、
最
初
に
何
か

ら
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
い
き
な
り
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
・
ア
ー

キ
テ
ク
ツ
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
所
長
に
就
い

て
、
基
本
設
計
が
完
了
し
て
い
た
幼
稚
園
や
住
宅

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
と

に
か
く
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
し
か
も
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
び
し
い
。
1
週
間
で
コ
ン

セ
プ
ト
設
計
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
多
く
、
建
設

現
場
に
職
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
を

積
む
だ
け
で
10
〜
15
㎝
も
の
誤
差
が
出
て
や
り
直

し
た
り
。
で
す
か
ら
設
計
も
、
あ
ら
か
じ
め
施
工

技
術
の
粗
さ
を
許
容
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
し
て
、

見
せ
場
だ
け
は
き
っ
ち
り
納
め
、
施
工
が
ダ
メ
な

ら
ば
壊
し
て
や
り
直
す
こ
と
を
辞
さ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
は
建
築
家
の
職
能
は
確
立
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か
。

岩
元
　
実
務
家
養
成
機
関
と
し
て
の
建
築
大
学
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
考
え
て
、
施
主

の
求
め
る
以
上
の
も
の
を
提
案
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
訓
練
は
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ア
さ
ん
は
日
本
か
ら
若
い
建
築
家
を
で
き
れ
ば

50
人
ぐ
ら
い
呼
ん
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
計
料
に

つ
い
て
も
、
当
時
ギ
ア
さ
ん
の
事
務
所
で
は
、
平

米
あ
た
り
1
0
0
万
ド
ン
（
約
50
ド
ル
）
と
定
め
、

コ
ン
セ
プ
ト
設
計
で
30
%
、
基
本
設
計
で
30
%
、

実
施
設
計
と
監
理
で
残
り
と
い
っ
た
具
合
に
、
3

段
階
に
分
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

│
│
「
ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
住
宅
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岩
元

　こ
れ
は
僕
が
ベ
ト
ナ
ム
で
最
後
に
携
わ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
的
な
感
性
を
も
っ
た
裕
福
な
独
身
男
性

で
、「
緑
が
好
き
な
の
で
、
広
い
庭
が
あ
る
平
屋
の

大
き
な
家
に
住
み
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
敷
地

は
約
1
5
0
坪
と
広
め
な
の
で
す
が
、
要
求
を
満

た
す
に
は
狭
い
。
そ
こ
で
建
物
全
体
を
片
流
れ
の

低
層
に
抑
え
て
、
屋
上
全
体
に
豊
か
な
植
栽
を
ス

ト
ラ
イ
プ
状
に
施
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
ス
ト
ラ
イ
プ
状
か
と
い
う
と
、
大
き
な
樹

木
を
植
え
る
に
は
深
い
土
層
が
必
要
で
す
の
で
、

植
栽
の
下
部
に
は
天
井
高
を
抑
え
ら
れ
る
収
納
や

浴
室
が
適
し
て
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
配
置
の
結
果
、

帯
状
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
。
と

同
時
に
僕
の
な
か
で
考
え
て
い
た
の
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
摩
天
楼
を
横
倒
し
に
し
て
ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
公
園
の
プ
ラ
ン
に
し
た
よ
う
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
典
型
的
な
長
屋
を
横
倒
し
に
し
た
ら
、

ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
平
面
構
成
に
な
っ
た
、
と
い
う

お
も
し
ろ
さ
を
潜
ま
せ
る
こ
と
で
し
た
。

名
な
現
代
美
術
画
家
の
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
。
奥

さ
ま
が
農
作
業
な
ど
を
す
る
た
め
の
約
30
坪
の
小

屋
を
、
8
0
0
万
円
程
度
で
つ
く
り
た
い
と
聞
い

て
、
こ
れ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
。

　
構
造
家
の
荒
木
美
香
さ
ん
の
計
算
に
よ
る
と
、

3
㎝
厚
の
合
板
を
切
妻
に
組
ん
で
引
張
材
を
入
れ

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
屋
根
が
構
成
で
き
る
。
た
だ

し
3
・
6
×
1
m
の
サ
イ
ズ
の
合
板
が
必
要
で
、

特
注
す
る
と
逆
に
高
価
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
話
題
の
C
L
T
（
直
交
集
成
板
）
の
工
場
を

見
学
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
高
い
。
そ
こ
で
積

層
さ
せ
る
前
段
階
の
単
層
板
を
売
っ
て
も
ら
え
な

い
か
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
安
く
入
手

で
き
ま
し
た
。「
で
も
こ
れ
、
節
が
抜
け
て
い
て
も

大
丈
夫
?
」
と
心
配
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
逆
に

お
も
し
ろ
い
と
思
い
、
最
初
か
ら
節
に
穴
を
あ
け

て
、
天
井
か
ら
点
々
と
光
が
漏
れ
る
ス
カ
イ
ラ
イ

ト
に
し
ま
し
た
。

　
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
な
節
を
、
美
学
的
な
価

値
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
引
張
材
も

鉄
鋼
は
高
い
の
で
、
麻
の
ロ
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
な
る
べ
く
安
価
で
手
に
入
る
も
の
を
使

う
、
ギ
ア
さ
ん
の
設
計
流
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
と
、
最
後
に
こ
れ
か

ら
ア
ジ
ア
に
出
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

岩
元
　
2
0
1
7
年
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
木
造

農
村
住
宅
を
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
応
用
し
て
改
良
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て

い
ま
す
。
調
査
で
現
地
の
方
と
交
流
し
て
い
る
う

ち
に
、
設
計
の
話
が
舞
い
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
海
外
に

行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
知
識
な

り
能
力
が
「
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
場
所
」
に
ま

ず
行
っ
て
み
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
場
所
に
外
国
人
が
ひ

と
り
で
行
っ
て
も
成
果
は
出
に
く
い
で
し
ょ
う
。

設
計
は
モ
ノ
を
輸
出
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
文
化

の
交
流
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
現
地
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
の
は
、
好
奇
心
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
の
設
計
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
は

何
で
す
か
。

岩
元
　
な
い
も
の
は
自
分
で
つ
く
る
お
も
し
ろ
さ

で
す
ね
。
た
と
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
柱
に
レ
ン
ガ
壁
が
一
般
的
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
壁
を
打
つ
こ
と
が
な
い
の
で
、
P
コ
ン
が

な
い（
笑
）。
仕
方
な
く
別
の
資
材
を
転
用
し
て
自

作
し
ま
し
た
。
照
明
や
衛
生
器
具
も
カ
タ
ロ
グ
が

な
い
の
で
、
市
場
で
探
し
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
建
築
基
準
法
も
日
本
ほ
ど
細
か
く
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
幼
稚
園
を
設
計

す
る
と
き
、
安
全
で
快
適
に
す
る
に
は
柵
の
高
さ

を
何
㎝
に
す
る
か
と
か
、
す
べ
て
自
分
で
責
任
を

も
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
由
だ
け

れ
ど
大
変
で
し
た
。

│
│
そ
の
体
験
は
設
計
活
動
に
ど
う
影
響
し
ま
し

た
か
。

岩
元
　
日
本
で
設
計
し
た
「
節
穴
の
家
」
は
、
高

作業員は現場周囲に住
み込む。食事中の一コマ。

背後の山、前面の海に
挟まれた土地。

施工中

写
真
4
点
、提
供
／
岩
元
真
明

な
い
も
の
は
つ
く
る
し
か
な
い

レンガ積み。施工誤差が
大きいとやり直すことも。

軀体の打設。

写
真
2
点
、
撮
影
／
表 

恒
匡

ベトナムでの
そのほかの
作品

日本での
作品

先進国に輸出する衣類
の裁縫工場の改修。手
前がオフィス、奥が工場。

Factory Office Renovation
2013年、ホーチミン

節穴の家
2017年、広島県福山市

靴工場に隣接する幼稚
園。一筆書きに連なる屋
上を緑化。一部は菜園。

Farming Kindergarten
2013年、ビンホア

House for Trees
2014年、ホーチミン

緑が少ない密集地に立
つ、植木鉢状の住宅。外
壁は竹製枠を使った打放
し。

予算4,000ドル、耐久年
数30年、建方3時間のロ
ーコスト住宅供給プロジ
ェクト。壁と天井材には、
周囲に自生するヤシの葉
を利用。

S House 2
2014年、ロンアン

写真右／節の部分をくり
抜いて、トップライトとした。
左／積層前のCLTの単
層板を屋根材に使用。
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│
│
学
生
時
代
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
学
ば
れ
て

い
ま
し
た
か
。

岩
元
真
明
　
学
部
は
難
波
和
彦
研
究
室
で
サ
ス
テ

ィ
ナ
ブ
ル
な
建
築
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
し
て
お
り

ま
し
て
、
修
士
課
程
の
と
き
に
休
学
し
て
シ
ュ
ト

ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
大
学
に
行
き
ま
し
た
。
ヴ
ェ
ル
ナ

ー
・
ゾ
ー
ベ
ッ
ク
教
授
の
自
邸
「
R
1
2
8
」（
2

0
0
0
年
）
は
、
美
術
館
の
よ
う
な
全
面
ガ
ラ
ス

張
り
で
、
し
か
も
環
境
性
能
も
高
い
ハ
イ
テ
ク
建

築
。
そ
れ
が
純
粋
に
か
っ
こ
い
い
と
思
い
、
1
年

間
留
学
し
ま
し
た
。

　
一
度
帰
国
し
、
さ
ら
に
ベ
ル
リ
ン
の
ザ
ウ
ア
ブ

ル
ッ
フ
・
ハ
ッ
ト
ン
の
建
築
事
務
所
で
半
年
間
イ

ン
タ
ー
ン
。
修
士
論
文
で
は
、
ベ
ン
ヤ
ミ
ン
と
レ

ム
・
コ
ー
ル
ハ
ー
ス
と
の
比
較
研
究
に
つ
い
て
論

じ
ま
し
た
。

│
│
ド
イ
ツ
で
最
先
端
の
技
術
を
学
ん
で
、
な
ぜ

ま
た
ベ
ト
ナ
ム
へ
。

岩
元
　
修
士
を
出
て
難
波
和
彦
＋
界
工
作
舎
に
入

り
、
日
本
の
工
務
店
の
技
術
力
を
生
か
し
た
設
計

現
場
で
実
務
経
験
を
3
年
間
積
み
ま
し
た
。
そ
こ

で
は
、
非
常
に
緻
密
で
、
機
械
的
な
美
学
を
学
び

ま
し
た
。
で
す
の
で
今
度
は
逆
に
、
も
っ
と
荒
っ

ぽ
く
て
、
乱
暴
な
も
の
を
許
容
す
る
と
こ
ろ
に
出

て
み
た
く
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
僕
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
・
シ
テ
ィ
」

と
名
づ
け
た
新
興
国
の
都
市
、
そ
の
最
も
典
型
的

な
ア
ジ
ア
の
熱
帯
の
都
市
か
ら
、
世
の
な
か
を
見

た
い
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　
ベ
ト
ナ
ム
を
選
ん
だ
の
は
、
08
年
に
、
東
京
大

学
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
建
築
大
学
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

に
参
加
し
ま
し
て
、
現
地
を
訪
れ
た
と
き
の
人
々

の
印
象
が
前
向
き
で
と
て
も
よ
か
っ
た
ん
で
す
。

「
ベ
ト
ナ
ム
で
働
く
の
も
お
も
し
ろ
そ
う
だ
な
ぁ
」

と
触
れ
ま
わ
っ
て
い
た
ら
、
大
学
時
代
の
ベ
ト
ナ

ム
人
の
後
輩
か
ら
、
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
さ
ん

を
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
で
お
会
い
し
た
と
こ

ろ
「
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
変
え
た
い
か
ら
、
ぜ

ひ
来
て
く
だ
さ
い
」
と
熱
弁
を
振
る
わ
れ
、
本
当

に
驚
き
ま
し
た
。

│
│
ギ
ア
さ
ん
は
東
京
大
学
の
内
藤
廣
さ
ん
の
研

究
室
で
学
ん
で
、
今
や
世
界
的
に
有
名
な
建
築
家

で
す
よ
ね
。
当
時
は
す
で
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
た

の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
現
地
に
行
っ
て
み
た
ら
、
と
り
わ
け
竹
を
構
造

材
に
し
た
建
築
が
す
ば
ら
し
く
、
ギ
ア
さ
ん
と
働

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
11
年
の
秋
の
こ
と
で
す
。

「
ほ
か
に
も
日
本
人
を
連
れ
て
き
て
く
れ
」と
言
わ

れ
た
の
で
、
難
波
研
の
後
輩
の
西
島
光
輔
さ
ん
を

誘
い
、
さ
ら
に
妻
の
知
人
で
、
デ
ザ
イ
ン
ム
ジ
カ

で
働
い
て
い
た
大
西
邦
子
さ
ん
と
い
う
方
に
、
初

対
面
に
も
か
か
わ
ら
ず
「
ホ
ー
チ
ミ
ン
で
働
き
ま

せ
ん
か
」
と
声
を
か
け
て
み
た
と
こ
ろ
、
翌
日
に

「
行
き
ま
す
」
と
。

│
│
み
な
さ
ん
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
す
ば
ら
し
い
で

す
ね
。
で
は
ベ
ト
ナ
ム
に
渡
っ
て
、
最
初
に
何
か

ら
始
め
た
の
で
し
ょ
う
か
。

岩
元
　
い
き
な
り
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
・
ア
ー

キ
テ
ク
ツ
の
ホ
ー
チ
ミ
ン
事
務
所
の
所
長
に
就
い

て
、
基
本
設
計
が
完
了
し
て
い
た
幼
稚
園
や
住
宅

な
ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
引
き
継
ぎ
ま
し
た
。
と

に
か
く
仕
事
は
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
し
か
も
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
き
び
し
い
。
1
週
間
で
コ
ン

セ
プ
ト
設
計
を
終
わ
ら
せ
る
こ
と
も
多
く
、
建
設

現
場
に
職
人
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
り
、
レ
ン
ガ
を

積
む
だ
け
で
10
〜
15
㎝
も
の
誤
差
が
出
て
や
り
直

し
た
り
。
で
す
か
ら
設
計
も
、
あ
ら
か
じ
め
施
工

技
術
の
粗
さ
を
許
容
す
る
デ
ィ
テ
ー
ル
に
し
て
、

見
せ
場
だ
け
は
き
っ
ち
り
納
め
、
施
工
が
ダ
メ
な

ら
ば
壊
し
て
や
り
直
す
こ
と
を
辞
さ
な
い
よ
う
に

な
っ
て
い
き
ま
し
た
ね
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
は
建
築
家
の
職
能
は
確
立
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
し
た
か
。

岩
元
　
実
務
家
養
成
機
関
と
し
て
の
建
築
大
学
は

あ
り
ま
す
が
、
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
考
え
て
、
施
主

の
求
め
る
以
上
の
も
の
を
提
案
し
て
社
会
に
貢
献

す
る
と
い
う
訓
練
は
さ
れ
て
い
な
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ア
さ
ん
は
日
本
か
ら
若
い
建
築
家
を
で
き
れ
ば

50
人
ぐ
ら
い
呼
ん
で
、
ベ
ト
ナ
ム
の
建
築
界
を
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
設
計
料
に

つ
い
て
も
、
当
時
ギ
ア
さ
ん
の
事
務
所
で
は
、
平

米
あ
た
り
1
0
0
万
ド
ン
（
約
50
ド
ル
）
と
定
め
、

コ
ン
セ
プ
ト
設
計
で
30
%
、
基
本
設
計
で
30
%
、

実
施
設
計
と
監
理
で
残
り
と
い
っ
た
具
合
に
、
3

段
階
に
分
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
し
た
。

│
│
「
ニ
ャ
チ
ャ
ン
の
住
宅
」
に
つ
い
て
解
説
し

て
い
た
だ
け
ま
す
か
。

岩
元

　こ
れ
は
僕
が
ベ
ト
ナ
ム
で
最
後
に
携
わ
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
ス
ロ

ー
ラ
イ
フ
的
な
感
性
を
も
っ
た
裕
福
な
独
身
男
性

で
、「
緑
が
好
き
な
の
で
、
広
い
庭
が
あ
る
平
屋
の

大
き
な
家
に
住
み
た
い
」
と
お
っ
し
ゃ
る
。
敷
地

は
約
1
5
0
坪
と
広
め
な
の
で
す
が
、
要
求
を
満

た
す
に
は
狭
い
。
そ
こ
で
建
物
全
体
を
片
流
れ
の

低
層
に
抑
え
て
、
屋
上
全
体
に
豊
か
な
植
栽
を
ス

ト
ラ
イ
プ
状
に
施
し
ま
し
た
。

　
な
ぜ
ス
ト
ラ
イ
プ
状
か
と
い
う
と
、
大
き
な
樹

木
を
植
え
る
に
は
深
い
土
層
が
必
要
で
す
の
で
、

植
栽
の
下
部
に
は
天
井
高
を
抑
え
ら
れ
る
収
納
や

浴
室
が
適
し
て
い
て
、
そ
の
プ
ラ
ン
配
置
の
結
果
、

帯
状
に
な
っ
た
と
い
う
の
が
理
由
の
ひ
と
つ
。
と

同
時
に
僕
の
な
か
で
考
え
て
い
た
の
は
、
レ
ム
・

コ
ー
ル
ハ
ー
ス
が
摩
天
楼
を
横
倒
し
に
し
て
ラ
・

ヴ
ィ
レ
ッ
ト
公
園
の
プ
ラ
ン
に
し
た
よ
う
に
、
ベ

ト
ナ
ム
の
典
型
的
な
長
屋
を
横
倒
し
に
し
た
ら
、

ス
ト
ラ
イ
プ
状
の
平
面
構
成
に
な
っ
た
、
と
い
う

お
も
し
ろ
さ
を
潜
ま
せ
る
こ
と
で
し
た
。

名
な
現
代
美
術
画
家
の
方
が
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
。
奥

さ
ま
が
農
作
業
な
ど
を
す
る
た
め
の
約
30
坪
の
小

屋
を
、
8
0
0
万
円
程
度
で
つ
く
り
た
い
と
聞
い

て
、
こ
れ
は
と
て
も
お
も
し
ろ
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
な
る
予
感
が
し
ま
し
た
。

　
構
造
家
の
荒
木
美
香
さ
ん
の
計
算
に
よ
る
と
、

3
㎝
厚
の
合
板
を
切
妻
に
組
ん
で
引
張
材
を
入
れ

れ
ば
、
そ
れ
だ
け
で
屋
根
が
構
成
で
き
る
。
た
だ

し
3
・
6
×
1
m
の
サ
イ
ズ
の
合
板
が
必
要
で
、

特
注
す
る
と
逆
に
高
価
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

最
近
話
題
の
C
L
T
（
直
交
集
成
板
）
の
工
場
を

見
学
し
た
の
で
す
が
、
こ
れ
も
高
い
。
そ
こ
で
積

層
さ
せ
る
前
段
階
の
単
層
板
を
売
っ
て
も
ら
え
な

い
か
と
交
渉
し
た
と
こ
ろ
、
た
い
へ
ん
安
く
入
手

で
き
ま
し
た
。「
で
も
こ
れ
、
節
が
抜
け
て
い
て
も

大
丈
夫
?
」
と
心
配
さ
れ
た
の
で
、
そ
れ
が
逆
に

お
も
し
ろ
い
と
思
い
、
最
初
か
ら
節
に
穴
を
あ
け

て
、
天
井
か
ら
点
々
と
光
が
漏
れ
る
ス
カ
イ
ラ
イ

ト
に
し
ま
し
た
。

　
貧
し
さ
の
象
徴
の
よ
う
な
節
を
、
美
学
的
な
価

値
に
転
換
し
よ
う
と
い
う
発
想
で
す
。
引
張
材
も

鉄
鋼
は
高
い
の
で
、
麻
の
ロ
ー
プ
に
し
ま
し
た
。

こ
れ
も
、
な
る
べ
く
安
価
で
手
に
入
る
も
の
を
使

う
、
ギ
ア
さ
ん
の
設
計
流
儀
の
ひ
と
つ
で
す
。

│
│
こ
れ
か
ら
の
活
動
予
定
と
、
最
後
に
こ
れ
か

ら
ア
ジ
ア
に
出
よ
う
と
考
え
て
い
る
方
へ
の
ア
ド

バ
イ
ス
を
。

岩
元
　
2
0
1
7
年
か
ら
は
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
木
造

農
村
住
宅
を
、
デ
ジ
タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
応
用
し
て
改
良
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
始
め
て

い
ま
す
。
調
査
で
現
地
の
方
と
交
流
し
て
い
る
う

ち
に
、
設
計
の
話
が
舞
い
込
ん
で
く
る
こ
と
も
あ

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
で
す
か
ら
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
あ
る
か
ら
海
外
に

行
く
の
で
は
な
く
、
自
分
が
も
っ
て
い
る
知
識
な

り
能
力
が
「
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
場
所
」
に
ま

ず
行
っ
て
み
る
の
が
い
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
誰
も
助
け
て
く
れ
な
い
場
所
に
外
国
人
が
ひ

と
り
で
行
っ
て
も
成
果
は
出
に
く
い
で
し
ょ
う
。

設
計
は
モ
ノ
を
輸
出
す
る
の
と
は
違
っ
て
、
文
化

の
交
流
が
欠
か
せ
な
い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
現
地
の
人
と
つ
な
が
る
こ
と
。
そ
の
と

き
に
大
切
な
の
は
、
好
奇
心
を
も
ち
つ
づ
け
る
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
ベ
ト
ナ
ム
で
の
設
計
活
動
で
学
ん
だ
こ
と
は

何
で
す
か
。

岩
元
　
な
い
も
の
は
自
分
で
つ
く
る
お
も
し
ろ
さ

で
す
ね
。
た
と
え
ば
ベ
ト
ナ
ム
で
は
コ
ン
ク
リ
ー

ト
柱
に
レ
ン
ガ
壁
が
一
般
的
で
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ

ー
ト
で
壁
を
打
つ
こ
と
が
な
い
の
で
、
P
コ
ン
が

な
い（
笑
）。
仕
方
な
く
別
の
資
材
を
転
用
し
て
自

作
し
ま
し
た
。
照
明
や
衛
生
器
具
も
カ
タ
ロ
グ
が

な
い
の
で
、
市
場
で
探
し
て
調
達
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
建
築
基
準
法
も
日
本
ほ
ど
細
か
く
決

ま
っ
て
い
な
い
の
で
、
た
と
え
ば
幼
稚
園
を
設
計

す
る
と
き
、
安
全
で
快
適
に
す
る
に
は
柵
の
高
さ

を
何
㎝
に
す
る
か
と
か
、
す
べ
て
自
分
で
責
任
を

も
っ
て
決
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
自
由
だ
け

れ
ど
大
変
で
し
た
。

│
│
そ
の
体
験
は
設
計
活
動
に
ど
う
影
響
し
ま
し

た
か
。

岩
元
　
日
本
で
設
計
し
た
「
節
穴
の
家
」
は
、
高

作業員は現場周囲に住
み込む。食事中の一コマ。

背後の山、前面の海に
挟まれた土地。

施工中

写
真
4
点
、提
供
／
岩
元
真
明

な
い
も
の
は
つ
く
る
し
か
な
い

レンガ積み。施工誤差が
大きいとやり直すことも。

軀体の打設。

写
真
2
点
、
撮
影
／
表 

恒
匡

ベトナムでの
そのほかの
作品

日本での
作品

先進国に輸出する衣類
の裁縫工場の改修。手
前がオフィス、奥が工場。

Factory Office Renovation
2013年、ホーチミン

節穴の家
2017年、広島県福山市

靴工場に隣接する幼稚
園。一筆書きに連なる屋
上を緑化。一部は菜園。

Farming Kindergarten
2013年、ビンホア

House for Trees
2014年、ホーチミン

緑が少ない密集地に立
つ、植木鉢状の住宅。外
壁は竹製枠を使った打放
し。

予算4,000ドル、耐久年
数30年、建方3時間のロ
ーコスト住宅供給プロジ
ェクト。壁と天井材には、
周囲に自生するヤシの葉
を利用。

S House 2
2014年、ロンアン

写真右／節の部分をくり
抜いて、トップライトとした。
左／積層前のCLTの単
層板を屋根材に使用。
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「ニャチャンの住宅」

Vietnam、
Khanh Hoa Province、
Nha Trang
住宅
男性＋両親
Vo Trong Nghia＋岩元真明
鉄筋コンクリート造
Thai Minh Construct
and Trade Company
地上2階
492.0㎡
235.2㎡
276.77㎡
2013年12月～2014年7月
2014年7月～2015年3月

タイル t＝10㎜、屋上緑化
レンガ t＝100㎜ AE
アルミ製建具
タイル t＝10㎜

タイル t＝10㎜
レンガ t＝100㎜ EP
PB t＝9.5㎜ EP

建築概要
所在地

主要用途
家族構成
設計
構造
施工

階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間
 
おもな外部仕上げ
屋根
外壁
開口部
外構

おもな内部仕上げ
床
壁
天井  

House in Nha Trang

求
め
ら
れ
て
い
る

場
所
に

行
く
こ
と

ま
と
め

岩
元
さ
ん
が
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
氏
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
で
活
動

し
た
4
年
間
で
、
実
際
に
立
っ
た
の
は

10
作
品
ほ
ど
。
ナ
イ
キ
の
靴
を
製
造
す
る
工
場
に

附
属
す
る
幼
稚
園
や
欧
米
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー

ト
を
縫
製
す
る
工
場
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
コ

ン
川
流
域
の
農
村
低
所
得
者
用
住
宅
シ
リ
ー
ズ
な

ど
を
担
当
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
注
目
な
の
は

「H
ouse for T

rees

」（
31
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
あ
ろ

う
。
住
宅
密
集
地
の
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
的
な
敷
地
に
、

直
方
体
の
住
宅
が
分
棟
し
て
連
な
る
。
屋
上
の
樹

木
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ま
で
に
立
派
で
、
ま
る
で

巨
大
な
植
木
鉢
の
中
に
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。

ー
ト
ナ
ー
と
い
う
立
場
で
共
同
設
計
し

て
い
る
た
め
、
各
作
品
の
ど
こ
ま
で
が

ギ
ア
氏
の
考
え
で
、
ど
こ
か
ら
が
岩
元

さ
ん
の
考
え
な
の
か
を
線
引
き
す
る
の
は
難
し
い
。

だ
が
、
た
と
え
ば
農
村
低
所
得
者
住
宅
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
で
は
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
丈
夫
な
構
造
物
を

つ
く
る
難
波
研
で
の
ノ
ウ
ハ
ウ
が
生
か
さ
れ
て
お

り
、「H

ouse for T
rees

」
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
で

は
珍
し
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト
壁
構
造
を
施
工
、
裁
縫

工
場
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、
管
理
職
の
オ
フ

ィ
ス
と
工
場
の
仕
切
り
を
ガ
ラ
ス
張
り
に
し
て
、

さ
ら
に
労
働
者
に
も
外
の
美
し
い
景
色
が
見
え
る

よ
う
に
改
良
を
提
案
し
て
い
る
。
ギ
ア
氏
の
建
築

の
基
本
的
な
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
竹
な
ど
の
自
然
素

材
を
合
理
的
に
用
い
て
、
緑
を
ふ
ん
だ
ん
に
取
り

入
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
岩
元
さ
ん
の
加
入
に

よ
っ
て
、
技
術
的
に
も
空
間
構
成
的
に
も
、
さ
ら

に
表
現
の
幅
が
広
が
っ
た
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

　
住
宅
環
境
の
エ
コ
性
能
に
し
て
も
、
ハ
イ
テ
ク

の
機
械
的
な
美
学
に
し
て
も
、
過
剰
に
突
き
詰
め

す
ぎ
る
と
、
建
築
は
と
た
ん
に
息
苦
し
く
な
る
。

岩
元
さ
ん
は
最
先
端
の
技
術
や
思
想
を
学
び
つ
つ

も
、
そ
れ
ら
を
全
面
的
に
押
し
出
す
の
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
住
み
手
か
ら
「
求
め
ら
れ
て
い
る
空
間
」

を
生
み
出
す
た
め
に
技
術
力
を
貢
献
さ
せ
よ
う
と

す
る
。
ベ
ト
ナ
ム
、
福
岡
、
そ
し
て
カ
ン
ボ
ジ
ア
。

求
め
ら
れ
て
い
る
場
所
に
行
き
、
必
要
と
さ
れ
る

技
術
を
柔
軟
に
使
い
分
け
て
い
く
建
築
家
は
、
こ

れ
か
ら
も
そ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
を
軽
や
か
に
広
げ
て

い
く
で
あ
ろ
う
。

パ

文
／
杉
前
政
樹

建物外観と背後の山並み。
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「ニャチャンの住宅」

Vietnam、
Khanh Hoa Province、
Nha Trang
住宅
男性＋両親
Vo Trong Nghia＋岩元真明
鉄筋コンクリート造
Thai Minh Construct
and Trade Company
地上2階
492.0㎡
235.2㎡
276.77㎡
2013年12月～2014年7月
2014年7月～2015年3月

タイル t＝10㎜、屋上緑化
レンガ t＝100㎜ AE
アルミ製建具
タイル t＝10㎜

タイル t＝10㎜
レンガ t＝100㎜ EP
PB t＝9.5㎜ EP

建築概要
所在地

主要用途
家族構成
設計
構造
施工

階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間
 
おもな外部仕上げ
屋根
外壁
開口部
外構

おもな内部仕上げ
床
壁
天井  

House in Nha Trang

求
め
ら
れ
て
い
る

場
所
に

行
く
こ
と

ま
と
め

岩
元
さ
ん
が
ヴ
ォ
・
チ
ョ
ン
・
ギ
ア
氏
の

パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
ベ
ト
ナ
ム
で
活
動

し
た
4
年
間
で
、
実
際
に
立
っ
た
の
は

10
作
品
ほ
ど
。
ナ
イ
キ
の
靴
を
製
造
す
る
工
場
に

附
属
す
る
幼
稚
園
や
欧
米
の
高
級
ブ
ラ
ン
ド
コ
ー

ト
を
縫
製
す
る
工
場
の
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
メ
コ

ン
川
流
域
の
農
村
低
所
得
者
用
住
宅
シ
リ
ー
ズ
な

ど
を
担
当
し
て
い
る
が
、
な
か
で
も
注
目
な
の
は

「H
ouse for T

rees

」（
31
ペ
ー
ジ
参
照
）
で
あ
ろ

う
。
住
宅
密
集
地
の
エ
ア
ポ
ケ
ッ
ト
的
な
敷
地
に
、

直
方
体
の
住
宅
が
分
棟
し
て
連
な
る
。
屋
上
の
樹

木
が
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
ま
で
に
立
派
で
、
ま
る
で

巨
大
な
植
木
鉢
の
中
に
人
が
住
ん
で
い
る
よ
う
で

あ
る
。

ー
ト
ナ
ー
と
い
う
立
場
で
共
同
設
計
し

て
い
る
た
め
、
各
作
品
の
ど
こ
ま
で
が

ギ
ア
氏
の
考
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で
、
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か
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岩
元
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ん
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の
か
を
線
引
き
す
る
の
は
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。
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所
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宅
の
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ロ
ジ

ェ
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で
は
、
ロ
ー
コ
ス
ト
で
丈
夫
な
構
造
物
を

つ
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る
難
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で
の
ノ
ウ
ハ
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が
生
か
さ
れ
て
お
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、「H

ouse for T
rees

」
で
は
、
ベ
ト
ナ
ム
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ン
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リ
ー
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縫
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特集／アジアで設計するということ 4

インド・シャンティニケタンの学校を訪ねて
作品 場所 設計
「シャンティニケタンの家」 佐藤研吾佐藤研吾

インタビュー

聞き手・まとめ／伊藤公文　写真／佐藤研吾、山内秀鬼（ポートレイト）

「シャンティニケタンの家」
の1階ホール。置かれて
いる家具も設計した。

佐藤研吾さん。改修設計・施工を担当した東京・北千住の「BUoYアートセンター」にて。

04
Special Feature

Japanese
Architects on

the Asian
Scene

さとう・けんご／1989年神奈川県生まれ。2011年東京大学卒業。13年早稲田大学大学院修士課程修了。13
年～STUDIO GAYA。15年～インドのバローダ・デザインアカデミー助教。15年～東京大学大学院博士課程
在籍。16年～歓藍社。17年～In-Field Studio主宰。18年～福島県大玉村教育委員会の地域おこし協力隊。
おもな作品＝「烏山翼保育園」（16、STUDIO GAYAで担当）、「BUoYアートセンター」（17）。

インド・シャンティニケタン

建築家プロフィール

3435

かんらんしゃ
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書斎

2階の書斎。施主はここ
で詩を創作する。手前は
吹抜け。奥の書棚は、中
央下部に開口が設けら
れ、背後の茶室へとつな
がっている。

ラウンジ

1階のラウンジ。手前に木
製の座椅子。奥の台は
囲炉裏。上に鉄製自在
鉤。窓から入る光に合わ
せ、家具は低く抑えるよう
に設計されている。

ホール

1階のホール。左手のコン
クリート柱が建物の中心
にあり、田の字平面を形
づくる。右奥の木製扉が
玄関。扉や窓には防犯
のために鉄格子が入る。

階段の手すり

階段の手すり。先に、施
主のニランジャンさんが鉄
製部分をつくり、佐藤さん
が現場に入ってから、木
製部分を設計・施工し
た。

茶室

2階の茶室。庭に張り出
した角に位置し、2面を鉄
製枠の大きな窓にしてい
る。写真のコンクリートの
丸柱の前に茶釜。周囲
は可動の畳敷き。

庭

施主がつくりあげた庭。
柿や夏みかんの木などが
繁茂する隙間から建物
の屋根がのぞく。屋根の
上には煙突状に貯水槽
が置かれている。

コンクリートと木と鉄の組み合わせ

外観

北側の建物外観。張り出
した部分は2階の茶室。
屋根の梁型は、スラブと
一体で打設されている。
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藍染めなどの共同作業
から始まる暮らしを提
案。写真は藍がテーマ
のお祭り。

│
│
佐
藤
さ
ん
は
1
9
8
9
年
生
ま
れ
、
学
部
は

東
京
大
学
の
建
築
史
の
伊
藤
毅
研
究
室
、
そ
こ
か

ら
大
学
院
修
士
課
程
は
早
稲
田
大
学
の
石
山
修
武

研
究
室
に
進
ん
だ
の
で
す
ね
。

佐
藤
研
吾
　
建
築
史
に
関
心
が
あ
り
な
が
ら
、
本

分
は
設
計
に
あ
る
と
思
っ
て
、
設
計
課
題
で
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
石
山
さ
ん
の
研

究
室
に
入
り
、
修
士
課
程
を
終
え
た
後
、
石
山
さ

ん
の
事
務
所
に
入
っ
て
、
ふ
た
つ
の
幼
稚
園
の
設

計
に
も
か
か
わ
っ
て
貴
重
な
実
務
を
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

│
│
並
行
し
て
、
飛
騨
高
山
の
建
築
学
校
に
参
加

し
て
い
た
。

佐
藤
　
え
え
、
2
0
0
9
年
、
11
年
、
12
年
に
参

加
し
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
を
と
お
し
て
多
く
の

人
た
ち
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
ち
、
そ
の
関
係
は

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
建
築
、
生
態
学
、
服
飾
、

工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
演
劇
、
食
品
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
に
専
門
性
を
も
つ
人
た
ち
で
、
後
に
親
し

く
協
働
す
る
こ
と
に
な
る
大
工
の
青
島
雄
大
さ
ん

と
も
そ
こ
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

│
│
そ
れ
が
歓
藍
社
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
発
展
す

る
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　
は
い
。
生
態
学
を
勉
強
す
る
林
剛
平
さ
ん

が
震
災
後
の
調
査
で
福
島
県
大
玉
村
を
訪
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
せ

ま
る
村
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
、
身
近
な
こ
と

か
ら
実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
立
ち
上
が

っ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
高
山
建
築
学
校
の
参
加
者
が

多
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
藍
の
栽
培
や
藍
染
め

を
中
心
に
も
の
づ
く
り
の
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

東
部
の
西
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
森
に
つ
く
っ
た
「
森

の
学
校
」
の
地
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
を
訪
ね

ま
し
た
。

「
森
の
学
校
」
が
、
現
在
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ

ー
ラ
テ
ィ
国
立
大
学
の
前
身
で
す
。
こ
の
大
学
が

日
本
と
の
関
係
を
今
も
強
く
保
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
日
本
と
バ
ロ
ー
ダ
の
学
生
を
含
め
た
三
者

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
提
案
し
、
賛
意
を

得
て
、
17
年
3
月
に
「
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ

オ
」
と
題
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
同
じ
町
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
の

住
人
で
、
詩
人
の
ニ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
が
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
通
じ
て
私
に
連
絡
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
は
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
書
や
茶
を
嗜
む

日
本
通
で
、「
現
地
イ
ン
ド
の
建
築
家
が
自
宅
を
設

計
中
だ
が
、
立
面
を
日
本
風
に
し
た
い
」
の
で
提

案
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

│
│
そ
れ
は
ま
た
面
妖
な
リ
ク
エ
ス
ト
で
す
ね
。

佐
藤
　
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
原
型
に
は
手
を
付

け
ず
、
蔀
戸
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
窓
の
絵
を
送
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
施
工
の
粗
さ
は
所
与

の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
、
内
部
の
造
作
の
精

度
を
す
り
合
わ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　
想
定
外
だ
っ
た
の
は
「
心
」
と
い
う
大
き
な
額

入
り
の
書
を
1
階
中
央
に
置
き
た
い
と
い
う
施
主

か
ら
の
要
望
で
し
た
が
、
吹
抜
け
の
上
部
に
掛
け
、

階
段
の
手
す
り
が
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
を
も
た
ら

す
よ
う
に
し
て
、
存
在
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
合

意
を
得
ま
し
た
。

│
│
完
成
し
た
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
。

佐
藤
　
基
本
は
床
座
と
い
う
当
初
の
合
意
も
あ
っ

て
、
開
口
部
の
位
置
を
低
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
イ
ン
ド
の
ほ
か
の
家
に
比
べ
て
室
内
が
暗
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
室
内
の
隅
々
に
ぼ
ん
や
り
と

し
た
暗
が
り
が
あ
る
こ
と
は
、
施
主
も
私
も
意
図

し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
住
宅
の
最
大
の
特
色
で
す
。

　
ま
た
、
茶
室
入
口
の
衝
立
状
の
造
作
や
階
段
の

鉄
の
手
す
り
な
ど
は
施
主
自
身
が
指
図
し
て
つ
く

っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
住
宅
は
イ
ン
ド

と
日
本
の
、
施
主
、
設
計
者
、
職
人
の
共
同
作
業

の
結
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
割
の
境
目
は
不
分
明

で
す
。
そ
れ
は
い
い
加
減
と
い
う
よ
り
、
ほ
ど
よ

│
│
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
が
築
か
れ

て
い
っ
た
の
は
ど
う
い
う
経
緯
か
ら
で
す
か
。

佐
藤
　
石
山
さ
ん
に
導
か
れ
て
で
す
。
13
年
、
ア

ー
メ
ダ
バ
ー
ド
に
あ
る
セ
プ
ト
大
学
の
卒
業
設
計

の
講
評
に
石
山
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
同
行
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
と
き
、
ほ
か
の
教
育
機
関
を
見
て
み
よ
う

と
、
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
か
ら
南
に
2
0
0
㎞
く
ら

い
の
バ
ロ
ー
ダ
・
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う

建
築
の
単
科
大
学
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

14
年
、
日
本
の
学
生
も
募
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
翌
年
、
翌
々
年
も
行
い
ま
し
た
。

│
│
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
も
バ
ロ
ー
ダ
も
イ
ン
ド
西

部
で
す
が
、
住
宅
を
設
計
し
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ

タ
ン
は
は
る
か
東
で
す
ね
。

佐
藤
　
バ
ロ
ー
ダ
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
に
つ
れ
、

イ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
を
も
う
少
し
深
く
知
り
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、
日
本
の
岡
倉
天
心
と
も
関

係
が
深
か
っ
た
詩
人
・
思
想
家
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ

ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
に
関
心
を
も
ち
、
彼
が
イ
ン
ド

頼
さ
れ
て
い
て
、
挿
絵
の
た
め
に
こ
の
住
宅
の
模

型
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
現
場
で
は
工

事
が
始
ま
っ
て
い
て
、
送
ら
れ
て
く
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
と
レ
ン
ガ
の
箱
を
見
な
が
ら
、
原
稿
に
追
わ

れ
る
よ
う
に
内
部
の
構
成
を
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
た
つ
が
重
な
っ
て
、
線
状
の
木
材
に
よ

る
構
成
を
考
え
る
に
至
り
、
点
在
す
る
家
具
の
姿

も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

│
│
そ
れ
が
施
主
の
望
む
「
日
本
風
」
に
応
え
る

も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
い
わ
ゆ
る
「
日
本
風
」
を
な
ぞ
ろ
う
と
し

て
も
、
ま
が
い
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
。
施
主
と

僕
と
の
あ
い
だ
で
何
度
も
や
り
と
り
を
し
、
内
部

は
僕
と
青
島
さ
ん
が
考
え
、
一
部
の
家
具
を
つ
く

っ
て
送
り
出
し
た
う
え
で
、
イ
ン
ド
に
渡
っ
て
2

カ
月
滞
在
し
、
現
地
の
職
人
た
ち
と
共
同
で
施
工

し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
往
還
、
交
流
の
過
程
に

「
日
本
」が
表
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
「
イ
ン

ド
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
同
志
を
募
っ
て
家

を
作
り
に
行
く
」
と
し
た
の
は
そ
れ
故
で
す
。

│
│
設
計
は
現
地
の
建
築
家
と
共
同
で
行
っ
た
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
。

佐
藤
　
そ
う
で
す
。
50
分
の
1
の
図
面
を
起
こ
す

ま
で
は
し
ま
し
た
が
、
構
造
計
算
と
か
A
4
用
紙

4
枚
程
度
の
簡
単
な
確
認
申
請
書
提
出
な
ど
の
法

律
上
の
実
務
は
現
地
の
建
築
家
に
委
ね
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
基
本
構
想
の
ア
イ
デ
ア
提
供
と
い
う
程

度
の
役
割
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
設
計
業
務
を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
実
に
設
計
料
は
私
と
青
島
さ

ん
の
渡
航
費
の
み
で
し
た
。

福島県
大玉村での
活動

施工中

書斎の内部造作の組み
立て作業。庭で加工した
木材を、手作業で合わせ
ていく。写真は佐藤さんと
大工の青島さん。

歓藍社のメンバーたちも
渡航し、得意の分野で共
同した。写真は木工作業
を行う河原伸彦さんと、布
を染める渡辺未来さん。

軀体工事の完了後、イン
ドに2カ月間滞在し、現場
で内部造作の設計を行
った。写真は現場の庭で
設計を行う、佐藤さん。

RC造の柱梁とレンガ壁は
同時に施工される。レン
ガ壁に穴をあけておき、
竹を差し込むことで、内
部の足場としている。

　
し
か
し
、
何
の
反
応
も
な
か
っ
た（
笑
）。
そ
れ

で
終
わ
り
の
は
ず
で
し
た
が
、
折
角
な
の
で
新
た

な
案
を
つ
く
っ
て
、
日
本
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
送
っ
て
み
ま
し
た
。

　
床
面
積
は
変
え
ず
構
成
を
根
本
か
ら
変
え
た
案

で
す
が
、
そ
の
時
点
で
僕
の
な
か
に
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

じ
ま
し
た
。
幸
い
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
や
り
と
り

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

い
混
成
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
将
来
、
イ
ン
ド
で
設
計
の
仕
事
を
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤
　
そ
う
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
て
、
萌
芽
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
現
実
に
は
道
は

近
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
本
格
的
に
仕
事
を
す
る

と
な
れ
ば
、
現
地
の
設
計
者
と
の
協
働
が
前
提
と

し
て
も
、
僕
自
身
が
イ
ン
ド
に
今
よ
り
も
長
く
滞

在
す
る
か
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
く
ら
い
の
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
現
時
点
で
そ
こ
ま
で

は
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
今
は

「
日
本
風
の
家
」の
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
人
と
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け

出
す
必
要
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
イ
ン
ド
で
設
計
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
突
破

口
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

佐
藤
　
あ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
教
育
機
関

が
多
い
し
、
多
様
な
の
で
、
そ
こ
で
教
え
、
研
究

し
て
い
る
人
と
つ
な
が
り
を
も
ち
、
彼
ら
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
、
共
同
で
設
計
を
行
う

こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
分
自
身
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
つ
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
後
者
が
じ
つ

は
一
番
の
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
│
そ
れ
が
実
現
し
た
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　
そ
う
で
す
。
形
状
は
4
間
四
方
の
平
面
、

2
階
建
て
、
外
周
は
レ
ン
ガ
積
み
、
真
ん
中
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
扁
平
な
柱
、
勾
配
屋
根
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
箱
で
、
こ
の
じ
ゃ
っ
か
ん
閉
鎖
的
な
箱

を
外
殻
と
し
、
内
部
に
木
材
の
造
作
が
吹
抜
け
を

介
し
て
自
由
に
展
開
す
る
と
い
う
構
想
で
す
。

│
│
木
材
に
よ
る
造
作
は
佐
藤
さ
ん
が
望
ん
だ
の

で
す
か
。

佐
藤
　
同
じ
時
期
、
東
京
の
北
千
住
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
の
内
部
を
改
修
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
（
B
U
o
Y
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）。青
島
さ

ん
が
調
達
し
て
き
た
木
材
の
傍
ら
で
テ
ー
ブ
ル
、

カ
ウ
ン
タ
ー
、
扉
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
と
図
面
を
描

き
、
青
島
さ
ん
が
つ
く
る
と
い
う
共
同
作
業
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
延
長
を
シ
ャ

ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
も
行
っ
て
み
よ
う
と
。

　
並
行
し
て
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
「
日
本

の
家
：
1
9
4
5
年
以
降
の
建
築
と
暮
ら
し
」
展

に
連
動
す
る
企
画
と
し
て
機
関
誌
へ
の
寄
稿
を
依

│
│
施
工
は
順
調
で
し
た
か
。

佐
藤
　
施
工
精
度
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
て
、
こ
ち

ら
の
図
面
と
は
納
ま
り
が
違
う
部
分
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
含
め
て
お
も
し
ろ
い
と
思
い

撮
影
／com

uram
ai

イ
ン
ド
で
設
計
を
続
け
る
た
め
に

「
日
本
風
の
家
を
考
え
て
ほ
し
い
」

イ
ン
ド
と
日
本
で
の
設
計
を
並
行

高
山
建
築
学
校
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
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し
と
み
ど



藍染めなどの共同作業
から始まる暮らしを提
案。写真は藍がテーマ
のお祭り。

│
│
佐
藤
さ
ん
は
1
9
8
9
年
生
ま
れ
、
学
部
は

東
京
大
学
の
建
築
史
の
伊
藤
毅
研
究
室
、
そ
こ
か

ら
大
学
院
修
士
課
程
は
早
稲
田
大
学
の
石
山
修
武

研
究
室
に
進
ん
だ
の
で
す
ね
。

佐
藤
研
吾
　
建
築
史
に
関
心
が
あ
り
な
が
ら
、
本

分
は
設
計
に
あ
る
と
思
っ
て
、
設
計
課
題
で
指
導

を
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
石
山
さ
ん
の
研

究
室
に
入
り
、
修
士
課
程
を
終
え
た
後
、
石
山
さ

ん
の
事
務
所
に
入
っ
て
、
ふ
た
つ
の
幼
稚
園
の
設

計
に
も
か
か
わ
っ
て
貴
重
な
実
務
を
経
験
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

│
│
並
行
し
て
、
飛
騨
高
山
の
建
築
学
校
に
参
加

し
て
い
た
。

佐
藤
　
え
え
、
2
0
0
9
年
、
11
年
、
12
年
に
参

加
し
ま
し
た
。
も
の
づ
く
り
を
と
お
し
て
多
く
の

人
た
ち
と
強
い
つ
な
が
り
を
も
ち
、
そ
の
関
係
は

今
も
続
い
て
い
ま
す
。
建
築
、
生
態
学
、
服
飾
、

工
芸
、
デ
ザ
イ
ン
、
演
劇
、
食
品
な
ど
幅
広
い
ジ

ャ
ン
ル
に
専
門
性
を
も
つ
人
た
ち
で
、
後
に
親
し

く
協
働
す
る
こ
と
に
な
る
大
工
の
青
島
雄
大
さ
ん

と
も
そ
こ
で
知
り
合
い
ま
し
た
。

│
│
そ
れ
が
歓
藍
社
と
い
う
グ
ル
ー
プ
に
発
展
す

る
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　
は
い
。
生
態
学
を
勉
強
す
る
林
剛
平
さ
ん

が
震
災
後
の
調
査
で
福
島
県
大
玉
村
を
訪
れ
た
こ

と
が
き
っ
か
け
で
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
が
せ

ま
る
村
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
考
え
、
身
近
な
こ
と

か
ら
実
践
し
て
い
こ
う
と
い
う
趣
旨
で
立
ち
上
が

っ
た
グ
ル
ー
プ
で
、
高
山
建
築
学
校
の
参
加
者
が

多
く
か
か
わ
っ
て
い
ま
す
。
藍
の
栽
培
や
藍
染
め

を
中
心
に
も
の
づ
く
り
の
活
動
の
輪
を
広
げ
よ
う

と
し
て
い
ま
す
。

東
部
の
西
ベ
ン
ガ
ル
地
方
の
森
に
つ
く
っ
た
「
森

の
学
校
」
の
地
、
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
を
訪
ね

ま
し
た
。

「
森
の
学
校
」
が
、
現
在
の
ヴ
ィ
シ
ュ
ヴ
ァ
・
バ

ー
ラ
テ
ィ
国
立
大
学
の
前
身
で
す
。
こ
の
大
学
が

日
本
と
の
関
係
を
今
も
強
く
保
っ
て
い
る
こ
と
を

知
り
、
日
本
と
バ
ロ
ー
ダ
の
学
生
を
含
め
た
三
者

で
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
を
提
案
し
、
賛
意
を

得
て
、
17
年
3
月
に
「
イ
ン
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
ジ

オ
」
と
題
し
て
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
の
と
き
、
同
じ
町
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
の

住
人
で
、
詩
人
の
ニ
ラ
ン
ジ
ャ
ン
が
フ
ェ
イ
ス
ブ

ッ
ク
を
通
じ
て
私
に
連
絡
を
と
っ
て
き
ま
し
た
。

彼
は
日
本
に
留
学
経
験
が
あ
り
、
書
や
茶
を
嗜
む

日
本
通
で
、「
現
地
イ
ン
ド
の
建
築
家
が
自
宅
を
設

計
中
だ
が
、
立
面
を
日
本
風
に
し
た
い
」
の
で
提

案
し
て
ほ
し
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

│
│
そ
れ
は
ま
た
面
妖
な
リ
ク
エ
ス
ト
で
す
ね
。

佐
藤
　
と
ま
ど
い
ま
し
た
が
、
原
型
に
は
手
を
付

け
ず
、
蔀
戸
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
窓
の
絵
を
送
り

ま
し
た
。

ま
し
た
。
む
し
ろ
そ
う
し
た
施
工
の
粗
さ
は
所
与

の
も
の
と
し
て
受
け
と
め
て
、
内
部
の
造
作
の
精

度
を
す
り
合
わ
せ
て
い
っ
た
と
い
う
側
面
も
あ
り

ま
し
た
。

　
想
定
外
だ
っ
た
の
は
「
心
」
と
い
う
大
き
な
額

入
り
の
書
を
1
階
中
央
に
置
き
た
い
と
い
う
施
主

か
ら
の
要
望
で
し
た
が
、
吹
抜
け
の
上
部
に
掛
け
、

階
段
の
手
す
り
が
フ
レ
ー
ミ
ン
グ
効
果
を
も
た
ら

す
よ
う
に
し
て
、
存
在
感
を
和
ら
げ
る
こ
と
で
合

意
を
得
ま
し
た
。

│
│
完
成
し
た
結
果
は
ど
う
で
し
た
か
。

佐
藤
　
基
本
は
床
座
と
い
う
当
初
の
合
意
も
あ
っ

て
、
開
口
部
の
位
置
を
低
く
し
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
イ
ン
ド
の
ほ
か
の
家
に
比
べ
て
室
内
が
暗
い

と
い
わ
れ
ま
す
が
、
室
内
の
隅
々
に
ぼ
ん
や
り
と

し
た
暗
が
り
が
あ
る
こ
と
は
、
施
主
も
私
も
意
図

し
た
と
こ
ろ
で
、
こ
の
住
宅
の
最
大
の
特
色
で
す
。

　
ま
た
、
茶
室
入
口
の
衝
立
状
の
造
作
や
階
段
の

鉄
の
手
す
り
な
ど
は
施
主
自
身
が
指
図
し
て
つ
く

っ
た
も
の
で
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
住
宅
は
イ
ン
ド

と
日
本
の
、
施
主
、
設
計
者
、
職
人
の
共
同
作
業

の
結
実
で
あ
っ
て
、
そ
の
役
割
の
境
目
は
不
分
明

で
す
。
そ
れ
は
い
い
加
減
と
い
う
よ
り
、
ほ
ど
よ

│
│
そ
の
一
方
で
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
が
築
か
れ

て
い
っ
た
の
は
ど
う
い
う
経
緯
か
ら
で
す
か
。

佐
藤
　
石
山
さ
ん
に
導
か
れ
て
で
す
。
13
年
、
ア

ー
メ
ダ
バ
ー
ド
に
あ
る
セ
プ
ト
大
学
の
卒
業
設
計

の
講
評
に
石
山
さ
ん
が
招
か
れ
ま
し
た
が
、
そ
の

際
に
同
行
し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

　
そ
の
と
き
、
ほ
か
の
教
育
機
関
を
見
て
み
よ
う

と
、
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
か
ら
南
に
2
0
0
㎞
く
ら

い
の
バ
ロ
ー
ダ
・
デ
ザ
イ
ン
ア
カ
デ
ミ
ー
と
い
う

建
築
の
単
科
大
学
を
訪
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、

14
年
、
日
本
の
学
生
も
募
っ
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

を
開
催
し
、
翌
年
、
翌
々
年
も
行
い
ま
し
た
。

│
│
ア
ー
メ
ダ
バ
ー
ド
も
バ
ロ
ー
ダ
も
イ
ン
ド
西

部
で
す
が
、
住
宅
を
設
計
し
た
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ

タ
ン
は
は
る
か
東
で
す
ね
。

佐
藤
　
バ
ロ
ー
ダ
に
何
度
も
足
を
運
ぶ
に
つ
れ
、

イ
ン
ド
と
日
本
の
関
係
を
も
う
少
し
深
く
知
り
た

い
と
い
う
想
い
か
ら
、
日
本
の
岡
倉
天
心
と
も
関

係
が
深
か
っ
た
詩
人
・
思
想
家
の
ラ
ビ
ン
ド
ラ
ナ

ー
ト
・
タ
ゴ
ー
ル
に
関
心
を
も
ち
、
彼
が
イ
ン
ド

頼
さ
れ
て
い
て
、
挿
絵
の
た
め
に
こ
の
住
宅
の
模

型
を
つ
く
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。
現
場
で
は
工

事
が
始
ま
っ
て
い
て
、
送
ら
れ
て
く
る
コ
ン
ク
リ

ー
ト
と
レ
ン
ガ
の
箱
を
見
な
が
ら
、
原
稿
に
追
わ

れ
る
よ
う
に
内
部
の
構
成
を
考
え
ま
し
た
。

　
こ
の
ふ
た
つ
が
重
な
っ
て
、
線
状
の
木
材
に
よ

る
構
成
を
考
え
る
に
至
り
、
点
在
す
る
家
具
の
姿

も
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

│
│
そ
れ
が
施
主
の
望
む
「
日
本
風
」
に
応
え
る

も
の
だ
っ
た
の
で
す
か
。

佐
藤
　
い
わ
ゆ
る
「
日
本
風
」
を
な
ぞ
ろ
う
と
し

て
も
、
ま
が
い
も
の
に
し
か
な
ら
な
い
。
施
主
と

僕
と
の
あ
い
だ
で
何
度
も
や
り
と
り
を
し
、
内
部

は
僕
と
青
島
さ
ん
が
考
え
、
一
部
の
家
具
を
つ
く

っ
て
送
り
出
し
た
う
え
で
、
イ
ン
ド
に
渡
っ
て
2

カ
月
滞
在
し
、
現
地
の
職
人
た
ち
と
共
同
で
施
工

し
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
往
還
、
交
流
の
過
程
に

「
日
本
」が
表
出
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
た

の
で
す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
タ
イ
ト
ル
を
「
イ
ン

ド
・
シ
ャ
ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
に
同
志
を
募
っ
て
家

を
作
り
に
行
く
」
と
し
た
の
は
そ
れ
故
で
す
。

│
│
設
計
は
現
地
の
建
築
家
と
共
同
で
行
っ
た
こ

と
に
な
る
の
で
す
か
。

佐
藤
　
そ
う
で
す
。
50
分
の
1
の
図
面
を
起
こ
す

ま
で
は
し
ま
し
た
が
、
構
造
計
算
と
か
A
4
用
紙

4
枚
程
度
の
簡
単
な
確
認
申
請
書
提
出
な
ど
の
法

律
上
の
実
務
は
現
地
の
建
築
家
に
委
ね
て
い
ま
す
。

も
と
も
と
基
本
構
想
の
ア
イ
デ
ア
提
供
と
い
う
程

度
の
役
割
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
と
し

て
設
計
業
務
を
成
り
立
た
せ
よ
う
と
は
思
っ
て
い

ま
せ
ん
で
し
た
。
現
実
に
設
計
料
は
私
と
青
島
さ

ん
の
渡
航
費
の
み
で
し
た
。

福島県
大玉村での
活動

施工中

書斎の内部造作の組み
立て作業。庭で加工した
木材を、手作業で合わせ
ていく。写真は佐藤さんと
大工の青島さん。

歓藍社のメンバーたちも
渡航し、得意の分野で共
同した。写真は木工作業
を行う河原伸彦さんと、布
を染める渡辺未来さん。

軀体工事の完了後、イン
ドに2カ月間滞在し、現場
で内部造作の設計を行
った。写真は現場の庭で
設計を行う、佐藤さん。

RC造の柱梁とレンガ壁は
同時に施工される。レン
ガ壁に穴をあけておき、
竹を差し込むことで、内
部の足場としている。

　
し
か
し
、
何
の
反
応
も
な
か
っ
た（
笑
）。
そ
れ

で
終
わ
り
の
は
ず
で
し
た
が
、
折
角
な
の
で
新
た

な
案
を
つ
く
っ
て
、
日
本
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
送
っ
て
み
ま
し
た
。

　
床
面
積
は
変
え
ず
構
成
を
根
本
か
ら
変
え
た
案

で
す
が
、
そ
の
時
点
で
僕
の
な
か
に
こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
取
り
組
む
強
い
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

じ
ま
し
た
。
幸
い
受
け
入
れ
ら
れ
て
、
や
り
と
り

が
始
ま
っ
た
の
で
す
。

い
混
成
だ
と
思
い
ま
す
。

│
│
将
来
、
イ
ン
ド
で
設
計
の
仕
事
を
す
る
可
能

性
は
あ
り
ま
す
か
。

佐
藤
　
そ
う
し
た
い
と
は
思
っ
て
い
て
、
萌
芽
が

な
い
わ
け
で
は
な
い
の
で
す
が
、
現
実
に
は
道
は

近
い
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
本
格
的
に
仕
事
を
す
る

と
な
れ
ば
、
現
地
の
設
計
者
と
の
協
働
が
前
提
と

し
て
も
、
僕
自
身
が
イ
ン
ド
に
今
よ
り
も
長
く
滞

在
す
る
か
オ
フ
ィ
ス
を
構
え
る
く
ら
い
の
こ
と
が

要
請
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
現
時
点
で
そ
こ
ま
で

は
踏
み
出
せ
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
今
は

「
日
本
風
の
家
」の
デ
ザ
イ
ン
を
す
る
人
と
位
置
付

け
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
抜
け

出
す
必
要
も
強
く
感
じ
て
い
ま
す
。

│
│
イ
ン
ド
で
設
計
し
よ
う
と
す
る
際
に
、
突
破

口
は
ど
の
あ
た
り
に
あ
る
で
し
ょ
う
。

佐
藤
　
あ
る
と
す
れ
ば
、
イ
ン
ド
で
は
教
育
機
関

が
多
い
し
、
多
様
な
の
で
、
そ
こ
で
教
え
、
研
究

し
て
い
る
人
と
つ
な
が
り
を
も
ち
、
彼
ら
と
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
組
ん
で
、
共
同
で
設
計
を
行
う

こ
と
、
あ
る
い
は
、
自
分
自
身
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

を
つ
く
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
後
者
が
じ
つ

は
一
番
の
近
道
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

│
│
そ
れ
が
実
現
し
た
わ
け
で
す
ね
。

佐
藤
　
そ
う
で
す
。
形
状
は
4
間
四
方
の
平
面
、

2
階
建
て
、
外
周
は
レ
ン
ガ
積
み
、
真
ん
中
に
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
扁
平
な
柱
、
勾
配
屋
根
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
箱
で
、
こ
の
じ
ゃ
っ
か
ん
閉
鎖
的
な
箱

を
外
殻
と
し
、
内
部
に
木
材
の
造
作
が
吹
抜
け
を

介
し
て
自
由
に
展
開
す
る
と
い
う
構
想
で
す
。

│
│
木
材
に
よ
る
造
作
は
佐
藤
さ
ん
が
望
ん
だ
の

で
す
か
。

佐
藤
　
同
じ
時
期
、
東
京
の
北
千
住
で
コ
ン
ク
リ

ー
ト
の
建
物
の
内
部
を
改
修
す
る
仕
事
を
し
て
い

ま
し
た
（
B
U
o
Y
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）。青
島
さ

ん
が
調
達
し
て
き
た
木
材
の
傍
ら
で
テ
ー
ブ
ル
、

カ
ウ
ン
タ
ー
、
扉
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
と
図
面
を
描

き
、
青
島
さ
ん
が
つ
く
る
と
い
う
共
同
作
業
に
手

ご
た
え
を
感
じ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
延
長
を
シ
ャ

ン
テ
ィ
ニ
ケ
タ
ン
で
も
行
っ
て
み
よ
う
と
。

　
並
行
し
て
、
東
京
国
立
近
代
美
術
館
の
「
日
本

の
家
：
1
9
4
5
年
以
降
の
建
築
と
暮
ら
し
」
展

に
連
動
す
る
企
画
と
し
て
機
関
誌
へ
の
寄
稿
を
依

│
│
施
工
は
順
調
で
し
た
か
。

佐
藤
　
施
工
精
度
は
あ
ま
り
よ
く
な
く
て
、
こ
ち

ら
の
図
面
と
は
納
ま
り
が
違
う
部
分
も
多
く
あ
り

ま
し
た
が
、
そ
れ
も
含
め
て
お
も
し
ろ
い
と
思
い

撮
影
／com

uram
ai

イ
ン
ド
で
設
計
を
続
け
る
た
め
に

「
日
本
風
の
家
を
考
え
て
ほ
し
い
」

イ
ン
ド
と
日
本
で
の
設
計
を
並
行

高
山
建
築
学
校
が
今
に
つ
な
が
っ
て
い
る
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1階ホールに置かれて
いる座椅子のスケッチ。
制作したテーブルに合
わせて、何枚も描き緻
密に設計している。

N

主寝室 寝室 浴室

貯水槽

ラウンジ キッチン トイレ
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ラウンジ キッチン トイレ
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7,
32

0

7,320
3,660 3,660

3,
66

0
3,

66
0 

7,
32

0

書斎

茶室

主寝室 寝室 浴室

「シャンティニケタンの家」

India、West Bengal、
Santiniketan
住宅
夫婦＋犬
佐藤研吾／In-Field Studio
Milon Dutta
Nilanjan Bandyopadhyay
鉄筋コンクリート造（柱、梁、床）、
レンガ組積造（壁）
青島雄大、はしもとさゆり、
渡辺未来、河原伸彦、瀬辺茂、
マイアミ、向井麻理、向井翔馬 
地上2階
260.12㎡
51.84㎡
96.92㎡
2016年10月～2017年11月
2017年4月～2018年2月

鉄筋コンクリート打放し
モルタル荒仕上げ
木製建具、鉄格子
モルタル荒仕上げ

モルタル、石板
モルタル、漆喰、木製造作
鉄筋コンクリート打放し

建築概要
所在地

主要用途
家族構成
設計
設計・構造設計協力
施主
構造

施工協力

階数
敷地面積
建築面積
延床面積
設計期間
工事期間
 
おもな外部仕上げ
屋根
外壁
開口部
外構

おもな内部仕上げ
床
壁
天井  

House in Santiniketan

計画段階の内部造作の
模型。日本で模型をつく
り、建主にその写真や図
面をネットで送り、木材調
達を依頼していた。

「
手
」と

「
開
放
系
」の

組
み
合
わ
せ

ま
と
め

文
／
伊
藤
公
文

ス
ケ
ッ
チ
／
佐
藤
研
吾

入口側の外観。周囲に
はブロック塀とフェンス。
防犯のため、玄関扉にも
鉄格子。

佐
藤
研
吾
さ
ん
は
「
手
」
の
人
で
あ
る
。

　
ひ
と
つ
の
座
椅
子
を
つ
く
る
た
め
に

お
び
た
だ
し
い
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
。
即

興
的
に
見
え
な
が
ら
、
じ
つ
は
正
確
に
寸
法
が
与

え
ら
れ
、
丁
寧
に
描
写
さ
れ
て
い
る
。
運
び
入
れ

ら
れ
た
木
材
が
穿
た
れ
る
さ
ま
を
横
に
ア
イ
デ
ア

を
練
り
、
木
材
に
触
れ
な
が
ら
つ
く
り
出
す
べ
き

姿
の
イ
メ
ー
ジ
を
図
面
に
落
と
す
。
描
く
こ
と
と

つ
く
る
こ
と
が
不
即
不
離
の
関
係
に
あ
る
。

　
佐
藤
さ
ん
は
「
開
放
系
」
の
人
で
あ
る
。

　
出
自
は
建
築
系
だ
が
、
高
山
建
築
学
校
か
ら
歓

藍
社
に
至
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
ジ
ャ
ン
ル
の
境
界

が
取
り
払
わ
れ
た
開
放
系
の
つ
な
が
り
で
あ
る
。

イ
ン
ド
の
東
西
を
ま
た
ぐ
活
動
は
、
知
人
、
友
人

の
末
広
が
り
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
産
物
と
い
え
る
。

や
わ
ら
か
な
開
放
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
だ
。

　
こ
の
「
手
」
と
「
開
放
系
」
の
組
み
合
わ
せ
が

有
効
に
働
い
て
い
る
の
は
、
佐
藤
さ
ん
の
も
の
ご

と
に
向
か
う
姿
勢
に
よ
る
。
既
成
の
知
を
座
し
て

学
ぶ
以
上
に
未
知
の
現
場
に
立
ち
会
っ
て
リ
ア
ル

な
知
を
吸
収
し
よ
う
と
す
る
意
欲
が
勝
り
、
さ
ら

に
、
そ
の
現
場
に
身
を
投
じ
て
楽
し
む
こ
と
を
優

先
さ
せ
る
姿
勢
で
あ
る
。
藍
染
め
も
、
工
作
も
、

ス
ケ
ッ
チ
も
、
イ
ン
ド
で
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

設
計
も
、
無
垢
な
身
体
性
の
発
現
と
受
容
と
い
う

点
で
は
差
異
が
な
い
の
だ
ろ
う
。

顔
・
痩
身
の
青
年
の
前
に
、
今
の
と
こ

ろ
は
可
能
性
の
沃
野
が
広
が
っ
て
い
る
。

現
在
は
再
び
東
大
の
歴
史
研
究
室
に
在

籍
し
て
い
る
が
、
当
面
は
研
究
に
費
や
す
時
間
を

優
先
す
る
の
か
、
国
内
で
行
っ
て
き
た
諸
々
の
活

動
の
遠
心
力
を
さ
ら
に
高
め
て
い
く
の
か
、
イ
ン

ド
の
地
で
建
築
を
設
計
す
る
と
い
う
願
望
の
実
現

に
突
き
進
む
の
か
。
い
ず
れ
に
し
て
も
こ
れ
か
ら

先
、
イ
ン
ド
と
の
関
係
が
途
切
れ
る
こ
と
は
な
い

と
し
て
、
研
究
、
教
育
、
計
画
、
設
計
、
施
工
ほ

か
さ
ま
ざ
ま
な
局
面
で
、
彼
の
身
体
を
と
お
し
て

日
本
と
イ
ン
ド
が
ど
の
よ
う
な
融
合
・
離
反
を
生

じ
、
ど
の
よ
う
な
成
果
が
現
れ
て
く
る
の
か
、
た

い
へ
ん
興
味
深
い
。
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密に設計している。
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3,660 3,660
7,320
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8
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8
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7,320
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0
3,

66
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32

0

7,320
3,660 3,660
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0
3,

66
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7,
32

0
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主寝室 寝室 浴室
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住宅
夫婦＋犬
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外構
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天井  

House in Santiniketan
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文
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／
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触
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図
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落
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。
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。

　
出
自
は
建
築
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築
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。
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友
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。
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。
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収
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。
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。
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史
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の
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に
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く
の
か
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で
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築
を
設
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る
と
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う
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望
の
実
現

に
突
き
進
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の
か
。
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ず
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に
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も
こ
れ
か
ら

先
、
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ド
と
の
関
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が
途
切
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る
こ
と
は
な
い

と
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て
、
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、
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、
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画
、
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、
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工
ほ
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ま
ざ
ま
な
局
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で
、
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の
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を
と
お
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て

日
本
と
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が
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の
よ
う
な
融
合
・
離
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を
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じ
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ど
の
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な
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の
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プ
シ
ョ
ン
、
レ
ス
ト
ラ
ン
、
カ
フ
ェ
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
プ
ー
ル
、
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
な
ど
が
整
っ
て
い
て
、
宿
泊
は
独
立
コ
テ
ー
ジ
や
2
階

建
て
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
棟
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
85
室
の
ゲ
ス
ト
ル

ー
ム
、
2
5
2
室
の
サ
ー
ビ
ス
・
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
と
規
模
が
大
き

い
。
宿
泊
し
た
の
は
赤
瓦
の
平
屋
が
数
軒
連
続
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
ア

パ
ー
ト
メ
ン
ト
の
ひ
と
つ
。
と
い
っ
て
も
そ
れ
ぞ
れ
に
中
庭
が
あ
っ

て
独
立
性
は
高
い
。

　
部
屋
の
平
面
は
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
か
ら
中
庭
に
至
る
軸
線
の
左
右
に

各
機
能
が
う
ま
く
レ
イ
ア
ウ
ト
さ
れ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
エ
リ
ア
の
天

井
は
低
い
。
石
灰
岩
を
積
ん
だ
大
き
な
壁
が
1
面
だ
け
あ
り
、
そ
の

ほ
か
は
天
井
も
床
も
白
い
か
ら
シ
ン
プ
ル
で
飽
き
が
こ
な
い
。
キ
チ

ネ
ッ
ト
に
は
食
材
以
外
は
な
ん
で
も
揃
っ

て
い
る
。
バ
ス
ル
ー
ム
は
バ
ス
タ
ブ
、
ベ

イ
ス
ン
、
便
器
の
3
点
の
ほ
か
に
掃
除
用

具
置
き
場
も
兼
ね
て
い
て
整
え
ら
れ
て
い

る
。

　
毎
朝
、
古
く
太
い
オ
リ
ー
ブ
の
樹
の
下

を
明
る
い
鳥
の
鳴
き
声
を
聞
き
な
が
ら
、

石
灰
岩
の
小
石
を
敷
き
詰
め
た
よ
う
な
白

い
ビ
ー
チ
ま
で
歩
く
。
海
は
透
明
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
ビ
ー
チ
は
独
占
状
態
に
近
い
。

　
ビ
ー
チ
に
水
着
ノ
ー
の
マ
ー
ク
が
付
い

た
一
画
が
あ
り
、
何
か
羽
織
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
と
思
っ
た
ら
水
着
着
用
禁

止
の
ナ
チ
ュ
リ
ス
ト
（
ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
）

・
エ
リ
ア
で
あ
り
ま
し
た
!

　
あ
わ
て
て
帰
っ
て
き
て
、
バ
ス
ル
ー
ム

で
シ
ャ
ワ
ー
を
使
っ
た
後
に
冷
え
た
白
ワ

イ
ン
。

　
危
な
か
っ
た
。

　
ク
ロ
ア
チ
ア
は
2
0
1
8
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

ロ
シ
ア

で
、
フ
ラ
ン
ス
と
優
勝
ま
で
争
っ
た
国
と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。
あ

ん
な
に
強
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
大
き
な
紛
争
が
あ
り
、

ク
ロ
ア
チ
ア
は
1
9
9
1
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
独
立
し
た
。
海

も
山
も
美
し
く
、
紛
争
が
あ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
が
、
街
に
よ
っ

て
は
建
物
の
外
壁
に
い
ま
だ
に
弾
痕
が
生
々
し
く
残
る
。

　
南
部
の
世
界
遺
産
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
ア

ド
リ
ア
海
の
北
に
は
貴
族
の
避
暑
地
と
い
わ
れ
た
イ
ス
ト
ゥ
ラ
半
島

が
あ
る
。
対
岸
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
。
そ
の
海
辺
に
ロ
ヴ

ィ
ニ
と
い
う
小
さ
な
街
が
あ
り
、
な
か
な
か
の
景
観
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
。
山
上
に
「
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
教

会
（
＊
）」の
高
い
鐘
楼
を
い
た
だ
き
、
岬

な
の
に
海
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な
美
し
い

街
。

　
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
路
地
の
大
き
な
舗

石
を
た
ど
っ
て
山
上
ま
で
登
っ
て
い
く
と
、

強
大
だ
っ
た
国
力
を
感
じ
る
。

　
そ
の
ロ
ヴ
ィ
ニ
か
ら
タ
ク
シ
ー
ボ
ー
ト

で
海
上
を
10
分
ほ
ど
進
む
と
、
こ
の
長
い

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
る
。
景
勝
の
地
を

巡
り
な
が
ら
歩
い
て
い
っ
て
も
い
い
運
動

に
な
る
が
…
…
。

　
広
大
な
元
オ
リ
ー
ブ
園
を
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
富
豪
が
所
有
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、

そ
れ
を
リ
ゾ
ー
ト
開
発
し
た
も
の
。
出
来

上
が
っ
て
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
せ

い
か
最
新
施
設
に
は
な
い
落
ち
着
き
が
漂

っ
て
い
る
。
バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
流
層
が
家

族
連
れ
で
つ
め
か
け
る
と
い
う
。

　
そ
こ
に
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
前
に
6
日
間
滞

在
し
た
。
人
は
少
な
く
の
ん
び
り
。
レ
セ

バ
カ
ン
ス
向
き
の
長
期
滞
在
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト

RESORT VILLAS RUBIN
Add／Villas Rubin 1, 52210 Rovinj, Croatia
Phone／385 52 800 250
URL／https://www.maistra.com/rubin-rovinj
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旅のバスルーム

浦 一也
リゾート・ヴィラ・ルビン

文・スケッチ

クロアチア・ロヴィニ

Text &
 Sketch by U

ra K
azuya

ルビンのビーチ。

ロ
ヴ
ィ
ニ
の

景
観
。

絵
に
な
る
。

使いやすい
平面計画。

中庭にも大きな樹。

4243

＊
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
教
会
：
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
は
ロ

ヴ
ィ
ニ
の
守
護
聖
人
。
建
物
は
バ
ロ
ッ
ク
＝
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
様
式
で
鐘
楼
の
高
さ
は
60
m
も
あ
る
。

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築

家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
1
9
4
7
年

北
海
道
生
ま
れ
。
70
年

東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
工
芸
科
卒
業
。
72
年

同
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
建
設

計
入
社
。
99
〜
2
0
1

2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。

現
在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
主
宰
。
著
書

に
『
旅
は
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
』（
東
京
書
籍
・
光
文

社
）、『
測
っ
て
描
く
旅
』

（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ
ス

ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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独
立
コ
テ
ー
ジ
や
2
階

建
て
な
ど
、
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あ
る
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サ
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瓦
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。
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右
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。
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。
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、
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岩
の
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を
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詰
め
た
よ
う
な
白

い
ビ
ー
チ
ま
で
歩
く
。
海
は
透
明
。
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
・
ビ
ー
チ
は
独
占
状
態
に
近
い
。

　
ビ
ー
チ
に
水
着
ノ
ー
の
マ
ー
ク
が
付
い

た
一
画
が
あ
り
、
何
か
羽
織
ら
な
く
て
は

な
ら
な
い
の
か
と
思
っ
た
ら
水
着
着
用
禁

止
の
ナ
チ
ュ
リ
ス
ト
（
ヌ
ー
デ
ィ
ス
ト
）

・
エ
リ
ア
で
あ
り
ま
し
た
!

　
あ
わ
て
て
帰
っ
て
き
て
、
バ
ス
ル
ー
ム

で
シ
ャ
ワ
ー
を
使
っ
た
後
に
冷
え
た
白
ワ

イ
ン
。

　
危
な
か
っ
た
。

　
ク
ロ
ア
チ
ア
は
2
0
1
8
F
I
F
A
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ 

ロ
シ
ア

で
、
フ
ラ
ン
ス
と
優
勝
ま
で
争
っ
た
国
と
し
て
記
憶
に
新
し
い
。
あ

ん
な
に
強
い
と
は
思
わ
な
か
っ
た
。

　
バ
ル
カ
ン
半
島
で
は
昔
か
ら
い
ろ
い
ろ
と
大
き
な
紛
争
が
あ
り
、

ク
ロ
ア
チ
ア
は
1
9
9
1
年
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
か
ら
独
立
し
た
。
海

も
山
も
美
し
く
、
紛
争
が
あ
っ
た
と
は
信
じ
が
た
い
が
、
街
に
よ
っ

て
は
建
物
の
外
壁
に
い
ま
だ
に
弾
痕
が
生
々
し
く
残
る
。

　
南
部
の
世
界
遺
産
、
ド
ゥ
ブ
ロ
ヴ
ニ
ク
が
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
だ
が
、
ア

ド
リ
ア
海
の
北
に
は
貴
族
の
避
暑
地
と
い
わ
れ
た
イ
ス
ト
ゥ
ラ
半
島

が
あ
る
。
対
岸
は
イ
タ
リ
ア
の
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
。
そ
の
海
辺
に
ロ
ヴ

ィ
ニ
と
い
う
小
さ
な
街
が
あ
り
、
な
か
な
か
の
景
観
を
つ
く
り
出
し

て
い
る
。
山
上
に
「
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
教

会
（
＊
）」の
高
い
鐘
楼
を
い
た
だ
き
、
岬

な
の
に
海
に
浮
か
ぶ
島
の
よ
う
な
美
し
い

街
。

　
ツ
ル
ツ
ル
に
な
っ
た
路
地
の
大
き
な
舗

石
を
た
ど
っ
て
山
上
ま
で
登
っ
て
い
く
と
、

強
大
だ
っ
た
国
力
を
感
じ
る
。

　
そ
の
ロ
ヴ
ィ
ニ
か
ら
タ
ク
シ
ー
ボ
ー
ト

で
海
上
を
10
分
ほ
ど
進
む
と
、
こ
の
長
い

ビ
ー
チ
リ
ゾ
ー
ト
が
あ
る
。
景
勝
の
地
を

巡
り
な
が
ら
歩
い
て
い
っ
て
も
い
い
運
動

に
な
る
が
…
…
。

　
広
大
な
元
オ
リ
ー
ブ
園
を
オ
ー
ス
ト
リ

ア
の
富
豪
が
所
有
し
て
い
た
そ
う
だ
が
、

そ
れ
を
リ
ゾ
ー
ト
開
発
し
た
も
の
。
出
来

上
が
っ
て
か
ら
時
間
が
経
過
し
て
い
る
せ

い
か
最
新
施
設
に
は
な
い
落
ち
着
き
が
漂

っ
て
い
る
。
バ
カ
ン
ス
・
シ
ー
ズ
ン
に
は
、

た
く
さ
ん
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
中
流
層
が
家

族
連
れ
で
つ
め
か
け
る
と
い
う
。

　
そ
こ
に
ハ
イ
シ
ー
ズ
ン
前
に
6
日
間
滞

在
し
た
。
人
は
少
な
く
の
ん
び
り
。
レ
セ

バ
カ
ン
ス
向
き
の
長
期
滞
在
ア
パ
ー
ト
メ
ン
ト
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ルビンのビーチ。

ロ
ヴ
ィ
ニ
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景
観
。

絵
に
な
る
。

使いやすい
平面計画。

中庭にも大きな樹。
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＊
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
教
会
：
聖
エ
ウ
フ
ェ
ミ
ア
は
ロ

ヴ
ィ
ニ
の
守
護
聖
人
。
建
物
は
バ
ロ
ッ
ク
＝
ヴ
ェ
ネ

ツ
ィ
ア
様
式
で
鐘
楼
の
高
さ
は
60
m
も
あ
る
。

う
ら
・
か
ず
や
／
建
築

家
・
イ
ン
テ
リ
ア
デ
ザ

イ
ナ
ー
。
1
9
4
7
年

北
海
道
生
ま
れ
。
70
年

東
京
藝
術
大
学
美
術
学

部
工
芸
科
卒
業
。
72
年

同
大
学
大
学
院
修
士
課

程
修
了
。
同
年
日
建
設

計
入
社
。
99
〜
2
0
1

2
年
日
建
ス
ペ
ー
ス
デ

ザ
イ
ン
代
表
取
締
役
。

現
在
、
浦
一
也
デ
ザ
イ

ン
研
究
室
主
宰
。
著
書

に
『
旅
は
ゲ
ス
ト
ル
ー

ム
』（
東
京
書
籍
・
光
文

社
）、『
測
っ
て
描
く
旅
』

（
彰
国
社
）、『
旅
は
ゲ
ス

ト
ル
ー
ム
Ⅱ
』（
光
文
社
）

が
あ
る
。
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5 3

現
代

住
宅

併
走

Hirata Akihisa × Fujimori Terunobu

と
い
う
の
で
あ
る
。

　
S
字
形
と
か
ら
ま
り
し
ろ
は
、
じ

つ
は
一
体
に
ち
が
い
な
く
、
S
字
の

ふ
た
つ
の
端
は
外
部
と
の
関
係
を
求

め
て
、
あ
る
い
は
外
部
を
か
ら
め
と

ろ
う
と
伸
び
た
触
手
と
い
っ
て
も
い

い
。
ヘ
チ
マ
の
髭
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
同
じ
。

　
平
田
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

〈T
ree-ness H

ouse

〉
を
訪
れ
た
。

近
所
に
あ
る
鉄
骨
造
の
「O

verap 
H

ouse
」（
2
0
1
8
）
も
一
緒
に
見

て
の
第
一
印
象
を
述
べ
る
な
ら
「
ガ

　
建
築
史
家
と
し
て
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

性
に
着
目
す
る
の
は
、
20
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
出
現
す
る
質
だ
か
ら
だ
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
は
20
世
紀
と
い
う

科
学
技
術
の
世
紀
の
本
質
と
深
く
絡

ん
で
対
立
的
に
出
現
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
と
り
わ
け
日
本
は
先
進
地
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
根
は
震
災
復
興

期
の
今
和
次
郎
の
思
想
と
感
性
に
由

来
す
る
。

　
日
本
の
現
代
建
築

に
世
界
の
目
が
集
ま

る
第
一
は
妹
島
和
世

や
西
沢
立
衛
の
白
く

薄
い
建
築
に
ち
が
い

な
い
が
、
そ
れ
に
続

く
の
は
藤
本
や
平
田

の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
建

築
だ
ろ
う
。

　
実
物
を
訪
れ
て
み

よ
う
。
山
手
線
の
大

塚
駅
で
降
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と
坂
に
な

り
、
中
小
の
マ
ン
シ

ョ
ン
と
木
造
モ
ル
タ

ル
塗
り
の
2
階
建
て

住
宅
と
店
舗
が
並
び
、

そ
う
し
た
混
乱
状
態
に
電
信
柱
と
電

線
も
参
戦
し
て
…
…
。

　
そ
ん
な
現
代
の
都
市
周
辺
部
の
混

乱
し
た
光
景
の
な
か
に
目
指
す
建
物

は
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
た
ず
ま

い
は
初
の
目
撃
と
な
る
。
周
囲
の
様

子
に
構
わ
ず
ハ
キ
ダ
メ
に
鶴
状
態
を

選
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ッ
ク
と
背

筋
を
伸
ば
し
な
が
ら
上
階
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
強
ま
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

け
で
も
柱
を
立
て
て
全
面
オ
ー
プ
ン

に
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
確
か
に
壁

が
存
在
し
な
が
ら
、
し
か
し
開
い
て

い
る
と
も
閉
じ
て
い
る
と
も
と
れ
る

不
思
議
な
内
外
の
関
係
を
生
み
出
す
。

　
S
字
形
の
発
見
者
と
し
て
ま
ず
意

識
し
、
次
に
「
か
ら
ま
り
し
ろ
」
と

い
う
言
葉
に
新
鮮
さ
を
覚
え
た
。
ふ

つ
う
建
築
家
は
こ
う
い
う
日
常
的
語

彙
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ず
、
も
っ

と
抽
象
化
し
た
が
る
。
建
築
の
外
寄

り
に
外
部
の
空
間
や
建
築
と
関
係
す

る
部
分
（
し
ろ
）
を
残
し
て
お
こ
う

田
晃
久
の
設
計
で
最
初
に

注
目
し
た
の
は
、
断
面
が

S
字
形
を
し
た
2
階
建
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
（
実

現
せ
ず
）
だ
っ
た
。
藤
本
壮
介
の
青

森
県
立
美
術
館
コ
ン
ペ
案
の
衝
撃
的

平
面
図
と
同
じ
考
え
方
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
し
、「
平
田
が
考
え
た
こ
と
を

藤
本
が
先
に
や
る
」
と
も
聞
い
て
い

た
か
ら
だ
。
藤
本
に
聞
く
と
「
平
田

は
考
え
す
ぎ
て
ち
っ
と
も
や
ら
な
い

か
ら
…
…
」。

　
S
字
形
は
、
箱
と
し
て
閉
じ
る
わ

に
よ
り
周
囲
の
混
乱
と
上
手
に
調
停

状
態
を
保
つ
ば
か
り
か
、
ハ
キ
ダ
メ

に
明
る
い
未
来
を
さ
え
映
し
出
し
て

い
る
。

　
も
し
上
階
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
部
が

打
放
し
だ
け
だ
っ
た
ら
未
来
は
悲
惨

だ
が
、
植
え
込
ま
れ
た
緑
が
そ
れ
を

あ
ら
か
じ
め
救
っ
て
い
る
。
救
済
者

と
し
て
の
緑
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
建
築
緑
化
に
努
め
、

古
今
東
西
の
実
例
を
訪
れ
て
き
た
が
、

こ
う
い
う
建
築
と
緑
の
あ
り
方
、
こ

う
い
う
都
市
と
建
築
と
緑
の
あ
り
方

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
微
分
さ

れ
た
建
築
が
微
分
さ
れ
た
草
木
を
纏

う
こ
と
に
よ
り
か
ら
ま
り
し
ろ
を
形

成
し
て
、
周
囲
の
都
市
空
間
を
か
ら

め
と
り
、
建
築
単
体
を
超
え
て
イ
メ

ー
ジ
を
あ
た
り
に
向
け
て
膨
ら
ま
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

か
い
の
ビ
ル
の
踊
り
場
か

ら
眺
め
な
が
ら
、
緑
の
力
、

効
用
に
つ
い
て
考
え
た
。

緑
と
い
う
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
建
築
に

対
し
て
中
立
的
で
あ
る
。
人
類
や
建

築
が
生
ま
れ
る
は
る
か
前
か
ら
地
上

に
繁
茂
し
て
き
た
か
ら
当
然
の
こ
と
。

中
立
的
と
い
う
こ
と
は
、
対
立
的
な

デ
ザ
イ
ン
や
材
料
、
た
と
え
ば
自
然

素
材
対
工
業
製
品
の
あ
い
だ
に
立
っ

て
両
者
の
対
立
を
調
停
す
る
力
を
も

つ
。
か
ら
ま
り
し
ろ
が
外
の
も
の
を

か
ら
め
と
る
た
め
に
は
ノ
リ
シ
ロ（
糊

代
）
の
ノ
リ
に
あ
た
る
接
着
剤
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
緑
な
の
で
は

な
い
か
。

　
し
ば
し
外
か
ら
眺
め
て
あ
れ
こ
れ

思
っ
て
か
ら
、
平
田
に
案
内
さ
れ
て

建
物
の
中
へ
入
っ
た
。

　
細
い
ビ
ル
の
中
の
打
放
し
に
囲
ま

れ
た
動
線（
通
路
、
階
段
、
踊
り
場
）

を
た
ど
り
、
右
に
曲
が
り
左
に
折
れ
、

身
体
の
向
き
を
そ
の
た
び
ご
と
に
変

え
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
開
口

す
る
上
手
な
造
り
の
窓
や
ド
ア
に
目

を
や
り
な
が
ら
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の

居
住
階
に
至
る
。
す
べ
て
が
狭
い
け

れ
ど
平
面
は
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る

し
、
各
部
の
デ
ザ
イ
ン
も
充
実
し
て

い
る
。

孝
光
の
「
塔
の
家
」（
1
9

6
6
）
に
初
め
て
入
っ
た

と
き
の
感
動
を
思
い
出
し

た
。
日
本
に
固
有
の
都
市
の
狭
小
敷

地
が
若
い
建
築
家
の
脳
を
絞
り
、
こ

う
し
た
手
品
の
よ
う
に
よ
く
で
き
た

小
住
宅
を
滴
り
出
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
海
外
の
若
い
建
築
家
は
敏
感
に
反

応
す
る
。

　
最
後
に
、
ド
ア
か
ら
外
の
緑
化
部

分
に
出
て
、
段
差
を
た
ど
り
な
が
ら

下
の
階
に
至
り
、
ま
た
中
に
戻
っ
た
。

微
分
さ
れ
た
緑
化
部
分
は
思
い
の
ほ

か
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
土
壌
も

難
題
と
な
る
給
水
も
こ
れ
な
ら
大
丈

夫
。
と
り
わ
け
納
得
し
た
の
は
緑
化

部
分
の
造
り
で
、「
ひ
だ
（
と
呼
ば
れ

る
ボ
ッ
ク
ス
）」を
軀
体
に
取
り
付
け

て
い
る
。
工
場
で
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
ト
さ
れ
た
鉄
板
捨
て
型
材
に
現
場

打
ち
無
縮
モ
ル
タ
ル
を
施
す
こ
と
で

こ
れ
だ
け
薄
く
で
き
た
。
緑
化
の
視

覚
的
ポ
イ
ン
ト
は
細
部
の
造
り
に
あ

り
、
た
と
え
ば
緑
の
ま
わ
り
に
現
れ

る
縁
の
厚
み
の
調
整
に
あ
る
。
伊
東

豊
雄
の
初
緑
化
の「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」

（
2
0
0
5
）は
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
か
っ
た
。
厚
い
と
緑
が
死
ぬ

し
、
薄
す
ぎ
る
と
建
築
が
死
ぬ
。

「
現
代
住
宅
併
走
」
を
う
た
い
な
が

ら
、
現
代
の
最
前
線
か
ら
は
遠
い
作

品
ば
か
り
続
い
た
が
、
今
回
は
タ
イ

ト
ル
ど
お
り
。

平

チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
い
る
」
だ
っ
た
。

こ
れ
は
住
宅
に
留
ま
ら
ず
平
田
の
近

年
の
代
表
作
「
太
田
市
美
術
館
・
図

書
館
」（
17
）
も
そ
う
。
外
観
が
、
建

築
的
造
形
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
対

称
形
は
む
ろ
ん
、
四
角
を
と
ら
ず
、

出
た
り
入
っ
た
り
、
突
き
出
し
た
り

凹
ん
だ
り
、
複
雑
に
凸
凹
す
る
。

　
こ
う
し
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
の
身

近
な
萌
芽
は
、
今
こ
う
書
き
な
が
ら

思
い
出
す
と
、
坂
本
一
成
の
住
宅
で
、

塚
本
由
晴
が
続
き
、
平
田
に
至
っ
て

い
る
。向

2
わ
ず
か
な
段
数
の
足
が
か
り
を

利
用
し
て

屋
上
へ
上
が
れ
る
よ
う
に

な
って
い
る
。

→

細
部
の

納
ま
り
も
よ
く

考
え
ら
れ
て
い
る
。

↓

打
放
し
と

「
ひ
だ（
と
呼
ば
れ
る

ボ
ッ
ク
ス
）」の

コ
ン
ビ
が
い
い
。

給
水
が
ち
ゃ
ん
と

し
て
い
る
か
ら

緑
も
元
気
。
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と
い
う
の
で
あ
る
。

　
S
字
形
と
か
ら
ま
り
し
ろ
は
、
じ

つ
は
一
体
に
ち
が
い
な
く
、
S
字
の

ふ
た
つ
の
端
は
外
部
と
の
関
係
を
求

め
て
、
あ
る
い
は
外
部
を
か
ら
め
と

ろ
う
と
伸
び
た
触
手
と
い
っ
て
も
い

い
。
ヘ
チ
マ
の
髭
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
同
じ
。

　
平
田
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

〈T
ree-ness H

ouse

〉
を
訪
れ
た
。

近
所
に
あ
る
鉄
骨
造
の
「O

verap 
H

ouse

」（
2
0
1
8
）
も
一
緒
に
見

て
の
第
一
印
象
を
述
べ
る
な
ら
「
ガ

　
建
築
史
家
と
し
て
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

性
に
着
目
す
る
の
は
、
20
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
出
現
す
る
質
だ
か
ら
だ
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
は
20
世
紀
と
い
う

科
学
技
術
の
世
紀
の
本
質
と
深
く
絡

ん
で
対
立
的
に
出
現
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
と
り
わ
け
日
本
は
先
進
地
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
根
は
震
災
復
興

期
の
今
和
次
郎
の
思
想
と
感
性
に
由

来
す
る
。

　
日
本
の
現
代
建
築

に
世
界
の
目
が
集
ま

る
第
一
は
妹
島
和
世

や
西
沢
立
衛
の
白
く

薄
い
建
築
に
ち
が
い

な
い
が
、
そ
れ
に
続

く
の
は
藤
本
や
平
田

の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
建

築
だ
ろ
う
。

　
実
物
を
訪
れ
て
み

よ
う
。
山
手
線
の
大

塚
駅
で
降
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と
坂
に
な

り
、
中
小
の
マ
ン
シ

ョ
ン
と
木
造
モ
ル
タ

ル
塗
り
の
2
階
建
て

住
宅
と
店
舗
が
並
び
、

そ
う
し
た
混
乱
状
態
に
電
信
柱
と
電

線
も
参
戦
し
て
…
…
。

　
そ
ん
な
現
代
の
都
市
周
辺
部
の
混

乱
し
た
光
景
の
な
か
に
目
指
す
建
物

は
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
た
ず
ま

い
は
初
の
目
撃
と
な
る
。
周
囲
の
様

子
に
構
わ
ず
ハ
キ
ダ
メ
に
鶴
状
態
を

選
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ッ
ク
と
背

筋
を
伸
ば
し
な
が
ら
上
階
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
強
ま
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

け
で
も
柱
を
立
て
て
全
面
オ
ー
プ
ン

に
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
確
か
に
壁

が
存
在
し
な
が
ら
、
し
か
し
開
い
て

い
る
と
も
閉
じ
て
い
る
と
も
と
れ
る

不
思
議
な
内
外
の
関
係
を
生
み
出
す
。

　
S
字
形
の
発
見
者
と
し
て
ま
ず
意

識
し
、
次
に
「
か
ら
ま
り
し
ろ
」
と

い
う
言
葉
に
新
鮮
さ
を
覚
え
た
。
ふ

つ
う
建
築
家
は
こ
う
い
う
日
常
的
語

彙
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ず
、
も
っ

と
抽
象
化
し
た
が
る
。
建
築
の
外
寄

り
に
外
部
の
空
間
や
建
築
と
関
係
す

る
部
分
（
し
ろ
）
を
残
し
て
お
こ
う

田
晃
久
の
設
計
で
最
初
に

注
目
し
た
の
は
、
断
面
が

S
字
形
を
し
た
2
階
建
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
（
実

現
せ
ず
）
だ
っ
た
。
藤
本
壮
介
の
青

森
県
立
美
術
館
コ
ン
ペ
案
の
衝
撃
的

平
面
図
と
同
じ
考
え
方
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
し
、「
平
田
が
考
え
た
こ
と
を

藤
本
が
先
に
や
る
」
と
も
聞
い
て
い

た
か
ら
だ
。
藤
本
に
聞
く
と
「
平
田

は
考
え
す
ぎ
て
ち
っ
と
も
や
ら
な
い

か
ら
…
…
」。

　
S
字
形
は
、
箱
と
し
て
閉
じ
る
わ

に
よ
り
周
囲
の
混
乱
と
上
手
に
調
停

状
態
を
保
つ
ば
か
り
か
、
ハ
キ
ダ
メ

に
明
る
い
未
来
を
さ
え
映
し
出
し
て

い
る
。

　
も
し
上
階
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
部
が

打
放
し
だ
け
だ
っ
た
ら
未
来
は
悲
惨

だ
が
、
植
え
込
ま
れ
た
緑
が
そ
れ
を

あ
ら
か
じ
め
救
っ
て
い
る
。
救
済
者

と
し
て
の
緑
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
建
築
緑
化
に
努
め
、

古
今
東
西
の
実
例
を
訪
れ
て
き
た
が
、

こ
う
い
う
建
築
と
緑
の
あ
り
方
、
こ

う
い
う
都
市
と
建
築
と
緑
の
あ
り
方

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
微
分
さ

れ
た
建
築
が
微
分
さ
れ
た
草
木
を
纏

う
こ
と
に
よ
り
か
ら
ま
り
し
ろ
を
形

成
し
て
、
周
囲
の
都
市
空
間
を
か
ら

め
と
り
、
建
築
単
体
を
超
え
て
イ
メ

ー
ジ
を
あ
た
り
に
向
け
て
膨
ら
ま
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

か
い
の
ビ
ル
の
踊
り
場
か

ら
眺
め
な
が
ら
、
緑
の
力
、

効
用
に
つ
い
て
考
え
た
。

緑
と
い
う
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
建
築
に

対
し
て
中
立
的
で
あ
る
。
人
類
や
建

築
が
生
ま
れ
る
は
る
か
前
か
ら
地
上

に
繁
茂
し
て
き
た
か
ら
当
然
の
こ
と
。

中
立
的
と
い
う
こ
と
は
、
対
立
的
な

デ
ザ
イ
ン
や
材
料
、
た
と
え
ば
自
然

素
材
対
工
業
製
品
の
あ
い
だ
に
立
っ

て
両
者
の
対
立
を
調
停
す
る
力
を
も

つ
。
か
ら
ま
り
し
ろ
が
外
の
も
の
を

か
ら
め
と
る
た
め
に
は
ノ
リ
シ
ロ（
糊

代
）
の
ノ
リ
に
あ
た
る
接
着
剤
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
緑
な
の
で
は

な
い
か
。

　
し
ば
し
外
か
ら
眺
め
て
あ
れ
こ
れ

思
っ
て
か
ら
、
平
田
に
案
内
さ
れ
て

建
物
の
中
へ
入
っ
た
。

　
細
い
ビ
ル
の
中
の
打
放
し
に
囲
ま

れ
た
動
線（
通
路
、
階
段
、
踊
り
場
）

を
た
ど
り
、
右
に
曲
が
り
左
に
折
れ
、

身
体
の
向
き
を
そ
の
た
び
ご
と
に
変

え
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
開
口

す
る
上
手
な
造
り
の
窓
や
ド
ア
に
目

を
や
り
な
が
ら
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の

居
住
階
に
至
る
。
す
べ
て
が
狭
い
け

れ
ど
平
面
は
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る

し
、
各
部
の
デ
ザ
イ
ン
も
充
実
し
て

い
る
。

孝
光
の
「
塔
の
家
」（
1
9

6
6
）
に
初
め
て
入
っ
た

と
き
の
感
動
を
思
い
出
し

た
。
日
本
に
固
有
の
都
市
の
狭
小
敷

地
が
若
い
建
築
家
の
脳
を
絞
り
、
こ

う
し
た
手
品
の
よ
う
に
よ
く
で
き
た

小
住
宅
を
滴
り
出
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
海
外
の
若
い
建
築
家
は
敏
感
に
反

応
す
る
。

　
最
後
に
、
ド
ア
か
ら
外
の
緑
化
部

分
に
出
て
、
段
差
を
た
ど
り
な
が
ら

下
の
階
に
至
り
、
ま
た
中
に
戻
っ
た
。

微
分
さ
れ
た
緑
化
部
分
は
思
い
の
ほ

か
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
土
壌
も

難
題
と
な
る
給
水
も
こ
れ
な
ら
大
丈

夫
。
と
り
わ
け
納
得
し
た
の
は
緑
化

部
分
の
造
り
で
、「
ひ
だ
（
と
呼
ば
れ

る
ボ
ッ
ク
ス
）」を
軀
体
に
取
り
付
け

て
い
る
。
工
場
で
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
ト
さ
れ
た
鉄
板
捨
て
型
材
に
現
場

打
ち
無
縮
モ
ル
タ
ル
を
施
す
こ
と
で

こ
れ
だ
け
薄
く
で
き
た
。
緑
化
の
視

覚
的
ポ
イ
ン
ト
は
細
部
の
造
り
に
あ

り
、
た
と
え
ば
緑
の
ま
わ
り
に
現
れ

る
縁
の
厚
み
の
調
整
に
あ
る
。
伊
東

豊
雄
の
初
緑
化
の「
ぐ
り
ん
ぐ
り
ん
」

（
2
0
0
5
）は
こ
れ
が
う
ま
く
い
っ

て
い
な
か
っ
た
。
厚
い
と
緑
が
死
ぬ

し
、
薄
す
ぎ
る
と
建
築
が
死
ぬ
。

「
現
代
住
宅
併
走
」
を
う
た
い
な
が

ら
、
現
代
の
最
前
線
か
ら
は
遠
い
作

品
ば
か
り
続
い
た
が
、
今
回
は
タ
イ

ト
ル
ど
お
り
。

平

チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
い
る
」
だ
っ
た
。

こ
れ
は
住
宅
に
留
ま
ら
ず
平
田
の
近

年
の
代
表
作
「
太
田
市
美
術
館
・
図

書
館
」（
17
）
も
そ
う
。
外
観
が
、
建

築
的
造
形
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
対

称
形
は
む
ろ
ん
、
四
角
を
と
ら
ず
、

出
た
り
入
っ
た
り
、
突
き
出
し
た
り

凹
ん
だ
り
、
複
雑
に
凸
凹
す
る
。

　
こ
う
し
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
の
身

近
な
萌
芽
は
、
今
こ
う
書
き
な
が
ら

思
い
出
す
と
、
坂
本
一
成
の
住
宅
で
、

塚
本
由
晴
が
続
き
、
平
田
に
至
っ
て

い
る
。向

2
わ
ず
か
な
段
数
の
足
が
か
り
を

利
用
し
て

屋
上
へ
上
が
れ
る
よ
う
に

な
って
い
る
。

→
細
部
の

納
ま
り
も
よ
く

考
え
ら
れ
て
い
る
。

↓

打
放
し
と

「
ひ
だ（
と
呼
ば
れ
る

ボ
ッ
ク
ス
）」の

コ
ン
ビ
が
い
い
。

給
水
が
ち
ゃ
ん
と

し
て
い
る
か
ら

緑
も
元
気
。
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と
い
う
の
で
あ
る
。

　
S
字
形
と
か
ら
ま
り
し
ろ
は
、
じ

つ
は
一
体
に
ち
が
い
な
く
、
S
字
の

ふ
た
つ
の
端
は
外
部
と
の
関
係
を
求

め
て
、
あ
る
い
は
外
部
を
か
ら
め
と

ろ
う
と
伸
び
た
触
手
と
い
っ
て
も
い

い
。
ヘ
チ
マ
の
髭
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
同
じ
。

　
平
田
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

〈T
ree-ness H

ouse

〉
を
訪
れ
た
。

近
所
に
あ
る
鉄
骨
造
の
「O

verap 
H

ouse

」（
2
0
1
8
）
も
一
緒
に
見

て
の
第
一
印
象
を
述
べ
る
な
ら
「
ガ

　
建
築
史
家
と
し
て
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

性
に
着
目
す
る
の
は
、
20
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
出
現
す
る
質
だ
か
ら
だ
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
は
20
世
紀
と
い
う

科
学
技
術
の
世
紀
の
本
質
と
深
く
絡

ん
で
対
立
的
に
出
現
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
と
り
わ
け
日
本
は
先
進
地
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
根
は
震
災
復
興

期
の
今
和
次
郎
の
思
想
と
感
性
に
由

来
す
る
。

　
日
本
の
現
代
建
築

に
世
界
の
目
が
集
ま

る
第
一
は
妹
島
和
世

や
西
沢
立
衛
の
白
く

薄
い
建
築
に
ち
が
い

な
い
が
、
そ
れ
に
続

く
の
は
藤
本
や
平
田

の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
建

築
だ
ろ
う
。

　
実
物
を
訪
れ
て
み

よ
う
。
山
手
線
の
大

塚
駅
で
降
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と
坂
に
な

り
、
中
小
の
マ
ン
シ

ョ
ン
と
木
造
モ
ル
タ

ル
塗
り
の
2
階
建
て

住
宅
と
店
舗
が
並
び
、

そ
う
し
た
混
乱
状
態
に
電
信
柱
と
電

線
も
参
戦
し
て
…
…
。

　
そ
ん
な
現
代
の
都
市
周
辺
部
の
混

乱
し
た
光
景
の
な
か
に
目
指
す
建
物

は
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
た
ず
ま

い
は
初
の
目
撃
と
な
る
。
周
囲
の
様

子
に
構
わ
ず
ハ
キ
ダ
メ
に
鶴
状
態
を

選
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ッ
ク
と
背

筋
を
伸
ば
し
な
が
ら
上
階
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
強
ま
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

け
で
も
柱
を
立
て
て
全
面
オ
ー
プ
ン

に
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
確
か
に
壁

が
存
在
し
な
が
ら
、
し
か
し
開
い
て

い
る
と
も
閉
じ
て
い
る
と
も
と
れ
る

不
思
議
な
内
外
の
関
係
を
生
み
出
す
。

　
S
字
形
の
発
見
者
と
し
て
ま
ず
意

識
し
、
次
に
「
か
ら
ま
り
し
ろ
」
と

い
う
言
葉
に
新
鮮
さ
を
覚
え
た
。
ふ

つ
う
建
築
家
は
こ
う
い
う
日
常
的
語

彙
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ず
、
も
っ

と
抽
象
化
し
た
が
る
。
建
築
の
外
寄

り
に
外
部
の
空
間
や
建
築
と
関
係
す

る
部
分
（
し
ろ
）
を
残
し
て
お
こ
う

田
晃
久
の
設
計
で
最
初
に

注
目
し
た
の
は
、
断
面
が

S
字
形
を
し
た
2
階
建
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
（
実

現
せ
ず
）
だ
っ
た
。
藤
本
壮
介
の
青

森
県
立
美
術
館
コ
ン
ペ
案
の
衝
撃
的

平
面
図
と
同
じ
考
え
方
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
し
、「
平
田
が
考
え
た
こ
と
を

藤
本
が
先
に
や
る
」
と
も
聞
い
て
い

た
か
ら
だ
。
藤
本
に
聞
く
と
「
平
田

は
考
え
す
ぎ
て
ち
っ
と
も
や
ら
な
い

か
ら
…
…
」。

　
S
字
形
は
、
箱
と
し
て
閉
じ
る
わ

に
よ
り
周
囲
の
混
乱
と
上
手
に
調
停

状
態
を
保
つ
ば
か
り
か
、
ハ
キ
ダ
メ

に
明
る
い
未
来
を
さ
え
映
し
出
し
て

い
る
。

　
も
し
上
階
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
部
が

打
放
し
だ
け
だ
っ
た
ら
未
来
は
悲
惨

だ
が
、
植
え
込
ま
れ
た
緑
が
そ
れ
を

あ
ら
か
じ
め
救
っ
て
い
る
。
救
済
者

と
し
て
の
緑
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
建
築
緑
化
に
努
め
、

古
今
東
西
の
実
例
を
訪
れ
て
き
た
が
、

こ
う
い
う
建
築
と
緑
の
あ
り
方
、
こ

う
い
う
都
市
と
建
築
と
緑
の
あ
り
方

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
微
分
さ

れ
た
建
築
が
微
分
さ
れ
た
草
木
を
纏

う
こ
と
に
よ
り
か
ら
ま
り
し
ろ
を
形

成
し
て
、
周
囲
の
都
市
空
間
を
か
ら

め
と
り
、
建
築
単
体
を
超
え
て
イ
メ

ー
ジ
を
あ
た
り
に
向
け
て
膨
ら
ま
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

か
い
の
ビ
ル
の
踊
り
場
か

ら
眺
め
な
が
ら
、
緑
の
力
、

効
用
に
つ
い
て
考
え
た
。

緑
と
い
う
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
建
築
に

対
し
て
中
立
的
で
あ
る
。
人
類
や
建

築
が
生
ま
れ
る
は
る
か
前
か
ら
地
上

に
繁
茂
し
て
き
た
か
ら
当
然
の
こ
と
。

中
立
的
と
い
う
こ
と
は
、
対
立
的
な

デ
ザ
イ
ン
や
材
料
、
た
と
え
ば
自
然

素
材
対
工
業
製
品
の
あ
い
だ
に
立
っ

て
両
者
の
対
立
を
調
停
す
る
力
を
も

つ
。
か
ら
ま
り
し
ろ
が
外
の
も
の
を

か
ら
め
と
る
た
め
に
は
ノ
リ
シ
ロ（
糊

代
）
の
ノ
リ
に
あ
た
る
接
着
剤
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
緑
な
の
で
は

な
い
か
。

　
し
ば
し
外
か
ら
眺
め
て
あ
れ
こ
れ

思
っ
て
か
ら
、
平
田
に
案
内
さ
れ
て

建
物
の
中
へ
入
っ
た
。

　
細
い
ビ
ル
の
中
の
打
放
し
に
囲
ま

れ
た
動
線（
通
路
、
階
段
、
踊
り
場
）

を
た
ど
り
、
右
に
曲
が
り
左
に
折
れ
、

身
体
の
向
き
を
そ
の
た
び
ご
と
に
変

え
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
開
口

す
る
上
手
な
造
り
の
窓
や
ド
ア
に
目

を
や
り
な
が
ら
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の

居
住
階
に
至
る
。
す
べ
て
が
狭
い
け

れ
ど
平
面
は
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る

し
、
各
部
の
デ
ザ
イ
ン
も
充
実
し
て

い
る
。

孝
光
の
「
塔
の
家
」（
1
9

6
6
）
に
初
め
て
入
っ
た

と
き
の
感
動
を
思
い
出
し

た
。
日
本
に
固
有
の
都
市
の
狭
小
敷

地
が
若
い
建
築
家
の
脳
を
絞
り
、
こ

う
し
た
手
品
の
よ
う
に
よ
く
で
き
た

小
住
宅
を
滴
り
出
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
海
外
の
若
い
建
築
家
は
敏
感
に
反

応
す
る
。

　
最
後
に
、
ド
ア
か
ら
外
の
緑
化
部

分
に
出
て
、
段
差
を
た
ど
り
な
が
ら

下
の
階
に
至
り
、
ま
た
中
に
戻
っ
た
。

微
分
さ
れ
た
緑
化
部
分
は
思
い
の
ほ

か
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
土
壌
も

難
題
と
な
る
給
水
も
こ
れ
な
ら
大
丈

夫
。
と
り
わ
け
納
得
し
た
の
は
緑
化

部
分
の
造
り
で
、「
ひ
だ
（
と
呼
ば
れ

る
ボ
ッ
ク
ス
）」を
軀
体
に
取
り
付
け

て
い
る
。
工
場
で
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
ト
さ
れ
た
鉄
板
捨
て
型
枠
に
現
場

打
ち
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
を
施
す
こ
と

で
こ
れ
だ
け
薄
く
で
き
た
。
緑
化
の

視
覚
的
ポ
イ
ン
ト
は
細
部
の
造
り
に

あ
り
、
た
と
え
ば
緑
の
ま
わ
り
に
現

れ
る
縁
の
厚
み
の
調
整
に
あ
る
。
伊

東
豊
雄
の
初
緑
化
の
「
ぐ
り
ん
ぐ
り

ん
」（
2
0
0
5
）
は
こ
れ
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
厚
い
と
緑
が

死
ぬ
し
、
薄
す
ぎ
る
と
建
築
が
死
ぬ
。

「
現
代
住
宅
併
走
」
を
う
た
い
な
が

ら
、
現
代
の
最
前
線
か
ら
は
遠
い
作

品
ば
か
り
続
い
た
が
、
今
回
は
タ
イ

ト
ル
ど
お
り
。

チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
い
る
」
だ
っ
た
。

こ
れ
は
住
宅
に
留
ま
ら
ず
平
田
の
近

年
の
代
表
作
「
太
田
市
美
術
館
・
図

書
館
」（
17
）
も
そ
う
。
外
観
が
、
建

築
的
造
形
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
対

称
形
は
む
ろ
ん
、
四
角
を
と
ら
ず
、

出
た
り
入
っ
た
り
、
突
き
出
し
た
り

凹
ん
だ
り
、
複
雑
に
凸
凹
す
る
。

　
こ
う
し
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
の
身

近
な
萌
芽
は
、
今
こ
う
書
き
な
が
ら

思
い
出
す
と
、
坂
本
一
成
の
住
宅
で
、

塚
本
由
晴
が
続
き
、
平
田
に
至
っ
て

い
る
。

東H
irata A

kihisa

Fujim
ori Terunobu

平田晃久

藤森照信
建築家。建築史家。東京大学名誉教授。
東京都江戸東京博物館館長。工学院大
学特任教授。おもな受賞＝『明治の東
京計画』（岩波書店）で毎日出版文化賞、

『建築探偵の冒険東京篇』（筑摩書房）で
日本デザイン文化
賞・サントリー学
芸賞、建築作品「赤
瀬川原平邸（ニラ・
ハウス）」（1997）で
日本芸術大賞、「熊
本県立農業大学校
学生寮」（2000）で
日本建築学会作品
賞。

建築概要
所在地 東京都豊島区
主要用途 共同住宅+ギャラリー
設計 平田晃久／
 平田晃久建築設計事務所
施工 大原工務所
敷地面積 139.55㎡
建築面積 99.68㎡
延床面積 331.38㎡
階数 地上5階
構造 鉄筋コンクリート造
竣工 2017年

ひらた・あきひさ／ 1971年、大阪に生
まれ、京都大学建築学科を94年に卒業。
伊東豊雄の事務所に入り、2005年に独
立し、学生時代から旧知の藤本壮介と
ふたりで事務所のごとき状態を始める
も、当然のように仕事はなく、コンペ
と論議の日々。アンビルドの計画案と
コンペ案とその理
論で次第に注目さ
れるようになる。
06年に、デビュー
作「桝 屋 本 店」が
実現し、17年には

「太 田 市 美 術 館・
図書館」が竣工。18
年より母校の教授
を務める。
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と
い
う
の
で
あ
る
。

　
S
字
形
と
か
ら
ま
り
し
ろ
は
、
じ

つ
は
一
体
に
ち
が
い
な
く
、
S
字
の

ふ
た
つ
の
端
は
外
部
と
の
関
係
を
求

め
て
、
あ
る
い
は
外
部
を
か
ら
め
と

ろ
う
と
伸
び
た
触
手
と
い
っ
て
も
い

い
。
ヘ
チ
マ
の
髭
や
イ
ソ
ギ
ン
チ
ャ

ク
の
触
手
に
同
じ
。

　
平
田
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
の

〈T
ree-ness H

ouse

〉
を
訪
れ
た
。

近
所
に
あ
る
鉄
骨
造
の
「O

verap 
H

ouse

」（
2
0
1
8
）
も
一
緒
に
見

て
の
第
一
印
象
を
述
べ
る
な
ら
「
ガ

　
建
築
史
家
と
し
て
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

性
に
着
目
す
る
の
は
、
20
世
紀
に
入

っ
て
初
め
て
出
現
す
る
質
だ
か
ら
だ
。

ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
は
20
世
紀
と
い
う

科
学
技
術
の
世
紀
の
本
質
と
深
く
絡

ん
で
対
立
的
に
出
現
し
た
に
ち
が
い

な
い
。
と
り
わ
け
日
本
は
先
進
地
に

ほ
か
な
ら
ず
、
そ
の
根
は
震
災
復
興

期
の
今
和
次
郎
の
思
想
と
感
性
に
由

来
す
る
。

　
日
本
の
現
代
建
築

に
世
界
の
目
が
集
ま

る
第
一
は
妹
島
和
世

や
西
沢
立
衛
の
白
く

薄
い
建
築
に
ち
が
い

な
い
が
、
そ
れ
に
続

く
の
は
藤
本
や
平
田

の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
建

築
だ
ろ
う
。

　
実
物
を
訪
れ
て
み

よ
う
。
山
手
線
の
大

塚
駅
で
降
り
、
し
ば

ら
く
進
む
と
坂
に
な

り
、
中
小
の
マ
ン
シ

ョ
ン
と
木
造
モ
ル
タ

ル
塗
り
の
2
階
建
て

住
宅
と
店
舗
が
並
び
、

そ
う
し
た
混
乱
状
態
に
電
信
柱
と
電

線
も
参
戦
し
て
…
…
。

　
そ
ん
な
現
代
の
都
市
周
辺
部
の
混

乱
し
た
光
景
の
な
か
に
目
指
す
建
物

は
立
っ
て
い
る
が
、
そ
の
た
た
ず
ま

い
は
初
の
目
撃
と
な
る
。
周
囲
の
様

子
に
構
わ
ず
ハ
キ
ダ
メ
に
鶴
状
態
を

選
ぶ
わ
け
で
は
な
く
、
ス
ッ
ク
と
背

筋
を
伸
ば
し
な
が
ら
上
階
に
行
く
に

し
た
が
っ
て
強
ま
る
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ

け
で
も
柱
を
立
て
て
全
面
オ
ー
プ
ン

に
す
る
わ
け
で
も
な
く
、
確
か
に
壁

が
存
在
し
な
が
ら
、
し
か
し
開
い
て

い
る
と
も
閉
じ
て
い
る
と
も
と
れ
る

不
思
議
な
内
外
の
関
係
を
生
み
出
す
。

　
S
字
形
の
発
見
者
と
し
て
ま
ず
意

識
し
、
次
に
「
か
ら
ま
り
し
ろ
」
と

い
う
言
葉
に
新
鮮
さ
を
覚
え
た
。
ふ

つ
う
建
築
家
は
こ
う
い
う
日
常
的
語

彙
で
自
分
の
考
え
を
述
べ
ず
、
も
っ

と
抽
象
化
し
た
が
る
。
建
築
の
外
寄

り
に
外
部
の
空
間
や
建
築
と
関
係
す

る
部
分
（
し
ろ
）
を
残
し
て
お
こ
う

田
晃
久
の
設
計
で
最
初
に

注
目
し
た
の
は
、
断
面
が

S
字
形
を
し
た
2
階
建
て

の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
住
宅
（
実

現
せ
ず
）
だ
っ
た
。
藤
本
壮
介
の
青

森
県
立
美
術
館
コ
ン
ペ
案
の
衝
撃
的

平
面
図
と
同
じ
考
え
方
が
そ
こ
に
は

あ
っ
た
し
、「
平
田
が
考
え
た
こ
と
を

藤
本
が
先
に
や
る
」
と
も
聞
い
て
い

た
か
ら
だ
。
藤
本
に
聞
く
と
「
平
田

は
考
え
す
ぎ
て
ち
っ
と
も
や
ら
な
い

か
ら
…
…
」。

　
S
字
形
は
、
箱
と
し
て
閉
じ
る
わ

に
よ
り
周
囲
の
混
乱
と
上
手
に
調
停

状
態
を
保
つ
ば
か
り
か
、
ハ
キ
ダ
メ

に
明
る
い
未
来
を
さ
え
映
し
出
し
て

い
る
。

　
も
し
上
階
の
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
部
が

打
放
し
だ
け
だ
っ
た
ら
未
来
は
悲
惨

だ
が
、
植
え
込
ま
れ
た
緑
が
そ
れ
を

あ
ら
か
じ
め
救
っ
て
い
る
。
救
済
者

と
し
て
の
緑
。

　
私
は
こ
れ
ま
で
建
築
緑
化
に
努
め
、

古
今
東
西
の
実
例
を
訪
れ
て
き
た
が
、

こ
う
い
う
建
築
と
緑
の
あ
り
方
、
こ

う
い
う
都
市
と
建
築
と
緑
の
あ
り
方

に
出
会
っ
た
こ
と
が
な
い
。
微
分
さ

れ
た
建
築
が
微
分
さ
れ
た
草
木
を
纏

う
こ
と
に
よ
り
か
ら
ま
り
し
ろ
を
形

成
し
て
、
周
囲
の
都
市
空
間
を
か
ら

め
と
り
、
建
築
単
体
を
超
え
て
イ
メ

ー
ジ
を
あ
た
り
に
向
け
て
膨
ら
ま
す

こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

か
い
の
ビ
ル
の
踊
り
場
か

ら
眺
め
な
が
ら
、
緑
の
力
、

効
用
に
つ
い
て
考
え
た
。

緑
と
い
う
存
在
は
あ
ら
ゆ
る
建
築
に

対
し
て
中
立
的
で
あ
る
。
人
類
や
建

築
が
生
ま
れ
る
は
る
か
前
か
ら
地
上

に
繁
茂
し
て
き
た
か
ら
当
然
の
こ
と
。

中
立
的
と
い
う
こ
と
は
、
対
立
的
な

デ
ザ
イ
ン
や
材
料
、
た
と
え
ば
自
然

素
材
対
工
業
製
品
の
あ
い
だ
に
立
っ

て
両
者
の
対
立
を
調
停
す
る
力
を
も

つ
。
か
ら
ま
り
し
ろ
が
外
の
も
の
を

か
ら
め
と
る
た
め
に
は
ノ
リ
シ
ロ（
糊

代
）
の
ノ
リ
に
あ
た
る
接
着
剤
が
必

要
に
な
る
が
、
そ
れ
が
緑
な
の
で
は

な
い
か
。

　
し
ば
し
外
か
ら
眺
め
て
あ
れ
こ
れ

思
っ
て
か
ら
、
平
田
に
案
内
さ
れ
て

建
物
の
中
へ
入
っ
た
。

　
細
い
ビ
ル
の
中
の
打
放
し
に
囲
ま

れ
た
動
線（
通
路
、
階
段
、
踊
り
場
）

を
た
ど
り
、
右
に
曲
が
り
左
に
折
れ
、

身
体
の
向
き
を
そ
の
た
び
ご
と
に
変

え
な
が
ら
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
開
口

す
る
上
手
な
造
り
の
窓
や
ド
ア
に
目

を
や
り
な
が
ら
、
ビ
ル
オ
ー
ナ
ー
の

居
住
階
に
至
る
。
す
べ
て
が
狭
い
け

れ
ど
平
面
は
よ
く
考
え
ら
れ
て
い
る

し
、
各
部
の
デ
ザ
イ
ン
も
充
実
し
て

い
る
。

孝
光
の
「
塔
の
家
」（
1
9

6
6
）
に
初
め
て
入
っ
た

と
き
の
感
動
を
思
い
出
し

た
。
日
本
に
固
有
の
都
市
の
狭
小
敷

地
が
若
い
建
築
家
の
脳
を
絞
り
、
こ

う
し
た
手
品
の
よ
う
に
よ
く
で
き
た

小
住
宅
を
滴
り
出
す
。
そ
し
て
そ
こ

に
海
外
の
若
い
建
築
家
は
敏
感
に
反

応
す
る
。

　
最
後
に
、
ド
ア
か
ら
外
の
緑
化
部

分
に
出
て
、
段
差
を
た
ど
り
な
が
ら

下
の
階
に
至
り
、
ま
た
中
に
戻
っ
た
。

微
分
さ
れ
た
緑
化
部
分
は
思
い
の
ほ

か
よ
く
考
え
ら
れ
て
お
り
、
土
壌
も

難
題
と
な
る
給
水
も
こ
れ
な
ら
大
丈

夫
。
と
り
わ
け
納
得
し
た
の
は
緑
化

部
分
の
造
り
で
、「
ひ
だ
（
と
呼
ば
れ

る
ボ
ッ
ク
ス
）」を
軀
体
に
取
り
付
け

て
い
る
。
工
場
で
プ
レ
フ
ァ
ブ
リ
ケ

ー
ト
さ
れ
た
鉄
板
捨
て
型
枠
に
現
場

打
ち
無
収
縮
モ
ル
タ
ル
を
施
す
こ
と

で
こ
れ
だ
け
薄
く
で
き
た
。
緑
化
の

視
覚
的
ポ
イ
ン
ト
は
細
部
の
造
り
に

あ
り
、
た
と
え
ば
緑
の
ま
わ
り
に
現

れ
る
縁
の
厚
み
の
調
整
に
あ
る
。
伊

東
豊
雄
の
初
緑
化
の
「
ぐ
り
ん
ぐ
り

ん
」（
2
0
0
5
）
は
こ
れ
が
う
ま
く

い
っ
て
い
な
か
っ
た
。
厚
い
と
緑
が

死
ぬ
し
、
薄
す
ぎ
る
と
建
築
が
死
ぬ
。

「
現
代
住
宅
併
走
」
を
う
た
い
な
が

ら
、
現
代
の
最
前
線
か
ら
は
遠
い
作

品
ば
か
り
続
い
た
が
、
今
回
は
タ
イ

ト
ル
ど
お
り
。

チ
ャ
ガ
チ
ャ
し
て
い
る
」
だ
っ
た
。

こ
れ
は
住
宅
に
留
ま
ら
ず
平
田
の
近

年
の
代
表
作
「
太
田
市
美
術
館
・
図

書
館
」（
17
）
も
そ
う
。
外
観
が
、
建

築
的
造
形
の
基
本
と
も
い
う
べ
き
対

称
形
は
む
ろ
ん
、
四
角
を
と
ら
ず
、

出
た
り
入
っ
た
り
、
突
き
出
し
た
り

凹
ん
だ
り
、
複
雑
に
凸
凹
す
る
。

　
こ
う
し
た
ガ
チ
ャ
ガ
チ
ャ
性
の
身

近
な
萌
芽
は
、
今
こ
う
書
き
な
が
ら

思
い
出
す
と
、
坂
本
一
成
の
住
宅
で
、

塚
本
由
晴
が
続
き
、
平
田
に
至
っ
て

い
る
。

東H
irata A

kihisa

Fujim
ori Terunobu

平田晃久

藤森照信
建築家。建築史家。東京大学名誉教授。
東京都江戸東京博物館館長。工学院大
学特任教授。おもな受賞＝『明治の東
京計画』（岩波書店）で毎日出版文化賞、

『建築探偵の冒険東京篇』（筑摩書房）で
日本デザイン文化
賞・サントリー学
芸賞、建築作品「赤
瀬川原平邸（ニラ・
ハウス）」（1997）で
日本芸術大賞、「熊
本県立農業大学校
学生寮」（2000）で
日本建築学会作品
賞。

建築概要
所在地 東京都豊島区
主要用途 共同住宅+ギャラリー
設計 平田晃久／
 平田晃久建築設計事務所
施工 大原工務所
敷地面積 139.55㎡
建築面積 99.68㎡
延床面積 331.38㎡
階数 地上5階
構造 鉄筋コンクリート造
竣工 2017年

ひらた・あきひさ／ 1971年、大阪に生
まれ、京都大学建築学科を94年に卒業。
伊東豊雄の事務所に入り、2005年に独
立し、学生時代から旧知の藤本壮介と
ふたりで事務所のごとき状態を始める
も、当然のように仕事はなく、コンペ
と論議の日々。アンビルドの計画案と
コンペ案とその理
論で次第に注目さ
れるようになる。
06年に、デビュー
作「桝 屋 本 店」が
実現し、17年には

「太 田 市 美 術 館・
図書館」が竣工。18
年より母校の教授
を務める。
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ⓒLuca Gabino

へ
り



取
材
・
文
／
大
山
直
美
　
写
真
／
李 

建
儒（
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
除
く
）

外
観
。
左
手
に
低
層
の
商
業
棟
、

右
手
に
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
。

「
茶
水
間
」（
給
湯
室
）も
ガ
ラ
ス
張
り

で
開
放
感
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
南
山
人
壽
の
意
向
に
よ
り
、
設

計
会
社
ば
か
り
か
、
外
装
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、
随

所
に
日
本
の
企
業
の
知
恵
や
技
術
が

多
く
生
か
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
ビ

ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。
む
ろ
ん
、
ト

イ
レ
も
例
外
で
は
な
い
。

「
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
の
ト
イ
レ
で
は

常
識
的
な
こ
と
で
も
、
台
湾
で
は
実

例
の
少
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
菱
地
所
設
計

と
T
O
T
O
の
知
識
と
経
験
を
も
と

に
、
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
三
菱
地
所
設

計
の
大
﨑
駿
一
さ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
の
商
業
施
設
や

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ト
イ
レ
で

は
、
衛
生
上
、
入
口
に
ド
ア
を
設
け

な
い
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、

台
湾
に
は
ま
だ
ド
ア
の
あ
る
ト
イ
レ

が
多
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
工
夫
に
よ

り
、
ド
ア
が
な
く
て
も
内
部
が
丸
見

え
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
衛
生
的
で
よ

い
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
台
湾
の
ト

イ
レ
は
、
ま
だ
床
に
水
を
流
し
て
掃

除
す
る
湿
式
清
掃
が
常
識
。
湿
式
で

は
な
く
乾
式
に
す
る
こ
と
で
菌
の
繁

殖
が
減
り
、
段
差
も
な
く
な
り
、
ブ

ー
ス
も
床
と
の
あ
い
だ
の
隙
間
が
な

く
な
る
こ
と
で
独
立
性
が
高
ま
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
。
さ
ら
に
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

を
全
面
設
置
し
た
の
も
、
台
湾
で
は

初
の
試
み
だ
っ
た
。
一
つ
ひ
と
つ
設

計
意
図
を
伝
え
、
い
ず
れ
も
施
主
の

賛
同
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　
黒
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
男
子

ト
イ
レ
と
、
木
の
温
か
み
を
感
じ
さ

せ
る
女
子
ト
イ
レ
は
、
ど
ち
ら
も
一

見
、
日
本
の
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス
や

商
業
施
設
の
ト
イ
レ
を
思
わ
せ
、
目

慣
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
む
し
ろ
違
和

感
が
な
い
が
、
初
め
て
見
る
台
湾
の

人
々
に
は
驚
き
の
連
続
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
外
国
の
設
計
者
が
ト

イ
レ
の
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
細
か
く
設

計
し
、
現
地
の
設
計
事
務
所
と
一
緒

に
日
本
で
の
設
計
監
理
と
同
程
度
の

設
計
監
修
ま
で
行
っ
た
例
は
滅
多
に

な
い
と
お
三
方
は
口
を
揃
え
る
。
ト

イ
レ
の
乾
式
清
掃
も
含
め
た
今
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
日
本

式
の
運
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
い
く
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
ト
イ
レ
先
進
国
日
本
か
ら
ま
る
ご

と
輸
出
さ
れ
た
よ
う
な
「
臺
北
南
山

廣
場
」
の
オ
フ
ィ
ス
ト
イ
レ
は
、
今

後
、
台
湾
の
水
ま
わ
り
空
間
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
起
爆
剤

に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

日
本
の
ト
イ
レ
の
品
質
が

台
湾
で
も
み
と
め
ら
れ
た

最
新
水
ま
わ
り
物
語

臺
北
南
山
廣
場
（
台
北
市
信
義
区
）

TA
IP

E
I N

A
N

SH
A

N
 P

L
A

Z
A

た

い

な

ん

ひ

ろ

ば

ざ

ん

ぺ
い
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Number

　
2
0
1
8
年
6
月
、
三
菱
地
所
設

計
が
設
計
を
手
が
け
た
「
臺
北
南
山

廣
場
」
が
台
北
市
信
義
区
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
フ

ィ
ス
タ
ワ
ー
、
商
業
施
設
、
文
化
施

設
の
3
棟
か
ら
な
る
大
規
模
複
合
開

発
で
、
事
業
主
は
台
湾
の
大
手
保
険

会
社
、
南
山
人
壽
保
險
股
份
有
限
公

司（
以
下
、
南
山
人
壽
）。
信
義
区
は

台
北
の
な
か
で
も
政
治
・
経
済
・
商

業
の
中
枢
で
、
敷
地
は
街
の
中
心
軸

の
南
端
に
位
置
し
、
台
湾
一
の
高
さ

を
誇
る
超
高
層
タ
ワ
ー
「
台
北
1
0

1
」
に
隣
接
す
る
と
い
う
都
心
の
超

一
等
地
だ
。

　
東
西
に
長
い
敷
地
は
か
つ
て
台
北

市
の
展
示
施
設
や
駐
車
場
が
存
在
し

て
い
た
土
地
。
市
は
そ
れ
を
50
年
の

定
期
借
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
再
開

発
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
、
事
業
者
と
設

計
者
の
ペ
ア
で
応
募
す
る
こ
と
が
条

件
の
コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。
南
山
人

壽
は
三
菱
地
所
設
計
に
声
を
か
け
、

国
際
的
な
有
名
建
築
家
も
参
加
し
た

こ
の
コ
ン
ペ
に
お
い
て
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
だ
両
社
の
案
は
み
ご
と
、
1
等

を
獲
得
し
た
の
だ
。

　
三
菱
地
所
設
計
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
同
社
の

藤
貴
彰
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
以
前
か
ら
日
本

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ト
ッ
プ
自

ら
丸
の
内
の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ビ
ル
単
体
の
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
、
街
の
雰
囲
気
や
に
ぎ
わ
い
の
つ

く
り
方
も
含
め
て
、
街
全
体
を
つ
く

れ
る
設
計
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
気

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
事
業
も
長
大
な
敷
地
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
人
の
流
れ
や
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
街
づ
く
り
で
す
か
ら
」

　
南
山
人
壽
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
築
に
は
し
た
い
が
、
絶
対
的
な
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
台
北
1
0
1
と
調
和

し
た
も
の
に
し
た
い
と
要
望
。
こ
れ

を
受
け
、
台
北
1
0
1
を
頂
上
と
と

ら
え
、
そ
れ
に
連
な
る
ゆ
る
や
か
な

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
、
半
分
ほ
ど
の
高

さ
2
7
2
m
の
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
を

中
心
に
、
台
北
1
0
1
に
隣
接
し
た

西
側
に
商
業
棟
、
オ
フ
ィ
ス
街
に
面

し
た
東
側
に
文
化
・
入
口
棟
を
配
し

た
。

　
感
謝
の
意
を
表
し
た
「
合
掌
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

は
地
上
48
階
建
て
。
ア
ジ
ア
一
の
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
あ

る
べ
き
姿
を
多
様
な
角
度
か
ら
模
索

し
た
と
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
結
果
、
基
準
階
高
4
・
8
m
、

天
井
高
3
・
2
m
と
い
う
空
間
に
ゆ

と
り
の
あ
る
執
務
室
と
し
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
に
は
、
日
本
で
も
先
端
の
技

術
を
導
入
し
、
上
下
2
層
の
カ
ゴ
が

同
時
に
動
く
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ

ベ
ー
タ
」
と
、
I
D
カ
ー
ド
を
か
ざ

す
と
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
自
分
の
オ

フ
ィ
ス
階
に
最
も
速
く
着
け
る
か
を

教
え
て
く
れ
る
「
行
先
予
報
シ
ス
テ

ム
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大

勢
が
一
度
に
、
か
つ
効
率
よ
く
移
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
と
執

務
室
を
つ
な
ぐ
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
内

装
設
計
も
、
現
地
の
設
計
事
務
所
で

は
な
く
三
菱
地
所
設
計
が
担
当
し
て

お
り
、
一
流
ホ
テ
ル
並
み
の
上
質
な

空
間
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
の
川
岸
昇
さ
ん
い
わ
く
、「
働

く
人
が
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
空
間
を
提
案
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
テ
ナ
ン
ト
側
の
壁
面
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ン
レ
ス
（
鏡
面
仕
上

げ
）
や
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
素
材
を
用

い
る
こ
と
で
高
級
感
を
出
し
た
り
、

廊
下
の
天
井
も
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
な

く
し
、
コ
ア
壁
側
の
上
部
の
ス
リ
ッ

ト
か
ら
間
接
照
明
で
照
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
井
面
を
す
っ
き
り
見
せ

て
い
ま
す
」。

　
基
準
階
の
共
用
施
設
で
画
期
的
な

の
は
、
各
階
に
「
淋
浴
間
」（
シ
ャ
ワ

ー
ブ
ー
ス
）
と
「
集
乳
室
」
を
備
え

た
点
だ
。

「
淋
浴
間
」
は
自
転
車
通
勤
者
や
就

業
前
後
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
向

け
に
設
置
。
ま
た
、「
集
乳
室
」
は
い

わ
ゆ
る
授
乳
室
で
は
な
く
、
搾
乳
を

行
う
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
。
長
い

育
休
を
と
る
女
性
が
少
な
く
な
い
日

本
と
異
な
り
、
台
湾
で
は
産
後
2
〜

3
カ
月
で
職
場
復
帰
す
る
女
性
が
大

半
と
い
う
お
国
事
情
も
あ
り
、
南
山

人
壽
か
ら
の
強
い
要
望
で
設
け
ら
れ

た
と
い
う
。「
淋
浴
間
」
は
ト
イ
レ
も

隣
接
し
た
ゆ
と
り
の
空
間
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
一
の

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の

オ
フ
ィ
ス
を
目
指
す

12F 臺北南山廣場オフィスタワー

男子トイレ

個室ブース。奥の壁は鏡張り。 小便器。書類を置ける低いライ
ニング。

十分なスペースが確保された多機能トイレ。

多機能トイレ

12F 男子トイレ・多機能トイレ平面図12F フロア平面図

1/1,000
N

1/200
N

執務室執務室

男子トイレ男子トイレ

茶水間
（給湯室）
茶水間

（給湯室）
淋浴間

（シャワー
ブース）

淋浴間
（シャワー

ブース）

多機能トイレ多機能トイレ

集乳室集乳室

女子トイレ女子トイレ

男子トイレ男子トイレ

男子トイレの全景。
乾式清掃対応の床や
汚垂石など、日本の
仕様を採用している。

天井高が3.2mある執
務室。

オフィスのエレベー
タホール。壁はオニ
キスの光壁。

オフィス階の共用ス
ペース。

左右2点、写真／鈴木久雄

多機能トイレ多機能トイレ
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取
材
・
文
／
大
山
直
美
　
写
真
／
李 

建
儒（
ポ
ー
ト
レ
イ
ト
を
除
く
）

外
観
。
左
手
に
低
層
の
商
業
棟
、

右
手
に
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
。

「
茶
水
間
」（
給
湯
室
）も
ガ
ラ
ス
張
り

で
開
放
感
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
南
山
人
壽
の
意
向
に
よ
り
、
設

計
会
社
ば
か
り
か
、
外
装
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、
随

所
に
日
本
の
企
業
の
知
恵
や
技
術
が

多
く
生
か
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
ビ

ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。
む
ろ
ん
、
ト

イ
レ
も
例
外
で
は
な
い
。

「
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
の
ト
イ
レ
で
は

常
識
的
な
こ
と
で
も
、
台
湾
で
は
実

例
の
少
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
菱
地
所
設
計

と
T
O
T
O
の
知
識
と
経
験
を
も
と

に
、
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
三
菱
地
所
設

計
の
大
﨑
駿
一
さ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
の
商
業
施
設
や

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ト
イ
レ
で

は
、
衛
生
上
、
入
口
に
ド
ア
を
設
け

な
い
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、

台
湾
に
は
ま
だ
ド
ア
の
あ
る
ト
イ
レ

が
多
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
工
夫
に
よ

り
、
ド
ア
が
な
く
て
も
内
部
が
丸
見

え
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
衛
生
的
で
よ

い
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
台
湾
の
ト

イ
レ
は
、
ま
だ
床
に
水
を
流
し
て
掃

除
す
る
湿
式
清
掃
が
常
識
。
湿
式
で

は
な
く
乾
式
に
す
る
こ
と
で
菌
の
繁

殖
が
減
り
、
段
差
も
な
く
な
り
、
ブ

ー
ス
も
床
と
の
あ
い
だ
の
隙
間
が
な

く
な
る
こ
と
で
独
立
性
が
高
ま
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
。
さ
ら
に
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

を
全
面
設
置
し
た
の
も
、
台
湾
で
は

初
の
試
み
だ
っ
た
。
一
つ
ひ
と
つ
設

計
意
図
を
伝
え
、
い
ず
れ
も
施
主
の

賛
同
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　
黒
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
男
子

ト
イ
レ
と
、
木
の
温
か
み
を
感
じ
さ

せ
る
女
子
ト
イ
レ
は
、
ど
ち
ら
も
一

見
、
日
本
の
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス
や

商
業
施
設
の
ト
イ
レ
を
思
わ
せ
、
目

慣
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
む
し
ろ
違
和

感
が
な
い
が
、
初
め
て
見
る
台
湾
の

人
々
に
は
驚
き
の
連
続
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
外
国
の
設
計
者
が
ト

イ
レ
の
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
細
か
く
設

計
し
、
現
地
の
設
計
事
務
所
と
一
緒

に
日
本
で
の
設
計
監
理
と
同
程
度
の

設
計
監
修
ま
で
行
っ
た
例
は
滅
多
に

な
い
と
お
三
方
は
口
を
揃
え
る
。
ト

イ
レ
の
乾
式
清
掃
も
含
め
た
今
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
日
本

式
の
運
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
い
く
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
ト
イ
レ
先
進
国
日
本
か
ら
ま
る
ご

と
輸
出
さ
れ
た
よ
う
な
「
臺
北
南
山

廣
場
」
の
オ
フ
ィ
ス
ト
イ
レ
は
、
今

後
、
台
湾
の
水
ま
わ
り
空
間
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
起
爆
剤

に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

日
本
の
ト
イ
レ
の
品
質
が

台
湾
で
も
み
と
め
ら
れ
た

最
新
水
ま
わ
り
物
語

臺
北
南
山
廣
場
（
台
北
市
信
義
区
）
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た
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ば
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ん

ぺ
い
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2
0
1
8
年
6
月
、
三
菱
地
所
設

計
が
設
計
を
手
が
け
た
「
臺
北
南
山

廣
場
」
が
台
北
市
信
義
区
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
フ

ィ
ス
タ
ワ
ー
、
商
業
施
設
、
文
化
施

設
の
3
棟
か
ら
な
る
大
規
模
複
合
開

発
で
、
事
業
主
は
台
湾
の
大
手
保
険

会
社
、
南
山
人
壽
保
險
股
份
有
限
公

司（
以
下
、
南
山
人
壽
）。
信
義
区
は

台
北
の
な
か
で
も
政
治
・
経
済
・
商

業
の
中
枢
で
、
敷
地
は
街
の
中
心
軸

の
南
端
に
位
置
し
、
台
湾
一
の
高
さ

を
誇
る
超
高
層
タ
ワ
ー
「
台
北
1
0

1
」
に
隣
接
す
る
と
い
う
都
心
の
超

一
等
地
だ
。

　
東
西
に
長
い
敷
地
は
か
つ
て
台
北

市
の
展
示
施
設
や
駐
車
場
が
存
在
し

て
い
た
土
地
。
市
は
そ
れ
を
50
年
の

定
期
借
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
再
開

発
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
、
事
業
者
と
設

計
者
の
ペ
ア
で
応
募
す
る
こ
と
が
条

件
の
コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。
南
山
人

壽
は
三
菱
地
所
設
計
に
声
を
か
け
、

国
際
的
な
有
名
建
築
家
も
参
加
し
た

こ
の
コ
ン
ペ
に
お
い
て
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
だ
両
社
の
案
は
み
ご
と
、
1
等

を
獲
得
し
た
の
だ
。

　
三
菱
地
所
設
計
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
同
社
の

藤
貴
彰
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
以
前
か
ら
日
本

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ト
ッ
プ
自

ら
丸
の
内
の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ビ
ル
単
体
の
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
、
街
の
雰
囲
気
や
に
ぎ
わ
い
の
つ

く
り
方
も
含
め
て
、
街
全
体
を
つ
く

れ
る
設
計
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
気

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
事
業
も
長
大
な
敷
地
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
人
の
流
れ
や
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
街
づ
く
り
で
す
か
ら
」

　
南
山
人
壽
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
築
に
は
し
た
い
が
、
絶
対
的
な
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
台
北
1
0
1
と
調
和

し
た
も
の
に
し
た
い
と
要
望
。
こ
れ

を
受
け
、
台
北
1
0
1
を
頂
上
と
と

ら
え
、
そ
れ
に
連
な
る
ゆ
る
や
か
な

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
、
半
分
ほ
ど
の
高

さ
2
7
2
m
の
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
を

中
心
に
、
台
北
1
0
1
に
隣
接
し
た

西
側
に
商
業
棟
、
オ
フ
ィ
ス
街
に
面

し
た
東
側
に
文
化
・
入
口
棟
を
配
し

た
。

　
感
謝
の
意
を
表
し
た
「
合
掌
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

は
地
上
48
階
建
て
。
ア
ジ
ア
一
の
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
あ

る
べ
き
姿
を
多
様
な
角
度
か
ら
模
索

し
た
と
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
結
果
、
基
準
階
高
4
・
8
m
、

天
井
高
3
・
2
m
と
い
う
空
間
に
ゆ

と
り
の
あ
る
執
務
室
と
し
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
に
は
、
日
本
で
も
先
端
の
技

術
を
導
入
し
、
上
下
2
層
の
カ
ゴ
が

同
時
に
動
く
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ

ベ
ー
タ
」
と
、
I
D
カ
ー
ド
を
か
ざ

す
と
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
自
分
の
オ

フ
ィ
ス
階
に
最
も
速
く
着
け
る
か
を

教
え
て
く
れ
る
「
行
先
予
報
シ
ス
テ

ム
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大

勢
が
一
度
に
、
か
つ
効
率
よ
く
移
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
と
執

務
室
を
つ
な
ぐ
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
内

装
設
計
も
、
現
地
の
設
計
事
務
所
で

は
な
く
三
菱
地
所
設
計
が
担
当
し
て

お
り
、
一
流
ホ
テ
ル
並
み
の
上
質
な

空
間
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
の
川
岸
昇
さ
ん
い
わ
く
、「
働

く
人
が
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
空
間
を
提
案
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
テ
ナ
ン
ト
側
の
壁
面
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ン
レ
ス
（
鏡
面
仕
上

げ
）
や
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
素
材
を
用

い
る
こ
と
で
高
級
感
を
出
し
た
り
、

廊
下
の
天
井
も
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
な

く
し
、
コ
ア
壁
側
の
上
部
の
ス
リ
ッ

ト
か
ら
間
接
照
明
で
照
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
井
面
を
す
っ
き
り
見
せ

て
い
ま
す
」。

　
基
準
階
の
共
用
施
設
で
画
期
的
な

の
は
、
各
階
に
「
淋
浴
間
」（
シ
ャ
ワ

ー
ブ
ー
ス
）
と
「
集
乳
室
」
を
備
え

た
点
だ
。

「
淋
浴
間
」
は
自
転
車
通
勤
者
や
就

業
前
後
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
向

け
に
設
置
。
ま
た
、「
集
乳
室
」
は
い

わ
ゆ
る
授
乳
室
で
は
な
く
、
搾
乳
を

行
う
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
。
長
い

育
休
を
と
る
女
性
が
少
な
く
な
い
日

本
と
異
な
り
、
台
湾
で
は
産
後
2
〜

3
カ
月
で
職
場
復
帰
す
る
女
性
が
大

半
と
い
う
お
国
事
情
も
あ
り
、
南
山

人
壽
か
ら
の
強
い
要
望
で
設
け
ら
れ

た
と
い
う
。「
淋
浴
間
」
は
ト
イ
レ
も

隣
接
し
た
ゆ
と
り
の
空
間
。
ま
た
、

ア
ジ
ア
一
の

ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の

オ
フ
ィ
ス
を
目
指
す

12F 臺北南山廣場オフィスタワー

男子トイレ

個室ブース。奥の壁は鏡張り。 小便器。書類を置ける低いライ
ニング。

十分なスペースが確保された多機能トイレ。

多機能トイレ

12F 男子トイレ・多機能トイレ平面図12F フロア平面図

1/1,000
N

1/200
N

執務室執務室

男子トイレ男子トイレ

茶水間
（給湯室）
茶水間

（給湯室）
淋浴間

（シャワー
ブース）

淋浴間
（シャワー

ブース）

多機能トイレ多機能トイレ

集乳室集乳室

女子トイレ女子トイレ

男子トイレ男子トイレ

男子トイレの全景。
乾式清掃対応の床や
汚垂石など、日本の
仕様を採用している。

天井高が3.2mある執
務室。

オフィスのエレベー
タホール。壁はオニ
キスの光壁。

オフィス階の共用ス
ペース。

左右2点、写真／鈴木久雄

多機能トイレ多機能トイレ

0 10 20m 0 1 2m
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日
本
の
ト
イ
レ
を

台
湾
で
実
現

オフィスタワー　12階
●男子トイレ／女子トイレ
壁掛け便器　CW762Y
ウォシュレットSB　TCF663 2T
洗面器　LW727
自動水栓　TWEL01N
●男子トイレ
低リップUS一体形小便器　UFS900 VG

※いずれも日本では未発売、
または日本とは仕様が異なる商品です。

おもなTOTO使用機器

臺北南山廣場

建築概要

所在地｠ 台北市信義区松仁路100号
事業主 南山人壽保險股份有限公司
主要用途 オフィス、商業施設、文化施設、
 地域貢献施設
 （大型バス駐車場など）
設計 三菱地所設計、
 瀚亞國際設計（台湾）
施工 互助營造
敷地面積 17,708㎡
建築面積 10,271㎡
延床面積 193,843㎡
階数 地下5階、地上48階、塔屋2階
高さ 272m
構造 鉄骨造（地上）、
 鉄骨鉄筋コンクリート造+
 鉄筋コンクリート造（地下）
設計期間 2012年7月～2015年8月
施工期間 2013年11月～2018年1月
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川岸 昇

三菱地所設計
建築設計一部

Kawagishi Noboru

藤 貴彰

三菱地所設計
建築設計四部

Fuji Takaaki

大﨑駿一

三菱地所設計
建築設計四部

Osaki Shunichi

俯瞰。中央に臺北南
山廣場のオフィスタ
ワー。低層の商業棟
と文化・入口棟が並
び立っている。左手
に台北101（写真提
供／三菱地所設計）。

女子トイレ

茶水間（給湯室）

淋浴間（シャワーブース） 集乳室
12F 女子トイレ平面図

女子トイレ女子トイレ

12F 臺北南山廣場オフィスタワー

給湯室などの共用施設を清潔感のあるデザインにまとめている。

搾乳のための個室。一人用のシャワーブース。 シャワー横のトイレ。

1/200
N

女子トイレの全景。
女性が働きやすいよ
うに、左手に小物入
れを設置。

「
茶
水
間
」（
給
湯
室
）も
ガ
ラ
ス
張
り

で
開
放
感
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
南
山
人
壽
の
意
向
に
よ
り
、
設

計
会
社
ば
か
り
か
、
外
装
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、
随

所
に
日
本
の
企
業
の
知
恵
や
技
術
が

多
く
生
か
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
ビ

ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。
む
ろ
ん
、
ト

イ
レ
も
例
外
で
は
な
い
。

「
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
の
ト
イ
レ
で
は

常
識
的
な
こ
と
で
も
、
台
湾
で
は
実

例
の
少
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
菱
地
所
設
計

と
T
O
T
O
の
知
識
と
経
験
を
も
と

に
、
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
三
菱
地
所
設

計
の
大
﨑
駿
一
さ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
の
商
業
施
設
や

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ト
イ
レ
で

は
、
衛
生
上
、
入
口
に
ド
ア
を
設
け

な
い
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、

台
湾
に
は
ま
だ
ド
ア
の
あ
る
ト
イ
レ

が
多
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
工
夫
に
よ

り
、
ド
ア
が
な
く
て
も
内
部
が
丸
見

え
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
衛
生
的
で
よ

い
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
台
湾
の
ト

イ
レ
は
、
ま
だ
床
に
水
を
流
し
て
掃

除
す
る
湿
式
清
掃
が
常
識
。
湿
式
で

は
な
く
乾
式
に
す
る
こ
と
で
菌
の
繁

殖
が
減
り
、
段
差
も
な
く
な
り
、
ブ

ー
ス
も
床
と
の
あ
い
だ
の
隙
間
が
な

く
な
る
こ
と
で
独
立
性
が
高
ま
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
。
さ
ら
に
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

を
全
面
設
置
し
た
の
も
、
台
湾
で
は

初
の
試
み
だ
っ
た
。
一
つ
ひ
と
つ
設

計
意
図
を
伝
え
、
い
ず
れ
も
施
主
の

賛
同
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　
黒
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
男
子

ト
イ
レ
と
、
木
の
温
か
み
を
感
じ
さ

せ
る
女
子
ト
イ
レ
は
、
ど
ち
ら
も
一

見
、
日
本
の
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス
や

商
業
施
設
の
ト
イ
レ
を
思
わ
せ
、
目

慣
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
む
し
ろ
違
和

感
が
な
い
が
、
初
め
て
見
る
台
湾
の

人
々
に
は
驚
き
の
連
続
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
外
国
の
設
計
者
が
ト

イ
レ
の
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
細
か
く
設

計
し
、
現
地
の
設
計
事
務
所
と
一
緒

に
日
本
で
の
設
計
監
理
と
同
程
度
の

設
計
監
修
ま
で
行
っ
た
例
は
滅
多
に

な
い
と
お
三
方
は
口
を
揃
え
る
。
ト

イ
レ
の
乾
式
清
掃
も
含
め
た
今
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
日
本

式
の
運
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
い
く
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
ト
イ
レ
先
進
国
日
本
か
ら
ま
る
ご

と
輸
出
さ
れ
た
よ
う
な
「
臺
北
南
山

廣
場
」
の
オ
フ
ィ
ス
ト
イ
レ
は
、
今

後
、
台
湾
の
水
ま
わ
り
空
間
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
起
爆
剤

に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
2
0
1
8
年
6
月
、
三
菱
地
所
設

計
が
設
計
を
手
が
け
た
「
臺
北
南
山

廣
場
」
が
台
北
市
信
義
区
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
フ

ィ
ス
タ
ワ
ー
、
商
業
施
設
、
文
化
施

設
の
3
棟
か
ら
な
る
大
規
模
複
合
開

発
で
、
事
業
主
は
台
湾
の
大
手
保
険

会
社
、
南
山
人
壽
保
險
股
份
有
限
公

司（
以
下
、
南
山
人
壽
）。
信
義
区
は

台
北
の
な
か
で
も
政
治
・
経
済
・
商

業
の
中
枢
で
、
敷
地
は
街
の
中
心
軸

の
南
端
に
位
置
し
、
台
湾
一
の
高
さ

を
誇
る
超
高
層
タ
ワ
ー
「
台
北
1
0

1
」
に
隣
接
す
る
と
い
う
都
心
の
超

一
等
地
だ
。

　
東
西
に
長
い
敷
地
は
か
つ
て
台
北

市
の
展
示
施
設
や
駐
車
場
が
存
在
し

て
い
た
土
地
。
市
は
そ
れ
を
50
年
の

定
期
借
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
再
開

発
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
、
事
業
者
と
設

計
者
の
ペ
ア
で
応
募
す
る
こ
と
が
条

件
の
コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。
南
山
人

壽
は
三
菱
地
所
設
計
に
声
を
か
け
、

国
際
的
な
有
名
建
築
家
も
参
加
し
た

こ
の
コ
ン
ペ
に
お
い
て
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
だ
両
社
の
案
は
み
ご
と
、
1
等

を
獲
得
し
た
の
だ
。

　
三
菱
地
所
設
計
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
同
社
の

藤
貴
彰
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
以
前
か
ら
日
本

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ト
ッ
プ
自

ら
丸
の
内
の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ビ
ル
単
体
の
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
、
街
の
雰
囲
気
や
に
ぎ
わ
い
の
つ

く
り
方
も
含
め
て
、
街
全
体
を
つ
く

れ
る
設
計
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
気

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
事
業
も
長
大
な
敷
地
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
人
の
流
れ
や
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
街
づ
く
り
で
す
か
ら
」

　
南
山
人
壽
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
築
に
は
し
た
い
が
、
絶
対
的
な
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
台
北
1
0
1
と
調
和

し
た
も
の
に
し
た
い
と
要
望
。
こ
れ

を
受
け
、
台
北
1
0
1
を
頂
上
と
と

ら
え
、
そ
れ
に
連
な
る
ゆ
る
や
か
な

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
、
半
分
ほ
ど
の
高

さ
2
7
2
m
の
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
を

中
心
に
、
台
北
1
0
1
に
隣
接
し
た

西
側
に
商
業
棟
、
オ
フ
ィ
ス
街
に
面

し
た
東
側
に
文
化
・
入
口
棟
を
配
し

た
。

　
感
謝
の
意
を
表
し
た
「
合
掌
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

は
地
上
48
階
建
て
。
ア
ジ
ア
一
の
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
あ

る
べ
き
姿
を
多
様
な
角
度
か
ら
模
索

し
た
と
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
結
果
、
基
準
階
高
4
・
8
m
、

天
井
高
3
・
2
m
と
い
う
空
間
に
ゆ

と
り
の
あ
る
執
務
室
と
し
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
に
は
、
日
本
で
も
先
端
の
技

術
を
導
入
し
、
上
下
2
層
の
カ
ゴ
が

同
時
に
動
く
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ

ベ
ー
タ
」
と
、
I
D
カ
ー
ド
を
か
ざ

す
と
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
自
分
の
オ

フ
ィ
ス
階
に
最
も
速
く
着
け
る
か
を

教
え
て
く
れ
る
「
行
先
予
報
シ
ス
テ

ム
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大

勢
が
一
度
に
、
か
つ
効
率
よ
く
移
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
と
執

務
室
を
つ
な
ぐ
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
内

装
設
計
も
、
現
地
の
設
計
事
務
所
で

は
な
く
三
菱
地
所
設
計
が
担
当
し
て

お
り
、
一
流
ホ
テ
ル
並
み
の
上
質
な

空
間
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
の
川
岸
昇
さ
ん
い
わ
く
、「
働

く
人
が
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
空
間
を
提
案
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
テ
ナ
ン
ト
側
の
壁
面
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ン
レ
ス
（
鏡
面
仕
上

げ
）
や
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
素
材
を
用

い
る
こ
と
で
高
級
感
を
出
し
た
り
、

廊
下
の
天
井
も
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
な

く
し
、
コ
ア
壁
側
の
上
部
の
ス
リ
ッ

ト
か
ら
間
接
照
明
で
照
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
井
面
を
す
っ
き
り
見
せ

て
い
ま
す
」。

　
基
準
階
の
共
用
施
設
で
画
期
的
な

の
は
、
各
階
に
「
淋
浴
間
」（
シ
ャ
ワ

ー
ブ
ー
ス
）
と
「
集
乳
室
」
を
備
え

た
点
だ
。

「
淋
浴
間
」
は
自
転
車
通
勤
者
や
就

業
前
後
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
向

け
に
設
置
。
ま
た
、「
集
乳
室
」
は
い

わ
ゆ
る
授
乳
室
で
は
な
く
、
搾
乳
を

行
う
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
。
長
い

育
休
を
と
る
女
性
が
少
な
く
な
い
日

本
と
異
な
り
、
台
湾
で
は
産
後
2
〜

3
カ
月
で
職
場
復
帰
す
る
女
性
が
大

半
と
い
う
お
国
事
情
も
あ
り
、
南
山

人
壽
か
ら
の
強
い
要
望
で
設
け
ら
れ

た
と
い
う
。「
淋
浴
間
」
は
ト
イ
レ
も

隣
接
し
た
ゆ
と
り
の
空
間
。
ま
た
、

0 1 2m
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日
本
の
ト
イ
レ
を

台
湾
で
実
現

オフィスタワー　12階
●男子トイレ／女子トイレ
壁掛け便器　CW762Y
ウォシュレットSB　TCF663 2T
洗面器　LW727
自動水栓　TWEL01N
●男子トイレ
低リップUS一体形小便器　UFS900 VG

※いずれも日本では未発売、
または日本とは仕様が異なる商品です。

おもなTOTO使用機器

臺北南山廣場

建築概要

所在地｠ 台北市信義区松仁路100号
事業主 南山人壽保險股份有限公司
主要用途 オフィス、商業施設、文化施設、
 地域貢献施設
 （大型バス駐車場など）
設計 三菱地所設計、
 瀚亞國際設計（台湾）
施工 互助營造
敷地面積 17,708㎡
建築面積 10,271㎡
延床面積 193,843㎡
階数 地下5階、地上48階、塔屋2階
高さ 272m
構造 鉄骨造（地上）、
 鉄骨鉄筋コンクリート造+
 鉄筋コンクリート造（地下）
設計期間 2012年7月～2015年8月
施工期間 2013年11月～2018年1月

TA
IP

E
I N

A
N

SH
A

N
 P

L
A

Z
A

川岸 昇

三菱地所設計
建築設計一部

Kawagishi Noboru

藤 貴彰

三菱地所設計
建築設計四部

Fuji Takaaki

大﨑駿一

三菱地所設計
建築設計四部

Osaki Shunichi

俯瞰。中央に臺北南
山廣場のオフィスタ
ワー。低層の商業棟
と文化・入口棟が並
び立っている。左手
に台北101（写真提
供／三菱地所設計）。

女子トイレ

茶水間（給湯室）

淋浴間（シャワーブース） 集乳室
12F 女子トイレ平面図

女子トイレ女子トイレ

12F 臺北南山廣場オフィスタワー

給湯室などの共用施設を清潔感のあるデザインにまとめている。

搾乳のための個室。一人用のシャワーブース。 シャワー横のトイレ。

1/200
N

女子トイレの全景。
女性が働きやすいよ
うに、左手に小物入
れを設置。

「
茶
水
間
」（
給
湯
室
）も
ガ
ラ
ス
張
り

で
開
放
感
が
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
取
り
入
れ
た
い
と

い
う
南
山
人
壽
の
意
向
に
よ
り
、
設

計
会
社
ば
か
り
か
、
外
装
カ
ー
テ
ン

ウ
ォ
ー
ル
や
エ
レ
ベ
ー
タ
な
ど
、
随

所
に
日
本
の
企
業
の
知
恵
や
技
術
が

多
く
生
か
さ
れ
て
い
る
の
も
こ
の
ビ

ル
の
特
徴
の
ひ
と
つ
。
む
ろ
ん
、
ト

イ
レ
も
例
外
で
は
な
い
。

「
日
本
の
オ
フ
ィ
ス
の
ト
イ
レ
で
は

常
識
的
な
こ
と
で
も
、
台
湾
で
は
実

例
の
少
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
り

ま
し
た
。
そ
こ
で
、
三
菱
地
所
設
計

と
T
O
T
O
の
知
識
と
経
験
を
も
と

に
、
一
つ
ひ
と
つ
説
明
し
、
納
得
し

て
い
た
だ
い
た
と
い
う
経
緯
が
あ
り

ま
す
」
と
語
る
の
は
、
三
菱
地
所
設

計
の
大
﨑
駿
一
さ
ん
。

　
た
と
え
ば
、
日
本
の
商
業
施
設
や

新
し
い
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ト
イ
レ
で

は
、
衛
生
上
、
入
口
に
ド
ア
を
設
け

な
い
の
が
常
識
と
な
っ
て
い
る
が
、

台
湾
に
は
ま
だ
ド
ア
の
あ
る
ト
イ
レ

が
多
か
っ
た
。
プ
ラ
ン
の
工
夫
に
よ

り
、
ド
ア
が
な
く
て
も
内
部
が
丸
見

え
に
な
ら
ず
、
む
し
ろ
衛
生
的
で
よ

い
こ
と
を
説
明
。
ま
た
、
台
湾
の
ト

イ
レ
は
、
ま
だ
床
に
水
を
流
し
て
掃

除
す
る
湿
式
清
掃
が
常
識
。
湿
式
で

は
な
く
乾
式
に
す
る
こ
と
で
菌
の
繁

殖
が
減
り
、
段
差
も
な
く
な
り
、
ブ

ー
ス
も
床
と
の
あ
い
だ
の
隙
間
が
な

く
な
る
こ
と
で
独
立
性
が
高
ま
る
と

い
っ
た
メ
リ
ッ
ト
を
説
明
。
さ
ら
に
、

オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
に
ウ
ォ
シ
ュ
レ
ッ
ト

を
全
面
設
置
し
た
の
も
、
台
湾
で
は

初
の
試
み
だ
っ
た
。
一
つ
ひ
と
つ
設

計
意
図
を
伝
え
、
い
ず
れ
も
施
主
の

賛
同
を
得
ら
れ
た
と
い
う
。

　
黒
を
基
調
に
し
た
シ
ッ
ク
な
男
子

ト
イ
レ
と
、
木
の
温
か
み
を
感
じ
さ

せ
る
女
子
ト
イ
レ
は
、
ど
ち
ら
も
一

見
、
日
本
の
最
先
端
の
オ
フ
ィ
ス
や

商
業
施
設
の
ト
イ
レ
を
思
わ
せ
、
目

慣
れ
た
わ
れ
わ
れ
に
は
む
し
ろ
違
和

感
が
な
い
が
、
初
め
て
見
る
台
湾
の

人
々
に
は
驚
き
の
連
続
な
の
か
も
し

れ
な
い
。

　
そ
も
そ
も
、
外
国
の
設
計
者
が
ト

イ
レ
の
一
つ
ひ
と
つ
ま
で
細
か
く
設

計
し
、
現
地
の
設
計
事
務
所
と
一
緒

に
日
本
で
の
設
計
監
理
と
同
程
度
の

設
計
監
修
ま
で
行
っ
た
例
は
滅
多
に

な
い
と
お
三
方
は
口
を
揃
え
る
。
ト

イ
レ
の
乾
式
清
掃
も
含
め
た
今
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
も
、
日
本

式
の
運
営
管
理
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
生
か

し
て
い
く
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
る

と
の
こ
と
。

　
ト
イ
レ
先
進
国
日
本
か
ら
ま
る
ご

と
輸
出
さ
れ
た
よ
う
な
「
臺
北
南
山

廣
場
」
の
オ
フ
ィ
ス
ト
イ
レ
は
、
今

後
、
台
湾
の
水
ま
わ
り
空
間
を
向
上

さ
せ
る
う
え
で
、
ひ
と
つ
の
起
爆
剤

に
な
る
に
ち
が
い
な
い
。

　
2
0
1
8
年
6
月
、
三
菱
地
所
設

計
が
設
計
を
手
が
け
た
「
臺
北
南
山

廣
場
」
が
台
北
市
信
義
区
に
オ
ー
プ

ン
し
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
オ
フ

ィ
ス
タ
ワ
ー
、
商
業
施
設
、
文
化
施

設
の
3
棟
か
ら
な
る
大
規
模
複
合
開

発
で
、
事
業
主
は
台
湾
の
大
手
保
険

会
社
、
南
山
人
壽
保
險
股
份
有
限
公

司（
以
下
、
南
山
人
壽
）。
信
義
区
は

台
北
の
な
か
で
も
政
治
・
経
済
・
商

業
の
中
枢
で
、
敷
地
は
街
の
中
心
軸

の
南
端
に
位
置
し
、
台
湾
一
の
高
さ

を
誇
る
超
高
層
タ
ワ
ー
「
台
北
1
0

1
」
に
隣
接
す
る
と
い
う
都
心
の
超

一
等
地
だ
。

　
東
西
に
長
い
敷
地
は
か
つ
て
台
北

市
の
展
示
施
設
や
駐
車
場
が
存
在
し

て
い
た
土
地
。
市
は
そ
れ
を
50
年
の

定
期
借
地
と
し
て
貸
し
出
し
、
再
開

発
に
よ
っ
て
地
域
を
活
性
化
す
る
拠

点
に
し
た
い
と
考
え
、
事
業
者
と
設

計
者
の
ペ
ア
で
応
募
す
る
こ
と
が
条

件
の
コ
ン
ペ
を
実
施
し
た
。
南
山
人

壽
は
三
菱
地
所
設
計
に
声
を
か
け
、

国
際
的
な
有
名
建
築
家
も
参
加
し
た

こ
の
コ
ン
ペ
に
お
い
て
、
タ
ッ
グ
を

組
ん
だ
両
社
の
案
は
み
ご
と
、
1
等

を
獲
得
し
た
の
だ
。

　
三
菱
地
所
設
計
が
パ
ー
ト
ナ
ー
に

選
ば
れ
た
理
由
に
つ
い
て
、
同
社
の

藤
貴
彰
さ
ん
は
こ
う
語
る
。

「
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
は
以
前
か
ら
日
本

の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
知

り
た
い
と
考
え
て
お
り
、
ト
ッ
プ
自

ら
丸
の
内
の
視
察
に
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ビ
ル
単
体
の
デ
ザ
イ
ン
だ

け
で
な
く
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
あ
り

方
、
街
の
雰
囲
気
や
に
ぎ
わ
い
の
つ

く
り
方
も
含
め
て
、
街
全
体
を
つ
く

れ
る
設
計
事
務
所
で
あ
る
こ
と
を
気

に
入
っ
て
い
た
だ
け
た
よ
う
で
す
。

今
回
の
事
業
も
長
大
な
敷
地
に
よ
っ

て
分
断
さ
れ
て
い
た
人
の
流
れ
や
に

ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
と
い
う
意
味
で

は
、
街
づ
く
り
で
す
か
ら
」

　
南
山
人
壽
は
、
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
な

建
築
に
は
し
た
い
が
、
絶
対
的
な
シ

ン
ボ
ル
で
あ
る
台
北
1
0
1
と
調
和

し
た
も
の
に
し
た
い
と
要
望
。
こ
れ

を
受
け
、
台
北
1
0
1
を
頂
上
と
と

ら
え
、
そ
れ
に
連
な
る
ゆ
る
や
か
な

ス
カ
イ
ラ
イ
ン
を
形
成
す
る
よ
う
な

イ
メ
ー
ジ
を
考
え
、
半
分
ほ
ど
の
高

さ
2
7
2
m
の
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー
を

中
心
に
、
台
北
1
0
1
に
隣
接
し
た

西
側
に
商
業
棟
、
オ
フ
ィ
ス
街
に
面

し
た
東
側
に
文
化
・
入
口
棟
を
配
し

た
。

　
感
謝
の
意
を
表
し
た
「
合
掌
」
を

モ
チ
ー
フ
に
し
た
オ
フ
ィ
ス
タ
ワ
ー

は
地
上
48
階
建
て
。
ア
ジ
ア
一
の
ハ

イ
グ
レ
ー
ド
の
オ
フ
ィ
ス
ビ
ル
の
あ

る
べ
き
姿
を
多
様
な
角
度
か
ら
模
索

し
た
と
藤
さ
ん
は
振
り
返
る
。

　
そ
の
結
果
、
基
準
階
高
4
・
8
m
、

天
井
高
3
・
2
m
と
い
う
空
間
に
ゆ

と
り
の
あ
る
執
務
室
と
し
た
。
エ
レ

ベ
ー
タ
に
は
、
日
本
で
も
先
端
の
技

術
を
導
入
し
、
上
下
2
層
の
カ
ゴ
が

同
時
に
動
く
「
ダ
ブ
ル
デ
ッ
キ
エ
レ

ベ
ー
タ
」
と
、
I
D
カ
ー
ド
を
か
ざ

す
と
ど
の
エ
レ
ベ
ー
タ
が
自
分
の
オ

フ
ィ
ス
階
に
最
も
速
く
着
け
る
か
を

教
え
て
く
れ
る
「
行
先
予
報
シ
ス
テ

ム
」
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
大

勢
が
一
度
に
、
か
つ
効
率
よ
く
移
動

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ
た
。

　
各
階
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ホ
ー
ル
と
執

務
室
を
つ
な
ぐ
共
用
ス
ペ
ー
ス
の
内

装
設
計
も
、
現
地
の
設
計
事
務
所
で

は
な
く
三
菱
地
所
設
計
が
担
当
し
て

お
り
、
一
流
ホ
テ
ル
並
み
の
上
質
な

空
間
を
実
現
し
て
い
る
。

　
同
社
の
川
岸
昇
さ
ん
い
わ
く
、「
働

く
人
が
ス
テ
ー
タ
ス
を
感
じ
ら
れ
る

よ
う
な
空
間
を
提
案
し
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
テ
ナ
ン
ト
側
の
壁
面
に
は

ブ
ラ
ッ
ク
ス
テ
ン
レ
ス
（
鏡
面
仕
上

げ
）
や
ガ
ラ
ス
と
い
っ
た
素
材
を
用

い
る
こ
と
で
高
級
感
を
出
し
た
り
、

廊
下
の
天
井
も
ダ
ウ
ン
ラ
イ
ト
は
な

く
し
、
コ
ア
壁
側
の
上
部
の
ス
リ
ッ

ト
か
ら
間
接
照
明
で
照
ら
す
こ
と
に

よ
っ
て
、
天
井
面
を
す
っ
き
り
見
せ

て
い
ま
す
」。

　
基
準
階
の
共
用
施
設
で
画
期
的
な

の
は
、
各
階
に
「
淋
浴
間
」（
シ
ャ
ワ

ー
ブ
ー
ス
）
と
「
集
乳
室
」
を
備
え

た
点
だ
。

「
淋
浴
間
」
は
自
転
車
通
勤
者
や
就

業
前
後
に
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る
人
向

け
に
設
置
。
ま
た
、「
集
乳
室
」
は
い

わ
ゆ
る
授
乳
室
で
は
な
く
、
搾
乳
を

行
う
た
め
の
専
用
ス
ペ
ー
ス
。
長
い

育
休
を
と
る
女
性
が
少
な
く
な
い
日

本
と
異
な
り
、
台
湾
で
は
産
後
2
〜

3
カ
月
で
職
場
復
帰
す
る
女
性
が
大

半
と
い
う
お
国
事
情
も
あ
り
、
南
山

人
壽
か
ら
の
強
い
要
望
で
設
け
ら
れ

た
と
い
う
。「
淋
浴
間
」
は
ト
イ
レ
も

隣
接
し
た
ゆ
と
り
の
空
間
。
ま
た
、

0 1 2m

5253
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お
お
さ
わ
・
の
ぶ
た
か
／
1
9
5
4
年
東
京
都

生
ま
れ
。
78
年
日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学

科
卒
業
。
78
年
江
戸
川
建
設
入
社
。
90
年「
三

井
の
リ
ハ
ウ
ス
」へ
出
向
。
95
年
エ
ド
ケ
ンハ
ウ
ス

入
社
。2
0
1
0
年
よ
り
代
表
取
締
役
。建

築
条
件
付
き
土
地
分
譲
で
の
請
負
受
注
が
70

%
ほ
ど
で
あ
り
、お
も
に
土
地
仕
入
れ
の
た
め
、

市
内
業
者
お
よ
び
地
主
、賃
貸
オ
ー
ナ
ー
巡
り

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　
小
学
生
の
と
き
の
作
文
で
、「
設
計

士
に
な
る
」
と
書
い
て
い
た
と
い
う

大
澤
信
孝
さ
ん
。
幼
い
頃
に
夢
見
た

と
お
り
、
進
学
し
た
大
学
で
建
築
学

科
に
進
み
、
大
学
卒
業
時
に
は
「
木

造
建
築
に
携
わ
り
た
い
」
と
、
当
時

建
売
住
宅
事
業
を
展
開
し
て
い
た
千

葉
県
の
江
戸
川
建
設
（
エ
ド
ケ
ン
ハ

ウ
ス
の
前
身
）
に
入
社
。
紆
余
曲
折

を
経
て
、
現
在
そ
の
ト
ッ
プ
に
い
る
。

こ
う
書
く
と
、
み
ご
と
に
夢
を
か
な

え
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
子
ど
も
の

と
き
に
大
澤
さ
ん
が
思
い
描
い
た
将

来
像
と
は
微
妙
に
違
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
新
卒
で
入
社
し
た
と
き
、
同
期
は

24
人
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
セ

ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
で
の
採
用
。

つ
ま
り
営
業
だ
。
大
澤
さ
ん
は
そ
の

な
か
で
も
「
飛
び
込
み
チ
ー
ム
」
に

入
れ
ら
れ
、
ア
パ
ー
ト
や
借
家
ま
わ

り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
「
こ

の
と
き
に
つ
い
た
先
輩
が
よ
か
っ
た
」

と
本
人
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
っ
た
先
輩
の
指
導

も
あ
っ
て
、
め
げ
る
こ
と
な
く
営
業

を
続
け
、
大
澤
さ
ん
は
4
年
ほ
ど
で

新
松
戸
店
の
店
長
を
任
さ
れ
る
ま
で

に
な
る
。
当
時
の
仕
事
は
建
売
住
宅

の
販
売
だ
か
ら
、
人
が
家
を
買
お
う

と
決
心
す
る
様
子
か
ら
、
引
っ
越
し

て
住
み
は
じ
め
る
ま
で
か
か
わ
る
。

「
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
」
と
大
澤
さ

ん
が
語
る
の
は
、
家
を
買
う
人
た
ち

の
様
子
を
じ
っ
く
り
観
察
で
き
た
こ

と
が
現
在
の
建
主
目
線
の
家
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
後
、
子
会
社
に
出
向
し
た
り
、

1
年
ほ
ど
社
外
に
出
た
り
と
、
お
だ

や
か
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
で
は
な

か
っ
た
が
、
40
歳
を
過
ぎ
て
エ
ド
ケ

ン
ハ
ウ
ス
に
復
帰
。
バ
ブ
ル
の
荒
波

に
も
ま
れ
た
会
社
は
、
当
時
「
原
点

で
あ
る
住
宅
」
に
回
帰
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
心
機
一
転
の
大
澤
さ

ん
は
仲
間
た
ち
と
と
も
に
新
た
な
会

社
を
つ
く
る
よ
う
に
、
地
道
に
エ
ド

ケ
ン
ハ
ウ
ス
の
基
礎
を
固
め
直
し
て

い
く
。

　
現
在
、
エ
ド
ケ
ン
ハ
ウ
ス
が
手
が

け
る
の
は
年
間
で
お
よ
そ
60
〜
80
棟
。

そ
の
7
〜
8
割
を
「
売
り
建
て
」
住

宅
が
占
め
る
と
い
う
。
複
数
棟
分
の

土
地
を
入
手
・
開
発
し
て
、
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
（
最
終
的
に
は
分
譲
す
る
）

を
1
〜
2
棟
建
て
、
そ
こ
に
人
を
集

め
て
建
築
条
件
付
き
で
土
地
を
販
売

す
る
の
が
「
売
り
建
て
」
住
宅
。
重

要
な
の
は
、
い
か
に
良
好
な
環
境
の

土
地
を
入
手
す
る
か
。
歴
史
と
信
用

に
よ
り
地
元
不
動
産
業
者
ら
と
太
い

パ
イ
プ
が
あ
り
、
さ
ら
に
長
く
付
き

合
い
の
続
く
地
主
た
ち
か
ら
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
が
あ
る
の
も
強
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
1
棟
ず
つ
完
全
な
自

由
設
計
で
家
を
建
て
る
の
は
効
率
の

点
で
は
決
し
て
有
利
で
は
な
い
。
コ

ス
ト
や
施
工
手
順
を
優
先
さ
せ
て
ま

と
め
て
建
て
る
建
売
分
譲
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
人
手
も
か
か
ら
ず
資
金
回

収
も
早
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
気
に

入
っ
た
土
地
を
購
入
し
、
希
望
に
沿

っ
た
家
を
建
て
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
パ
ワ

ー
ビ
ル
ダ
ー
に
負
け
な
い
、
エ
ド
ケ

ン
ハ
ウ
ス
な
ら
で
は
の
魅
力
。
そ
し

て
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、

「
本
社
か
ら
車
で
20
分
圏
内
」
と
い

う
エ
リ
ア
で
の
事
業
展
開
で
あ
り
、

長
い
時
間
を
か
け
て
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
協
力
会
社
の
存
在
だ
。
現

場
監
督
は
会
社
に
ふ
た
り
と
い
う
体

制
も
、
現
場
自
体
が
近
く
、
ま
た
職

人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
、
協
力

し
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
体
制
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
可
能
に
な
る
。

　
そ
し
て
ニ
ー
ズ
を
見
き
わ
め
た
建

物
の
仕
様
。
建
主
の
希
望
を
丁
寧
に

す
く
い
上
げ
つ
つ
、
過
剰
な
性
能
や

機
能
を
ウ
リ
に
は
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
そ
ん
な
エ
ド
ケ
ン
ハ
ウ
ス
が
、
4

年
ほ
ど
前
か
ら
住
宅
用
制
震
ユ
ニ
ッ

ト
「
M
I
R
A
I
E
（
ミ
ラ
イ
エ
）」

の
採
用
を
標
準
化
し
、
あ
え
て
さ
ら

な
る
性
能
を
追
求

し
て
い
る
。

「
千
葉
は
、
全
国

で
も
地
震
の
危
険

性
が
高
い
と
こ
ろ

で
す
か
ら
」

　
地
元
に
根
差
し
、

購
入
者
の
希
望
を

見
き
わ
め
、
提
供

す
る
住
宅
の
質
に

こ
だ
わ
る
。
大
澤

さ
ん
の
幼
い
頃
の

設
計
へ
の
憧
れ
は
、

良
好
な
家
を
提
供

し
、
街
を
育
て
る

と
い
う
か
た
ち
と

な
っ
て
進
ん
で
い

る
。

地
域
に
根
づ
き
、
街
を
育
て
る
家
づ
く
り

エ
ド
ケ
ンハ
ウ
ス

な
ら
で
は
の

「
売
り
建
て
」住
宅

人
が
家
を
買
う

プ
ロ
セ
ス
を

た
く
さ
ん
見
て
き
た
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㈱エドケンハウス

千葉県松戸市上本郷2-3785

047-366-3111

大澤信孝

1968年

25名

建築条件付き土地分譲による
請負工事、注文住宅、
分譲住宅、リフォーム工事、
賃貸および仲介業

22億400万円（2018年3月期）

http://www.edokenhouse.co.jp

・キッチン ミッテ
・浴室 サザナ
・トイレ CS340
・洗面所 オクターブ

edokenhouse

エドケンハウス

１階のキッチン、リ
ビング、ダイニング。
豊富な開口部が室内
を明るく照らす。

１階の和室、リビン
グ。カウンター越し
に２部屋がつながり、
広く感じられる。

２階の屋根裏も、
「Family Attic」と
して利用可能にして
いる。

千葉県松戸市にある
分譲地「スカイヒル
五香Ⅱ」。エドケンハ
ウスが手がけた住宅
が並び立つ。

取
材
・
文
／
市
川
幹
朗

　
　写
真
／
山
下
恒
徳

今、住宅会社の動きから目が離せない。
活動領域はさまざまだが、それぞれの土地柄、

会社の性格、そして会社をリードする
人物の性格、マーケティング戦略……。

これは、その個性的な活動で
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お
お
さ
わ
・
の
ぶ
た
か
／
1
9
5
4
年
東
京
都

生
ま
れ
。
78
年
日
本
大
学
理
工
学
部
建
築
学

科
卒
業
。
78
年
江
戸
川
建
設
入
社
。
90
年「
三

井
の
リ
ハ
ウ
ス
」へ
出
向
。
95
年
エ
ド
ケ
ンハ
ウ
ス

入
社
。2
0
1
0
年
よ
り
代
表
取
締
役
。建

築
条
件
付
き
土
地
分
譲
で
の
請
負
受
注
が
70

%
ほ
ど
で
あ
り
、お
も
に
土
地
仕
入
れ
の
た
め
、

市
内
業
者
お
よ
び
地
主
、賃
貸
オ
ー
ナ
ー
巡
り

に
重
点
を
置
い
て
い
る
。

　
小
学
生
の
と
き
の
作
文
で
、「
設
計

士
に
な
る
」
と
書
い
て
い
た
と
い
う

大
澤
信
孝
さ
ん
。
幼
い
頃
に
夢
見
た

と
お
り
、
進
学
し
た
大
学
で
建
築
学

科
に
進
み
、
大
学
卒
業
時
に
は
「
木

造
建
築
に
携
わ
り
た
い
」
と
、
当
時

建
売
住
宅
事
業
を
展
開
し
て
い
た
千

葉
県
の
江
戸
川
建
設
（
エ
ド
ケ
ン
ハ

ウ
ス
の
前
身
）
に
入
社
。
紆
余
曲
折

を
経
て
、
現
在
そ
の
ト
ッ
プ
に
い
る
。

こ
う
書
く
と
、
み
ご
と
に
夢
を
か
な

え
た
よ
う
に
思
え
る
が
、
子
ど
も
の

と
き
に
大
澤
さ
ん
が
思
い
描
い
た
将

来
像
と
は
微
妙
に
違
っ
て
い
る
よ
う

だ
。

　
新
卒
で
入
社
し
た
と
き
、
同
期
は

24
人
い
た
が
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
「
セ

ー
ル
ス
エ
ン
ジ
ニ
ア
」
で
の
採
用
。

つ
ま
り
営
業
だ
。
大
澤
さ
ん
は
そ
の

な
か
で
も
「
飛
び
込
み
チ
ー
ム
」
に

入
れ
ら
れ
、
ア
パ
ー
ト
や
借
家
ま
わ

り
を
す
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
「
こ

の
と
き
に
つ
い
た
先
輩
が
よ
か
っ
た
」

と
本
人
が
述
べ
る
よ
う
に
、
ト
ッ
プ

セ
ー
ル
ス
マ
ン
だ
っ
た
先
輩
の
指
導

も
あ
っ
て
、
め
げ
る
こ
と
な
く
営
業

を
続
け
、
大
澤
さ
ん
は
4
年
ほ
ど
で

新
松
戸
店
の
店
長
を
任
さ
れ
る
ま
で

に
な
る
。
当
時
の
仕
事
は
建
売
住
宅

の
販
売
だ
か
ら
、
人
が
家
を
買
お
う

と
決
心
す
る
様
子
か
ら
、
引
っ
越
し

て
住
み
は
じ
め
る
ま
で
か
か
わ
る
。

「
そ
の
プ
ロ
セ
ス
が
た
く
さ
ん
見
ら

れ
た
の
は
幸
せ
だ
っ
た
」
と
大
澤
さ

ん
が
語
る
の
は
、
家
を
買
う
人
た
ち

の
様
子
を
じ
っ
く
り
観
察
で
き
た
こ

と
が
現
在
の
建
主
目
線
の
家
づ
く
り

に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
、
と
い
う
こ

と
か
も
し
れ
な
い
。

　
そ
の
後
、
子
会
社
に
出
向
し
た
り
、

1
年
ほ
ど
社
外
に
出
た
り
と
、
お
だ

や
か
な
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
人
生
で
は
な

か
っ
た
が
、
40
歳
を
過
ぎ
て
エ
ド
ケ

ン
ハ
ウ
ス
に
復
帰
。
バ
ブ
ル
の
荒
波

に
も
ま
れ
た
会
社
は
、
当
時
「
原
点

で
あ
る
住
宅
」
に
回
帰
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
、
心
機
一
転
の
大
澤
さ

ん
は
仲
間
た
ち
と
と
も
に
新
た
な
会

社
を
つ
く
る
よ
う
に
、
地
道
に
エ
ド

ケ
ン
ハ
ウ
ス
の
基
礎
を
固
め
直
し
て

い
く
。

　
現
在
、
エ
ド
ケ
ン
ハ
ウ
ス
が
手
が

け
る
の
は
年
間
で
お
よ
そ
60
〜
80
棟
。

そ
の
7
〜
8
割
を
「
売
り
建
て
」
住

宅
が
占
め
る
と
い
う
。
複
数
棟
分
の

土
地
を
入
手
・
開
発
し
て
、
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
（
最
終
的
に
は
分
譲
す
る
）

を
1
〜
2
棟
建
て
、
そ
こ
に
人
を
集

め
て
建
築
条
件
付
き
で
土
地
を
販
売

す
る
の
が
「
売
り
建
て
」
住
宅
。
重

要
な
の
は
、
い
か
に
良
好
な
環
境
の

土
地
を
入
手
す
る
か
。
歴
史
と
信
用

に
よ
り
地
元
不
動
産
業
者
ら
と
太
い

パ
イ
プ
が
あ
り
、
さ
ら
に
長
く
付
き

合
い
の
続
く
地
主
た
ち
か
ら
直
接
コ

ン
タ
ク
ト
が
あ
る
の
も
強
み
と
な
っ

て
い
る
。

　
と
は
い
え
、
1
棟
ず
つ
完
全
な
自

由
設
計
で
家
を
建
て
る
の
は
効
率
の

点
で
は
決
し
て
有
利
で
は
な
い
。
コ

ス
ト
や
施
工
手
順
を
優
先
さ
せ
て
ま

と
め
て
建
て
る
建
売
分
譲
の
ほ
う
が
、

は
る
か
に
人
手
も
か
か
ら
ず
資
金
回

収
も
早
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
「
気
に

入
っ
た
土
地
を
購
入
し
、
希
望
に
沿

っ
た
家
を
建
て
る
」
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
大
手
ハ
ウ
ス
メ
ー
カ
ー
や
パ
ワ

ー
ビ
ル
ダ
ー
に
負
け
な
い
、
エ
ド
ケ

ン
ハ
ウ
ス
な
ら
で
は
の
魅
力
。
そ
し

て
そ
れ
を
可
能
に
し
て
い
る
の
が
、

「
本
社
か
ら
車
で
20
分
圏
内
」
と
い

う
エ
リ
ア
で
の
事
業
展
開
で
あ
り
、

長
い
時
間
を
か
け
て
信
頼
関
係
を
築

い
て
き
た
協
力
会
社
の
存
在
だ
。
現

場
監
督
は
会
社
に
ふ
た
り
と
い
う
体

制
も
、
現
場
自
体
が
近
く
、
ま
た
職

人
た
ち
が
自
分
た
ち
で
考
え
、
協
力

し
な
が
ら
工
事
を
進
め
る
体
制
が
出

来
上
が
っ
て
い
る
か
ら
可
能
に
な
る
。

　
そ
し
て
ニ
ー
ズ
を
見
き
わ
め
た
建

物
の
仕
様
。
建
主
の
希
望
を
丁
寧
に

す
く
い
上
げ
つ
つ
、
過
剰
な
性
能
や

機
能
を
ウ
リ
に
は
し
な
い
。
と
こ
ろ

が
そ
ん
な
エ
ド
ケ
ン
ハ
ウ
ス
が
、
4

年
ほ
ど
前
か
ら
住
宅
用
制
震
ユ
ニ
ッ

ト
「
M
I
R
A
I
E
（
ミ
ラ
イ
エ
）」

の
採
用
を
標
準
化
し
、
あ
え
て
さ
ら

な
る
性
能
を
追
求

し
て
い
る
。

「
千
葉
は
、
全
国

で
も
地
震
の
危
険

性
が
高
い
と
こ
ろ

で
す
か
ら
」

　
地
元
に
根
差
し
、

購
入
者
の
希
望
を

見
き
わ
め
、
提
供

す
る
住
宅
の
質
に

こ
だ
わ
る
。
大
澤

さ
ん
の
幼
い
頃
の

設
計
へ
の
憧
れ
は
、

良
好
な
家
を
提
供

し
、
街
を
育
て
る

と
い
う
か
た
ち
と

な
っ
て
進
ん
で
い

る
。

地
域
に
根
づ
き
、
街
を
育
て
る
家
づ
く
り

エ
ド
ケ
ンハ
ウ
ス

な
ら
で
は
の

「
売
り
建
て
」住
宅

人
が
家
を
買
う

プ
ロ
セ
ス
を

た
く
さ
ん
見
て
き
た

●会社名

●本社所在地

●電話

●代表取締役

●会社創業

●従業員数

●事業内容

●売上高

●URL

●TOTOの使用機器

㈱エドケンハウス
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活動領域はさまざまだが、それぞれの土地柄、
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―
―
新
し
い
サ
ザ
ナ
は
、
ど
う
い
う
商
品
で
す
か
。

福
田
祐
子

　サ
ザ
ナ
は
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
支

持
い
た
だ
い
て
き
た
T
O
T
O
バ
ス
ル
ー
ム
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
、
節
水
と
刺
激
感
を
両
立
す
る
「
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
シ
ャ
ワ
ー
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
と
こ
と
ん
磨
い
て
き
た
お
掃
除
の
し
や
す

さ
に
、
切
り
札
と
も
い
え
る
「
き
れ
い
除
菌
水
」

を
取
り
入
れ
た
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
追
加
し
た
の
が
、
今
回

の
新
商
品
で
す
。

―
―
お
風
呂
の
床
を
き
れ
い
に
す
る
ん
で
す
ね
。

汚
れ
の
原
因
を

追
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

シ
ス
テ
ム
バ
ス
ル
ー
ム「
s
a
z
a
n
a
」

床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄（
き
れ
い
除
菌
水
）

2
0
1
9
年
2
月
発
売

オ
プ
シ
ョ
ン

サ

ザ

ナ

聞
き
手
・
ま
と
め
／
村
上
浩
平

　写
真
／
山
下
恒
徳

昨
年
シ
ス
テ
ム
バ
ス
ル
ー
ム
の「
S
Y
N
L
A（
シ
ン
ラ
）」に
搭

載
し
好
評
だ
っ
た「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄（
き
れ
い
除
菌
水
）」が

「
s
a
z
a
n
a（
サ
ザ
ナ
）」に
も
オ
プ
シ
ョン
で
搭
載
。汚
れ

る
前
に
、汚
れ
の
原
因
を
退
治
す
る
の
で
、お
風
呂
の
床
掃

除
が
と
て
も
ラ
ク
に
な
り
ま
す
。ふ
た
り
の
開
発
担
当
者
が
、

ち
ょっ
と
驚
き
の
開
発
秘
話
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

N
ew

 P
roduct Story /  Interview

 w
ith M

urahashi Toshiyuki and Fukuda Y
uko

新
商
品
開
発
物
語

福
田
「
お
風
呂
の
ど
こ
の
汚
れ
が
気
に
な
る
か
」

と
い
う
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
床
ま
わ

り
に
関
す
る
部
分
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

で
す
。
床
や
排
水
口
の
お
掃
除
は
姿
勢
が
つ
ら
か

っ
た
り
、
汚
れ
に
直
接
触
れ
た
り
し
ま
す
。
清
掃

頻
度
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
と
て
も
高

い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
従
来
の
お
風
呂
掃
除
の

常
識
を
変
え
る
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」と
い
う
新
機
能
を
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
自
動
車
の
ワ
イ
パ
ー
み
た
い
で
す
ね
。

村
橋
利
行
　
ワ
イ
パ
ー
の
よ
う
に
左
右
に
動
き
な

が
ら
お
風
呂
の
床
の
汚
れ
を
流
す
装
置
で
す
。
黒

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
角
質
を
水
流
で
追
い
込
み
な

が
ら
排
水
口
に
流
し
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ク
汚
れ
の

原
因
と
な
る
細
菌
も
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
使
っ

て
除
去
し
ま
す
。
汚
れ
て
か
ら
き
れ
い
に
す
る
、

と
い
う
の
で
は
な
く
、
汚
れ
る
前
に
原
因
を
取
り

除
い
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
ん
で
す
。

福
田
　
サ
ザ
ナ
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
ほ
っ
カ
ラ

リ
床
」
は
も
と
も
と
汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
床
で

す
し
（
親
水
パ
ワ
ー
の
効
果
）、抗
菌
・
防
カ
ビ
仕

様
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
排
水
口
」
も
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
汚
れ
の
原
因
を
抑
え
る
こ
と
で
、

き
れ
い
が
ぐ
っ
と
長
も
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

だ
け
。
お
掃
除
の
回
数
が
驚
く
ほ
ど
減
り
ま
す
し
、

そ
の
分
つ
ら
い
姿
勢
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
す
。

―
―
お
風
呂
掃
除
が
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
。

福
田
　
そ
れ
が
ひ
と
月
約
3
0
0
円
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
（
1
日
1
回
使
用
の
場
合
）
で
で
き
る

ん
で
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
は
角
質
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。

村
橋
　
ど
ん
な
汚
れ
に
も
、
そ
の
原
因
が
あ
る
は

ず
で
す
。
黒
カ
ビ
や
ピ
ン
ク
の
ヌ
メ
リ
は
、
何
が

原
因
で
、
そ
れ
ら
の
原
因
物
質
が
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
ど
の
く
ら
い
蓄
積
さ
れ
て
、
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
皮
脂
、

角
質
、
石
け
ん
カ
ス
、
水
垢
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
み
な
さ
ん

が
と
く
に
気
に
な
る
黒
カ
ビ
に
つ
い
て
は
、
人
間

の
肌
の
表
面
か
ら
は
が
れ
落
ち
る
角
質
が
カ
ビ
菌

の
大
好
物
で
、
一
番
の
栄
養
源
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
初
め
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
新
発
見
で
す
か
。

福
田
　
私
も
カ
ビ
の
菌
が
い
る
か
ら
黒
カ
ビ
が
生

え
る
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

村
橋
　
黒
カ
ビ
の
菌
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

い
っ
ぺ
ん
に
は
退
治
し
き
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
繁

殖
の
原
因
で
あ
る
角
質
を
な
く
せ
ば
一
網
打
尽
に

で
き
ま
す
。

―
―
食
料
が
な
く
な
る
ん
で
す
も
の
ね
。
で
は
、

ピ
ン
ク
汚
れ
の
ほ
う
は
ど
う
で
す
か
。

村
橋
　
こ
ち
ら
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
道
水
に
極
微
小
量
含
ま
れ
る
メ
チ
ロ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
と
い
う
細
菌
で
す
。
彼
ら
が
床
に
住
み

つ
い
て
家
族
を
つ
く
り
、
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
す
る

と
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

村
橋
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

2
段
作
動
で
床
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
か
か
る
時

間
は
ト
ー
タ
ル
で
約
23
分
。
ま
ず
床
ワ
イ
パ
ー
洗

浄
で
ゆ
っ
く
り
3
回
（
標
準
モ
ー
ド
）、一
方
の
端

か
ら
反
対
の
端
ま
で
水
を
放
出
。
大
量
の
角
質
を

し
っ
か
り
洗
い
流
し
ま
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
を
追
い
出
す
わ
け
で
す
ね
。

村
橋
　
最
後
に
も
う
1
回
、
ノ
ズ
ル
か
ら
「
き
れ

い
除
菌
水
」
を
同
様
に
放
出
し
て
、
床
に
住
み
つ

く
前
の
メ
チ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
除
去
し
ま
す
。

―
―
ピ
ン
ク
の
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
前
に
除
菌
す

る
、
と
。

村
橋
　
お
風
呂
に
入
る
と
、
ひ
と
り
に
つ
き
1
回

あ
た
り
約
1
0
0
0
万
枚
も
の
角
質
が
落
ち
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
角
質
を
い
か
に
効
率
よ
く
、
床

か
ら
排
水
口
へ
追
い
込
む
か
。
そ
れ
が
課
題
で
し

た
。
床
に
付
着
し
て
い
な
い
角
質
は
、
思
い
の
ほ

か
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま
す
。
水
を
ざ
っ
と
流
す
と
、

水
流
に
運
ば
れ
て
壁
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
こ

れ
で
は
逆
効
果
で
す
。
ホ
ー
ス
の
先
を
指
で
つ
ま

ん
で
調
整
し
な
が
ら
、
水
の
出
し
方
と
角
質
を
追

い
込
ん
で
い
く
動
き
を
何
度
も
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
板
状
の
吐
水
で
途
切
れ
の
な
い

水
の
膜
を
つ
く
り
、
角
質
を
追
い
越
さ
な
い
よ
う
、

ゆ
っ
く
り
排
水
口
に
追
い
込
む
方
式
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
。

―
―
一
番
苦
労
さ
れ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

村
橋
　
ノ
ズ
ル
の
形
状
で
す
ね
。
角
質
を
除
去
す

る
に
は
、
一
定
の
洗
浄
圧
が
必
要
な
の
で
す
が
、

お
風
呂
の
広
さ
も
水
圧
も
お
宅
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど
ん
な
条
件
で
も
同
様
の

効
果
が
出
せ
る
形
状
を
目
指
し
ま
し
た
。

福
田
　
床
の
広
さ
が
商
品
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す

が
、
水
流
が
強
す
ぎ
る
と
角
質
が
壁
ま
で
飛
ん
で

し
ま
う
し
、
弱
い
と
隅
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。
水
の

膜
に
隙
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
洗
い
残
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

村
橋
　
数
十
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
修
正
も
含
め
て
、

1
0
0
本
以
上
の
ノ
ズ
ル
を
試
作
し
ま
し
た
。
来

る
日
も
来
る
日
も
最
適
な
解
を
見
つ
け
る
作
業
。

も
ち
ろ
ん
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

た
び
に
残
っ
た
角
質
を
数
え
る
作
業
が
も
れ
な
く

セ
ッ
ト
で
付
い
て
き
ま
す
（
笑
）。

福
田
　
本
当
に
、
残
っ
た
角
質
を
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
す
ご
い
回
数
数
え
た
ん
で
す
よ
。

―
―
今
後
は
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。

福
田
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

シ
ン
ラ
や
サ
ザ
ナ
の
決
ま
っ
た
タ
イ
プ
で
し
か
選

べ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
装
置
の
自
由
度
を
あ
げ
て
、

ど
ん
な
お
風
呂
に
で
も
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

村
橋
「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

水
道
水
か
ら
機
能
水
を
つ
く
り
出
し
て
除
菌
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
つ
く
っ
た
も
の
は
も
と
の

水
に
戻
り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
が
ゼ
ロ
。
つ
ま

り
環
境
の
「
き
れ
い
」
も
守
る
わ
け
で
す
ね
。
日

本
の
「
き
れ
い
」
に
対
す
る
意
識
や
技
術
は
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
と
こ
と
ん
き

わ
め
た
い
。
も
っ
と
も
っ
と
「
き
れ
い
除
菌
水
」

が
活
躍
す
る
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お風呂の床（実験
装置）に墨汁を垂ら
し、床ワイパーによる
洗浄の検証を行っ
た。

Before

え
っ
、ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で

お
風
呂
の
床
が
き
れ
い
に
！？

な
ん
て
ラ
ク
な
ん
で
し
ょ
う
。
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Murahashi Toshiyuki
and

Fukuda Yuko

New
Product
Story

「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄

（
き
れ
い
除
菌
水
）」で

お
掃
除
が
さ
ら
に
ラ
ク
に

ふくだ・ゆうこ／ 1981
年神奈川県生まれ。2004
年明治大学理工学部建築
学科卒業。同年TOTOバ
スクリエイト入社。浴室
開発部でシステムバス
ルームの商品開発に従
事。新商品では、抗菌・
防カビ仕様の排水口、床
ワイパー洗浄（きれい除
菌水）の開発を担当。

福田祐子

TOTO㈱
浴室事業部 浴室開発部
浴室商品開発グループ

Fukuda Yuko

システムバスの
床ワイパー洗浄

（きれい除菌水）担当

むらはし・としゆき／
1967年福岡県生まれ。92
年山口大学大学院生産機
械工学専攻修了。同年
TOTO入社。94年発売の
アルカリ7をきっかけに、
改質水の技術開発に従
事。2014年きれい除菌水
プロジェクトに参画。「き
れい長もち」の技術開発
に携わる。15年に自動水
栓、16年にキッチン、洗
面所と展開。浴室に至る。

村橋利行

TOTO㈱機器水栓事業部
水栓開発第一部
アクアオート開発グループ

Murahashi Toshiyuki

きれい除菌水担当

After

お風呂の床（実験装置）
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―
―
新
し
い
サ
ザ
ナ
は
、
ど
う
い
う
商
品
で
す
か
。

福
田
祐
子

　サ
ザ
ナ
は
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
支

持
い
た
だ
い
て
き
た
T
O
T
O
バ
ス
ル
ー
ム
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
、
節
水
と
刺
激
感
を
両
立
す
る
「
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
シ
ャ
ワ
ー
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
と
こ
と
ん
磨
い
て
き
た
お
掃
除
の
し
や
す

さ
に
、
切
り
札
と
も
い
え
る
「
き
れ
い
除
菌
水
」

を
取
り
入
れ
た
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
追
加
し
た
の
が
、
今
回

の
新
商
品
で
す
。

―
―
お
風
呂
の
床
を
き
れ
い
に
す
る
ん
で
す
ね
。

汚
れ
の
原
因
を

追
究
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
っ
た

シ
ス
テ
ム
バ
ス
ル
ー
ム「
s
a
z
a
n
a
」

床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄（
き
れ
い
除
菌
水
）

2
0
1
9
年
2
月
発
売

オ
プ
シ
ョ
ン

サ

ザ

ナ

聞
き
手
・
ま
と
め
／
村
上
浩
平

　写
真
／
山
下
恒
徳

昨
年
シ
ス
テ
ム
バ
ス
ル
ー
ム
の「
S
Y
N
L
A（
シ
ン
ラ
）」に
搭

載
し
好
評
だ
っ
た「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄（
き
れ
い
除
菌
水
）」が

「
s
a
z
a
n
a（
サ
ザ
ナ
）」に
も
オ
プ
シ
ョン
で
搭
載
。汚
れ

る
前
に
、汚
れ
の
原
因
を
退
治
す
る
の
で
、お
風
呂
の
床
掃

除
が
と
て
も
ラ
ク
に
な
り
ま
す
。ふ
た
り
の
開
発
担
当
者
が
、

ち
ょっ
と
驚
き
の
開
発
秘
話
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

N
ew

 P
roduct Story /  Interview

 w
ith M

urahashi Toshiyuki and Fukuda Y
uko

新
商
品
開
発
物
語

福
田
「
お
風
呂
の
ど
こ
の
汚
れ
が
気
に
な
る
か
」

と
い
う
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
床
ま
わ

り
に
関
す
る
部
分
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

で
す
。
床
や
排
水
口
の
お
掃
除
は
姿
勢
が
つ
ら
か

っ
た
り
、
汚
れ
に
直
接
触
れ
た
り
し
ま
す
。
清
掃

頻
度
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
と
て
も
高

い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
従
来
の
お
風
呂
掃
除
の

常
識
を
変
え
る
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」と
い
う
新
機
能
を
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
自
動
車
の
ワ
イ
パ
ー
み
た
い
で
す
ね
。

村
橋
利
行
　
ワ
イ
パ
ー
の
よ
う
に
左
右
に
動
き
な

が
ら
お
風
呂
の
床
の
汚
れ
を
流
す
装
置
で
す
。
黒

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
角
質
を
水
流
で
追
い
込
み
な

が
ら
排
水
口
に
流
し
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ク
汚
れ
の

原
因
と
な
る
細
菌
も
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
使
っ

て
除
去
し
ま
す
。
汚
れ
て
か
ら
き
れ
い
に
す
る
、

と
い
う
の
で
は
な
く
、
汚
れ
る
前
に
原
因
を
取
り

除
い
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
ん
で
す
。

福
田
　
サ
ザ
ナ
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
ほ
っ
カ
ラ

リ
床
」
は
も
と
も
と
汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
床
で

す
し
（
親
水
パ
ワ
ー
の
効
果
）、抗
菌
・
防
カ
ビ
仕

様
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
排
水
口
」
も
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
汚
れ
の
原
因
を
抑
え
る
こ
と
で
、

き
れ
い
が
ぐ
っ
と
長
も
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

だ
け
。
お
掃
除
の
回
数
が
驚
く
ほ
ど
減
り
ま
す
し
、

そ
の
分
つ
ら
い
姿
勢
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
す
。

―
―
お
風
呂
掃
除
が
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
。

福
田
　
そ
れ
が
ひ
と
月
約
3
0
0
円
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
（
1
日
1
回
使
用
の
場
合
）
で
で
き
る

ん
で
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
は
角
質
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。

村
橋
　
ど
ん
な
汚
れ
に
も
、
そ
の
原
因
が
あ
る
は

ず
で
す
。
黒
カ
ビ
や
ピ
ン
ク
の
ヌ
メ
リ
は
、
何
が

原
因
で
、
そ
れ
ら
の
原
因
物
質
が
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
ど
の
く
ら
い
蓄
積
さ
れ
て
、
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
皮
脂
、

角
質
、
石
け
ん
カ
ス
、
水
垢
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
み
な
さ
ん

が
と
く
に
気
に
な
る
黒
カ
ビ
に
つ
い
て
は
、
人
間

の
肌
の
表
面
か
ら
は
が
れ
落
ち
る
角
質
が
カ
ビ
菌

の
大
好
物
で
、
一
番
の
栄
養
源
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
初
め
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
新
発
見
で
す
か
。

福
田
　
私
も
カ
ビ
の
菌
が
い
る
か
ら
黒
カ
ビ
が
生

え
る
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

村
橋
　
黒
カ
ビ
の
菌
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

い
っ
ぺ
ん
に
は
退
治
し
き
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
繁

殖
の
原
因
で
あ
る
角
質
を
な
く
せ
ば
一
網
打
尽
に

で
き
ま
す
。

―
―
食
料
が
な
く
な
る
ん
で
す
も
の
ね
。
で
は
、

ピ
ン
ク
汚
れ
の
ほ
う
は
ど
う
で
す
か
。

村
橋
　
こ
ち
ら
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
道
水
に
極
微
小
量
含
ま
れ
る
メ
チ
ロ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
と
い
う
細
菌
で
す
。
彼
ら
が
床
に
住
み

つ
い
て
家
族
を
つ
く
り
、
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
す
る

と
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

村
橋
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

2
段
作
動
で
床
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
か
か
る
時

間
は
ト
ー
タ
ル
で
約
23
分
。
ま
ず
床
ワ
イ
パ
ー
洗

浄
で
ゆ
っ
く
り
3
回
（
標
準
モ
ー
ド
）、一
方
の
端

か
ら
反
対
の
端
ま
で
水
を
放
出
。
大
量
の
角
質
を

し
っ
か
り
洗
い
流
し
ま
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
を
追
い
出
す
わ
け
で
す
ね
。

村
橋
　
最
後
に
も
う
1
回
、
ノ
ズ
ル
か
ら
「
き
れ

い
除
菌
水
」
を
同
様
に
放
出
し
て
、
床
に
住
み
つ

く
前
の
メ
チ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
除
去
し
ま
す
。

―
―
ピ
ン
ク
の
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
前
に
除
菌
す

る
、
と
。

村
橋
　
お
風
呂
に
入
る
と
、
ひ
と
り
に
つ
き
1
回

あ
た
り
約
1
0
0
0
万
枚
も
の
角
質
が
落
ち
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
角
質
を
い
か
に
効
率
よ
く
、
床

か
ら
排
水
口
へ
追
い
込
む
か
。
そ
れ
が
課
題
で
し

た
。
床
に
付
着
し
て
い
な
い
角
質
は
、
思
い
の
ほ

か
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま
す
。
水
を
ざ
っ
と
流
す
と
、

水
流
に
運
ば
れ
て
壁
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
こ

れ
で
は
逆
効
果
で
す
。
ホ
ー
ス
の
先
を
指
で
つ
ま

ん
で
調
整
し
な
が
ら
、
水
の
出
し
方
と
角
質
を
追

い
込
ん
で
い
く
動
き
を
何
度
も
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
板
状
の
吐
水
で
途
切
れ
の
な
い

水
の
膜
を
つ
く
り
、
角
質
を
追
い
越
さ
な
い
よ
う
、

ゆ
っ
く
り
排
水
口
に
追
い
込
む
方
式
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
。

―
―
一
番
苦
労
さ
れ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

村
橋
　
ノ
ズ
ル
の
形
状
で
す
ね
。
角
質
を
除
去
す

る
に
は
、
一
定
の
洗
浄
圧
が
必
要
な
の
で
す
が
、

お
風
呂
の
広
さ
も
水
圧
も
お
宅
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど
ん
な
条
件
で
も
同
様
の

効
果
が
出
せ
る
形
状
を
目
指
し
ま
し
た
。

福
田
　
床
の
広
さ
が
商
品
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す

が
、
水
流
が
強
す
ぎ
る
と
角
質
が
壁
ま
で
飛
ん
で

し
ま
う
し
、
弱
い
と
隅
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。
水
の

膜
に
隙
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
洗
い
残
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

村
橋
　
数
十
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
修
正
も
含
め
て
、

1
0
0
本
以
上
の
ノ
ズ
ル
を
試
作
し
ま
し
た
。
来

る
日
も
来
る
日
も
最
適
な
解
を
見
つ
け
る
作
業
。

も
ち
ろ
ん
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

た
び
に
残
っ
た
角
質
を
数
え
る
作
業
が
も
れ
な
く

セ
ッ
ト
で
付
い
て
き
ま
す
（
笑
）。

福
田
　
本
当
に
、
残
っ
た
角
質
を
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
す
ご
い
回
数
数
え
た
ん
で
す
よ
。

―
―
今
後
は
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。

福
田
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

シ
ン
ラ
や
サ
ザ
ナ
の
決
ま
っ
た
タ
イ
プ
で
し
か
選

べ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
装
置
の
自
由
度
を
あ
げ
て
、

ど
ん
な
お
風
呂
に
で
も
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

村
橋
「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

水
道
水
か
ら
機
能
水
を
つ
く
り
出
し
て
除
菌
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
つ
く
っ
た
も
の
は
も
と
の

水
に
戻
り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
が
ゼ
ロ
。
つ
ま

り
環
境
の
「
き
れ
い
」
も
守
る
わ
け
で
す
ね
。
日

本
の
「
き
れ
い
」
に
対
す
る
意
識
や
技
術
は
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
と
こ
と
ん
き

わ
め
た
い
。
も
っ
と
も
っ
と
「
き
れ
い
除
菌
水
」

が
活
躍
す
る
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お風呂の床（実験
装置）に墨汁を垂ら
し、床ワイパーによる
洗浄の検証を行っ
た。

Before

え
っ
、ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で

お
風
呂
の
床
が
き
れ
い
に
！？

な
ん
て
ラ
ク
な
ん
で
し
ょ
う
。

Interview
with

Murahashi Toshiyuki
and

Fukuda Yuko

New
Product
Story

「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄

（
き
れ
い
除
菌
水
）」で

お
掃
除
が
さ
ら
に
ラ
ク
に

ふくだ・ゆうこ／ 1981
年神奈川県生まれ。2004
年明治大学理工学部建築
学科卒業。同年TOTOバ
スクリエイト入社。浴室
開発部でシステムバス
ルームの商品開発に従
事。新商品では、抗菌・
防カビ仕様の排水口、床
ワイパー洗浄（きれい除
菌水）の開発を担当。

福田祐子

TOTO㈱
浴室事業部 浴室開発部
浴室商品開発グループ

Fukuda Yuko

システムバスの
床ワイパー洗浄

（きれい除菌水）担当

むらはし・としゆき／
1967年福岡県生まれ。92
年山口大学大学院生産機
械工学専攻修了。同年
TOTO入社。94年発売の
アルカリ7をきっかけに、
改質水の技術開発に従
事。2014年きれい除菌水
プロジェクトに参画。「き
れい長もち」の技術開発
に携わる。15年に自動水
栓、16年にキッチン、洗
面所と展開。浴室に至る。

村橋利行

TOTO㈱機器水栓事業部
水栓開発第一部
アクアオート開発グループ

Murahashi Toshiyuki

きれい除菌水担当

After

お風呂の床（実験装置）

5657



―
―
新
し
い
サ
ザ
ナ
は
、
ど
う
い
う
商
品
で
す
か
。

福
田
祐
子

　サ
ザ
ナ
は
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
支

持
い
た
だ
い
て
き
た
T
O
T
O
バ
ス
ル
ー
ム
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
、
節
水
と
刺
激
感
を
両
立
す
る
「
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
シ
ャ
ワ
ー
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
と
こ
と
ん
磨
い
て
き
た
お
掃
除
の
し
や
す

さ
に
、
切
り
札
と
も
い
え
る
「
き
れ
い
除
菌
水
」

を
取
り
入
れ
た
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
追
加
し
た
の
が
、
今
回

の
新
商
品
で
す
。

―
―
お
風
呂
の
床
を
き
れ
い
に
す
る
ん
で
す
ね
。

ど
ん
な
条
件
で
も

同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

「
き
れ
い
除
菌
水
」を

商品情報

システム
バスルーム
「sazana」

1616サイズ（Sタイプ）

1,071,500円
［床ワイパー洗浄

（きれい除菌水）付き写真セットの
希望小売価格］

カタログのご請求

093-571-0999

詳細は「システムバスルーム 
サザナNo.470」をご覧ください。

カタログをご希望の方は、
本誌に同封の

「TOTO通信2019年新春号
アンケート用紙」にご記入のうえ、

ファクス、またはウェブにて
お申し込みください。

福
田
「
お
風
呂
の
ど
こ
の
汚
れ
が
気
に
な
る
か
」

と
い
う
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
床
ま
わ

り
に
関
す
る
部
分
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

で
す
。
床
や
排
水
口
の
お
掃
除
は
姿
勢
が
つ
ら
か

っ
た
り
、
汚
れ
に
直
接
触
れ
た
り
し
ま
す
。
清
掃

頻
度
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
と
て
も
高

い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
従
来
の
お
風
呂
掃
除
の

常
識
を
変
え
る
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」と
い
う
新
機
能
を
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
自
動
車
の
ワ
イ
パ
ー
み
た
い
で
す
ね
。

村
橋
利
行
　
ワ
イ
パ
ー
の
よ
う
に
左
右
に
動
き
な

が
ら
お
風
呂
の
床
の
汚
れ
を
流
す
装
置
で
す
。
黒

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
角
質
を
水
流
で
追
い
込
み
な

が
ら
排
水
口
に
流
し
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ク
汚
れ
の

原
因
と
な
る
細
菌
も
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
使
っ

て
除
去
し
ま
す
。
汚
れ
て
か
ら
き
れ
い
に
す
る
、

と
い
う
の
で
は
な
く
、
汚
れ
る
前
に
原
因
を
取
り

除
い
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
ん
で
す
。

福
田
　
サ
ザ
ナ
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
ほ
っ
カ
ラ

リ
床
」
は
も
と
も
と
汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
床
で

す
し
（
親
水
パ
ワ
ー
の
効
果
）、抗
菌
・
防
カ
ビ
仕

様
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
排
水
口
」
も
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
汚
れ
の
原
因
を
抑
え
る
こ
と
で
、

き
れ
い
が
ぐ
っ
と
長
も
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

だ
け
。
お
掃
除
の
回
数
が
驚
く
ほ
ど
減
り
ま
す
し
、

そ
の
分
つ
ら
い
姿
勢
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
す
。

―
―
お
風
呂
掃
除
が
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
。

福
田
　
そ
れ
が
ひ
と
月
約
3
0
0
円
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
（
1
日
1
回
使
用
の
場
合
）
で
で
き
る

ん
で
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
は
角
質
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。

村
橋
　
ど
ん
な
汚
れ
に
も
、
そ
の
原
因
が
あ
る
は

ず
で
す
。
黒
カ
ビ
や
ピ
ン
ク
の
ヌ
メ
リ
は
、
何
が

原
因
で
、
そ
れ
ら
の
原
因
物
質
が
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
ど
の
く
ら
い
蓄
積
さ
れ
て
、
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
皮
脂
、

角
質
、
石
け
ん
カ
ス
、
水
垢
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
み
な
さ
ん

が
と
く
に
気
に
な
る
黒
カ
ビ
に
つ
い
て
は
、
人
間

の
肌
の
表
面
か
ら
は
が
れ
落
ち
る
角
質
が
カ
ビ
菌

の
大
好
物
で
、
一
番
の
栄
養
源
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
初
め
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
新
発
見
で
す
か
。

福
田
　
私
も
カ
ビ
の
菌
が
い
る
か
ら
黒
カ
ビ
が
生

え
る
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

村
橋
　
黒
カ
ビ
の
菌
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

い
っ
ぺ
ん
に
は
退
治
し
き
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
繁

殖
の
原
因
で
あ
る
角
質
を
な
く
せ
ば
一
網
打
尽
に

で
き
ま
す
。

―
―
食
料
が
な
く
な
る
ん
で
す
も
の
ね
。
で
は
、

ピ
ン
ク
汚
れ
の
ほ
う
は
ど
う
で
す
か
。

村
橋
　
こ
ち
ら
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
道
水
に
極
微
小
量
含
ま
れ
る
メ
チ
ロ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
と
い
う
細
菌
で
す
。
彼
ら
が
床
に
住
み

つ
い
て
家
族
を
つ
く
り
、
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
す
る

と
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

村
橋
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

2
段
作
動
で
床
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
か
か
る
時

間
は
ト
ー
タ
ル
で
約
23
分
。
ま
ず
床
ワ
イ
パ
ー
洗

浄
で
ゆ
っ
く
り
3
回
（
標
準
モ
ー
ド
）、一
方
の
端

か
ら
反
対
の
端
ま
で
水
を
放
出
。
大
量
の
角
質
を

し
っ
か
り
洗
い
流
し
ま
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
を
追
い
出
す
わ
け
で
す
ね
。

村
橋
　
最
後
に
も
う
1
回
、
ノ
ズ
ル
か
ら
「
き
れ

い
除
菌
水
」
を
同
様
に
放
出
し
て
、
床
に
住
み
つ

く
前
の
メ
チ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
除
去
し
ま
す
。

―
―
ピ
ン
ク
の
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
前
に
除
菌
す

る
、
と
。

村
橋
　
お
風
呂
に
入
る
と
、
ひ
と
り
に
つ
き
1
回

あ
た
り
約
1
0
0
0
万
枚
も
の
角
質
が
落
ち
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
角
質
を
い
か
に
効
率
よ
く
、
床

か
ら
排
水
口
へ
追
い
込
む
か
。
そ
れ
が
課
題
で
し

た
。
床
に
付
着
し
て
い
な
い
角
質
は
、
思
い
の
ほ

か
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま
す
。
水
を
ざ
っ
と
流
す
と
、

水
流
に
運
ば
れ
て
壁
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
こ

れ
で
は
逆
効
果
で
す
。
ホ
ー
ス
の
先
を
指
で
つ
ま

ん
で
調
整
し
な
が
ら
、
水
の
出
し
方
と
角
質
を
追

い
込
ん
で
い
く
動
き
を
何
度
も
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
板
状
の
吐
水
で
途
切
れ
の
な
い

水
の
膜
を
つ
く
り
、
角
質
を
追
い
越
さ
な
い
よ
う
、

ゆ
っ
く
り
排
水
口
に
追
い
込
む
方
式
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
。

―
―
一
番
苦
労
さ
れ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

村
橋
　
ノ
ズ
ル
の
形
状
で
す
ね
。
角
質
を
除
去
す

る
に
は
、
一
定
の
洗
浄
圧
が
必
要
な
の
で
す
が
、

お
風
呂
の
広
さ
も
水
圧
も
お
宅
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど
ん
な
条
件
で
も
同
様
の

効
果
が
出
せ
る
形
状
を
目
指
し
ま
し
た
。

福
田
　
床
の
広
さ
が
商
品
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す

が
、
水
流
が
強
す
ぎ
る
と
角
質
が
壁
ま
で
飛
ん
で

し
ま
う
し
、
弱
い
と
隅
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。
水
の

膜
に
隙
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
洗
い
残
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

村
橋
　
数
十
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
修
正
も
含
め
て
、

1
0
0
本
以
上
の
ノ
ズ
ル
を
試
作
し
ま
し
た
。
来

る
日
も
来
る
日
も
最
適
な
解
を
見
つ
け
る
作
業
。

も
ち
ろ
ん
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

た
び
に
残
っ
た
角
質
を
数
え
る
作
業
が
も
れ
な
く

セ
ッ
ト
で
付
い
て
き
ま
す
（
笑
）。

福
田
　
本
当
に
、
残
っ
た
角
質
を
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
す
ご
い
回
数
数
え
た
ん
で
す
よ
。

―
―
今
後
は
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。

福
田
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

シ
ン
ラ
や
サ
ザ
ナ
の
決
ま
っ
た
タ
イ
プ
で
し
か
選

べ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
装
置
の
自
由
度
を
あ
げ
て
、

ど
ん
な
お
風
呂
に
で
も
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

村
橋
「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

水
道
水
か
ら
機
能
水
を
つ
く
り
出
し
て
除
菌
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
つ
く
っ
た
も
の
は
も
と
の

水
に
戻
り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
が
ゼ
ロ
。
つ
ま

り
環
境
の
「
き
れ
い
」
も
守
る
わ
け
で
す
ね
。
日

本
の
「
き
れ
い
」
に
対
す
る
意
識
や
技
術
は
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
と
こ
と
ん
き

わ
め
た
い
。
も
っ
と
も
っ
と
「
き
れ
い
除
菌
水
」

が
活
躍
す
る
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お問い合わせ

0570-01-1010

商品の技術的なご質問は、
技術相談室ナビダイヤルまで

お問い合わせください。

ナビダイヤル

床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
と
い
う

画
期
的
な
機
能

Interview
with

Murahashi Toshiyuki
and

Fukuda Yuko

New
Product
Story

47.4
40.5

35.9
32.5

29.2

28.3
23.8
23.2
22.6

18.9

浴室の中で、汚れが気になるところ（上位10位を抜粋）

「きれい除菌水」の仕組み

出典：「住宅設備と生活意識に関する実態調査」TOTO調べ（2016）
全国にお住まいの20～79歳男女（複数回答、性別・年代の10セルで層化抽出）

排水口
床
ドア
タイルの目地
壁
排水口の網（ヘアキャッチャー）
風呂ふた
天井
鏡
洗面器や風呂椅子

水 電気分解 きれい除菌水 時間がたつと もとの水に戻る

洗浄と除菌の流れ

水に含まれる塩化物イオンを電気分解してつくら
れる除菌成分（次亜塩素酸）をもつ水。薬品
や洗剤を使わずに、水からつくられ、時間がた
つともとの水に戻るので環境にも安心。

板状の吐水

除菌・分解・漂白

床まわりのきれいが長持ちするそのほかの機能

（抗菌・防カビ仕様）

床ワイパー洗浄（きれい除菌水）の仕組み

TOTO独自の板状
の吐水で水の膜を
つくり、角質を追い
越さないように排水
口へ追い込む。

①床ワイパー洗浄
板状のワイパー水流

（水道水）による洗
浄圧とプログラムを
用いることで、汚れ
が落としにくいエリア
の汚れも確実に排水
口へ洗い流す。

②除菌仕上げ
床面くまなく「きれい
除菌水」を吹き付け
除菌仕上げ。菌やカ
ビの増殖を抑える。

※床ワイパー洗浄（きれい除菌
水）はオプション（60,000円）です。
※新色の壁・床・カウンターの
詳細はカタログをご覧ください。
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塩化物イオン 次亜塩素酸を含む水

※詳細は弊社ホームページやカタログをご確認ください。※詳細は弊社ホームページやカタログをご確認ください。



―
―
新
し
い
サ
ザ
ナ
は
、
ど
う
い
う
商
品
で
す
か
。

福
田
祐
子

　サ
ザ
ナ
は
多
く
の
お
客
さ
ま
に
ご
支

持
い
た
だ
い
て
き
た
T
O
T
O
バ
ス
ル
ー
ム
の
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
モ
デ
ル
。
カ
ラ
ー
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

が
増
え
、
節
水
と
刺
激
感
を
両
立
す
る
「
コ
ン
フ

ォ
ー
ト
ウ
ェ
ー
ブ
シ
ャ
ワ
ー
」
が
加
わ
り
ま
し
た
。

さ
ら
に
と
こ
と
ん
磨
い
て
き
た
お
掃
除
の
し
や
す

さ
に
、
切
り
札
と
も
い
え
る
「
き
れ
い
除
菌
水
」

を
取
り
入
れ
た
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」を
オ
プ
シ
ョ
ン
で
追
加
し
た
の
が
、
今
回

の
新
商
品
で
す
。

―
―
お
風
呂
の
床
を
き
れ
い
に
す
る
ん
で
す
ね
。

ど
ん
な
条
件
で
も

同
様
の
効
果
を
発
揮
す
る

あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に

「
き
れ
い
除
菌
水
」を

商品情報

システム
バスルーム
「sazana」

1616サイズ（Sタイプ）

1,071,500円
［床ワイパー洗浄

（きれい除菌水）付き写真セットの
希望小売価格］

カタログのご請求

093-571-0999

詳細は「システムバスルーム 
サザナNo.470」をご覧ください。

カタログをご希望の方は、
本誌に同封の

「TOTO通信2019年新春号
アンケート用紙」にご記入のうえ、

ファクス、またはウェブにて
お申し込みください。

福
田
「
お
風
呂
の
ど
こ
の
汚
れ
が
気
に
な
る
か
」

と
い
う
お
客
さ
ま
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
、
床
ま
わ

り
に
関
す
る
部
分
が
上
位
に
ラ
ン
ク
イ
ン
し
た
の

で
す
。
床
や
排
水
口
の
お
掃
除
は
姿
勢
が
つ
ら
か

っ
た
り
、
汚
れ
に
直
接
触
れ
た
り
し
ま
す
。
清
掃

頻
度
を
減
ら
し
た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
が
と
て
も
高

い
ん
で
す
ね
。
そ
こ
で
、
従
来
の
お
風
呂
掃
除
の

常
識
を
変
え
る
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除

菌
水
）」と
い
う
新
機
能
を
導
入
し
ま
し
た
。

―
―
自
動
車
の
ワ
イ
パ
ー
み
た
い
で
す
ね
。

村
橋
利
行
　
ワ
イ
パ
ー
の
よ
う
に
左
右
に
動
き
な

が
ら
お
風
呂
の
床
の
汚
れ
を
流
す
装
置
で
す
。
黒

カ
ビ
の
原
因
と
な
る
角
質
を
水
流
で
追
い
込
み
な

が
ら
排
水
口
に
流
し
、
い
わ
ゆ
る
ピ
ン
ク
汚
れ
の

原
因
と
な
る
細
菌
も
「
き
れ
い
除
菌
水
」
を
使
っ

て
除
去
し
ま
す
。
汚
れ
て
か
ら
き
れ
い
に
す
る
、

と
い
う
の
で
は
な
く
、
汚
れ
る
前
に
原
因
を
取
り

除
い
て
し
ま
お
う
と
考
え
た
ん
で
す
。

福
田
　
サ
ザ
ナ
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
ほ
っ
カ
ラ

リ
床
」
は
も
と
も
と
汚
れ
を
落
と
し
や
す
い
床
で

す
し
（
親
水
パ
ワ
ー
の
効
果
）、抗
菌
・
防
カ
ビ
仕

様
の
「
お
掃
除
ラ
ク
ラ
ク
排
水
口
」
も
付
い
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
汚
れ
の
原
因
を
抑
え
る
こ
と
で
、

き
れ
い
が
ぐ
っ
と
長
も
ち
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
お
風
呂
か
ら
上
が
っ
た
ら
ス
イ
ッ
チ
を
押
す

だ
け
。
お
掃
除
の
回
数
が
驚
く
ほ
ど
減
り
ま
す
し
、

そ
の
分
つ
ら
い
姿
勢
か
ら
も
解
放
さ
れ
ま
す
。

―
―
お
風
呂
掃
除
が
ス
イ
ッ
チ
ひ
と
つ
で
。

福
田
　
そ
れ
が
ひ
と
月
約
3
0
0
円
の
ラ
ン
ニ
ン

グ
コ
ス
ト
（
1
日
1
回
使
用
の
場
合
）
で
で
き
る

ん
で
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
は
角
質
と
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
が
、
ど
の
よ
う
に
わ
か
っ
た
の
で
す
か
。

村
橋
　
ど
ん
な
汚
れ
に
も
、
そ
の
原
因
が
あ
る
は

ず
で
す
。
黒
カ
ビ
や
ピ
ン
ク
の
ヌ
メ
リ
は
、
何
が

原
因
で
、
そ
れ
ら
の
原
因
物
質
が
、
い
つ
、
ど
こ

に
、
ど
の
く
ら
い
蓄
積
さ
れ
て
、
目
に
見
え
る
よ

う
に
な
っ
て
い
く
の
だ
ろ
う
と
。
そ
こ
で
皮
脂
、

角
質
、
石
け
ん
カ
ス
、
水
垢
な
ど
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
研
究
を
重
ね
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
み
な
さ
ん

が
と
く
に
気
に
な
る
黒
カ
ビ
に
つ
い
て
は
、
人
間

の
肌
の
表
面
か
ら
は
が
れ
落
ち
る
角
質
が
カ
ビ
菌

の
大
好
物
で
、
一
番
の
栄
養
源
で
あ
る
こ
と
が
、

今
回
初
め
て
わ
か
っ
た
ん
で
す
。

―
―
そ
れ
は
新
発
見
で
す
か
。

福
田
　
私
も
カ
ビ
の
菌
が
い
る
か
ら
黒
カ
ビ
が
生

え
る
く
ら
い
に
し
か
思
っ
て
い
な
か
っ
た
ん
で
す
。

村
橋
　
黒
カ
ビ
の
菌
は
種
類
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、

い
っ
ぺ
ん
に
は
退
治
し
き
れ
ま
せ
ん
。
で
も
、
繁

殖
の
原
因
で
あ
る
角
質
を
な
く
せ
ば
一
網
打
尽
に

で
き
ま
す
。

―
―
食
料
が
な
く
な
る
ん
で
す
も
の
ね
。
で
は
、

ピ
ン
ク
汚
れ
の
ほ
う
は
ど
う
で
す
か
。

村
橋
　
こ
ち
ら
は
以
前
か
ら
わ
か
っ
て
い
ま
し
た

が
、
水
道
水
に
極
微
小
量
含
ま
れ
る
メ
チ
ロ
バ
ク

テ
リ
ウ
ム
と
い
う
細
菌
で
す
。
彼
ら
が
床
に
住
み

つ
い
て
家
族
を
つ
く
り
、
コ
ロ
ニ
ー
を
形
成
す
る

と
ピ
ン
ク
色
に
な
っ
て
く
る
ん
で
す
。

村
橋
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

2
段
作
動
で
床
を
き
れ
い
に
し
ま
す
。
か
か
る
時

間
は
ト
ー
タ
ル
で
約
23
分
。
ま
ず
床
ワ
イ
パ
ー
洗

浄
で
ゆ
っ
く
り
3
回
（
標
準
モ
ー
ド
）、一
方
の
端

か
ら
反
対
の
端
ま
で
水
を
放
出
。
大
量
の
角
質
を

し
っ
か
り
洗
い
流
し
ま
す
。

―
―
黒
カ
ビ
の
原
因
を
追
い
出
す
わ
け
で
す
ね
。

村
橋
　
最
後
に
も
う
1
回
、
ノ
ズ
ル
か
ら
「
き
れ

い
除
菌
水
」
を
同
様
に
放
出
し
て
、
床
に
住
み
つ

く
前
の
メ
チ
ロ
バ
ク
テ
リ
ウ
ム
を
除
去
し
ま
す
。

―
―
ピ
ン
ク
の
コ
ロ
ニ
ー
を
つ
く
る
前
に
除
菌
す

る
、
と
。

村
橋
　
お
風
呂
に
入
る
と
、
ひ
と
り
に
つ
き
1
回

あ
た
り
約
1
0
0
0
万
枚
も
の
角
質
が
落
ち
る
の

で
す
が
、
ま
ず
は
角
質
を
い
か
に
効
率
よ
く
、
床

か
ら
排
水
口
へ
追
い
込
む
か
。
そ
れ
が
課
題
で
し

た
。
床
に
付
着
し
て
い
な
い
角
質
は
、
思
い
の
ほ

か
ふ
わ
ふ
わ
し
て
い
ま
す
。
水
を
ざ
っ
と
流
す
と
、

水
流
に
運
ば
れ
て
壁
に
く
っ
つ
い
て
し
ま
う
。
こ

れ
で
は
逆
効
果
で
す
。
ホ
ー
ス
の
先
を
指
で
つ
ま

ん
で
調
整
し
な
が
ら
、
水
の
出
し
方
と
角
質
を
追

い
込
ん
で
い
く
動
き
を
何
度
も
試
行
錯
誤
し
ま
し

た
。
そ
の
結
果
、
板
状
の
吐
水
で
途
切
れ
の
な
い

水
の
膜
を
つ
く
り
、
角
質
を
追
い
越
さ
な
い
よ
う
、

ゆ
っ
く
り
排
水
口
に
追
い
込
む
方
式
に
た
ど
り
着

い
た
の
で
す
。

―
―
一
番
苦
労
さ
れ
た
の
は
ど
こ
で
す
か
。

村
橋
　
ノ
ズ
ル
の
形
状
で
す
ね
。
角
質
を
除
去
す

る
に
は
、
一
定
の
洗
浄
圧
が
必
要
な
の
で
す
が
、

お
風
呂
の
広
さ
も
水
圧
も
お
宅
に
よ
っ
て
違
い
ま

す
。
一
つ
ひ
と
つ
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
と
い
う
わ
け

に
は
い
か
な
い
の
で
、
ど
ん
な
条
件
で
も
同
様
の

効
果
が
出
せ
る
形
状
を
目
指
し
ま
し
た
。

福
田
　
床
の
広
さ
が
商
品
に
よ
っ
て
違
う
ん
で
す

が
、
水
流
が
強
す
ぎ
る
と
角
質
が
壁
ま
で
飛
ん
で

し
ま
う
し
、
弱
い
と
隅
ま
で
届
き
ま
せ
ん
。
水
の

膜
に
隙
間
が
あ
れ
ば
、
そ
の
部
分
は
洗
い
残
さ
れ

て
し
ま
い
ま
す
。

村
橋
　
数
十
ミ
ク
ロ
ン
単
位
の
修
正
も
含
め
て
、

1
0
0
本
以
上
の
ノ
ズ
ル
を
試
作
し
ま
し
た
。
来

る
日
も
来
る
日
も
最
適
な
解
を
見
つ
け
る
作
業
。

も
ち
ろ
ん
、
効
果
を
確
認
す
る
た
め
に
は
、
そ
の

た
び
に
残
っ
た
角
質
を
数
え
る
作
業
が
も
れ
な
く

セ
ッ
ト
で
付
い
て
き
ま
す
（
笑
）。

福
田
　
本
当
に
、
残
っ
た
角
質
を
顕
微
鏡
を
使
っ

て
、
す
ご
い
回
数
数
え
た
ん
で
す
よ
。

―
―
今
後
は
ど
う
い
う
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す

か
。

福
田
「
床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
（
き
れ
い
除
菌
水
）」は
、

シ
ン
ラ
や
サ
ザ
ナ
の
決
ま
っ
た
タ
イ
プ
で
し
か
選

べ
ま
せ
ん
。
で
き
れ
ば
装
置
の
自
由
度
を
あ
げ
て
、

ど
ん
な
お
風
呂
に
で
も
取
り
付
け
ら
れ
る
よ
う
に

し
た
い
で
す
ね
。

村
橋
「
き
れ
い
除
菌
水
」
は
、
ど
こ
に
で
も
あ
る

水
道
水
か
ら
機
能
水
を
つ
く
り
出
し
て
除
菌
し
ま

す
。
そ
し
て
そ
の
後
、
つ
く
っ
た
も
の
は
も
と
の

水
に
戻
り
ま
す
。
環
境
へ
の
負
荷
が
ゼ
ロ
。
つ
ま

り
環
境
の
「
き
れ
い
」
も
守
る
わ
け
で
す
ね
。
日

本
の
「
き
れ
い
」
に
対
す
る
意
識
や
技
術
は
世
界

か
ら
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
と
こ
と
ん
き

わ
め
た
い
。
も
っ
と
も
っ
と
「
き
れ
い
除
菌
水
」

が
活
躍
す
る
場
を
増
や
し
て
い
き
た
い
で
す
ね
。

お問い合わせ

0570-01-1010

商品の技術的なご質問は、
技術相談室ナビダイヤルまで

お問い合わせください。

ナビダイヤル

床
ワ
イ
パ
ー
洗
浄
と
い
う

画
期
的
な
機
能

Interview
with
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and

Fukuda Yuko

New
Product
Story
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18.9

浴室の中で、汚れが気になるところ（上位10位を抜粋）

「きれい除菌水」の仕組み

出典：「住宅設備と生活意識に関する実態調査」TOTO調べ（2016）
全国にお住まいの20～79歳男女（複数回答、性別・年代の10セルで層化抽出）
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RCR Arquitectes

H
isao Suzuki

RCRアーキテクツ

会期／2019年1月24日（木）～3月24日（日） RCRアーキテクツ展 ＴＯＴＯギャラリー・間で展覧会をします

RCRアーキテクツは、スペイン・カタルーニャ地方のオロットを拠点に、歴史や文化など、
その土地に根差した詩情豊かな建築を生み出してきました。「RCRアーキテクツ展  夢のジオグラフィー」では、

奈良県吉野町の人 と々協働しているパビリオンの一部や、ドキュメンタリー映像、美しいドローイングなどを通じて、
彼らが長い時間をかけて故郷で実現しようとしている「ラ・ヴィラ」プロジェクトと、日本とのかかわりを紹介します。

今回は「夢のジオグラフィー」というタイトルに込められた意味について、
スペイン在住でRCRとも親交のあるブックデザイナーの坂本知子さんにひもといていただきます。

次回
予告

会期
5月23日（木）～8月4日（日）
講演会
5月30日（木）／イイノホール

独自の方法論と作風をもつ建築家、
中山英之氏の展覧会を開催します。
中山氏の建築の魅力がどこから生
まれてくるのか、建築模型や図面だ
けでは伝えきれない、思考の道筋や、
実現した建築の質、完成後の時間
の流れを映像で表現します。ユニー
クな視点に裏打ちされた、中山氏の
「思想」と「実験」を提示します。

TOTOギャラリー・間

Next Exhibition
at

TOTO
GALLERY · MA

https://jp.toto.com/gallerma

文
／
坂
本
知
子
／
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ク
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（
本
展
の
関
連
書
籍

『
R
C
R
ア
ー
キ
テ
ク
ツ

夢
の
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
』を
担
当
）

　
2
0
1
8
年
の
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
・
ビ
エ
ン
ナ

ー
レ
国
際
建
築
展
で
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
館
の
展

示
を
担
当
し
た
R
C
R
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
は
、

「D
ream

 and N
ature

―
―
夢
と
自
然
」
と

い
う
タ
イ
ト
ル
の
も
と
、
巨
大
な
レ
ン
ズ
状

の
無
数
の
丸
ガ
ラ
ス
を
浮
か
べ
た
イ
ン
ス
タ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
発
表
し
た
（
そ
の
幻
想
的
な

イ
メ
ー
ジ
は
多
く
の
メ
デ
ィ
ア
で
紹
介
さ
れ

た
の
で
覚
え
て
い
る
方
も
多
い
だ
ろ
う
）。し

か
し
現
代
建
築
の
潮
流
を
問
う
国
際
的
な
舞

台
で
な
ぜ
「
夢
」
な
の
か
。
そ
し
て
今
回
の

T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
で
の「G

eogra-
phy of D

ream
s

―
―
夢
の
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ

ー
」
も
ま
た
「
夢
」
と
題
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
言
葉
は
彼
ら
に
と
っ
て
、
何
を
意
味
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

　
R
C
R
は
、
と
く
に
若
い
人
た
ち
に
向
か

っ
て
「
夢
を
見
ろ
」
と
臆
せ
ず
に
語
る
。
夢

を
見
る
と
い
う
行
為
は
と
て
も
個
人
的
で
自

由
な
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
理
性
の
対
極
に

位
置
す
る
も
の
と
し
て
時
に
あ
い
ま
い
で
、

は
か
な
い
印
象
を
も
与
え
る
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
彼
ら
は
、
今
私
た
ち
が
住
ん
で
い
る

こ
の
世
界
―
―
人
間
が（
飛
行
機
に
よ
っ
て
）

空
を
飛
び
、
地
球
の
反
対
側
に
い
る
友
人
と

瞬
時
に
想
い
を
伝
え
あ
え
る
よ
う
な
こ
の
世

界
―
―
は
、
過
去
に
誰
か
が
見
た
「
夢
」
が

実
現
さ
れ
て
で
き
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
シ

ン
プ
ル
な
認
識
を
も
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、

「
夢
」
と
い
う
言
葉
は
「
現
実
」
の
対
義
語

で
は
な
く
、「
未
来
の
現
実
」
の
第
一
歩
な
の

で
あ
る
。
環
境
、
経
済
、
社
会
に
関
す
る
諸

問
題
や
、
敷
地
や
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
与
え

ら
れ
る
諸
条
件
を
建
築
の
ス
タ
ー
ト
と
す
る

と
、
夢
は
多
く
の
人
々
の
協
力
を
ま
と
め
る

た
め
の
ゴ
ー
ル
、
つ
ま
り
ビ
ジ
ョ
ン
と
な
り

う
る
の
で
は
な
い
か
。

　
17
年
5
月
に
プ
リ
ツ
カ
ー
建
築
賞
を
手
に

し
た
彼
ら
は
、
3
人
の
考
え
が
今
後
広
く
多

く
の
人
々
と
共
有
さ
れ
る
こ
と
を
信
じ
て
、

そ
の
後
「
ラ
・
ヴ
ィ
ラ
」（
＊
1
）
と
い
う
大

き
な
「
夢
」
を
紡
ぎ
は
じ
め
て
い
る
。
こ
の

「
ラ
・
ヴ
ィ
ラ
」は
展
覧
会
の
中
心
と
も
い
え

る
彼
ら
自
身
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
り
、
そ

の
全
貌
が
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
の
そ
れ
よ
り
も
具

体
的
な
も
の
と
し
て
く
わ
し
く
紹
介
さ
れ
る
、

お
そ
ら
く
ほ
と
ん
ど
初
の
機
会
と
な
る
だ
ろ

う
。
彼
ら
の
故
郷
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
ガ
ロ

ッ
チ
ャ
の
、
ジ
オ
グ
ラ
フ
ィ
ー
と
も
呼
べ
る

大
き
な
ス
ケ
ー
ル
を
も
っ
た
深
い
森
と
山
か

ら
な
る
大
自
然
の
な
か
に
、
学
習
と
協
働
の

た
め
の
施
設
や
さ
ま
ざ
ま
な
マ
テ
リ
ア
（
物

体
・
物
質
感
）
に
よ
る
パ
ビ
リ
オ
ン
群
、
そ

し
て
自
然
を
ほ
と
ん
ど
そ
の
ま
ま
空
間
と
し

て
体
感
し
、
身
体
で
理
解
す
る
た
め
の
場
所

が
、
こ
れ
か
ら
先
長
い
時
間
を
か
け
て
一
つ

ひ
と
つ
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
い
く
と
い
う
。

彼
ら
の
言
葉
に
よ
れ
ば
、
こ
こ
は
建
築
の
も

つ
力
に
よ
っ
て
「
知
覚
す
る
こ
と
を
学
ぶ
」

夢のジオグラフィー

＊
１
　
R
C
R
ア
ー
キ
テ
ク
ツ
が
故
郷
カ
タ
ル
ー
ニ
ャ
地
方
で
広
大
な

土
地
を
入
手
し
、
推
し
進
め
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
研
究
施
設
や
工

房
、
宿
泊
施
設
、
パ
ビ
リ
オ
ン
な
ど
を
配
し
、
開
か
れ
た
研
究
の
場
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

＊
2 

「
ラ
・
ヴ
ィ
ラ
」
で
計
画
中
の
パ
ビ
リ
オ
ン
。
吉
野
杉
を
使
い
、

吉
野
の
職
人
に
よ
り
施
工
さ
れ
る
。
T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
に
お

い
て
、
構
造
体
の
一
部
が
展
示
さ
れ
る
。

＊
3
　
ス
ペ
イ
ン
の
建
築
雑
誌
「
エ
ル
・
ク
ロ
ッ
キ
ー
ス
」
の
専
属
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
も
活
躍
す
る
国
際
的
写
真
家
。

場
所
で
あ
り
、
人
間
が
空
間
を
、
建
築
を
、

社
会
を
、
そ
し
て
世
界
を
知
覚
す
る
仕
方
そ

の
も
の
を
革
新
し
て
い
く
た
め
の
研
究
所
の

よ
う
な
場
所
と
な
る
。
す
べ
て
の
人
々
に
開

か
れ
た
、
完
成
を
予
定
す
る
必
要
の
な
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
建
築
は
目
的
で
は
な
く
、
そ

こ
へ
集
ま
る
人
々
が
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い

夢
の
建
築
を
「
見
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

　
若
い
頃
に
訪
れ
て
以
来
、
深
い
興
味
を
も

ち
つ
づ
け
て
き
た
日
本
の
文
化
は
、
彼
ら
の

こ
の
よ
う
な
世
界
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
う
。
そ
し
て
2
年
前
に
奈
良
県
の
吉

野
の
杉
や
檜
を
育
て
扱
う
人
々
と
出
会
い
、

彼
ら
と
「
紙
の
パ
ビ
リ
オ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
と
も
に
進
め
て
い
る
（
＊
2
）。そ
れ
ら

を
つ
な
い
だ
旧
知
の
親
友
で
も
あ
る
写
真
家

・
鈴
木
久
雄
氏
（
＊
3
）
の
目
に
よ
っ
て
撮

影
さ
れ
た
数
々
の
写
真
や
ビ
デ
オ
か
ら
も
、

言
葉
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
彼
ら
の
思

想
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
夢
か
ら
建
築
、そ
し
て
現
実
へ
」

リ
ア
リ
テ
ィ

1988年にラファエル・アランダ（61～、写真右）、カルマ・ピジェム（62～、同中央）、ラモン・ヴィラルタ（60～、同左）
の3人により、スペインのカタルーニャ地方オロットに設立された建築スタジオ。プリツカー建築賞（2017）をはじめ、
カタルーニャ州政府による建築文化賞（05）、フランス芸術文化勲章オフィシエ（14）など、国内外で多数の受賞
歴をもつ。08年に旧彫刻鋳造工場であった「バルベリ・スペース」へ拠点を移し、13年にRCR BUNKA財団（日
本語の「文化」に由来）を設立して以来、建築とランドスケープ、アートや文化と社会とのかかわりの促進に寄与
する活動を続けている。奈良県吉野町をはじめ、多くの人々の協力を得て、進行中のプロジェクト「ラ・ヴィラ」内に、
17年RCR LAB・A建築研究所を設置。代表作に「トゥッソル・バジル陸上競技場」（1991～2012／スペイン・オロ
ット）、「ラ・リラ・シアター・パブリック・スペース」（11／スペイン・リポイ）、「スーラージュ美術館」（14／フランス・ロ
デーズ）、「ヴァールゼ・クローク・メディアテーク」（17／ベルギー・ゲント）など。

RCRアーキテクツと「ラ・ヴィラ」計画地

（スペイン、ラ・ヴァイ・デ・ビアニャ） 写真／Hisao Suzuki

トゥッソル・バジル陸上競技場

（1991～2012／スペイン、オロット） 写真／Hisao Suzuki

ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展2018
カタルーニャ館展示「Dream and Nature」

（2018／イタリア、ヴェネチア） 写真／Adria Goula

中山英之展
「, and then」

TOTO
ギャラリー・間

六本木通り

赤坂通り

至赤坂▶◀至渋谷

六本木駅4a出口

東京ミッドタウン

六本木駅8番出口

乃木神社

赤坂郵便局青山ツインタワー

外苑東通り

青山一丁目駅
4番出口

乃木坂駅3番出口

6061

所在地
東京都港区南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル3F
電話／03（3402）1010
ファクス／03（3423）4085
開館時間／11：00～18：00
休館日／月曜日・祝日、
夏期休暇、年末年始、
展示替え期間
入場料／無料
アクセス
●東京メトロ千代田線

「乃木坂」駅下車 3番出口徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車 8番出口徒歩6分
●東京メトロ日比谷線

「六本木」駅下車 4a出口徒歩7分
●東京メトロ銀座線・
半蔵門線・都営地下鉄大江戸線

「青山一丁目」駅下車
4番出口徒歩7分



RCR Arquitectes

H
isao Suzuki

RCRアーキテクツ

会期／2019年1月24日（木）～3月24日（日） RCRアーキテクツ展 ＴＯＴＯギャラリー・間で展覧会をします

RCRアーキテクツは、スペイン・カタルーニャ地方のオロットを拠点に、歴史や文化など、
その土地に根差した詩情豊かな建築を生み出してきました。「RCRアーキテクツ展  夢のジオグラフィー」では、

奈良県吉野町の人 と々協働しているパビリオンの一部や、ドキュメンタリー映像、美しいドローイングなどを通じて、
彼らが長い時間をかけて故郷で実現しようとしている「ラ・ヴィラ」プロジェクトと、日本とのかかわりを紹介します。

今回は「夢のジオグラフィー」というタイトルに込められた意味について、
スペイン在住でRCRとも親交のあるブックデザイナーの坂本知子さんにひもといていただきます。

次回
予告

会期
5月23日（木）～8月4日（日）
講演会
5月30日（木）／イイノホール

独自の方法論と作風をもつ建築家、
中山英之氏の展覧会を開催します。
中山氏の建築の魅力がどこから生
まれてくるのか、建築模型や図面だ
けでは伝えきれない、思考の道筋や、
実現した建築の質、完成後の時間
の流れを映像で表現します。ユニー
クな視点に裏打ちされた、中山氏の
「思想」と「実験」を提示します。
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吉
野
の
職
人
に
よ
り
施
工
さ
れ
る
。
T
O
T
O
ギ
ャ
ラ
リ
ー
・
間
に
お

い
て
、
構
造
体
の
一
部
が
展
示
さ
れ
る
。

＊
3
　
ス
ペ
イ
ン
の
建
築
雑
誌
「
エ
ル
・
ク
ロ
ッ
キ
ー
ス
」
の
専
属
カ

メ
ラ
マ
ン
と
し
て
も
活
躍
す
る
国
際
的
写
真
家
。

場
所
で
あ
り
、
人
間
が
空
間
を
、
建
築
を
、

社
会
を
、
そ
し
て
世
界
を
知
覚
す
る
仕
方
そ

の
も
の
を
革
新
し
て
い
く
た
め
の
研
究
所
の

よ
う
な
場
所
と
な
る
。
す
べ
て
の
人
々
に
開

か
れ
た
、
完
成
を
予
定
す
る
必
要
の
な
い
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
。
建
築
は
目
的
で
は
な
く
、
そ

こ
へ
集
ま
る
人
々
が
、
い
ま
だ
存
在
し
な
い

夢
の
建
築
を
「
見
る
」
き
っ
か
け
と
な
る
。

　
若
い
頃
に
訪
れ
て
以
来
、
深
い
興
味
を
も

ち
つ
づ
け
て
き
た
日
本
の
文
化
は
、
彼
ら
の

こ
の
よ
う
な
世
界
観
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
と
い
う
。
そ
し
て
2
年
前
に
奈
良
県
の
吉

野
の
杉
や
檜
を
育
て
扱
う
人
々
と
出
会
い
、

彼
ら
と
「
紙
の
パ
ビ
リ
オ
ン
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
と
も
に
進
め
て
い
る
（
＊
2
）。そ
れ
ら

を
つ
な
い
だ
旧
知
の
親
友
で
も
あ
る
写
真
家

・
鈴
木
久
雄
氏
（
＊
3
）
の
目
に
よ
っ
て
撮

影
さ
れ
た
数
々
の
写
真
や
ビ
デ
オ
か
ら
も
、

言
葉
だ
け
で
は
と
ら
え
き
れ
な
い
彼
ら
の
思

想
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

「
夢
か
ら
建
築
、そ
し
て
現
実
へ
」

リ
ア
リ
テ
ィ

1988年にラファエル・アランダ（61～、写真右）、カルマ・ピジェム（62～、同中央）、ラモン・ヴィラルタ（60～、同左）
の3人により、スペインのカタルーニャ地方オロットに設立された建築スタジオ。プリツカー建築賞（2017）をはじめ、
カタルーニャ州政府による建築文化賞（05）、フランス芸術文化勲章オフィシエ（14）など、国内外で多数の受賞
歴をもつ。08年に旧彫刻鋳造工場であった「バルベリ・スペース」へ拠点を移し、13年にRCR BUNKA財団（日
本語の「文化」に由来）を設立して以来、建築とランドスケープ、アートや文化と社会とのかかわりの促進に寄与
する活動を続けている。奈良県吉野町をはじめ、多くの人々の協力を得て、進行中のプロジェクト「ラ・ヴィラ」内に、
17年RCR LAB・A建築研究所を設置。代表作に「トゥッソル・バジル陸上競技場」（1991～2012／スペイン・オロ
ット）、「ラ・リラ・シアター・パブリック・スペース」（11／スペイン・リポイ）、「スーラージュ美術館」（14／フランス・ロ
デーズ）、「ヴァールゼ・クローク・メディアテーク」（17／ベルギー・ゲント）など。

RCRアーキテクツと「ラ・ヴィラ」計画地

（スペイン、ラ・ヴァイ・デ・ビアニャ） 写真／Hisao Suzuki

トゥッソル・バジル陸上競技場

（1991～2012／スペイン、オロット） 写真／Hisao Suzuki

ヴェネチア・ビエンナーレ国際建築展2018
カタルーニャ館展示「Dream and Nature」

（2018／イタリア、ヴェネチア） 写真／Adria Goula

中山英之展
「, and then」

TOTO
ギャラリー・間

六本木通り

赤坂通り

至赤坂▶◀至渋谷

六本木駅4a出口

東京ミッドタウン

六本木駅8番出口

乃木神社

赤坂郵便局青山ツインタワー

外苑東通り

青山一丁目駅
4番出口

乃木坂駅3番出口

6061

所在地
東京都港区南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル3F
電話／03（3402）1010
ファクス／03（3423）4085
開館時間／11：00～18：00
休館日／月曜日・祝日、
夏期休暇、年末年始、
展示替え期間
入場料／無料
アクセス
●東京メトロ千代田線

「乃木坂」駅下車 3番出口徒歩1分
●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車 8番出口徒歩6分
●東京メトロ日比谷線

「六本木」駅下車 4a出口徒歩7分
●東京メトロ銀座線・
半蔵門線・都営地下鉄大江戸線

「青山一丁目」駅下車
4番出口徒歩7分



ジャパン・ハウス ロサンゼルス展覧会場の様子。

南カリフォルニア建築大学（SCI-Arc）での講演会の様子。

ESG投資指標
「Dow Jones 
Sustainability World
Index」の構成銘柄に
選定されました

＊1　ESG投資：環境（E）、社会（S）、
ガバナンス（G）に配慮している企業
を重視・選別して行う投資。
＊2　S&Pダウ・ジョーンズ社：世界的
にも主要となっているアメリカの経済
新聞「The Wall Street Journal」
などを発行する経済ニュース通信社。
アメリカの代表的な株価指数「ダウ・
ジョーンズ工業株価平均（通称：ダウ
平均）」を算出していることでも有名。

TOTOは、世界の代表的
なESG投資（＊1）指標であ
る「Dow Jones Sustainab-
ility Indices（以下、DJSI）」
の「World Index（DJSI 
World）」の構成銘柄に選
定されました。同銘柄への
選定は7回目です。また、
アジア・太平洋地域版の
「DJSI Asia Pacific」の構
成銘柄にも10年連続で選
定されています。
DJSIは、米国S&Pダウ・ジ
ョーンズ社（＊2）とスイスの
社会的責任投資の調査会
社ロベコSAM社が提携し
開発した株式指標で、「経
済」「環境」「社会」の3つ
の側面から企業を分析し、
持続可能性（サステナビリ
ティ）にすぐれた各産業分
野の上位10%の企業が

「DJSI World」に選定され
ます。
TOTOグループは、世界中
のお客さまに安心と信頼の
TOTOブランドをお届けす
ることで、広く社会や地球
環境に貢献する存在であり
つづけることを目指します。

次号『TOTO通信』は2019年4月上旬発行の予定です。

TOTO News 2
ジャパン・ハウス 
ロサンゼルスで
TOTOギャラリー・間
巡回展を開催しました

TOTO News

外務省の対外情報発信拠
点「ジャパン・ハウス」（サン
パウロ、ロンドン、ロサンゼル
ス）で、TOTOギャラリー・間
は、展覧会「藤本壮介展　
未来の未来」を開催しまし
た。2017年に17万人を動員
したサンパウロ、18年にデ
ザインミュージアムでの講演
会が好評だったロンドンに
続き、ジャパン・ハウス ロサ
ンゼルス、およびTOTOロ
サンゼルス・ショールームで
開催し、多くのお客さまにご
来場いただきました。また、
南カリフォルニア建築大学

（SCI-Arc）での講演会も
大好評のうちに終了しまし
た。

4

2017年5月に迎えたTOTO
グループ創立100周年を記
念して、2018年10月1日より
オフィシャルサイトで社史

『TOTO百年史』を公開し
ています。多くのみなさまに
ご覧いただけるよう、電子ブ
ック形式としました。
TOTOグループの平坦で
はなかった歴史を顧み、再
認識することで、次の100年
に向けての道標となるよう
編纂しています。

社史
『TOTO百年史』を
オフィシャルサイトで
公開中

社史『TOTO百年史』
https://jp.toto.com/history/
100yearshistory

1TOTO News

今年はアーキテクテン・デ・
ヴィルダー・ヴィンク・タユー

（ADVVT）のドローイング
カレンダーをお届けします。
ヤン・デ・ヴィルダーを中心
に3人の建築家で構成され
るADVVTは、2018年のヴ
ェネチア・ビエンナーレ国際
建築展において、新進気鋭
の建築家へ贈られる銀獅
子賞を受賞。世界的に注目
を集めるベルギーの建築
家ユニットです。2019年9月
にTOTOギャラリー・間（東
京・乃木坂）で開催する展
覧会に先駆け、彼らの独自
の世界をご紹介します。

2019年版
TOTOドローイング
カレンダー

TOTO News 3

2019年版
TOTOドローイングカレンダー

当商品を掲載した「セラトレーディン
グ総合カタログ2018」は、ウェブサイト、
またはファクスにてご請求ください。
WEB：https://www.cera.co.jp
FAX：03-3402-7185

L-CUBE シリーズ
洗面キャビネット
DV8004-11
希望小売価格：
574,000円（税別）

セラトレーディングでは、ドイ
ツ・Duravit（デュラビット）
社の洗面キャビネット「L-
CUBE（エル・キューブ）」
シリーズを発売いたします。
ドイツのデザイナー、クリス
チャン・ヴェルナーによるもの
で、陶器の側面に化粧板を
直接接着する独自の技術

「C-BONDED」により、シー
ムレスでミニマルな意匠性
を実現しています。また、大
容量収納とプッシュオープ
ン・ソフトクローズ機能など
機能性も兼ね備えています。
インテリアのようにあえてオ
ープンにして魅せる水まわ
りを検討してみてはいかが
でしょうか。

ミニマルデザイン
×ユーティリティー
=L-CUBE

著者
定価
体裁

発行日

田根 剛
3,900円+税
228×304㎜、ソフトカバー、
320ページ
2018年11月

NewsInformation CeraBooks

TOTOの最新情報

www.toto.co.jp/publishing

TOTO出版のお知らせ セラトレーディングのお知らせ

News FileTOTOからのお知らせページです。
イベント、新商品、最新情報など知っておいていただくと

お役に立つ情報を心がけています。
合わせてご注目ください。

TOTO TSUSHIN 2019 New Year

セラトレーディング

093-513-6234

toto_tsushin@jlink-net.com

『TOTO通信』定期購読を
ご希望の建築家を
ご紹介ください。

tel

e-mail

ＴＯＴＯ出版

Bookshop ＴＯＴＯ

赤坂通り

至赤坂▶◀至渋谷

外苑東通り

TOTO乃木坂ビル

六本木駅4a出口

東京ミッドタウン

六本木駅8番出口

乃木神社

赤坂郵便局青山ツインタワー

青山一丁目駅
4番出口

乃木坂駅3番出口

Bookshop ＴＯＴＯ
ＴＯＴＯ出版
セラトレーディング

6263

田根 剛、瀧口範子
1,000円+税
128×182㎜、ソフトカバー、
96ページ
2018年10月

著者
定価
体裁

発行日

全国の書店でお求めください。直営店
Bookshop TOTOでもお求めになれます。
書店遠隔の方はお問い合わせください。

2冊
合わせて、
ぜひご一読
ください。

『田根 剛
アーキオロジーから
アーキテクチャーへ』

Book 2

サッカーから建築へ。夢と
希望を携えて、日本を飛び
出し、いつしか建築家に。
記憶へのリサーチ、意味の
探求、チームを率いること。
今、世界から注目される若
手建築家・田根 剛が、建
築家を志したきっかけから、

「エストニア国立博物館」な
ど話題のプロジェクトの背

景、設計思想、そして未来
への想いを、ジャーナリスト
の瀧口範子のインタビュー
で一気に語り下ろしました。

同封の
「TOTO通信アンケート」に

お答えいただいた方の
なかから、

抽選で10名の方に
プレゼントいたします。

フランス・パリを拠点に活躍
する建築家・田根 剛（たね 
つよし）の、国内外通じて初
の作品集を発行しました。
場所の記憶を掘り起こし、
建築をつくることで未来に
つなげることを目指す田根
の思想と活動を、話題作

「エストニア国立博物館」
「新国立競技場案 古墳ス
タジアム」ほか進行中のプ
ロジェクトなど17作品を通し

て紹介。膨大なリサーチ資
料、写真、図面による3章立
てのダイナミックな構成や、
大判でシンプルな装丁な
ど、こだわり満載の著者渾
身の一冊です。

『TSUYOSHI TANE
Archaeology of
the Future
田根 剛建築作品集
未来の記憶』

お申し込みはTOTO通信
データ管理室まで
＊法人あての送付となります。

アクセス／●東京メトロ千代田
線「乃木坂」駅下車3番出口徒
歩1分 ●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車徒歩6分 ●東
京メトロ日比谷線「六本木」駅
下車徒歩7分 ●東京メトロ銀座
線・半蔵門線・都営地下鉄大
江戸線「青山一丁目」駅下車
徒歩7分

所在地

電話

ファクス
定休日

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル
03（3796）6151、
03（3402）7134

（東京ショールーム）
03（3402）7185
月曜日・祝日・
夏期休暇・年末年始

所在地

電話
ファクス

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
03（3402）7138
03（3402）7187

所在地

電話
定休日

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
03（3402）1525
月曜日・祝日・

「TOTOギャラリー・間」
休館中の土曜日・
日曜日・夏期休暇・
年末年始

六本木通り

青山通り

Pr
es

ent!

P

1Book



ジャパン・ハウス ロサンゼルス展覧会場の様子。

南カリフォルニア建築大学（SCI-Arc）での講演会の様子。

ESG投資指標
「Dow Jones 
Sustainability World
Index」の構成銘柄に
選定されました

＊1　ESG投資：環境（E）、社会（S）、
ガバナンス（G）に配慮している企業
を重視・選別して行う投資。
＊2　S&Pダウ・ジョーンズ社：世界的
にも主要となっているアメリカの経済
新聞「The Wall Street Journal」
などを発行する経済ニュース通信社。
アメリカの代表的な株価指数「ダウ・
ジョーンズ工業株価平均（通称：ダウ
平均）」を算出していることでも有名。

TOTOは、世界の代表的
なESG投資（＊1）指標であ
る「Dow Jones Sustainab-
ility Indices（以下、DJSI）」
の「World Index（DJSI 
World）」の構成銘柄に選
定されました。同銘柄への
選定は7回目です。また、
アジア・太平洋地域版の
「DJSI Asia Pacific」の構
成銘柄にも10年連続で選
定されています。
DJSIは、米国S&Pダウ・ジ
ョーンズ社（＊2）とスイスの
社会的責任投資の調査会
社ロベコSAM社が提携し
開発した株式指標で、「経
済」「環境」「社会」の3つ
の側面から企業を分析し、
持続可能性（サステナビリ
ティ）にすぐれた各産業分
野の上位10%の企業が

「DJSI World」に選定され
ます。
TOTOグループは、世界中
のお客さまに安心と信頼の
TOTOブランドをお届けす
ることで、広く社会や地球
環境に貢献する存在であり
つづけることを目指します。

次号『TOTO通信』は2019年4月上旬発行の予定です。

TOTO News 2
ジャパン・ハウス 
ロサンゼルスで
TOTOギャラリー・間
巡回展を開催しました

TOTO News

外務省の対外情報発信拠
点「ジャパン・ハウス」（サン
パウロ、ロンドン、ロサンゼル
ス）で、TOTOギャラリー・間
は、展覧会「藤本壮介展　
未来の未来」を開催しまし
た。2017年に17万人を動員
したサンパウロ、18年にデ
ザインミュージアムでの講演
会が好評だったロンドンに
続き、ジャパン・ハウス ロサ
ンゼルス、およびTOTOロ
サンゼルス・ショールームで
開催し、多くのお客さまにご
来場いただきました。また、
南カリフォルニア建築大学

（SCI-Arc）での講演会も
大好評のうちに終了しまし
た。
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2017年5月に迎えたTOTO
グループ創立100周年を記
念して、2018年10月1日より
オフィシャルサイトで社史

『TOTO百年史』を公開し
ています。多くのみなさまに
ご覧いただけるよう、電子ブ
ック形式としました。
TOTOグループの平坦で
はなかった歴史を顧み、再
認識することで、次の100年
に向けての道標となるよう
編纂しています。

社史
『TOTO百年史』を
オフィシャルサイトで
公開中

社史『TOTO百年史』
https://jp.toto.com/history/
100yearshistory
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今年はアーキテクテン・デ・
ヴィルダー・ヴィンク・タユー

（ADVVT）のドローイング
カレンダーをお届けします。
ヤン・デ・ヴィルダーを中心
に3人の建築家で構成され
るADVVTは、2018年のヴ
ェネチア・ビエンナーレ国際
建築展において、新進気鋭
の建築家へ贈られる銀獅
子賞を受賞。世界的に注目
を集めるベルギーの建築
家ユニットです。2019年9月
にTOTOギャラリー・間（東
京・乃木坂）で開催する展
覧会に先駆け、彼らの独自
の世界をご紹介します。
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2019年版
TOTOドローイングカレンダー

当商品を掲載した「セラトレーディン
グ総合カタログ2018」は、ウェブサイト、
またはファクスにてご請求ください。
WEB：https://www.cera.co.jp
FAX：03-3402-7185

L-CUBE シリーズ
洗面キャビネット
DV8004-11
希望小売価格：
574,000円（税別）

セラトレーディングでは、ドイ
ツ・Duravit（デュラビット）
社の洗面キャビネット「L-
CUBE（エル・キューブ）」
シリーズを発売いたします。
ドイツのデザイナー、クリス
チャン・ヴェルナーによるもの
で、陶器の側面に化粧板を
直接接着する独自の技術

「C-BONDED」により、シー
ムレスでミニマルな意匠性
を実現しています。また、大
容量収納とプッシュオープ
ン・ソフトクローズ機能など
機能性も兼ね備えています。
インテリアのようにあえてオ
ープンにして魅せる水まわ
りを検討してみてはいかが
でしょうか。

ミニマルデザイン
×ユーティリティー
=L-CUBE

著者
定価
体裁

発行日

田根 剛
3,900円+税
228×304㎜、ソフトカバー、
320ページ
2018年11月

NewsInformation CeraBooks

TOTOの最新情報

www.toto.co.jp/publishing

TOTO出版のお知らせ セラトレーディングのお知らせ

News FileTOTOからのお知らせページです。
イベント、新商品、最新情報など知っておいていただくと

お役に立つ情報を心がけています。
合わせてご注目ください。

TOTO TSUSHIN 2019 New Year

セラトレーディング

093-513-6234

toto_tsushin@jlink-net.com

『TOTO通信』定期購読を
ご希望の建築家を
ご紹介ください。

tel

e-mail

ＴＯＴＯ出版

Bookshop ＴＯＴＯ

赤坂通り

至赤坂▶◀至渋谷

外苑東通り

TOTO乃木坂ビル

六本木駅4a出口

東京ミッドタウン

六本木駅8番出口

乃木神社

赤坂郵便局青山ツインタワー

青山一丁目駅
4番出口

乃木坂駅3番出口

Bookshop ＴＯＴＯ
ＴＯＴＯ出版
セラトレーディング

6263

田根 剛、瀧口範子
1,000円+税
128×182㎜、ソフトカバー、
96ページ
2018年10月

著者
定価
体裁

発行日

全国の書店でお求めください。直営店
Bookshop TOTOでもお求めになれます。
書店遠隔の方はお問い合わせください。

2冊
合わせて、
ぜひご一読
ください。

『田根 剛
アーキオロジーから
アーキテクチャーへ』

Book 2

サッカーから建築へ。夢と
希望を携えて、日本を飛び
出し、いつしか建築家に。
記憶へのリサーチ、意味の
探求、チームを率いること。
今、世界から注目される若
手建築家・田根 剛が、建
築家を志したきっかけから、

「エストニア国立博物館」な
ど話題のプロジェクトの背

景、設計思想、そして未来
への想いを、ジャーナリスト
の瀧口範子のインタビュー
で一気に語り下ろしました。

同封の
「TOTO通信アンケート」に

お答えいただいた方の
なかから、

抽選で10名の方に
プレゼントいたします。

フランス・パリを拠点に活躍
する建築家・田根 剛（たね 
つよし）の、国内外通じて初
の作品集を発行しました。
場所の記憶を掘り起こし、
建築をつくることで未来に
つなげることを目指す田根
の思想と活動を、話題作

「エストニア国立博物館」
「新国立競技場案 古墳ス
タジアム」ほか進行中のプ
ロジェクトなど17作品を通し

て紹介。膨大なリサーチ資
料、写真、図面による3章立
てのダイナミックな構成や、
大判でシンプルな装丁な
ど、こだわり満載の著者渾
身の一冊です。

『TSUYOSHI TANE
Archaeology of
the Future
田根 剛建築作品集
未来の記憶』

お申し込みはTOTO通信
データ管理室まで
＊法人あての送付となります。

アクセス／●東京メトロ千代田
線「乃木坂」駅下車3番出口徒
歩1分 ●都営地下鉄大江戸線

「六本木」駅下車徒歩6分 ●東
京メトロ日比谷線「六本木」駅
下車徒歩7分 ●東京メトロ銀座
線・半蔵門線・都営地下鉄大
江戸線「青山一丁目」駅下車
徒歩7分

所在地

電話

ファクス
定休日

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル
03（3796）6151、
03（3402）7134

（東京ショールーム）
03（3402）7185
月曜日・祝日・
夏期休暇・年末年始

所在地

電話
ファクス

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
03（3402）7138
03（3402）7187

所在地

電話
定休日

東京都港区
南青山1-24-3
TOTO乃木坂ビル2階
03（3402）1525
月曜日・祝日・

「TOTOギャラリー・間」
休館中の土曜日・
日曜日・夏期休暇・
年末年始

六本木通り

青山通り
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２０19年 新春号
Toward a Creative
Architectural
Scene

特 集 ／ アジア で 設 計 す るということ

Special Feature
Japanese

Architects
on

the Asian
Scene

Iwamoto Masaaki Vietnam

Kawabe Naoya Cambodia

Saeki Satoko ＋ K.M.Tan / KUU China Sato Kengo India
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『TOTO通信』のお届け先などの変更はお客さまNo.（封筒の宛て名ラベル右上に記載）も併せて下記までご連絡ください。
TOTOカタログセンター内　TOTO通信データ管理室　TEL.093（563）2055　FAX.093（571）0999
＊当社ならびに当社グループ会社は、個人情報の保護を社会的責務と考えます。お客さまからお預かりした個人情報は、関連法令および
社内諸規定に基づき慎重かつ適切に取り扱います。詳細はTOTOウェブサイト（https://jp .toto .com）をご覧ください。

（JIS高断熱浴槽準拠）

システムバ スル ーム サ ザ ナ H Sシリー ズ

サンジュウマル
くつろぎの

全身で心地よさを感じる、サンジュウマルアイテム

クリーンでうれC
お掃除ラクラク

お掃除が簡単・ラクラク、クリーンアイテム

心も身体ももっとラクに、

サザナが叶える

心地よい毎日。

※詳細はカタログまたは弊社WEBサイトをご覧ください。


